






































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





　本作品は本編終了後にカドカワＢＯＯＫＳ『痛いのは嫌なので防御力に極振りしたいと思います。』（著：夕蜜柑）お試し版が収録されています。
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ゼナの修行







〝サトゥーです。最初の一歩を踏み出すのは誰だれしも多かれ少なかれ怖いのではないでしょうか？　でも、勇気を持ってその一歩を踏み出した人の前には、新しい世界が待っていると思うのです。〟






「私、サトゥーさんが──」

　真っ赤な顔で拳こぶしを握りしめてオレを見上げるのは、お日様色の金髪を編み込んだセーリュー伯爵領軍の魔法兵、マリエンテール士爵家のゼナさんだ。

　迷宮都市にあるオレの屋敷の門前で彼女と会っている。

「──いえ、サトゥーさんにお願いがあります！」

「どんなお願いでしょう？　私にできる事ならお手伝いしますよ」

　お願いの種類は分からないけど、ゼナさんの頼みなら余程の事がない限り叶かなえてあげたい。

「強くなりたいんです。誰かを守れるくらい強く……」

　告白されるのかと身構えたが、それはうぬぼれがすぎたようだ。

　まあ、本当に告白する気なら、領軍の軍服で来るはずもないよね。

　ゼナさんが真剣な顔でオレを見上げながら言葉を続けた。

「だから、教えてください！　どうやったら、サトゥーさん達のように強くなれるのかを！」

「──強くなる方法ですか？」

　オレは少し気が抜けた気分で問い返す。

　それは屋敷の玄関から覗のぞいている仲間達も同じだったらしく、そっちの方角から弛し緩かんした雰囲気が伝わってきた。

　てっきり、パワーレベリングしてほしいというお願いかと思ったけれど、マジメなゼナさんは強くなるための秘ひ訣けつだけでいいらしい。

　先日、セーリュー伯爵領軍迷宮選抜隊による迷宮探索で、ゼナさんは格上の魔物──剣斧蟷螂ソードアクス・マンテイスに奇襲され瀕ひん死しの重傷を負ったばかりだ。

　たまたまその場に居合わせた転生者で吸血鬼ヴアンパイアの真しん祖そバンに救出されたものの、その時にバンが吸血鬼の霧化ミスト・フオームで搬送したために、謎なぞの魔物に攫さらわれたと大騒ぎになった。

　最終的にはオレサトウーの依頼で救出に向かったという設定のクロによって地上へと帰還したのだが、バンが偶然居合わせなければ、ゼナさんが命を落としていた可能性は高い。

　そんな目に遭ったのだから、彼女が強くなりたいと思うのも分かる気がする。

「はい。ずうずうしいお願いなのは承知しています」

　オレの言葉を否定と受け取ったのか、ゼナさんが少し視線を下げて声のトーンを落とす。

「お願いします！　私にできる事ならなんでもしますから──」

　ガバッと顔を上げたゼナさんが、余裕のない感じで懇願してきた。

　こんな風にグイグイくるゼナさんを見ていると、初めてセーリュー市に到着した頃ころを思い出す。

　あの時は「マリエンテール家の名に賭かけて、必ずお礼させていただきます」なんて言っていたっけ。

「お教えするのは構いませんから、落ち着いてください、ゼナさん」

　オレは迫るゼナさんの肩をポンポンと叩たたいて宥なだめる。

「それに、年頃の女の子が『自分にできる事ならなんでもする』なんて言っちゃいけませんよ」

「す、すみません」

　オレが冗談めかして注意すると、ゼナさんも自分の失言に気付いて頭を下げた。

「ええっと、強くなる方法でしたね」

「はい。差し障りのない範囲だけでも教えていただけませんか？」

「別に秘密にしないといけないほど、特別な事はしていませんよ」

　オレはそう断ってから、仲間達を鍛えた方法を教える。

「リザ達はゼナさんもご承知の通り、セーリュー市の地下迷宮である程度レベルを上げましたけど、他ほかの子達は旅の間に知り合った達人に教えを乞こうたり、遭遇した魔物や盗賊を退治したりして、少しずつ経験を積んでいったんです」

　公都までの旅の間に、パワーレベリングしたのはルルくらいかな？

　ムーノ男爵領の怨おん霊りよう砦とりでは安全地帯の確保をオレがしたくらいで、あとは普通に戦っていたはずだ。

「迷宮都市に着いた後は、迷宮に篭こもりながら同格や少し格上の魔物相手に連戦を繰り返したんですよ。やはり色々な種類の強敵相手に戦うのが一番身に付くみたいです」

　仲間達の育成で分かった事だけど、同レベルの相手を二〇匹くらい倒すとレベルアップするんだよね。逆に格下の相手だとかなりの数を乱獲しないとレベルが上がらない。

　もっとも、エルフはレベルアップに必要な経験値が二倍近く必要になるので、ミーアだけはオレがパワーレベリングして経験値を調整した。

「あ、あの、サトゥーさん。『銀光』の方達は『探索者は同格や格上の敵には手を出さないのが常識だ』『いくら実入りが良くても、大きな怪け我がをしたら大損だから、安全に倒せる敵としか戦わない』と仰おつしやっていたのですが、それは間違いなのでしょうか？」

　ゼナさんが中堅の女性探索者集団「銀光」に聞いた話を基に尋ねてきた。

「いえ、正しいですよ」

　直前の発言を否定するようなオレの答えに、ゼナさんの顔が曇る。

　上う手まく伝わっていない気がしたので、言葉を付け加えた。

「ですから、同格以上の敵とも戦えるように工夫したんです」

　ゼナさんがオレの言葉の続きを待つ。

「なるべく怪我をしないように、可能な限り最良の装備を調え、怪我をした時のための回復手段を潤沢に揃そろえ──」

　今では上級魔族と殴り合っても、そう簡単に死なないくらい良い装備になったと自負している。

「──さらに情報を集めました」

「情報ですか？」

「はい、有利に戦えるように迷宮の地形や魔物の分布を把握し、その区画に出現するであろう魔物の情報を調べ上げ、それらを仲間達に情報共有しつつ、複数の敵と戦わずに済む立ち回りをしたんです」

　まあ、実際には「全マップ探査」の魔法を使ってから、マップの詳細情報を読んだだけなので、あまり偉そうな事は言えない。

　でも、情報を収集するのは迷宮探索でも重要な事なので、敢あえて大げさに言ってみた。

「……凄すごい、です」

「迷宮の第一区画周辺に出る一般的な魔物の情報なら、探索者ギルドでも公開してくれていますし、迷宮の地図屋の中にはどんな魔物が出るか地図に書き込んでいる者もいます。どの地図屋が役に立つかは、ベテラン探索者達と交流して教えを乞うのが良いと思います」

　ついでに、オレが主催していた新人探索者講習会も一度顔を出すといいと勧めておいた。

　探索者学校の実習で使っている区画の地図ならオレから提供できるし、それ以外の区画でも調べ上げて新たに書き起こしてもいい。

「そうだ、リザ達の最初の先生なら、探索者学校で講師をしてくださっているので、良かったら紹介しますよ」

「もう！　ご主人様ってば水くさいんだから！」

　元気な声で割り込んできたのは、不吉と言われる紫髪を金色のカツラで隠した幼女アリサだ。

　さっきまで玄関扉の陰から盗み見していたのに、堪こらえられなくなって飛び出してきたらしい。

「先生ならわたし達がいるじゃない！」

「任せて～？」

「ポチだって教えるのです！」

　男前に胸をドンと叩くアリサの左右に並んだのは、猫耳猫尻しつ尾ぽで白髪ショートの幼女タマと犬耳犬尻尾で茶髪ボブカットの幼女ポチの二人だ。

　シュピッとシュタッのポーズで、自分達のやる気をゼナさんにアピールしている。

「僭せん越えつながら、槍そう術じゆつや魔物との立ち回りならお教えできるかと」

　タマとポチが粗相をしないように追いかけてきたリザも、恩人であるゼナさんにそう告げる。

　橙とう鱗りん族の特徴であるオレンジ色の鱗うろこに覆われた尻尾の先が、彼女のやる気を反映してピンッと空を指す。

「盾術なら教授可能と告げます」

　無表情な顔でリザの背後から主張したのは、金髪をポニーテールに結った巨乳美女のナナだ。

「魔法」

　オレの後ろから、ミーアが単語で主張した。

「魔法を教えるのは自分に任せろ」と言いたいのだろう。

　ツインテールに結った淡い青緑色の髪の合間から、エルフの特徴である少し尖とがった耳が覗いている。

「私は護身術と射撃くらいしか教えられませんけど、それで良ければお手伝いさせてください」

　謙虚に言うのは、傾けい城せいという言葉が微ほほ笑えみ一つで吹き飛びそうな絶世の美少女ルルだ。

　鴉からすの濡ぬれ羽ば色いろという単語に相応ふさわしい艶つややかな黒髪が、迷宮都市セリビーラの荒々しい砂風にも負けずたおやかに揺れる。

「ゼナさん、いかがでしょう？　達人が名師範とは言えないと思いますが、一度仲間達のする訓練を一緒にやってみませんか？」

「は、はい！　ぜひ、お願いします！」

　オレの問いに、ゼナさんはぶんぶんと首を縦に振った。

　予定では、昼からゼナさんを美お味いしいレストランに連れて行くはずだったんだけど、急ぐようなモノでもないし別に延期でいいだろう。





◆






「今日はゼナさん達が探索者学校で訓練する予定なのですが、カリナ様もご一緒にいかがですか？」

「……探索者学校で訓練？」

　オレの誘いの言葉を聞いて、派手な美び貌ぼうに厭いやそうな雰囲気を帯びたのは、オレの主家であるムーノ男爵家の次女、カリナ嬢だ。

　彼女は縦ロールにした豪ごう奢しやな金髪を後ろに打ち払い、「嫌ですわ」と拒否の言葉を吐き捨てた。

　探索者学校に体験入学して、半日で放校されたのがトラウマになっているようだ。

「一緒に行こう～？」

「ポチも一緒に行ってあげるのですよ？」

　タマとポチがカリナ嬢を誘う。

　どうも、この二人は年上のカリナ嬢を妹分のように感じているようだ。

「嫌ですわ。二人とも、『実戦こそ最良の訓練』ではありませんでしたの？」

　カリナ嬢の言葉に、タマとポチがわなわなと手を震えさせる。

「うーっぷす～？」

「そ、そうだったのです。ポチはライダーの中でダークしてたのです！」

　たぶんだけど、ポチは「怠惰の中で堕落した」と言いたかったのだろう。

　怠惰というのは言い過ぎだが、ここ二週間くらいは同格の魔物を相手にしていなかったから、ポチはそんな風に感じてしまったのかもしれない。

「分かれば良いのですわ！　わたくし達は迷宮に行ってきますわ！　宜よろしいですわね？」

　タマとポチの説得に成功したカリナ嬢が、胸の下で腕を組んで得意そうにオレを見る。

　持ち上げられた魔乳が放つ凶悪な魅了効果に視線が吸い寄せられるのを、意志の力でねじ伏せて視線を逸そらす。

「ええ、構いませんよ。今日も迷宮蟻メイズ・アント狙ねらいですか？」

「もちろんっすよ！」

「ね、カリナ様」

　オレの言葉に応こたえたのはカリナ嬢ではなく、彼女の護衛メイドをしている下っ端口調のエリーナと新人ちゃんの二人だ。

　新人ちゃんはなぜか誰だれも名前を呼ばない不遇な子だが、本人も気にしていないようなので、エリーナが彼女の名前を呼ぶまではこのままにしておこうと思う。

「もちろんですわ！」

　カリナ嬢は気にせず頷うなずいたが、護衛メイド達の上司である侍女のピナは、先ほどの二人の出過ぎた振る舞いを叱しかりつけていた。

　なぜか、ピナはムーノ男爵領でアリサが流は行やらせたメイド服ではなく、動きやすい戦闘服と着古した革かわ鎧よろいを着込み、迷宮都市の運搬人がよく使う大きな篭かごを背負っている。

「あれ？　ピナも迷宮に行くのか？」

「はい、お屋敷にいてもする仕事がありませんし、迷宮蟻の素材を運搬するお手伝いくらいなら私でもできますから」

　殊勝な心がけに聞こえるが、目をドルマークにしながら言うので、真意が透けて見える。

　前回のカリナ嬢の迷宮探索で、持ちきれなかった迷宮蟻の素材をたくさん迷宮に捨ててきたと言っていた。たぶん、それが勿もつ体たいなく感じたのだろう。

　仲間達にはトラブル防止のために、妖よう精せい鞄かばんで魔物の素材を運ばないように言い含めてあるんだよね。

「怪我をしないようにね。危なくなったら、素材を捨てて逃げるんだよ」

　念のため、ピナにそう釘くぎを刺しておく。





◆






「旦だん那な様、マリエンテール様とお連れ様がおいでになりました」

　ポチとタマを護衛に付けたカリナ嬢一行が迷宮へと出発してから、小一時間ほど後にゼナさん達がやってきた。

　メイド長のミテルナさんに案内されて応接間に行くと、ゼナさんと彼女の分隊に属する三人の女性兵士達──ゼナさんの親友で斥候のリリオ、美人で大剣使いのイオナ嬢、大柄な大盾使いのルウさんが待っていた。

　なぜか、彼女達以外に、三人ほどオマケがいる。

　ゼナさん達、セーリュー伯爵領軍迷宮選抜隊の隊長である若い騎士ヘンスと文官の男女二人だ。

　彼ら迷宮選抜隊は自領の領都に新しくできた迷宮運営のために、迷宮都市セリビーラの治安維持やギルド運営のノウハウを学ぶ目的で来ていると、ゼナさんが以前言っていた。

「お久しぶりです、騎士ヘンス。そちらのお二人は初めまして、ですね？　私はムーノ男爵家家臣、サトゥー・ペンドラゴン名誉士爵です」

　オレが名乗ると文官の二人も古風な言い回しで、名乗り返してくれた。額の後退が気になる中年男性の方がトリル文官、堅物そうな二〇代後半の女性がカラナ文官と言うそうだ。

「先日はゼナ達に高価な魔法薬を提供していただいたと聞きました。あの魔法薬がなかったら、部下達の何人かは命を落としていたでしょう。ペンドラゴン士爵のご厚意には感謝の念に堪えません」

「お役に立てたなら幸甚です」

　お礼を言う騎士ヘンスに当たり障りのない言葉を返す。

　ゼナさんが迷宮に行く時に、中級魔法薬や万能薬を含む魔法薬各種を持たせた事を言っているのだろう。

「ペンドラゴン士爵、魔法兵ゼナの救出に尽力していただいた事も併せてお礼申し上げます」

　騎士ヘンスに続いて、男性文官がオレに礼を言う。

　どうやら、ヘンス隊長と文官二人は先日のお礼を言うために、ゼナさん達に同行してきたようだ。

「こちらは些さ少しようですが、私どもセーリュー伯爵領軍迷宮選抜隊からのお礼の気持ちです」

　男性文官の合図で、女性文官が布に包まれた木製の箱を机の上に置いた。

　箱の中からできたのは、ワイバーンの鉤かぎ爪づめで作った高価そうなナイフと小さな壺つぼが二つだ。

　ＡＲ表示によると、片方の壺が「毒消し薬：万能」の主素材になる精製済みの竜りゆう白はく石せきの粉末、もう片方の壺が飛竜香という香料となっていた。

　どの品も迷宮都市ではそれなりに高価だ。

「見事なナイフですね。ワイバーンの鉤爪を使った品でしょうか？」

「はい、セーリュー伯爵領の名匠トレバンによる逸品です」

　男性文官が少し自慢げに答える。

「それは凄いですね。ありがたく使わせていただきます」

　ワイバーンの鉤爪は頑丈なので、魔物の解体に便利そうだ。

　これで彼らの用事は終わりだと思うが、用事が済んだからといって即お帰りいただくのも礼儀がなっていないので、オレ達は当たり障りのない会話を交わした。

「──では、私達はこれで失礼します。ゼナ達の事をよろしくお願いします」

「ええ、お任せください」

　会話が尽きたタイミングで騎士ヘンスが暇いとま乞ごいをしてくれたので、握手して彼と文官達を見送る。

　男性文官と騎士ヘンスは太守公館へ、女性文官は探索者ギルドへと向かうそうだ。

　馬車で移動する三人と別れ、オレはゼナ分隊の四人と徒歩で屋敷の隣にある探索者学校へと足を向けた。





◆






「サトゥーさん、こんな高そうな装備をお借りしていいんでしょうか？」

「仲間達のお古を修繕した品なのでお気になさらないでください」

　ゼナさん達の装備は先日の剣斧蟷螂との戦いで破損して修理中だったので、仲間達が以前使っていた装備のリメイク品を提供してみた。

　さすがに「区画の主エリア・マスター」と戦うのは無理だが、下級魔族くらいなら問題なく戦える程度の防御力はある。少なくとも剣斧蟷螂と戦うくらいなら、致命傷を受ける事はまずないだろう。

「これが、お古？」

「どう見ても新品だよね？」

「ルウ、リリオ、無粋ですよ。士爵様のご厚意なんですから、余計な事は言わないでおきましょう」

　顔を見合わせるルウさんとリリオを、イオナ嬢が小声で窘たしなめている。

「それもそうだな」

「魔物素材みたいだけど、軽くて頑丈だし、なかなかいいね」

「耐衝撃性も高そうですよ」

「おい、イオナ。確かめるためにあたしの腹を殴るな！」

　冷静な感じのイオナ嬢がふざけるのを初めて見た。

　新装備にテンションが上がっているようだ。

「もう！　サトゥーさんにお礼を言う方が先でしょう？」

　ゼナさんも新装備が嬉うれしいのか、窘める声が少し浮かれた感じだ。気に入ってくれて何より。

　ゼナさん達から改めてお礼を言われた後、スケジュールの確認を行う。

「訓練期間についてですが、私達は八日後の飛空艇で王都に行かなければいけないので、その前日までという事になりますが、宜しいですか？」

「はい、大丈夫です！」

　ゼナさんが快諾した後、リリオが尋ねてきた。

「少年は何しに王都に行くの？」

「『階層の主フロア・マスター』を討伐した功績で叙勲を受けるためですよ」

「へー、凄すごいね」

　リリオが「ゼナっち、少年はまた昇進だってさ」とゼナさんに耳打ちする。

「あとは主家のムーノ男爵達が年始の王国会議に出席するために王都にいらしているので、令嬢のカリナ様を王都まで送るためでもありますね」

「カリナ様って、あの金髪巻き毛のすっごい美人さんよね？」

「ええ、そうですよ」

　オレが首肯すると、リリオが「うかうかしていたら、美人さんに少年を取られちゃうよ～」なんて言ってゼナさんをからかっていた。

　ゼナさんが本気で心配そうな顔になったので、「カリナ様とはそういった間柄ではありませんよ」と否定しておく。

　アリサやミーアが「そうそう、そういう間柄なのはわたし達だから」とか「ん、婚約者」なんて言って、場を和ませていた。

　さて、少し脇わき道みちに逸れたが、仕切り直して訓練を開始しよう。

「それじゃ前衛と後衛に分かれて教えようかしら？」

「あたしは斥候なんだけど、どっちに行けばいい？」

　アリサのざっくりとした分類に、リリオが確認の声を上げた。

「斥候の立ち回りを教えられるタマはカリナサマと迷宮に行ってるから、今日は前衛の訓練に交ざればいいんじゃないかしら？」

「分かった、そうするわ。またね、ゼナっち」

　リリオはアリサに頷くと、ゼナさんに軽く手を振ってイオナ嬢達の方へと移動する。

「それじゃ、ゼナたんにはわたし達が後衛の立ち回りを教えるわ」

「ん、任せて」

「はい、お願いします」

「ここだと、リザさん達の邪魔になるから、あっちの方でやりましょう」

　アリサとミーアがゼナさんを連れて、木陰の方へと移動する。

　あぶれたルルはオレと一緒に見学だ。




「まずは、ナナが相手をします。寸止めの必要はありませんから、思いっきりやってください」

　リザの声に振り返ると、こちらでは早くも訓練が始まっていた。

「では、私からやりましょう」

　イオナ嬢が大盾を構えたナナの前に進み出る。

「三人同時で構わないと告げます」

　それを見たナナが無表情のまま淡々と言う。

「それは舐なめすぎでしょ」

「そうそう。新兵の教練じゃあるまいし、戦上手のリーロ副隊長だって捌さばききれないぜ」

　リリオとルウさんの言葉に、ナナがコテリと首を横に傾かしげる。

　ナナなら余裕だと思うが、ナナの実力を知らない彼女達にそれを理解しろというのも酷だろう。

「分かりました。では、まず私が手加減不要な事を示しましょう」

　オレと同じ事を思ったのか、リザがそう言ってナナの前に進み出て槍やりを構える。

「行きますよ、ナナ」

「いつでもどうぞと告げます」

　瞬動を併用した連続の突きがナナに放たれる。

　扇状に移動しつつ放たれたリザの槍が、赤い残光を曳ひきながらナナの防御を破ろうと攻め立てる。

「うおっ」

「何あれ……」

「凄すさまじいですわね」

　ゼナ分隊の三人が驚きの声を上げた。

　攻防の激しさに、アリサ達の講義を聴いていたゼナさんも心配そうな顔をオレに向ける。

「サ、サトゥーさん、大丈夫なんでしょうか？」

　ゼナさんに「大丈夫ですよ」と返し、リザとナナの攻防を見守る。

　さすがのリザでも、ポチやタマのアシストなしにナナの防御は突破できないようだ。

「やはり、ナナの防御は堅いですね」

「槍のみの攻撃で突破するのは難しいと返します」

　ナナは今日のリザは尻しつ尾ぽ攻撃や魔刃砲でのフェイントを使っていないから、防御が楽だと言いたいようだ。

　必殺技でごり押しすればナナの防御を突破できるかもしれないが、さすがにそれは訓練の範囲を超えている。

「見た通りです。皆さんの攻撃でナナが傷付く事はありません。手加減抜きで、思いっきりやってください」

　リザがそう言って、イオナ嬢達にナナを相手に戦うように告げる。

「分かりました。先ほどの失言をお詫わびします。行きますよ──ルウ、リリオ」

「うっし、行くぜ」

「はいはい」

　大盾を構えたルウさんを先頭に、イオナ嬢がメインアタッカー、リリオが遊撃としてナナとの訓練を始めた。

　リザは観戦しつつ、指導する役を務めるのだろう。

　そちらはリザに任せておけば問題なさそうなので、ゼナさんの方へと意識を向ける。




「それじゃ、攻撃、防御、回復、索敵、支援、阻害、通信なんかは一通りできるわけね」

「はい、領軍だと風魔法使いはサポートに回る事が多いので、実戦ではあまり攻撃魔法は使いません」

　アリサとゼナさんの会話によると、ゼナさんはオールラウンダータイプの風魔法使いのようだ。

　この世界の普通の魔法使いは長々とした呪じゆ文もんを暗記しないといけないので、得意分野の魔法以外は魔法書で復習しないと使えない者も多い。

「攻撃は援護用の単体攻撃魔法と、面でザコを蹴け散ちらせる範囲攻撃魔法が一つか二つあれば十分よ」

「ん、範囲攻撃重要」

　アリサの発言に、ミーアがこくこくと同意する。

　武器で攻撃しにくい不定形の魔物や群体系の魔物は、範囲魔法でまとめて吹き飛ばす事ができないと、退治するのが非常に面倒なのだ。

「迷宮だと、索敵が重要になるんだけど──ゼナたんは索敵魔法を維持したまま、他ほかの事ができる？」

「維持しながらですか？」

　アリサの問いかけにゼナさんが首を傾げる。

「そうよ。索敵魔法を使って周囲が安全だって分かっても、迷宮だといつまでも安全なわけじゃないもの」

「索敵維持、重要」

　アリサの発言にミーアも同意する。

「領軍ではどうしてたの？」

「索敵や周辺警戒は斥候のリリオがしてくれていたんです」

「そっか。でも、戦闘の終盤に斥候がパーティーから離れて、次の魔物を釣り出しに行く方が効率的だし、覚えておいて損はない技術よ」

　アリサがそう勧めると、ゼナさんも素直に首肯して練習を始めた。

「──解けちゃった？」

「はい、維持しながら詠唱したり、魔法道具マジツク・アイテムを使ったりするのは難しいですね」

　三〇分ほど見守っていたが、ゼナさんは索敵魔法を維持しつつ別の行動を取る事に手間取っているようだ。

　慣れていないと、効果継続系の魔法を維持しつつ他の魔法を使うのは、けっこう大変なんだよね。

「アリサ、いきなりは無理だよ」

　むしろ、オレが教えてすぐにできるようになったアリサやミーアの才能が凄いと言えるだろう。

　オレはアリサ達に言って、ちょっと講師役を交代する。

「ゼナさん、索敵魔法を使って、校庭で訓練するリリオさん達に集中してみてください」

「は、はい。■■……」

　ゼナさんの魔法が発動し、魔力や風の流れからリリオ達に集中したのを魔力視などから察する。




＞「風読み」スキルを得た。




　なんだか微妙に今更なスキルが手に入ったが、弓術や射撃で便利そうなので文句はない。

「そのまま索敵範囲を拡大して、校舎にいる生徒や教師の数を数えてみてください」

「はい。一、二、三……」

　目を閉じて魔法に集中したゼナさんが、数え終わるのを待つ。

「では、次は俯ふ瞰かん視点から全体を把握してみてください」

　個々の分析はできないけど、漠然と全体の位置関係を把握してもらう。

『リザ、ゼナさんの方に向かって軽くダッシュして』

『承知いたしました』

　オレは空間魔法の「遠話テレフオン」で、こっそりとリザに行動をリクエストする。

「──え？」

　索敵魔法で全体を俯瞰していたゼナさんが、急接近するリザに驚いて顔を上げた。

「索敵魔法に意識を」

「は、はい！」

　緩みかけていた索敵魔法の維持に注意を戻させる。

「ではお昼まで、そのまま俯瞰視点で全体を把握していてください。たまにリザや私が唐突な行動を取りますが、冷静に位置を把握し横にいるアリサやミーアにどの方角から誰だれが接近しているか報告できるようにしてください」

「はい、頑張ります」

　オレの指示を、ゼナさんが力強く承諾する。

　アリサは「え～、それだけぇ？」と不満そうだったが、二人による特訓は午後からが本番なのでもう少し待ってもらおう。




「ちいっ、弾はじかれた！」

「盾攻撃シールド・バツシユは相手の片足が地面から離れた時か、重心が崩れた時に狙ねらわないと、防がれて意味がないと告げます」

　盾攻撃を軽く受け流されたルウさんに、ナナが助言をする。

　その間にもイオナ嬢の大剣がナナの大盾とは反対側から攻めるが、ナナは素早く片手剣でイオナ嬢の大剣を打ち払う。

「へへへ、隙すきあり！」

　死角からのリリオの不意打ちを、ナナは後ろを振り返りもせずに剣で受ける。

「な、なんで？　地面に映る影だってバレない位置から奇襲したのに」

「地面の振動や空気の動きで分かると告げます」

　ナナがイオナ嬢とルウさんの連続攻撃を捌きながら、リリオに答える。

　魔物はトリッキーな攻撃をしてくるのが多いから、それに対応している内に覚えた「気配感知」スキルや「空間把握」スキルの効果だろう。

　まあ、それ以前に、いくら必中の間合いからだって、「隙あり」なんて声に出して攻撃したらダメだよね。

　一時間ほど打ち合った三人が、攻め疲れてダウンする。

　滝のような汗を流す三人と対照的に、ナナは汗一つ搔かいていない。




「しばらく休憩して息を整えたら、次は私がお相手しましょう」

「盾職の美人さんならともかく、槍使いが三人の攻撃を防ぐのは無理じゃない？」

「ゼナ様を守るためにも、そうあってほしいものですね」

　荒い息をしながら悪態を吐つくリリオに、リザが余裕の笑みを返す。

　そして、休憩が終わり、リザによる訓練が始まる。

「この程度で大盾を弾かれては盾職の名が泣きますよ。己の筋力だけではなく、体重や大地も利用して耐えてください」

　リザの槍捌きで地面に転がされたルウさんにそう声をかけ、遠心力が乗ったイオナ嬢の大剣を魔ま槍そうで絡め取って地面に叩たたき付けつつ、回転させた魔槍の石突きでイオナ嬢の顎あごを軽く叩く。

「振り回した大剣は威力がありますが、避よけられやすい上に反撃されやすいのでご注意ください」

　イオナ嬢に忠告しつつ、ルウさんの陰から迫るリリオの方を向く。

　死角から攻めるリリオの連続突きを、魔槍による連続突きで真っ正面から迎撃する。

「うわっ、うわわわっ、ちょ、ちょい──」

　手から小剣を弾かれたリリオが地面を転がって、リザの槍の雨から逃れる。

「ちょっと待って。あたしは斥候だから、そんなに激しい打ち合いは無理だってば」

「ならば、一撃離脱で翻ほん弄ろうするように立ち回りなさい」

　言い訳するリリオに、リザがそう告げてルウさんの相手に戻る。

　顎を打たれたイオナ嬢は軽い脳のう震しん盪とうを起こしていたようだが、リザが手加減していたのもあってすぐに復帰した。

　訓練はお昼の鐘が鳴るまで続き、リザの終了宣言と共にイオナ嬢とルウさんの二人が地面に倒れ込んだ。

　リリオもふらふらだったが、真っ正面からリザやナナと訓練していたイオナ嬢とルウさんの二人ほどは疲労していないようだ。

「ここってば、射撃場もあるのね」

「ええ、斥候希望の子達用に作った設備です」

　ルルが配る冷たいベリア水を飲みながら、リリオが校庭の隅にある四レーンの射撃場に目を留めた。

「そういえばリリオさんはセーリュー市でクロスボウを使っていましたね」

「まーね。これでも領軍じゃ、そこそこ上う手まい方だったのよ」

　リリオが得意そうに言う。

「撃ってみますか？」

「そうね、弦を張るだけの力が戻ったら、ちょっと撃たせてもらおうかな」

　手が震えてクロスボウの弦が張れないというリリオの代わりに、ささっと弦を張ってやる。

「ちょ、少年！　手だけで弦を張るって、どんだけ力持ちなのよ！」

　なぜかリリオが驚いている。

　後で知ったが、クロスボウは地面に弓の先端を置いた上で、弓に足を乗せて体重をかけて曲げ、その間に弦を張るのが一般的なやり方だったらしい。

「身体強化です。便利ですよ」

　そんなスキルは使っていないが、そういう事にした。

「せっかく弦を張ってもらったし、矢をつがえるくらいはできるから、撃たせてもらうわ」

　リリオが射撃場でクロスボウを構える。

　ここのレーンは一〇メートル単位で白線が引いてあり、二〇メートルと五〇メートルの所に的が置いてある。単なる同心円や人ひと形がたではなく、魔物のシルエット形の的だ。

　それぞれの魔物の急所となる場所が高得点になっている。

　なお、スリング用の練習場は的の損傷が激しいので別に用意した。

「──う～ん、近い方はわりと当たるけど、遠い方はイマイチだわ」

　リリオがちょっと得意げに謙けん遜そんする。

　イマイチと言っているが有効射程ギリギリにある的に問題なく当たっているので、釣り役の斥候としては十分だと思う。

「少年のパーティーは誰が遠隔をやっているの？　ミスリルの探索者の実力を見てみたいわ」

「弓なら私やミーアもできますが、遠距離攻撃ならルルですね」

　オレがルルを見ると、ルルがちょっと困り顔になった。

「えっと、火杖銃だと的が燃えちゃいますし、普通の銃だとご近所迷惑ですし、どうしましょう？」

「銃？　火ひ杖づえなら分かるけど、銃なんて骨こつ董とう品を使ってるの？」

　リリオは銃を知っているらしい。

　シガ王国だと、銃は欠点の多い過去の武器扱いなんだよね。

「はい、迷宮の奥だと、魔法系の攻撃が効きにくい敵がいるので」

「なるほどね。なら、クロスボウを使ってみる？　お城で見た銃とはちょっと違うと思うけど、これも狙いを付けて引き金を引くのは一緒でしょ？」

　ルルがオレを見たので首肯してやる。

「それじゃ、お借りします」

　ルルが遠い方の的に狙いを付けて、クロスボウの引き金を引く。

　狙いは的の中心から、少しずれた。

「どう？」

「大体分かりました。次は当てます」

「え？　当てるったって──」

　リリオの言葉が途中で止まる。

「マジか……」

　ルルが連続で遠い的の中心を射い貫ぬいたのを見たからだ。

「初めて使うクロスボウでガンガン当てるのも凄すごいけど、この距離を一瞬の狙いで当てるのは半端ないわ。天才っているんだね」

「て、天才だなんて。私なんかより、ご主人様の方が遥はるかに上手いですよ」

　リリオに絶賛されたルルが、恐縮する流れで矛先をこちらに向けてしまった。

「そうなの、少年？」

　興味津々なリリオの視線に負けて、一射だけする事になった。

　わざと外して苦笑いするのもありかと思ったが、ルルの期待の篭こもった眼まな差ざしを裏切るくらいなら、ちょっとくらい騒ぎになった方がマシだ。

「それじゃ、行きます」

　ルルの射撃を見ていて、リリオのクロスボウの特性は分かっていたので、短矢クオレルをつがえてサクッと的を射貫いてみせた。

「試射もなしに？」

「さすがはご主人様です！」

　ルルの称賛に微ほほ笑えみを返し、リリオに「良いクロスボウですね」と感想を言いながらクロスボウを返す。

　腕を組んだアリサが、偉そうな顔で「いい『さすごしゅ』だわ、ルル」と馬ば鹿かな事を呟つぶやいていたので、軽くスルーしておく。

「それじゃ、昼食にしましょうか。ゼナさんは食事中も魔法の維持を継続してください」

「は、はい。頑張ります」

　アリサが小声で「スパルタねぇ」と呆あきれていたが、迷宮を探索する以上あった方が良い技能なので、心を鬼にしてでも修得してもらおうと思っている。





◆






「それで少年。斥候の先生をしてくれそうな探索者ってどこにいるの？」

　昼食後、オレはゼナさんとリリオを連れて西ギルドへと来ていた。

　斥候リリオの勉強は実地が大事なので、ドゾン氏やコシン氏のパーティーで研修してもらおうと思っている。

　それにドゾン氏やコシン氏は顔が広いので、ゼナさんやリリオに紹介しておけば、オレが迷宮都市にいない時にトラブルが起こっても頼れるから心強いしね。

「いつもなら、この辺に──ああ、いたいた」

　マップで現在位置は分かっていたのだが、いかにも今見つけましたという感じに振る舞う。

「──でよ。調教師テイマーのベヒンとラヒンの二人が御お貴族様に引き抜かれたとかで、迷宮村の荷運び魔獣が足りてねぇんだよ」

　目的のドゾン氏は他ほかの探索者と何やら情報交換中らしい。

　セリビーラの迷宮上層にある迷宮村は、迷宮探索の中継地点として機能している集落だ。地上へ連れてこられないような調教済みの魔物なんかも、荷運び用や探索用に貸し出されている。

「値上がりしてるのか？」

「ああ、まともな調教師が調教テイムした魔物は大概三割から四割ほど値上がりしてる」

「そんなにか……」

「ああ、このままだとカンオケの野郎が調教した危なっかしい魔物を使う羽目になりそうだぜ」

　ドゾン氏の近くまで来ると、オレに気付いたドゾン氏がオレの方へと片腕を上げる。

「よう、若様。今日は見かけない綺き麗れいどころを連れてるじゃないか」

「こんにちはドゾン様」

　オレはドゾン氏に続いて、彼と話していた探索者にも挨あい拶さつする。

　名前を名乗り合った事はないが、「業火の牙きば」で斥候をしている人だったと思う。なお、「業火の牙」は魔刃使いのザリゴンが率いる、迷宮都市でも有名な赤鉄の探索者パーティーだ。

「ドゾン様、こちらはリザ達の恩人で、セーリュー伯爵領軍の魔法兵ゼナ・マリエンテール嬢と斥候のリリオさんです」

「へー、あの女傑の恩人か。華きや奢しやなお嬢様に見えてなかなかの逸材みたいだな」

「なるほど、それで索敵系の風魔法を使いながら歩いているのは訓練か何かか？」

「ええ、ご慧けい眼がんの通りです」

　おっと、ベテランの斥候だけあって、ゼナさんの風魔法に気付いたようだ。

　ゼナさん達にも、ドゾン氏達を紹介しておく。

「若様の紹介だ。若様がいない時に何かあったら相談に来い」

「ありがとうございます」

　オレの意図を察したドゾン氏の言葉に、ゼナさんが勢いよく頭を下げた。

「それで、今日はこの二人を紹介しに来ただけか？」

「ドゾン様にはお見通しみたいですね。実はこちらのリリオさんに、セリビーラの迷宮で斥候の立ち回り方を教えられる方を紹介していただけないかと思いまして」

「あん？　そんなもん、若様の所の斥候に──ってそうか。あの豆まめ鎧よろいの猫耳の方は天才肌だから、人に教えるのが下手そうだ」

　ドゾン氏と一緒に迷宮で行動した事はないはずだけど、彼はタマの事をよく知っているようだ。

「それなら、俺が教えてやろう。若様にはうちの大将が世話になったし、招雷牡鹿ライトニング・エルダー・スタツグに仲間達が喰くわれずに済んだのは若様のお陰だしな」

　斥候氏が「区画の主」招雷牡鹿から助けた時の事を挙げながら、リリオの先生役を買って出てくれた。

「おっ、迷宮都市の斥候で五本の指に入る『影牙』のポース直々に手ほどきかよ。それなら、うちの斥候も一緒に鍛えてやってくれよ」

「ドゾンは相変わらず抜け目ないな。なら、『業火の牙』の斥候見習いも一緒に鍛えるか──」

　斥候氏が「それでいいか？」とオレに確認してきたので、リリオに不満そうな様子がないのを確認してから彼の申し出に礼を言う。

　斥候教育の一環として、さっそく良い煙玉や閃せん光こう玉の見分け方やギルドにある地図や資料の使い方をレクチャーしてくれる事になったので、リリオとはこの場で別れた。迷宮での研修は二日間との事なので、その期間は別行動となる。




「──こんなところですね」

　ゼナさんを顔の広い古参探索者達やギルドの職員達に紹介し、誰だれがなんの分野で秀でているかを伝えておく。

「一度にたくさん紹介してしまいましたが、大丈夫でしたか？」

「はい、大丈夫、です」

　ゼナさんが一杯一杯の顔で頷うなずく。

　一応、重要人物に紹介する時は、事前に顔と名前を覚えておくように告げてからにしたけど、さすがに一度に暗記するのは無理だろう。

　ここは公都の友人であるトルマに倣って、名前と容姿の特徴や経歴なんかを書いたメモ帳を作って、後でゼナさんに渡しておくのが良さそうだ。

「サトゥーさんは顔が広いんですね」

「それほどでもありませんよ」

　確かに知り合いが増えたなと思いつつ謙遜する。

「あの……サトゥーさん」

「なんでしょう？」

「サトゥーさんは青い肌をした人達をご存じですか？」

「ええ、直接の面識はありませんが、迷宮村や迷宮の奥地で迷っていると遭遇すると言われている『青い人』の事ですよね？」

　ゼナさんの問いに首肯する。

　その正体が迷宮下層に暮らす吸血鬼の真祖バン・ヘルシングや彼の嫁である吸血姫達である事も知っているが、その事を知るのはオレだけな上に開示すると大騒ぎになるので、少しとぼけてみせた。

「迷宮村という場所に行けばお会いできるのですか？」

「運が良ければ──ですね。会いたいのですか？」

「はい、クロ様に迷宮から助けていただく前に、大おお怪け我がをした私の傷を癒いやしてくださったようなんです」

　彼女の傷を真祖が癒やしたのは事実だ。

「なのに、私はお礼も言わずに帰ってきてしまったので、お詫わびとお礼をしたいんです」

　真祖に誘拐されたと思って彼女を真祖の城から攫さらったのはクロの姿に変装したオレなので、責任の所在はオレにある。

　一応、彼女の代わりに真祖に詫びと礼をしてあるので問題ないのだが、それを口にするわけにもいかない。

「なら、手紙を書いてみてはいかがでしょう？」

「手紙ですか？」

「はい、迷宮村に行ったとしても会えるとは限りませんし、手紙を書いて迷宮村の顔役に預けておけば良いと思いますよ。手紙だけでは足りないと思うなら、『青い人』が好むというワインを一緒に預けるといいでしょう」

「はい！　そうしてみます！」

　ゼナさんにワインの銘柄を伝える。

　今の迷宮都市だと入手困難だが、真祖に直接頼まれた分を仕入れに行った時に、余分に調達しよう。

　ワインの在庫があるか帰りに酒屋に寄ろうという話をしながら歩いていると、ゼナさんが急に足を止めた。

「──カラナ文官？」

　ゼナさんが柱の陰で項うな垂だれていた女性を見つけて訝いぶかしげな声を漏らした。

　確かに、彼女はゼナさん達と屋敷に来た女性文官だ。

　女性文官に声をかけたところ、愚痴混じりに事情を話してくれた。

「……なるほど。探索者ギルドの新人探索者講習会の見学を申し出て断られたと」

「そうなんです。受付でしつこく食い下がったんですが、『対象は探索者のみです』とけんもほろろな態度で断られてしまったんです」

　オレが新人探索者講習会を主催していた頃ころに、『対象は探索者のみ』という受講制限を付けた記憶がある。

　おおむねオレのせいなので、ちょっと助言しよう。

「それなら、木証を取って参加すれば良いのでは？　木証を取ったからといって、必ず迷宮に入らないといけないという決まりがあるわけではありませんよ」

　迷宮に入らなかったら、二ヶ月で失効してしまうが、目的が講習会の受講なら問題ないはずだ。

　現に、女性文官は目をぱちくりとして「確かに」と呟いたくらいだしね。

　そうだ──。

「探索者の教育にご興味がおありなら、探索者学校も見学を希望されますか？」

「も、もしかして、探索者学校の偉い方に面識があるんですか?!　そ、それなら、ぜひ紹介してください！」

　ちょっとした思いつきで提案してみたら、ちょっと引くくらいの勢いで女性文官が乗ってきた。

「偉いかどうかは知りませんが──」

　そう前置きしてから、自分が探索者学校のオーナーである事を明かし、見学の条件を続ける。

「探索者学校の見学は現場の教師の指示に従うという条件で宜よろしければ許可いたします。申し訳ありませんが、迷宮実習にはご参加いただけませんが問題ありませんね？」

「はい、問題ありません！　その条件でお願いいたします」

　見学には隊長の騎士ヘンスや彼女の上司である男性文官も呼びたいとの事だったので、女性文官とは一いつ旦たんギルド前で別れた。




「ご主人様～？」

「ゼナもいるのです！」

　タマとポチの声に振り返ると、青い顔をしたカリナ嬢を抱えたタマとポチの二人がいた。

　ＡＲ表示を見る限り、カリナ嬢はレベルアップ酔いの状態になっているらしい。

　彼女達の後ろにはカリナ嬢の従者であるピナ達三人がいたが、彼女達はレベルアップ酔いするほどレベルが上がっていなかった。

　背負い篭かごが迷宮蟻の素材で一杯になっている事から考えると、戦闘は主にカリナ嬢が担い、他のメンバーはサポートや解体に専念していたようだ。

「診みて～？」

「ご主人様、カリナは大丈夫なのです？」

「ああ、大丈夫だよ。カリナ様は涼しい所で一刻か二刻くらい寝かせておけば良くなるよ」

　オレはカリナ嬢の汗を拭ふいてやりながら診察する振りをし、心配そうなタマとポチに大丈夫だと太鼓判を押してやる。

　ここから屋敷だと少し遠いので、ギルドの職員に頼んで、カリナ嬢を中庭の木陰で寝かせる許可を貰もらった。

　眠るカリナ嬢は普段の残念さが鳴りを潜め、「眠れる森の美女」もかくやという「深窓の令嬢」っぽさがある。

　もっとも、その横でタマとポチがお弁当を開いて昼食を始めたので、令嬢効果も一瞬で散ってしまったけどさ。

「それじゃ、カリナ様が目を覚ましたら、この栄養剤を飲ませるようにね」

「はい、士爵様。ありがとうございます」

　礼を告げるピナ達と別れ、オレはゼナさんを連れて職人街や錬金術店へと向かう。

　その途中で──。

「サトゥーさん！」

　横合いの路地から飛び出してきた騎馬を索敵魔法で察知したゼナさんが、オレの腕を引き難を逃れさせてくれた。

　もちろん、レーダーで騎馬の接近には気付いていたけれど、ゼナさんの訓練成果を確認したくてそのまま直進していたのだ。

「ありがとうございます、ゼナさん。助かりました」

「いえ、そんなたまたまです」

　オレが礼を言うと、ゼナさんが恐縮する。

「索敵魔法の常時使用にもだいぶ慣れてきたみたいですし、職人達との顔つなぎが終わったら次の段階に進みましょう」

「は、はい。お手柔らかにお願いします」

　冷や汗を流すような顔をするゼナさんの様子に首を傾かしげつつ、迷宮で入手した魔物素材を売却する過程で知り合った武具職人や、デュケリ准男爵経由で知り合った魔法道具職人と錬金術師にゼナさんを紹介して回った。

　これで、オレが迷宮都市を留守にしている間に、ゼナさん達が途方に暮れる事はまずないだろう。




　探索者学校に戻ったオレ達は、先に到着していた女性文官達を校長に紹介してから、午後の訓練に途中参加する。

　ゼナさんの訓練は当初の予定通り、ミーアとアリサに任せオレは口出しを控える。

　索敵魔法を維持しながら詠唱するのは上う手まくいかないようだったが、維持しながらアリサやミーアが振るピコピコハンマーを回避するのは問題なくできるようになっていた。

　イオナ嬢とルウさんはリザとナナを相手に、泥だらけになりながらも訓練に食い下がっていた。

　美人でスマートな印象のイオナ嬢だったけれど、なかなか根性のある努力家のようだ。

　オレはスタミナ回復薬や栄養剤を差し入れて、それを応援する。

　なぜか、差し入れを受けて連続訓練ができるようになったイオナ嬢とルウさんが絶望を背負ったような表情になっていたけど、きっとオレの気のせいだろう。

　もう一日か二日くらいみっちり訓練すれば、迷宮で魔物相手に連戦するオレ達流のレベリングに連れて行けそうだ。

「──そうだ」

　レベリングで思い出したので、空間魔法の「遠見クレアボヤンス」で迷宮内に作ったパワーレベリング用の養殖場を確認する。

　養殖用の生いけ簀すには、うぞうぞと悪夢を見そうなほど魔物が増殖していた。

　予定より少し早いけど、今晩──は性急すぎるから、明日あしたの晩からでもエチゴヤ商会幹部の育成を始めてみよう。

　オレはゼナさん達の訓練の合間に、王都のエチゴヤ商会本部まで足を伸ばし、明晩のパワーレベリング開催を伝えておいた。

　エルフ師匠達から、過保護なレベル上げパワーレベリングを戒められているけど、それはレベルアップによる技術が身体からだに馴な染じまないから、一般的な同レベル帯の人達よりも弱くなるのが理由だ。

　エチゴヤ商会の幹部達のパワーレベリングは、激務に耐えられるように基礎ステータス──主にスタミナを上げるためなので問題ない。

　レベルアップ時に無駄なスキルが身に付く可能性があるけど、数日前から興味がある勉強や武術訓練をしておくように伝えてあるので大丈夫だろう。








闇やみの底に潜むモノ







〝サトゥーです。「人が深しん淵えんを覗のぞき込む時、深淵もまた人を覗いているのだ」という有名な言葉がありますが、「怪物と戦う過程で自分も怪物にならないように」という警句の方は意外と知られていない気がします。〟






「ク、クロ様、お待ちしておりまひた」

　緊張した面持ちの金髪貴族娘ことエチゴヤ商会の支配人エルテリーナが、珍しく出迎えの言葉を嚙かんだ。

　だが、王都のエチゴヤ商会本部に「帰還転移リターン」したオレは、意外な光景に一瞬思考停止していて、その事を気にしている余裕がなかった。

　オレの前にはズラリと集まったエチゴヤ商会の幹部達の姿がある。

　まあ、それはいい。元々、「特別任務がある」と言って召集したのはオレだ。

　──だが、なぜ全員半裸なんだ？

　支配人は肌が透けるレースのナイトガウンで、大事な要所は辛うじてレースが重なって透けていないが、不用意に動くと全部見えてしまいそうなくらい際どい衣装だ。

　後ろの幹部娘達も、もう少し大人しめであるものの支配人と大差ない扇情的な衣装だった。

　王都で稼働予定の工場長に就任するために転勤させていたポリナは、他ほかの面々に比べれば落ち着きのある服装だったが、柔らかそうな薄いワンピースに身体のラインが浮き上がっていて、これから仕事をする格好には見えない。

　いつも石せき狼ろうに乗っている小柄な貴族娘は、上下のセパレートで現代風の寝巻きみたいな感じだ。本来ならあまり色気のない格好だが、この集団の中だと独特のエロティシズムを生み出してしまっている。

　ティファリーザは……ちょっと直視できない。

　氷の美び貌ぼうを朱に染めて、恥ずかしそうに身体を隠す仕草がやばすぎる。二人っきりの時にこれをやられたら、思わず押し倒してしまいそうなほどだ。

　まったく、「これなんてエロゲ？」の世界だよ。

　オレはコホンと一つ咳せき払ばらいをする。

　……落ち着けサトゥー。いや、今はクロか。

　禁欲生活が続いているとはいえ、エロい雰囲気に流されて従業員達に手を出したりしたら、ボルエナンの森のハイエルフ、愛いとしのアーゼさんに顔向けできない。

「支配人、今日はずいぶんと開放的な衣装だな」

「は、はい。クロ様のお召しですから、皆で精一杯のおめかしをさせていただきました」

　──お召し？

　支配人の言葉に内心で首を傾げる。

　彼女達に「特別任務」の話をしたのはゼナさん達の訓練を始めた日だったはず。

　オレはその時の事を思い出す。

　確かエチゴヤ商会での用事を済ませて帰る時に幹部娘達を集めて──。




「──皆、聞け。明日の晩、特別任務を与える」

　最初の「特別任務」でザワッとしたわりに、続きの言葉の後は部屋に静寂が降りてしまった。

「夜一刻から始めて、夜二刻までには終わる予定だが、その後は仕事にならない可能性が高い。その日の仕事は集合前に済ませておけ。予定の合わない者は申し出ろ、その者は別の予定を組む」

　夜一刻は日暮れから三時間くらい経たった頃だ。

　前に過剰な残業をするなと言った手前、深夜作業を命じるのは心苦しかったが、特に不満そうな気配はない。どちらかというと好意的な雰囲気だ。

　まったく、ワーカーホリックなヤツらだ。

　どんな衣装が良いかと支配人に尋ねられたので、好きな衣装で良いと伝えておいた。

　仕事の衣装なんて大して変わらないだろうに、変な事を聞くヤツだ。迷宮でのパワーレベリングとはいえ、安全な場所から引き金を引くだけの簡単なお仕事なので、普段の仕事着で問題ない。




　その時、アリサから空間魔法の「無限遠話ワールド・フオン」で呼び出しが入ったので、エチゴヤ商会を後にしたはずだ。

　そこまで思い出して、「特別任務」の内容が「迷宮でのパワーレベリング」だと伝え忘れていた事に気付いた。

　そのせいで、「特別任務」を夜よ伽とぎ、パワーレベリングによるレベルアップ酔いで「その後は仕事にならない可能性が高い」と言ったのを、事後で動けなくなると解釈してしまったようだ。

「あ、あの……クロ様？」

　おずおずと支配人が声をかけてきた。

　さて、いつまでも彼女達をヤキモキさせるのは悪い。さっさと誤解を解こう。

「──誤解させたようだな。我はお前達を無理矢理、褥しとねに連れ込むつもりはない。特別任務とは別の事だ。時間をやるから普段の服装に着替えて再集合しろ。靴は歩きやすい物にしておけ」

　微妙にいたたまれない表情になった支配人達を残して、エチゴヤ商会の飛空艇用造船所の施工状態と潰つぶれた商会から買い取った工場を視察しておいた。





◆






「こ、ここは?!　──迷宮？」

「そうだ。迷宮上層の奥地にある未踏区画だ」

　支配人の疑問に答えると、皆の表情が凍りついた。

　レベル一〇前後の彼女達が碌ろくな装備もなしに迷宮深部に連れてこられたら、そりゃ怖いよね。

「安心しろ。危険な魔物は排除済みだ」

　オレが優しく伝えると、皆が地面にペタリと座り込んでしまった。

　どうやら、腰が抜けたらしい。こういうサプライズは止やめておいた方が良さそうだ。

「お前達にはこの先にある生け簀の魔物を狩ってレベルを上げてもらう」

　オレはそう言いながら、生け簀の蓋ふたに付けた覗き窓から中を確認した。

　生け簀の底では大繁殖した魔物──「迷宮油虫メイズ・コツクローチ」達が、エサ用に投下してある魔物の死し骸がいを喰くらう姿が見える。

　正直、夢に見そうな光景だ。

「探索者だった頃ころの矜きよう持じが許さないかもしれないが、諸君の肉体を強化するために必要な行為だ。どうしても厭いやな者は除外する。遠慮なく言え」

　支配人、ティファリーザ、ポリナの三人に、アイテムボックスから取り出した武器を渡す。

「これは？　杖つえ、ですか？」

「雷かみなり杖づえの一種とも言えるが、少し使い方が違う。魔力を込めて引き金を引くだけで、杖の延長線上に雷弾のようなモノを撃ち出す」

「こんな感じですか？」

「違う。細い方を敵に向けろ。銃──クロスボウのようなモノだと思えばいい」

　銃に馴染みがなさそうなので、クロスボウを例に挙げながら構えてみせる。

　これは投射銃スプレー・ガンという名前の魔法道具マジツク・アイテムで、見た目は銃身を切り詰めたショットガンみたいな形をしている。

　小さな雷かみなり石いしで帯電させた砂鉄の粉を、風かぜ石いしで生み出した風で前方に撃ち出す道具だ。

　これは収束をわざと甘く作ってあるのでスプレーを噴射したように帯電鉄粉が広がり、銃を撃ち慣れていない者でも命中するようになっている。

　パワーレベリング用に設計したので殺傷性能は非常に低い。

　暴徒鎮圧にも使えるかもね。

「全員、順番に生け簀の中央付近を狙ねらって撃ってもらう。撃ったら後ろの者とすぐに交代しろ」

「「「はい！」」」

　意外なほど良い返事で、全員が投射銃を受け取り言われた通りに引き金を引く。

　オレはゴキブリ達が飛んでこないように「理力の手マジツク・ハンド」で妨害しながら、蓋の小窓を開けて攻撃を促す。

　元探索者の貴族娘達や元運搬人のポリナ達は穴の底でゴキブリ達が蠢うごめく様子を見ても、厭そうに顔をしかめるだけだったが、迷宮や魔物と縁がなかった元文官のティファリーザは顔面を蒼そう白はくにして震えていた。

「クロ様、あまり効いていないようです」

「気にするな。それで良いのだ」

　不可解そうな支配人を下がらせて、次の者に交代させる。

　一応、銃を撃つ前にオレのアイテムボックスに手を入れさせておいた。これもスキルが手に入ったらラッキー程度だが、やっておいて損はないだろう。

　更に魔法の学習をした事がある何人かに、重複して余っていた「魔法の巻物スペル・スクロール」を使わせておいた。

　もしかしたら、攻撃魔法と同属性の魔法スキルを覚えるかもしれないからね。




「クロ様、全員終わりました」

「よし、危ないから全員後ろにある避難所まで下がれ」

　オレは皆が後ろに下がったのを確認してから、転移魔法使用時に使っている偽秘宝アーテイフアクトを翳かざし、「氷」「風」と神代語で言うのに合わせて魔法を使った。

　普段涼を取るのに使っている氷魔法の「氷柱アイシクル」でゴキブリ達を氷の中に閉じ込め、風魔法の「小風弾ウインド・シヨツト」で粉砕する。

「小風弾」は公都で手に入れた下級攻撃魔法だが、中途半端な使い勝手のため今まで出番がなかったヤツだ。

「な、なんて凄すごい氷と嵐……」

「あれは上級魔法なのかしら？」

　驚きの声を上げる幹部達の相手は後回しにして、マップを開いて全員のステータスを確認する。

　──しまった、やりすぎた。

　先ほどの迷宮油虫は一匹当たりレベル七ほどしかなかったので、多少数が多くても大丈夫だと思ったのだが、オレが思った以上に数が増えていたようだ。

　幹部達の人数が多いので多少目減りしているが、それでも全員がレベル二〇近くまで上がっていた。

「──なんだか力が入らないです」

「私も何か気分が……」

　一番レベルの低かったティファリーザを先頭に、次々と幹部達が不調を訴え始めた。

　まあ、一度にこれだけレベルが上がったら、レベルアップ酔いにもなるさ。

　段差から転げ落ちそうになった幹部達を「理力の手」で支え、そのまま「帰還転移」を繰り返して、王都のエチゴヤ商会に戻る。

「ご苦労。本日の特訓はこれで終わりだ」

「クロ様、身体からだが変なんですけど──」

「その症状はただのレベルアップ酔いだ。二刻も休めば元に戻る」

　辛つらそうな顔の割りに元気な小柄貴族娘に答える。

「あ、あれって酒飲み達のホラ話じゃなかったんだ」

「それじゃ……、ひょっとしてレベル一五くらいまで上がったのでしょうか？」

「……まさか、そんなはず、ないわよ」

　他の幹部達も辛そうにしつつも、レベルが上がった事に喜びを隠せないようだ。

　あと四、五回も続ければレベル三〇ほどになる。それくらい上げておけば、多少ハードな勤務状態が続くような事があっても体調を崩す事もないだろう。

　レベルの上がった彼女達だが、五人が魔法スキルを覚え、一人が「宝物庫アイテムボツクス」スキルを覚えた。予想以上の成果と言えるだろう。

　うちの子達はレベル五〇まで誰だれも「宝物庫アイテムボツクス」スキルを覚えなかったのに運の良い事だ。

　オレは身体の動かせない彼女達を放置するわけにも行かず、彼女達を本部の上層にある寮に運んで寝かす事になった。

　なぜか、全員お姫様だっこを希望したのでそれに応こたえてやったのだが、幹部達のテンションが妙だった。

　そんなにお姫様だっことは良いものなのだろうか？

　最後に、「宝物庫アイテムボツクス」スキルを覚えた運のいいティファリーザを彼女の部屋まで運んで、本日の業務は終了だ。

「……クロ様」

　そんな寝言を呟つぶやくティファリーザをベッドに寝かしつけ、部屋を出る。

「──いくじなし」

　微かすかな独り言を「聞き耳」スキルが拾ってきたが、聞こえなかった事にしてオレは迷宮都市の屋敷へと帰還した。








息抜き







〝サトゥーです。一生懸命やるのは良い事ですが、自分の限界を知る事も重要です。いつまでも若いつもりでいると、気が付いたら限界を突破していたりするんですよね。〟






「■■■■　風盾ウインド・シールド」

　ゼナさんが詠唱の速い風魔法でミーアの放った練習用の矢を防ぐ。

　続けて間髪容いれずに、火ひ杖づえに魔力を流して火弾をミーアに撃ち出す。

「■　水ウオータ」

　ミーアが精霊魔法で作り出した水の塊で、ゼナさんの火弾を打ち消した。

「ん、合格」

　ミーアが頭の上に両手で丸を作り、満足そうに頷うなずく。

　奇襲してきた魔物が倒されたというジェスチャーを受けたゼナさんが、視線をゼナ分隊の方向へと戻した。

「ゼナたん、いい感じになってきたわね」

　アリサの言葉に「そうだね」と同意する。

　索敵魔法の維持も自然になってきたし、魔法の選択も過不足ない感じだ。

　ゼナさんの視線の先では、彼女の仲間達がリザやナナと模擬戦を続けていた。

「おっ、ルウたんの今の防御上う手まいわね」

「リザの速さにだいぶ慣れてきたみたいだね」

「まあ、手加減された速さだけど～」

「それは言いっこなしだよ」

　アリサの呟きに苦笑を返す。

　そもそもレベルが違いすぎて本気で戦ったら勝負にならないので、防御練習をする時はリザが、攻撃練習をする時はナナがそれぞれ一人で相手をする事になっている。

　今はリザの攻勢をルウさんが防いで、イオナ嬢が反撃するという訓練だ。

　斥候の研修に行っていたリリオも、今日の昼からはここの訓練に復帰し、今はルウさんが防御しやすいようにアシストしている。

「ぬぉりゃあああ！」

　ルウさんの盾攻撃シールド・バツシユをリザが足裏で受け、膝ひざのクッションで威力を殺した後、軽く蹴けり出した勢いで背後に飛ぶ。

「……■■■　風縛エア・ホールド」

　そこに狙い澄ましたゼナさんの風魔法がリザの身体に纏まとわり付く。

　リザがゼナさんの風魔法をレジストし、軽く槍やりを振って僅わずかな残ざん滓しを散らす。

　間髪容れずにリリオが投げた煙幕弾を、リザが槍を大車輪のように回して防いだ。

「──げっ。マジか」

　リリオは驚きながらも投げナイフを追加で投とう擲てきし、近くの遮しや蔽へい物の陰へと身を隠す。

　これは魔物の反撃を回避するための練習だ。ぼさっと立っていると魔物から手痛い反撃を受ける事があるらしい。

　斥候研修でリリオが教えてもらったそうなので、訓練に組み込んでみた。

　せっかくなので、探索者学校の授業にもフィードバックしよう。

「ああ、弾はじかれちゃった」

　アリサが惜しいと呟く。

　リリオの投擲ナイフにタイミングを合わせて斬きりかかったイオナ嬢の大剣による突きは、リザの持つ魔ま槍そうの石突きで軽く弾かれたようだ。

　大剣を弾かれたイオナ嬢の隙すきをリザが突き、そこからゼナ分隊が順番に倒されてしまった。

　イオナ嬢が使う大剣は、中型や大型の魔物退治には有用だけど、リザのように素早い動きをする相手には向いていない。せめてレベル三〇くらいの筋力値か剛力スキルが欲しいところだ。

「じゃあ、感想戦をするわよ」

　観戦していたアリサが司会になって、戦闘での行動をリプレイする。

　できれば、魔法で撮影した映像を表示しながらやりたいところだが、オーバーテクノロジーすぎるので自重した。

　日も傾いてきた事だし、感想戦が終わったところで本日の訓練を終了する。

「そろそろ実地で研修しましょう」

「実地──迷宮ですか？」

「ええ、狩り場の開拓を兼ねて二泊三日ほどでやってみませんか？」

　ゼナさんの問いに首肯する。今日の訓練を見ていた感じだと、そろそろ実地でレベル上げした方が効率的っぽかったからね。

「ついに明日あしたから迷宮か。腕が鳴るぜ」

　ルウさんが拳こぶしを打ち合わせる。

　気合い十分な感じだ。

　でも──。

「明日は休養日にします」

「休養日ですか？」

「ええ、連日の特訓で疲れが残っている状態で迷宮に入るのは危険ですから」

　ＡＲ表示でもゼナ分隊四人の状態が「疲労：重度」になっている。これが続くと「過労」に変わって、デバフ系魔法並みにヤバイ状態になってしまうのだ。

「それなら、明日は迷宮に入るための食糧や装備品の調達をしましょう」

「それだ、ゼナっち！」

　ゼナさんの提案に、リリオが指を鳴らして同意する。

「いいですわね……士爵様もお手伝いいただけませんか？」

　イオナ嬢も同意したが、途中でオレにそんな提案をしてきた。

　少し口角が上がっていたし、なんとなく悪巧みやイタズラを思いついたような表情が一瞬だけ浮かんでいた。

　高校生の頃ころにお節介女子が友達を後押しする時によくしていた顔だ。

　なんだか、学生時代に戻ったような変な気分だよ。

「ええ、構いませんよ。午前中は休養に当てていただいて、昼から調達に向かいましょう」

　オレはイオナ嬢の提案に承諾し、本日の訓練を解散した。





◆






「ご主人様、何作ってるの？」

　夕食後、「蔦つたの館やかた」地下にある研究室で工作をしていると、転移魔法でアリサが遊びに来た。

　この「蔦の館」を管理している家妖よう精せいのレリリルは、夜食を作ると言って地上階にある厨ちゆう房ぼうに行っているので今はいない。

「ちょっとした防御用の魔法道具マジツク・アイテムだよ」

「へー、どんなの？」

「そっちの試作品は一応使えるから、篭こ手てみたいに腕に付けて魔力を流してごらん」

　大昔のアニメで美少女戦士がよく装備していたような、手首から先がない篭手型の防具だ。

「おおっ、透明な盾が現れるのね」

「強度はレベル三〇くらいの魔法使いが使う『盾シールド』の魔法と同じくらいの強度だよ」

　アリサの篭手の上に凧盾カイト・シールド状の透明な盾が浮かぶ。

　ゼナさんの風魔法「風盾」は風を媒体にするという性質的に、重く速い攻撃だと防ぎにくいので、とっさの自己防衛用に用意してみた。

「術理魔法系？」

「そうだよ。前に南洋でサルベージした『盾』を出す指輪があっただろ？　あれの魔法回路サーキツトを模倣した試作品だ」

　軽い迷宮蟻メイズ・アントの素材をベースに、エルフの里で作った試作魔法装置を用いて魔法回路を薄い素材の中に埋め込んでみた。

　ナナの装備にある空間魔法式浮遊盾やアリサ達の装備にある自動防御用浮遊盾とは比べものにならないほど安価に作れる。

「魔力消費はわりと多いのね」

「そうだね。術理魔法の『盾』に比べたら二倍くらい魔力を使うよ」

　今オレがやっている作業は、その必要魔力を減らす回路の試作だ。

　外部魔マ素ナを吸収する魔物素材を用いた塗料を錬成し、それで「吸収」のルーンを描く事で実現できそうだ。

　魔素や飽和魔力の多い場所でも、一時間で「盾」一回分の魔力を集めるのが限界なので気休め程度の効果だけどさ。

「でも火杖なんかと一緒で、詠唱なしで使えるから、ゼナさんやリリオなんかの装備には便利そうだろ？」

　魔法と違って変数部分を省略しているので、出現座標も追従対象も全部固定になるという欠点はあるものの、非常用の盾という機能を実現するにあたっては特に問題にならないだろう。

「そうね。でも、こんな明らかに魔法道具みたいな装備品を出しちゃっていいの？」

　アリサが心配そうだ。

「間違いなく目立つわよ？」

「エチゴヤ商会からの試供品って事にするよ」

　市場に出回っていない商品だけど、エチゴヤ商会セリビーラ支店とは色々と関かかわりが深いから、さほど問題はないだろう。

「ねぇねぇ、そういう事なら、わたしも欲しい！」

　アリサ達なら実戦用というよりは護身用だから、防具じゃなくて日常的に身に着けられるような装飾品の方がいいかな？

「いいとも。せっかくだし、可愛かわいいアクセサリーに実装しよう」

「やったー！」

　アリサが飛び跳ねて喜ぶ。

「どうせなら、全員分作ろう」

　ミーアやルルにはアリサと同じ物を、前衛陣には「盾」を得意武器に近い形状に改変しておこう。

「アクセサリーのデザインは任せていいかな？」

「もっちのロンよ！」

　昭和な返事をしたアリサが転移魔法で屋敷に帰る。

　──そうだ。

　貴人のボディーガード向けに良さそうだし、一番初めに作った単純に「盾」を出すだけのヤツなら簡単に量産できるから、エチゴヤ商会のラインナップに入れてみようかな？

　それなら、アリサ達が普段使いしていても、変なヤツらに付け狙ねらわれる事もないはずだ。

　今のままだと「盾」が頑丈すぎて量産型鋳造魔剣のように注文が殺到したり、悪人の手に渡ったりしたら面倒だし、駆け出し術理魔法使いの出す「盾」程度までダウングレードした方がいいかもね。




　オレはゼナさん用の装備を完成させた後、ゼナさん達が二泊三日で「狩り場開拓」する予定の区画へと向かった。

「やっぱり、この辺かな？」

　探索者学校の生徒達が実習に使っている第一一区画に隣接する第一九区画との境目を選んだ。

　第一九区画は人気の高い蟷螂かまきり系や甲虫系が多い狩り場なのだが、第一一区画から入った場所は毒持ちの魔物が多い上に、「区画の主エリア・マスター」や眷けん属ぞくがふらりと徘はい徊かいしてくる危険な大広間を経由しないと、美味しい狩り場に行けないので人気がない。

　第一一区画は探索者学校の実習用になるべく手を加えずにおいたけど、今回はゼナさん達や卒業生達の狩り場用なので、それなりに使いやすく改造する予定だ。

「とりあえず、危ない毒持ちは排除っと──」

　マップ検索でマーキングした魔物に、「誘導矢リモート・アロー」を五セットほど連射する。

　レーダーに映る五〇〇ほどの光点が次々に消えていくのを確認し、「理力の手マジツク・ハンド」が届く範囲の魔物はストレージへと回収しておく。

「危ない毒持ちはこれで良し」

　次はゼナさん達の訓練相手にならない強すぎる魔物を間引きながら、狩りの拠点にしやすい場所を土魔法の「土壁ウオール」や「石製構造物ストーン・オブジエクト」で、広場ごとに数ヶ所ずつ用意する。

　そんな作業の途中に、アリサから空間魔法の「遠話テレフオン」が入った。

『さっき話してた装身具のデザインができたんだけど？』

「悪い、しばらく迷宮から戻れないから、『蔦の館』の作業テーブルの上に置いておいてくれ」

『おっけー。迷宮で何しているか知らないけど、あんまり根を詰めちゃダメよ』

　心配してくれるアリサに「ほどほどにしておくよ」と返し、オレは工事に戻る。

「やっぱ、トイレと水場は何ヶ所か欲しいよね」

　マップ検索で見つけた無害なスライムを確保し、「石製構造物」の魔法で作ったトイレやゴミ箱の底に放しておく。

　深い穴の底なので大丈夫だとは思うが、スライムにお尻しりを囓かじられたら嫌なので、「調教」スキルでテイムして従魔にしておいた。

　前にナナの姉妹達が巨大蜘ぐ蛛もをテイムして騎獣にしていたのを思い出して試してみたら、簡単にできたのだ。テイムしたら主人の名前が従魔のステータスに表示されるので、迷宮用の偽名である「トサラユーヤ」という名前に変えてから行った。

　最後に「偽装」スキルを使って、各種設備を長年放置されていたような見た目に加工しておいた。

　なお、迷宮別荘や迷宮温泉にはエルフ達が設計した水洗トイレ型魔法装置がある。

「綺き麗れいな水はここだけか……」

　地下水脈から危険な大広間へと流れ出る短い水路は、なかなかの水量だ。

　他ほかにも四ヶ所ほど水場があったが、それらは口を湿らせる程度の水滴が滴る場所だったり、泥水のような濁った水が湧わく場所だったり、水質に問題ありそうな水たまりだったりした。

「まあ、なければ作ればいいか──」

　オレは地形的に湧わき穴あなができない広場に宿泊可能な安全地帯を用意し、便利な「石製構造物」の魔法で泉と排水路を作った。

　人工泉の底には水みず石いしを設置し、迷宮の地脈に接続しておいたので一定の水量を自動で供給してくれる。大きめの水石を使ったので、十年くらいは大丈夫だろう。

　作業途中で、水石が盗難に遭う可能性に思い当たったので、そう簡単に取り出せない地中に水石を埋めておいた。

「後は、竈かまどに使えるような石を部屋に転がしておいて、他にもシャワールームが作りやすそうな地形を水場の近くに作っておくとしよう」

　壁の辺りを少し凹くぼませておけば、給水パイプを設置する時に便利かな？

　この辺りは実際に利用する探索者達に丸投げする予定だ。

　初めから全部あるより、利用者自身がＤＩＹで工夫した方が愛着が湧くだろうからね。

「そうだ──」

　水場の傍そば、というかトイレの近くに、非常食になる迷宮植物の菜園を作っておく。

　まずいけど、飢えずに済む類たぐいの実を付けるヤツを選んだ。

　探索者が来ない時期のスライム達のご飯にもなるしね。

「せっかくだし、ついでにボーナスアイテムを配置しようかな？」

　元からあった宝箱は三つだけだったので、「ベリアの魔法薬」を中心に、魔物素材の武具なんかを詰めた宝箱を開拓予定狩り場に幾つか設置しておいた。

　それほど高価な品はないけど、ちょっとしたお楽しみは必要だよね。
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「ポチ、タマ、ちょっと来て」

　朝食後、カリナ嬢達やメイド達が退出したところで、内緒の用件を済ます事にした。

　オレは昨晩完成させた改良版パワー抑制魔法道具を二人に手渡す。

　オンオフを制御する状況判断ＡＩの実装がなかなか難しい事が判明したので、高性能なラカ・クローンを一いつ旦たん諦あきらめて別の方法を選択してみた。

　当面は迷宮や屋敷に入退出時を判定し、腕輪のモードが切り替わっていなかったら警告するようにしたのだ。

　判定は微弱な信号を出す超小型標識魔法道具を設置して、その信号を読みとっていっている。

　この簡易版だと、予定していた思考回路の数パーセント程度の容量で済むのだ。

　改めて、ディープラーニングできないＡＩの大変さを認識させられたよ。

「アリサ達はこれを──」

「もう作ったの？」

　オレが取り出した装飾品を見たアリサが、目を丸くして驚く。

「平たい石を埋めてある方を手首側に着けて」

「宝石にしては鈍い赤色ね……って魔コ核アか。光に透かすと何か回路みたいなのが見えるって事は、この石も魔法道具なの？」

「そうだよ。腕輪本体とは別モノなんだ。内側の石を押し込みながら魔力を流してごらん」

「おおっ？　なんだか淡く光った」

　アリサが自分の身体からだを見下ろしながら呟つぶやいた。

　淡い光は動作確認用なので、すぐに消える。

「──物理防御付与エンチヤント・フイジカル・プロテクシヨンじゃん」

「装備者にしか効果がないし、巻物で付与するのと同程度しか効果がないけどね」

「それでも擦り傷や虫刺されなんかは防げるから、子供達と雑草の海や藪やぶに突っ込む時に便利そうだわ」

　なんだか野生児化しつつあるアリサに、「ほどほどにしておけよ」と言い含めてから、他の子達にも配る。

「可愛い腕輪ですね」

「お揃そろい～？」

「ポチも一緒なのです！」

　ルルが笑顔で腕輪を嵌はめると、タマとポチも自分達の改良版パワー抑制魔法道具が見えるようにシュタッとシュピッのポーズを取った。

「魔力を流すと透明な槍やりができるのですね」

「むむっ、リザさんは指輪なのね。わたしも指輪が良かったわ」

「リザのは機能的に指輪の方が使いやすそうだったからだよ」

　腕輪に疑似物質の槍を発生させるとすぐに摑つかめなかったのだ。

　逆に指輪だと盾が使いにくい。

「盾」

「ミーアは星形なのね。わたしのはハート形よ」

　ミーアとアリサのは後の方に作ったので、ちょっとだけ遊んでみた。

「うふふ、ナナさんや私は長方形の大盾なんですね」

「ああ、その方が守りやすいだろ？」

「はい」

　ルルが大盾の取り回しを確認しながら、良い笑顔で頷うなずいた。

「マスター、私はひよこ形が良かったと告げます」

「分かった、分かった。今晩にでも修正してあげるよ」

　おっぱいを押しつける勢いでグイグイ迫ってくるナナに、改良を約束する。

「いいな～？」

「ポチは肉形のがいいのです」

「タマも～」

　タマとポチの腕輪は「パワー抑制」関係の機能しか積んでいない。

　すぐには無理なので、近いうちにマンガ肉形の盾もしくは棍こん棒ぼうを作り出す機能を追加してあげると二人と約束した。




「ポチ、タマ！　探索に出発しますわよ！」

　ノックもなしにカリナ嬢が飛び込んできた。

「新しい装備ですの？」
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　皆が慌てて疑似物質でできた槍や盾を消したが、カリナ嬢には見えていたようだ。

「ええ、カリナ様も何か新しい装備が欲しいですか？」

「刃こぼれしたり折れたりしない大剣が欲しいですわ！」

　簡単に刃こぼれしない頑丈な素材で作ったはずだけど？

　そう思って、カリナ嬢にあげた大剣を持ってきてもらった。

「ボロボロですね……」

　どんな使い方をしたら、こんな風になるのやら。

『カリナ殿は刃筋を立てるのが苦手のようだ。大剣よりはメイスなどの武器の方が向いていよう』

　カリナ嬢の胸元から「知性ある魔法道具インテリジエンス・アイテム」であるラカが教えてくれた。

「メイスなんて、かっこ悪いからイヤですわ！」

「なるほど……」

　装甲の厚い相手には、メイスなんかの打撃武器はかなり有効なんだけど、カリナ嬢の美意識からは外れてしまうようだ。

　金棒を持ったカリナ嬢なら、迷宮で無双できると思うんだけど、本人が嫌がる装備を押しつける気はない。

　脳裏に浮かんだ、虎とら縞じまビキニを着たカリナ嬢が金棒を振り回す素敵なイメージを、後ろ髪引かれつつも振り払う。

「それなら、カッターナイフみたいに替え刃式にしてみたら？　刃が欠けるたびにガシャンッと入れ替えるの！」

　アリサがアニメや漫画に出てきそうなロマン重視のギミックを口にした。

　カリナ嬢、ポチ、タマは興味津々だったが、さすがに実用性が低そうなので却下する。

「そんな構造にするくらいなら、複数の大剣を『魔法の鞄』にストックしておいた方が簡単だろ？」

「そうだけどさー」

　オレは「魔法の鞄」を見せながら提案する。

　アリサは未練がありそうだったけど、他の面々はオレの提案で納得してくれた。

「素材別に何種類かあるから全部入れておきますね。後で気に入った大剣を教えてください」

　どれも製作者がオレの偽名の「ヘパイストス」になっているヤツだ。

　基本的な攻撃性能はカリナ嬢に以前渡したヤツと大差ないが、今回渡した四本は魔力を流すと使用者に「剛力」スキルや「俊敏」スキルと類似した効果が付与される特殊機能が付いている。

　以前、ミーティア王女の従者である巌いわおの騎士ラヴナ用に、戦蟷螂ウオー・マンテイスの剣腕を使った大剣を作った時に一緒に完成させた品だが、外部に流れるとまずそうな気がしたので死蔵していた品々だ。

　他にも斬きった相手に電撃を流して麻ま痺ひさせる片手剣や切り口が燃える大剣なんかもあるが、同じ理由で死蔵したままだ。

　こっちは目立つので、今回も表には出さなかった。

「甲虫相手に試し斬りですわ！」

「おういえ～」

「甲虫はちゃんと斬らないとぽよんぽよんするから難しいのですよ？」

　舞い上がるカリナ嬢に、ポチが注意している。

　昨日までは迷宮蟻を狩っていたはずだけど、今日からは迷宮甲虫メイズ・ビートル狙ねらいに変えるようだ。

　一昨日おとといまでと違って、昨日はレベルアップ酔いしない程度にしか経験値を稼げなかったようだから、丁度良い相手にシフトするのだろう。

「迷宮甲虫を狙うなら、第一三区画に行くといいよ」

　第二区画や第三区画にある甲虫エリアは、魔物の取り合いが非常に激しくてレベル上げに向かない。

　第一三区画の迷宮甲虫エリアは遠回りでしか行けない場所なので、遠征する者が少ないのだ。

　普通なら泊まりがけでしか行けないのだが、オレ達が開拓した第一一区画にある分かりにくい間道を経由すると日帰りで行ける。

　ゼナさん達の狩り場に選ばなかったのは、狩り場の許容パーティー数が少ないからと、一ヶ所当たりの迷宮甲虫の数も少ないので、移動しながら魔物を狩るスタイルになり、魔法使いが魔力を回復するために休憩するのが難しいからだ。

　前衛オンリーのカリナ嬢達なら、そういった点がデメリットにならないので問題ない。

「そこなら取り合いも少ないはずだからね」

　オレはそう言いながら、タマに地図を手渡す。

　この間道は未開拓なので、撤去前のトラップや危険生物の排除をタマとポチの二人に頼んでおく。

　後日、探索者学校の卒業生達に新しい狩り場として開放しようと思う。

　開放といっても、進入禁止扉を付けたりするわけではなく、一三区画へショートカットする間道を教えて、狩り場情報を書き込んだ地図を配るだけだ。

「狩り放題？」

「これは大もうけのチャンスっす！」

　同行するカリナ嬢の従者のピナやエリーナが踊り出しそうな感じだ。迷宮蟻より甲虫系の方が稼げるからね。

　メイド幼女達からお弁当を受け取ったカリナ嬢達に、怪け我がをしないようにと注意して迷宮探索に送り出した。今日はリザも一緒だ。

「ねぇねぇ、ご主人様。カリナサマはゼナたん達みたいに訓練してあげないの？」

「カリナ様は『習うより慣れろ』なタイプだから、同じタイプのタマとポチに任せているんだよ」

　心配そうなアリサにそう答える。

　タマとポチの話だと、午前中にレベル上げをして、午後からは迷宮の不人気エリアで二人を相手に組み手をしているって言っていたから、戦闘に関しては問題ないはずだ。

　それ以外の知識に関しては、カリナ嬢の従者であるエリーナか新人ちゃんのどちらかに、斥候としての訓練を積ませれば問題ないだろう。

　新人ちゃんは小器用なタイプみたいだから、少し不器用そうなエリーナよりは彼女の方が適任かな？

「まー、考えがあるならいいけど、ちゃんとフォローしておかないと、カリナサマが拗すねちゃうわよ」

「そうだね。フォローってわけじゃないけど、明日あしたからの泊まりがけ狩り場開拓には、カリナ様も誘うようにするよ」

「うん、それがいいと思うわ」

　オレの答えにアリサが笑みを返す。





◆






「──遅くなってすみません！」

　お昼過ぎにゼナさんが訪れた。

　寝過ごして、風魔法まで使って全力疾走してきたようだ。

　荒い息を整えながらも、乱れた髪を一生懸命手でなでつける姿が可愛かわいい。

　今日の服装は太守夫人のお茶会用にドレスを新調した時に、普段着として一緒にプレゼントしたお嬢様系サマードレスだ。清せい楚そなゼナさんによく似合っている。

「時間を決めていたわけじゃないですから、そんなに謝らなくても大丈夫ですよ」

　お昼にレストランを予約してあったけど、この世界のお店は時間にファジーなので今からでも十分間に合う。

「ゼナさん、先日お話ししていた『青い人』が好むというワインが手に入りました」

「ありがとうございます、サトゥーさん」

　オレの言葉に、ゼナさんが大きく頭を下げた。

　商業ギルドで一本だけ入荷したのを確保したのだ。

　オレが真祖から頼まれている分はないが、そちらは後日遠出して入手しようと思っている。

「手紙が書けているなら、信頼できる者が迷宮村に行くと言っていたので、一緒に預けておきますよ」

「え、でも……」

　ゼナさんは自分で迷宮村まで出向いて、手紙を委託したかったようだが、迷宮村まで往復にかかる時間や迷宮村の治安について説明して諦あきらめてもらった。

　迷宮村に委託するよりも、オレが預かって真祖に直接手渡した方が確実だしね。

「それじゃ、これ、お願いします」

「では、お預かりします」

　ゼナさんが手て提さげ鞄かばんから取り出した手紙を受け取る。

　すぐにでも届けてあげたいけど、迷宮下層にある真祖の城に行くのは、真祖から頼まれている品を用意してからの予定だ。

　それでも、迷宮村に委託するよりは遥はるかに早く真祖のもとに届くはずなので、許してほしい。

「旦だん那な様、絵画工房からご注文の品が届きました」

　出かけるところで、紙束を持ったミテルナさんに報告を受けた。

　アリサに頼まれていた養護院用の魔法入門書に使うイラストの複写品だ。

　紙束をパラパラと捲めくって、イラストが発注通りなのを確認する。

　問題なかったので、オレの執務室に運んでおくように頼んでおいた。

「サトゥーさん、今のはもしかして──」

「魔法入門書に使うんですよ」

　魔法陣が書かれたページがあったのに気付いて気になっていたそうだ。

　興味がありそうだったので、入門書の原本を見せてみた。

「す、凄すごいです。こんなに分かりやすい魔法書は初めて見ました」

　手放しで褒められると照れる。興奮した様子からして、お世辞ではなさそうだ。

「養護院の子供達用なので、難しい理論は索引だけにしてあるんですよ」

「養護院の？　養護院に文字が読める子達がいるんですか？」

　ゼナさんによると、文字の読み書きができる養護院の子供達というのは非常に珍しいそうだ。

「ええ、セーリュー市で手に入れた学習カードのお陰です」

　そう答えると更に驚かれた。

「読み書きができれば就職先も広がりますから」

　子供達用の魔法入門書もその一環だと続ける。

　せっかくなので、お出かけ前に養護院に寄って、アリサが子供達に魔法を教える様子を遠目に見せてみた。

「アリサちゃんが教えているんですね」

「ええ、専属の教師がいないので、アリサが暇な時に教えています」

　それ以外は自習だ。オレやミーアも教師役をやろうとしたのだが、オレは説明が難しすぎて、ミーアは言葉が足りなすぎて、子供達に教えられなかった。

「それなら、私も非番の時に教えに来ましょうか？」

「それは願ってもないですが、宜よろしいのですか？」

「はい！　私にはこれくらいしかお礼ができませんから！」

　せっかくなので、ゼナさんの申し出に礼を言い、無理のない範囲で子供達の教師役を頼んだ。

　ついでに、ゼナさんを養護院の子供達や教師達に紹介してから、予約してあったレストランに向けて出発した。

　デュケリ准男爵の奥方に教えてもらった店で、下級貴族や裕福な商人達が利用する店なので、ゼナさんも気楽に食事ができるだろう。




「──ご馳ち走そう様さまでした。とっても美お味いしかったです」

　ゼナさんが満足そうな顔で感想を言う。

　貴族向けの魔物素材を使わない料理が中心なので、今ひとつ目新しい素材がなかったが、味は十分に満足できるモノだった。

「内装もお洒落しやれで、私なんかが利用して良かったんでしょうか？」

　レストランの中でチラチラと他ほかの客から見られていたのを気にしていたらしい。

　着席後はテーブル間に置かれた観葉植物の壁で視線が届かなくなったので快適に食事ができていたが、移動中に好奇の視線が向けられていたのだ。

　オレが見知らぬ可か憐れんな少女を連れて食事に来ていたのが、ゴシップ好きな層の興味を引いたのだろう。

「『私なんか』なんて卑下しなくても大丈夫ですよ。むしろ、私のせいで注目を集めてしまってすみませんでした」

「そ、そんな！　サトゥーさんのせいじゃありませんよ！」

　慌てて否定するゼナさんに、思わず笑みが漏れてしまう。

　その笑みに釣られたのか、ゼナさんにも笑顔が戻り、和やかにレストランのどの料理が気に入ったかという話をしている内に、馬車が目的の場所に着いた。

　探索者向けのお店が並ぶ通りだ。

「この間教えていただいた通りですね」

「ええ、ここが一番揃そろえやすいですから」

　リリオを斥候研修に出した後に寄った場所の一つだ。

　掘り出し物を売っているクゥツ横丁は二つほど先の通りにある。

「前は気付きませんでしたけど、骨を売っているお店が多いんですね」

「ええ、骨製の棍こん棒ぼうは安価ですし、オイルスライムが吐き出した骨は変な臭においもしませんから、小物を作る素材にも良いみたいですよ」

　迷宮都市は木材が少し高めなので、新人探索者向けの棍棒や石せき斧ふ、昆虫系の魔物の爪つめや牙きばと組み合わせたピックアックスなんかの軸には、デミゴブリンの大だい腿たい骨こつがよく使われるようだ。

　草を編んだベストを骨で補強した骨ほね鎧よろいは、新人から駆け出し探索者まで幅広く使われている。

「若様！　恋人さんにこんなのはどうだい？」

「わ、私がサトゥーさんの恋人なんて……」

　露店主のセールストークに、ゼナさんが慌てながら顔を赤く染める。

　相変わらず、この手のからかいに弱いらしい。

「骨というか角や爪を使ったアクセサリーですか？」

「それは骨だよ。幸運兎うさぎの骨を使った幸運のお守りさ」

　ＡＲ表示が店主の噓うそを報告してくれる。

　見た目はまったく骨に見えないが、これはデミゴブリンの指骨を加工した品らしい。

　どうやって加工したのか見当が付かなかったので、後で尋ねてみようとアクセサリーの作製者名でマップ検索してみた。

　──死霊魔術士？

　なぜか、アクセサリーを作った人物は骨細工スキルではなく、死霊魔法スキルを持っていた。

　もしかしたら、と思って公都の闇やみオークションで手に入れた死霊魔法の魔法書を検索してみたら、「骨加工」という魔法が見つかった。

　どうやら、骨を粘土細工のように加工する魔法らしい。

　ホラーが苦手なのでちゃんと読んでいなかったが、ゾンビやスケルトンを作るだけの魔法じゃなかったようだ。

「恋人さん、若様が迷宮で怪我をしないお守りにどうだい？」

　オレの反応が鈍いので、矛先をゼナさんに変えたようだ。

　だが、ゼナさんが口を開くよりも先に周りの客から笑いが巻き起こった。

「な、何がおかしい！」

「そりゃおかしいだろ」

「そうそう。『傷知らず』のペンドラゴンに、怪我をしないお守りなんて」

「『ドラゴンに鎧を売る』ようなもんだぜ！」

　激げき昂こうした露店主だったが、笑い混じりの周りの男達の言葉で、すぐに自分の失言に気付いたようだ。

　──おや？

　骨細工の中に、ユニコーンの角の欠片かけらを使ったペンダントがある。

　この角も先ほどの指骨と同じ、死霊魔法による加工が施されてあった。

　どうして、こんな場所に希少なユニコーンの角が紛れ込んだのかは不明だが、使用者の病気や毒を解除してくれる素敵な効果があるので、ゼナさんへのプレゼントに丁度良い。

「せっかくだから、一ついただきますよ」

　オレは偽幸運兎のお守りではなく、「こちらの方がゼナさんに似合いそうです」と理由を付けてペンダントを購入する事にした。

「その幸運兎のペンダントも大銅──」

　同じような加工がしてあったせいか、店主はユニコーンの角もデミゴブリンの指骨を使ったモノだと思っているようだ。

「──銀貨一枚だ！」

　彼はふっかけたつもりで途中で金額を変えたが、ユニコーンの角はもっと価値が高いので、言い値で支払った。

　人が買うと釣られる者も多いのか、オレが買うと笑っていた男達も「それじゃ俺も」とか「若様が買うなら俺も」と言いながら、アクセサリーを買い求めた。

　嬉うれしい悲鳴を上げる露店主から、銀貨一枚と交換で「幸運のお守り」を受け取り、それをゼナさんにプレゼントする。

「ゼナさんの迷宮探索に幸運がありますように」

「ありがとうございます、サトゥーさん」

　ゼナさんが「とっても嬉しいです」と言って、ネックレスを首にかけた。

「とってもよくお似合いですよ」

　ゼナさんの清楚系サマードレスと合う。
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「少し休んでいきましょうか」

「──はい」

　オレの提案に、ゼナさんが少し恥ずかしそうに頷うなずく。

　ラブホテル前のカップルみたいなセリフだが、オレ達の前にあるのはオープンテラスが素敵な喫茶店だ。

　喫茶店から漂う甘い香りにゼナさんのお腹なかが反応したので、腹の虫に気付かなかったフリをして提案した。

　買い物で二時間近く歩いていたし、小腹も空すいてくる頃ころ合あいだろう。

「若様っす！」

　店に入ると、ウェイトレスの格好をした赤毛の少女がパタパタと走ってくる。

「ネル！　店の中で走るな！」

「は、はいっす！」

　ネルが厨ちゆう房ぼうの奥から聞こえてきた叱しつ責せきに頭を下げた。

　ここはエチゴヤ商会セリビーラ支店が、西ギルド近くに出店したばかりの喫茶店だ。

　迷宮都市には甘味を提供する店が少なかったので、絶好の立地に空きができた瞬間に確保してみた。
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「こんにちはネルさん。今日は屋台じゃないんですね」

「はいっす。支店長のポリナさんが王都の本店に栄転するついでに何人か連れて行っちゃったんで、喫茶店の人員が足りなくなっちゃったんすよ」

　機密性の高い王都の工場長に任命できる人材が足りなかったので、ポリナを王都に引き抜いたのだ。

「でも、まあ。そのお陰で、この制服が着られたんっすけどね」

　ネルがくるりとターンする。

　スカートが短めだが、内側にパニエを重ねてあるので、そう簡単にパンツが見えない構造になっている。なので、隙すきの多いネルが着ていても、安心して見ていられるのだ。

「可愛かわいい制服ですね」

「えへへー、ありがとうっす」

　ネルがはにかみながら礼を言う。

　喫茶店は制服が可愛いので、エチゴヤ商会セリビーラ支店でも人気の仕事らしい。

「ネル、案内！」

「は、はいっす！」

　いつまでも雑談するネルを、先輩ウェイトレスが叱しかる。

「わ、若様。今ならオープンテラスの特等席が空いてるっすよ」

　少し焦り気味のネルに案内されて、オープンテラスのテーブルに腰を落ち着ける。

　人気商品だという「蟻あり蜜みつたっぷりのパンケーキ」とエルエット侯爵領産の茶葉を使った青紅茶を注文する。現代日本の喫茶店と違って、紅茶用の砂糖が有料だ。

　先に届いた青紅茶で喉のどを潤していると、両手にお盆を持ったネルが弾むような足取りでやってくる。

「お待たせっす！　若様達は蟻蜜たっぷり大サービスっす！」

　ネルが注文の品を並べていく。

　彼女の発言通り、パンケーキの横にあるミルクピッチャー風の容器には、溢あふれそうなほど蟻蜜が入っていた。

　オレはネルのサービスに礼を言い、青紅茶のお代わりを頼む。

「──美お味いしっ」

　ゼナさんがパンケーキを一かけ口にするなり、驚きの声を上げた。

「えへへー、若様とこのルルちゃんのレシピっすからね！　美味しくないはずがないっす！」

　青紅茶のお代わりを注いでいたネルが、我が事のように自慢した。

「それに、クロ様が持ってきてくれた蜜玉がすっごく甘いんすよ！」

　迷宮蟻の巣まで行かないと採取できない蟻蜜は、蜂はち蜜みつほどではないもののそれなりに高く、また入手困難だったので、ストレージに消費しきれないほど大量に余っている蟻蜜を提供しておいたのだ。

　ネルが戻った後、ゼナさんと雑談をしながらお茶とパンケーキを楽しむ。

「やっぱり、ご主人様の匂においだったのです！」

「ゼナもいる～」

　そこに可愛い声が聞こえてきた。

　そちらに顔を向けると、喫茶店のオープンテラスと通りを区切る柵さくの上に身体からだを預けたポチとタマが、尻しつ尾ぽと手を振って自分の存在をアピールしている姿があった。

　後ろからリザもやってきて、二人を両りよう脇わきに抱え上げる。

「ご主人様、ゼナ様、ご歓談の邪魔をして申し訳ありません」

「いいんだよ」

　リザがポチとタマの二人を回収しながら詫わびる。

「ポチ、タマ、あ～ん」

　リザの小脇に抱えられた二人の口に、皿に残っていたパンケーキをカットして一つずつ食べさせてあげる。もちろん、蟻蜜たっぷりだ。

「あ～ん？」

「なのです！」

　ゼナさんの方を振り向いた時に、彼女の口が少し開いていたのは見なかった事にしよう。

　小さな二人に手ずから食べさせるのはともかく、人目の多い場所で高校生くらいのゼナさんに食べさせるのは少しばかりハードルが高い。

「今日の迷宮探索は終わりかい？」

「はい、カリナ様が倒れたので引き上げて参りました」

「倒れた?!　カリナ様がお怪け我がをされたんですか！」

　リザの報告を勘違いしたゼナさんがイスを蹴け倒たおして立ち上がる。

　イスが倒れる音に、タマとポチが目を見開いて尻尾の毛や耳を立てた。

　リザが「いいえ、怪我はされていません」と告げると、ゼナさんが肩の力を抜いて安あん堵どの吐息を漏らした。

　出会ってから、それほど交流のない二人だが、ゼナさんにとってカリナ嬢は太守夫人のお茶会という戦場を共に戦い抜いた戦友的なポジションなのかもしれない。

「レベルアップ酔いかな？」

　獣娘達三人以外が見当たらないので、ポチとタマの頭をぐりぐりと撫なでながらリザに確認する。

　どちらかと言うと、ゼナさんに聞かせるための質問だ。

「はい、カリナ様達はレベルアップ酔いが酷ひどいので、探索者ギルドの医務室にいます。ピナ様達が付いているので大丈夫でしょう」

「レベルアップ酔い、ですか？　もしかして、前に倒れられていたのも──」

「ええ、あの時もレベルアップ酔いですね」

　ゼナさんの質問に首肯する。

「い、一体どんな荒行をすればレベルアップ酔いなんて……」

「数十回ほど同格の相手と戦闘を行っただけです。討伐した魔物は百に満たない数なので、荒行という程ではありません」

「ひゃ、百？」

　リザの言葉にゼナさんが絶句する。

「お、おい！　聞いたか？」

「ああ、さすがは黒くろ槍やりのリザだぜ」

「同格の相手に連戦なんかしたら、命がいくらあっても足りないってのによ」

「それぐらい型破りな事をしなきゃ、数ヶ月でミスリルの探索者にはなれないって事さ」

　オープンテラス前を歩いていた探索者達が、少し引き気味にそんな言葉を交わしていた。

「ご興味がおありなら、一度、ご一緒されますか？」

「い、いえ、私は──」

　リザに誘われたゼナさんが、こっちに視線を向けてきたので頷き返す。

「大丈夫だよ、リザ。元々、明日あしたから二泊三日で迷宮の狩り場開拓に行くついでに、カリナ様と同じようなペースで狩りをするつもりだったからさ」

「サ、サトゥーさん？」

　なぜか、ゼナさんの顔に「ブルータス、お前もか」と言いたそうな表情が浮かんでいた。

「私達も同行しますし、安全第一で進めますから、心配しなくて大丈夫ですよ」

「は、はい……」

　にこりと微ほほ笑えんでそう告げると、少しだけ逡しゆん巡じゆんをした後、ゼナさんも納得してくれた。

　ちょっとだけ表情が硬いけど、実際に迷宮の狩り場開拓を始めれば杞き憂ゆうと分かるはずだ。

　──そうだ。

　今のうちにゼナさんに話しておこう。

「ゼナさん、明日からの迷宮行きの件で少しお話があります」

「なんでしょう？」

　お仕事モードで緊張するゼナさんに、そんなに大した話じゃないと前置きしてから本題に入る。

「ゼナさん達だけだと戦う人数が少ないので、カリナ様と従者二名を同行させたいのですが宜よろしいでしょうか？」

「え？　ええ、問題ありません」

　ゼナさんが戸惑いつつも快諾してくれた。

　むしろ、自分達が足手まといになるのではないかと心配していたが、レベル的にもゼナさん達と近いし、大丈夫だと太鼓判を押しておいた。
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「──狩り場開拓ですの？」

　風ふ呂ろ上あがりでバスローブ姿のカリナ嬢を、明日からの二泊三日狩り場開拓に誘ってみた。

　このバスローブはアリサの監修で胸元と足回りの防御がバッチリな、ロマンのない仕様になっている。

　タオル生地のふんわりした肌触りがカリナ嬢のお気に入りポイントらしい。

「ええ、ゼナさん達の訓練を兼ねて、第一一区画の向こうにある区画を新しい狩り場として開拓するんです」

「……ゼナばっかりずるいですわ」

　オレの説明にカリナ嬢が小声で不平を漏らしたのを、「聞き耳」スキルが拾ってきた。

　前にアリサが懸念していたように、カリナ嬢はオレがゼナさんばかりを贔ひい屓きしていると思ったようだ。

「にゅ？」

「どうしたのです？」

　タマには聞こえたようだが、風呂上がりのフルーツ牛乳を堪たん能のうしていたポチは聞き逃したようだ。

「わたくし、狩り場開拓には参加しませんわ！」

「興味ありませんか？」

「興味、はありますけど……」

「一緒に戦い行こ～？」

「そうなのです！　新しい狩り場には新しい肉が待っているのですよ！」

　言いい淀よどむカリナ嬢に、タマとポチが一緒に行こうと誘う。

「行──や、やっぱり行きませんわ！」

　戦いと食の誘惑に負けそうになったカリナ嬢だったが、首を左右にぶんぶん振って煩悩を振り払った。

　連動する胸元の揺れに魅了されそうになるので、バスローブで激しい動きは止やめてほしい。

「本当に行かないの？　ご主人様やルルも一緒に行くから、晩ご飯のグレードも少し下がるわよ？」

「い、行かないと言ったら、行かないのですわ！」

　アリサの言葉に情けない感じの表情が浮かんだが、すぐにそっぽを向いた。

　やせ我慢をしているのは明白だが、あまりしつこく誘って意固地になられても困るので、引く事にした。

「分かりました。無理強いはできま──」

　カリナ嬢の同行を諦あきらめようとしたところで、カリナ嬢がバッとこちらを振り返った。

　捨てられた子犬のような表情だ。

　オレのフォローが遅れたのが原因だし、助け船を出してみよう。

「──せんが、カリナ様にお預けした武装の性能確認をするためにも、ご同行願えませんか？」

「し、仕方ありませんわね。サトゥーがそこまで言うなら、同行してあげますわ！」

　ちょっと無理矢理な理由のお願いに、カリナ嬢は特に疑問を差し挟む事なく首を縦に振ってくれた。

「はいはい、仕方ない仕方ない」

　まったく素直じゃないわね、とアリサが小声で呟つぶやいた。

　まあ、カリナ嬢との仲がこじれなくて良かったよ。




　翌朝、カリナ嬢達を連れて西門前へと向かう。

　オレと一緒に歩いているのは、獣娘達とカリナ嬢、それから彼女の従者であるエリーナと新人ちゃんの二人だ。今回は人数が多いので、ピナは留守番をしている。

　他ほかのメンバーも一緒に行くはずだったのだが、魔法授業が途絶えていた事に不満を持った子供達から懇願されてアリサが残ったのを切っ掛けに、ルル、ナナ、ミーアの三人もアリサと一緒に養護院の方に行く事になってしまった。元々人数が多すぎたので特に問題はない。

　一応、最終日には差し入れを持って遊びに来ると言っていたので、ゼナさん達の訓練成果はちゃんと見せてあげられると思う。








修行の成果







〝ゼナです。遠くから見た山の高さは、麓ふもとに近寄らないと実感できません。でも、想像していたよりも高かったからと言って尻しり込ごみをしていたら、いつまで経たっても登る事はできないと思うのです。〟






「ゼナさん！」

　西門前で待つ私を呼ぶ声の方に視線を向けると、サトゥーさんが人ひと混ごみの向こうから姿を現したところだった。

　今日のサトゥーさんは珍しく鎧よろい姿だ。身軽なサトゥーさんらしく、重さを感じさせない軽やかな軽鎧を身に着けている。

「ゼナっち、少年に惚ほれ直した？」

「リ、リリオ！」

　後ろから茶化すリリオに抗議する。

　事実ではないとは言えないけれど、これから迷宮に赴くのに、浮ついた気持ちをサトゥーさんに知られたくない。

　サトゥーさんの後ろにはムーノ男爵令嬢のカリナ様やリザ達が続いていた。

　カリナ様は前に見かけた美麗な鎧を身に着け、イオナさんが持つ大剣以上に巨大な剣を背負っている。

「サトゥーさん、今日はよろしくお願いします」

「こちらこそ、よろしくお願いします──カリナ様！」

　私を見て背を向けたカリナ様を、サトゥーさんが捕まえて私の方に向き直らせた。

　サトゥーさんが触れる肩を気にするカリナ様の仕草に、彼女の内心が見て取れる。サトゥーさんは違うと言っていたけれど、きっと彼女はサトゥーさんの事が好きなんだと思う。

　お茶会でサトゥーさんの事を話す彼女はとても楽しそうだった。

　勇者様の物語を話す方が嬉うれしそうに見えたのは、きっと照れ隠しの表れだろう。

「カリナ様、ふ、不束ふつつか者ですがよろしくお願いいたします」

　緊張して言葉と同時に軍隊式の礼を取ってしまったせいか、カリナ様が戸惑うような視線で私を見て黙り込んだ。

「カリナ様？」

「なんでもありませんわ」

　サトゥーさんが声をかけると、カリナ様は豪ごう奢しやな金色の髪をバサリと後ろに撥はね上げて、厳しい視線をこちらに向けた。

「──あ、足手まといにならないように注意なさい」

　カリナ様は視線を私から外すと、てくてくと足早に迷宮の方へと歩き出した。

「かりな～？」

「ツンツンはダメなのです」

「カリナ様、ゼナ様は風魔法の達人です。足手まといになる事はありません」

「そ、それならいいのですわ」

　リザ達がとりなしてくれたお陰で、カリナ様の顔に浮かんでいた硬い表情が和らいだ。

　サトゥーさんに何か耳打ちされて赤くなるカリナ様の姿に少し胸の奥がもやもやする。

「ゼナっち、積極的に行かないと少年を取られちゃうよ。男は大体おっぱいが好きだからさ」

「リ、リリオ！」

　もう、リリオったら──サトゥーさんはそんな事を気にしません。

　そう心の中で反論しながらも、私は同年代の子達より少し発育が遅い胸元に視線を落とす。

　今度、サトゥーさんとお出かけする時は、もう一枚多く布を詰めようかな……。

「ゼナさん、そろそろ出発だそうですよ」

「は、はい！　分かりました」

　呼びに来たイオナさんに返事をして地面に置いてあった荷物を背負う。

　パンッと頰ほおを叩たたいて浮ついた心に活を入れ、私は迷宮へと続く「死の回廊」へと足を向けた。

「ゼナさん、宿舎に戻ったら、我が家秘伝の豊胸術を教えてあげましょうか？」

「──イ、イオナさん？」

　耳元で囁ささやくイオナさんが、いたずらっ子のように微笑む。

「必要ありませんか？」

　ちょっと意地悪な事を言うイオナさんに、小さな声で「いいえ、お願いします」と返した。

　私は薄暗い「死の回廊」に少し感謝する。

　前を歩くサトゥーさんに、頰の火照りを気付かれる心配がないから──。
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「それにしても、人しかいないわね」

　先頭を歩く斥候のリリオがぼやいた。

　迷宮の主回廊は多くの探索者達が往来しているので、魔物に遭遇する事は希まれだ。

　前に、セーリュー伯爵領軍迷宮選抜隊の案内をしてくれていた女性探索者集団「銀光」の人達も、第一区画や周辺区画の主回廊は狩りにならないと言っていた。

「が～」

「迷宮蛾メイズ・モスなのです！」

　リリオと一緒に先頭を行くタマとポチが、闇やみに沈む天井を指さす。私には暗闇しか見えない。

　私が使える中級の風魔法による探索は、動かない相手を見つけるのには向いていないので、索敵魔法から伝わってくる感覚も、二人が言う迷宮蛾の存在を教えてくれない。

「どこさ？」

　リリオが軍用のランタンを前方の天井に向ける。

　このランタンは盗賊討伐の夜間作戦用に開発された物で、照らす範囲を絞れる優れものだ。

「──いた。少し左だ」

　目のいいルウが、リリオの後ろから指示する。

　光を当てても保護色で分かりにくいが、天井の窪くぼみに人の上半身ほどもある巨大な蛾がが止まっていた。

　迷宮蛾はランタンの光を厭いとうように、じりじりと天井を這はって闇の方へ逃げ込もうと移動し始める。

「持ってて」

　リリオはランタンをイオナさんに手渡して、背負っていたクロスボウに短矢クオレルをつがえた。

「──ちっ、外した」

　リリオの目測よりも距離が遠かったみたい。

　迷宮蛾が鱗りん粉ぷんを撒まき散ちらしながら、こちらへと飛んでくる。

　イオナさんとルウが剣を抜いた。

「えい～」

「やー、なのです！」

　タマとポチの二人が何かをもの凄すごい勢いで投げ、迷宮蛾に突き刺さる。

　一瞬だけ空中で悶もだえた迷宮蛾が、ふらふらと落下した。

「迷宮蛾の鱗粉は毒を持っているので、なるべく遠くで倒した方がいいです。倒した方にすぐ向かうと、空中を舞う鱗粉を吸ってしまうので、口元を濡ぬらした布で覆うようにしてください」

　サトゥーさんの指示通りにして鱗粉の舞う区間を足早に抜ける。

「迷宮蛾は気付かずに下を通った獲物に鱗粉を振りかけて、弱ったところを後ろから襲う性質があるので注意してください」

「ランタンで天井も照らせって事ね？」

「ええ、そうです」

　リリオの確認に、サトゥーさんが首肯する。




「標識碑が変わった。ここから第一一区画みたい」

「この辺りから敵が増え始めるから注意してください」

　サトゥーさんの注意に私を含め皆が頷うなずき返す。

　最初の分岐の所で、主回廊を塞ふさぐように積み上げられた岩塊があった。

　たぶん、天井が崩落して中央の通路を塞いでしまったのだろう。

　左右の通路も半分ほどが、崩れた岩塊で埋もれていたが、なんとか人一人が通れるだけの空間がある。

　そして、主回廊に転がる岩塊の一つにリリオが近付いていく。

「なんか、書いてあるよ。ゼナっち、分かる？」

「えーっと、ちょっと古い言い回しね。『地獄に踏み込む愚かな探索者よ。騎士殺しに用心するがいい』って書いてあります」

「騎士殺し？」

「騎士が着る板金鎧を貫く『一角飛蝗ホーン・ホツパー』と、頑丈な兜かぶとさえ凹へこませる『岩頭蜂ロツクヘツド・ビー』の通称ですね。どちらも動きが速いので、油断しないようにしてください」

　サトゥーさんが詳しく教えてくれる。

　さすがは大陸最古の迷宮と言われる「セリビーラの迷宮」だ。

　なかなか一筋縄ではいかない敵がいるらしい。

「岩頭蜂は肉が甘くて美お味いしいのです」

「一角飛蝗はカンローニにしてバリバリ食べる～？」

　ポチとタマが振り返って笑顔で教えてくれる。

　騎士を倒すような魔物も、二人にかかったら食材でしかないらしい。

　カンローニという料理はよく知らないので、後でサトゥーさんに聞いてみよう。

「それはぜひ一度食べてみたいですわ」

「カリナならきっと気に入るのです」

　私の後ろを歩くカリナ様も興味津々だ。

「ワイバーンの肉は硬くてまずいけど、迷宮に出る魔物には美う味まいのもいるんだな」

「にゅ？」

「ワイバーンも美味しいのですよ？」

「なーんだ、ワイバーンも美味い範はん疇ちゆうなら、一角飛蝗や岩頭蜂も期待できそうにないな……」

　タマとポチには悪いけれど、ルウの言う通り、過度な期待はしないようにしましょう。




「ご主人様、この辺りでアレをお渡ししておいた方が宜よろしいのではないでしょうか？」

「そうだね」

　一瞬だけこちらを振り返ったサトゥーさんが、リザの言葉に首肯した。

「ゼナさん、リリオさん──利き手ではない方の篭こ手てを、こちらと交換してください」

　サトゥーさんがテカテカと光を反射する篭手を差し出してきた。

「魔物素材の篭手？」

「ええ、腕に嵌はめて魔力を流してみてください」

　リリオの問いにサトゥーさんが頷く。

　私も言われた通り篭手を付け替えて、魔力を流してみた。

「──うそっ」

　術理魔法使いが行使するのと同質の「盾シールド」が、篭手の上に添うように現れた。

「へー、すげーじゃん」

「透明の盾か。向こう側も見えるし、何より軽くて使いやすいわ」

　ルウとリリオが透明な「盾」を見て無邪気な感想を呟つぶやいた。

「ゼ、ゼナさん……」

　震える声で私を呼ぶイオナさんに頷き返す。

　間違いなく、国宝級の魔法の防具だ。

　さすがに「神代の秘宝アーテイフアクト」級の品ではないと思うけれど、魔力を流してから盾が出現するまでの異様な速さは、ただの魔法の防具とは思えない。

　セーリュー伯爵様が持つ魔法の鎧よろい「ウイレム」でも、ここまで素早い魔力障壁展開はできなかったと思う。

「サトゥーさん、これは？」

「術理魔法の『盾』と同質のモノです。大した強度はないので、非常用の備え程度としてお考えください」

「い、いえ、そういう事ではなく……」

　私の言葉に、サトゥーさんがきょとんとする。

　魔法道具マジツク・アイテムの相場には詳しくないけれど、少なくとも金貨の百枚や二百枚では足りないはずだ。

　サトゥーさんにこの魔法の防具の価値や貴重さが分からないはずはない。

　ならば、彼はそれが分かった上で、私達の安全のために貸し出すと申し出てくれているのだろう。

「こんなに凄い品をお借りして宜しいのですか？」

「ええ、もちろんです。これはエチゴヤ商会の会頭をしている方から、実戦で試してほしいと依頼されている品なんです。使用中に壊れても弁償する必要はないので気楽に使ってください」

　気楽にと言われても困ってしまう。

　リリオみたいに「えへへ、いいだろー」と見せびらかせる切り替えの速さが欲しい。

　そんな私の内心を知ってか知らずか、サトゥーさんがさらに凄い事を付け加えた。

「そうそう、言い忘れていましたが、手首側の石を押しながら魔力を流すと、術理魔法の『物理防御付与エンチヤント・フイジカル・プロテクシヨン』に似た魔力障壁が半刻ほど発生して身を守ってくれます。分厚い服を着込んだ程度の防御力しかありませんが、擦り傷や軽い切り傷くらいなら防いでくれるので使ってみてください」

「へー、斥候のあたしには便利そうだわ」

　リリオは気楽に言っているけれど、これも先ほどの「盾」と同じくらい高価な品に違いない。

　たぶん、赤い石の部分だけが別の魔法道具になっているんだと思う。




「それじゃ、行きましょうか。リリオさん、魔力の消耗具合に気を付けてくださいね」

「了解。ところで、分岐は左右のどちらに行くの？」

「どちらでもありません。正面の岩の間に細い道があるので、そちらに進んでください」

「──道？」

　リリオが岩を調べに行く。

「ここ～？」

「わっかりにくっ。よくもまあ、こんな隠し通路を見つけたわね」

　迷うリリオの傍そばにタマが歩み寄って、分かりにくい場所にある岩の隙すき間まを教えてくれた。

　私達はリリオを先頭に、岩塊の隙間を一列になって抜ける。

　途中で小型の魔物と遭遇したけれど、私の索敵魔法やリリオが先に見つける事ができたので、先制して問題なく排除する事ができた。

　広い通路に出たところで、リリオが動きを止める。

「ちょっと待って、何かある」

　その言葉に私達後続も足を止めた。

「ああ、それは罠わながある場所を示す塗料ですよ」

「肉球ま～く～？」

「タマと一緒に描かいたのです」

　この辺りは探索者学校の実習で使う場所なので、既知の罠は見つけやすくしてあるそうだ。

「誰だれかが通ってから時間が経たっていないみたい」

　再び進み始めて少しした頃ころ、リリオがそう呟いた。

　確かに、路肩に新しめの魔物の死し骸がいが転がっている。

「お清め～」

「ナンマイダーなのです」

　タマとポチが死骸に白い粉を撒いて、何か外国語のような言葉を呟いた。

「あれは死骸がアンデッド化しないようにする『浄化の灰』です。神官の浄化魔法や神殿謹製の聖水ほどの効果はありませんが、焼却するよりお手軽ですから」

　サトゥーさんによると、小さな壺つぼ一つ分で大銅貨数枚もするが、小型の魔物だと少量で事足りるので、一匹分で賤せん貨か一枚程度しかかからないらしい。




　広い通路に出たところで、リリオが足を止めた。

　魔物の死骸が何体か転がっている。

「ちょっと待って、罠だ」

　その言葉に私達後続も足を止める。

　リリオが死骸の一つを調べ始めると、タマもてくてくと歩み寄って、横からその作業を覗のぞき込んだ。

「下がるか？」

「ちょい待って──大丈夫。雑な矢罠だから、すぐ外す。念のため、こっちには来ないで」

　ルウの問いに答えながら、リリオが罠を外す。

「この辺りに新しい罠があるのは珍しいですね」

「ごぶりん・とらっぱ～？」

「ウササ達が見た事あるって言っていたのです」

　サトゥーさんの言葉に、タマがゴブリン・トラッパーという罠ゴブリンの仕業だと補足してくれた。ポチの言うウササというのは、探索者学校を卒業した兎人の名前との事だ。

「よし、外せた」

「やるな、リリオ」

「へへー、あたしにかかればこれくらい楽勝よ。もう一個あるから、そっちも片付けるわ」

　ルウに褒められたリリオが得意げな顔で、もう一つの死骸を指さす。

「へっへー、初心者狙ねらいの二重罠程度に、リリオ様が引っかかるとでも思ったのか、っての」

　リリオがそう言いながら、そちらに足を向ける。

「すとっぷ～？」

　タマがリリオの服を摑つかんで止めた。

「──何よ」

「よく見て～」

　タマがリリオの足元を指さす。

　ここからは何も見えない。

「……糸？」

「切ると、壁から毒がぶわーっと出てくる～」

　どうやら、一つ目の罠を解除した斥候が二つ目に向かうのを狙った、三つ目の罠が仕掛けてあったらしい。

「ど、どうしたら、いい？」

「待ってて～？」

　タマが糸を視線で辿たどって、慎重な足取りで死骸の一つに向かう。

「かいじょっじょ～」

「どう？　いけそう？」

「解除した～、動いていいよ～？」

　──速い。

　物陰でほんの少しゴソゴソしていただけで解除するなんて。

「さすがタマなのです！」

「にへへ～」

「ありがとう。どんな仕掛けの罠だったの？」

「えっとね～、これ見て～？」

　リリオがタマに罠の仕組みと解除方法を教わる。

「迷宮では、あからさまな罠の近くには別の罠が仕掛けられている事があるので注意してくださいね」

「罠が一つとは限らないって教えてもらってたんだけど、まさか二つともが囮おとりだとは思わなかった」

　サトゥーさんの忠告に、リリオが悔しそうに頷うなずいた。




「前から何か来ます」

　索敵魔法から伝わる感覚だと、あまり大きな相手ではない。

「ルウさん、盾を。岩頭蜂が三匹来ます」

「任せておけ──」

　羽音と共に暗くら闇やみから飛び出してきた三つの影を、サトゥーさんは正確に見破ってルウに伝えた。

　岩頭蜂がルウの盾に当たって、ガコンガコンと重い音を響かせる。

「──うおっ」

　三匹目の激突に、ルウが少しバランスを崩した。

「今のうちに！」

　ルウの陰から飛び出たイオナさんが、地面に転がる岩頭蜂に大剣を叩たたき付ける。

「わたくしも行きますわ！」

「カ、カリナ様！」

「待つっす！」

　カリナ様が飛び出して、イオナさんより大きな大剣を別の岩頭蜂に向けて振り下ろす。

　凄すさまじい轟ごう音おんが通路に響き渡ったが、岩頭蜂は無傷のまま飛び上がった。

「はずれ～？」

「もっと精進するのです」

「まだまだー、ですわ！」

「はい、カリナ様、そこまでです」

　追撃しようとするカリナ様をサトゥーさんが制止した。

　その間にもイオナさんとリリオが二匹目にとどめを刺す。

「狭い通路で大剣を横に振り回したら危険ですから、ここは彼女達に任せましょう」

「わ、分かりましたわ……」

　カリナ様が赤い顔で顔を逸そらす。

　やっぱり、カリナ様はサトゥーさんの事を……。

「ゼナさん、索敵をしていますか？」

　──あっ、何か来る。

「前方から追加です。三つ、速いです」

　サトゥーさんに警告されなかったら気付かなかった。

「イオナ、下がれ！」

「一角飛蝗が来ます。尖とがった角で刺されると致命傷になりかねないので注意してください」

　ルウの言葉に重なるように、サトゥーさんが接近する魔物の正体を教えてくれる。

　まだほとんど姿が見えないのに、サトゥーさんには分かるらしい。

　これも探索者としての経験の差だろうか？

「うるぅうああああああああああ！」

　ルウが「挑発」スキルを込めた雄お叫たけびを上げる。

　さっきの岩頭蜂と違った軽い激突音と共に、角のあるバッタが大盾に弾はじかれて近くの岩に刺さった。

「うげっ、岩に刺さるって……」

「さすがは『騎士殺し』ですね」

　リリオとイオナさんがルウの陰で感想を呟つぶやく。

　──待って、岩に刺さる？

「ルウ！　怪け我がはありませんか？」

　私の言葉にリリオとイオナさんがルウの顔を見上げる。

「大丈夫だ。岩頭蜂の残りはあたしに任せて、先に刺さってるヤツを頼む」

　ルウの言葉に安あん堵どの吐息を漏らしつつ、イオナさんとリリオがそれぞれ地面に刺さった一角飛蝗を退治に向かう。

「一角飛蝗は首を狙うと楽ですよ」

　サトゥーさんの助言に従って、二人が一角飛蝗の首に剣を振り下ろす。

「ぬ、抜けませんわ！」

　三匹目に向かったカリナ様は、狙いを失敗して大剣が地面に刺さってしまったらしい。

「新人ちゃん、カリナ様のフォローをするっすよ！」

「はい！　私、殺やります！」

　カリナ様の従者二人が三匹目の一角飛蝗に、小剣を何度も叩き付ける。

「カリナ、後ろ～」

「蜂はち！　なのです！」

　ルウの大盾が弾いた岩頭蜂が無防備なカリナ様の背中に向かって飛んでいく。

　──え？

　カリナ様の背中に白く光る鱗うろこ状の小さな板が幾つも現れて、岩頭蜂を跳ね返した。

「きゃっ」

　可愛かわいい悲鳴を上げたカリナ様も反動で前のめりに倒れたけれど、幸い怪我はないみたい。

「ぬぅおりゃああああ！」

　ルウが再び「挑発」スキルを乗せた叫びを上げるが、岩頭蜂はそれを無視して私の方へと飛んでくる。たぶん、スキルの発動に失敗したんだと思う。

　私は意外に冷静な自分に驚きながらも、手に持っていた風かぜ杖づえを岩頭蜂に向けて魔力を込めた。

　不可視の風弾が岩頭蜂を私から逸らす。

　岩頭蜂が最後尾のリザに向かって飛んでいってしまったけれど、リザは興味なさそうに一いち瞥べつしただけで、持っていた槍やりを軽く動かして岩頭蜂を弾き飛ばし、イオナさんの目の前に転がしてみせた。

　リザにとっては、まともに相手をするような敵ではないらしい。

　ほどなく一角飛蝗の残りや岩頭蜂も退治できた。

　戦闘が終わるとタマとポチの二人が駆けていって、死骸から魔コ核アを回収する。

　傷の少ない岩頭蜂の一つをリザが回収し、そのままこちらに持ってきた。

「──解体の時は内臓の処理に注意してください。ここを破ると肉が臭くなって食べられなくなります。岩頭蜂は羽の付け根や背中の肉が美お味いしいので、売却目的でなければここの肉と魔核だけでいいでしょう」

　リザが実演してくれる魔物の解体方法を皆で見学する。

　それぞれの部位がどのように使われるか、幾らぐらいで売れるかなどを丁寧に教えてくれた。

　ほんの一年ほど前まで奴隷だったとは思えないほどの知識量だ。





◆






「サトゥー殿！」

「ペンドラゴン卿きよう！」

　何度か同じような遭遇戦を繰り返しながら通路を進んでいくと、高そうな装備で身を包んだ子供達の一団と出会った。

　何度か探索者学校の校庭で訓練しているのを見かけた事がある。

　確か、迷宮都市の太守閣下を始めとした上級貴族達の子弟だったはず。

　もちろん、子供達だけではなく、ルウよりも体格の良い女騎士や白い鎧よろいの騎士様が護衛に付いているみたいだ。

「ゲリッツ様達はここを拠点に迷宮蛞蝓メイズ・スラツグ狩りですか？」

「そうだ！　聞け、ペンドラゴン卿！　ついに私達はレベル一〇に到達したのだ！」

「それは素晴らしいですね。怪我をしないように頑張ってください」

「時にペンドラゴン卿、何か甘い物は持っていないかね？」

「ルラム殿の口に合うか分かりませんが、ハッカ飴あめはいかがですか？」

「口の中がすっきりするな。うむ、これは良いモノだ」

　恰かつ幅ぷくの良い少年がサトゥーさんから貰もらった飴を褒める。

「ルラム殿だけとは酷ひどいのじゃ。わらわ達にも一つずつ所望するのじゃ」

「ええ、構いませんよ、ミーティア様」

　他ほかの子達もサトゥーさんの飴を嬉うれしそうに受け取った。

　サトゥーさんは貴族子弟達に慕われているらしい。

「士爵様、ちょっとお耳に入れたい事が──」

　探索者学校の紋章を付けたカジロという男性教師が、サトゥーさんに耳打ちする。

「小型の飛行型従魔を連れた探索者達が？」

「ええ、途中ですれ違っただけですが、第一九区画でカマキリを乱獲するのだと言っているのを耳にしました」

　私達が向かうのも同じ区画のはずなので、少し気になる。

「たぶん、従魔をけしかけて、危険地帯からカマキリを釣り出すつもりなんでしょう」

　サトゥーさんがそう言うと男性教師も頷いた。

「従魔を使った釣り出しは連鎖暴走トレインを引き起こしやすいので、巻き込まれないようにお気を付けください」

「はい、ご忠告ありがとうございます」

　男性教師の話が終わってすぐに、斥候係が巨大なナメクジに似た魔物を連れて戻ってきて戦闘が始まったので、私達は彼らの拠点を後にした。

「士爵様、この先はあのような魔物が多いのですか？」

　イオナさんが青い顔でサトゥーさんに尋ねる。

「あのような魔物──迷宮蛞蝓ですか？　あれは先ほどの拠点の近くにある水場に群ぐん棲せいしていますけど、それ以外の場所にはほとんど現れないので、戦う機会はないと思いますよ」

「そ、そう、なら良かった……」

　イオナさんが胸をなで下ろす向こうで、ルウも同じようにほっとした顔になるのが見えた。

　確かにヌメヌメした姿には生理的嫌悪感を覚える。

　リリオやサトゥーさん達は平気そうだったけれど、カリナ様やその従者二人は私達と同じような感想を抱いていそうな感じだ。




「何か聞こえる。皆みんな、注意して──」

　リリオが警告するのを聞いて、タマとポチがうんうんと頷く。

　少し前から、二人がリリオの方をチラチラと見ていたから、二人にはその時から聞こえていたようだ。

　通路沿いに少し進むと、私の索敵魔法にも反応があった。

　何かが戦っているような感じだ。

　しばらくすると、人族と獣人の混成パーティーが、イナゴの魔物と戦う姿が見えてきた。

　前衛の三人の盾持ちが防御に専念して、後衛の四人が槍で攻撃している。

「あー、ウササ～？」

「ラビビやガウガルもいるのです！」

　タマとポチがそちらを指さして、サトゥーさんに報しらせる。

「サトゥーさん、あの子達も探索者学校の生徒さんですか？」

「いえ、あの青いマントは卒業生の証あかしなんです」

「ぺんどら～」

「卒業生は『ぺんどら』のマントを貰えるのですよ！」

　サトゥーさんの答えを、タマとポチが補足してくれた。

　カリナ様も会話に交ざりたそうにしていたので、「カリナ様も『ぺんどら』をご存じですか？」と話を振ってみたら、「し、知ってますわ」とそっぽを向いてしまった。

　残念ながら、会話は弾まなかったけれど、思ったよりも私の事を不快に思っていないようで良かった。

「へー、けっこうやるぜ、あいつら」

「一人一人はルウほどじゃありませんけれど、三人の盾持ちが魔物の攻撃を分散しているから、安定していますね」

「おふこ～す～？」

「ウササ達は頑張り屋さんなのです」

　ルウとイオナさんが卒業生達を褒めると、タマとポチも嬉しそうに彼らを自慢する。

「そろそろ迷宮蝗メイズ・ローカスを倒せそうですね」

　サトゥーさんがそう言った直後に、前衛の犬人少年のメイスがイナゴの頭部を粉砕して戦いが終わった。

「ガウガル、ないす～？」

「ウササとラビビも頑張ったのです」

「「「タらマまの姐あえさんに、ポぽチひの姐あえさん！」」」

　タマとポチが声をかけると、「ぺんどら」の子達が嬉しそうに返事をした。

「「「若様！」」」

　サトゥーさんを見て「ぺんどら」の子達が駆け寄ってくる。サトゥーさんは子供達の戦いを褒めた後、すぐに狩り場の情報交換を始めた。

　サトゥーさんに手招きされて、私も彼らに挨あい拶さつしてから一緒に話を聞かせてもらう。

「この先に草地の広間があって、迷宮飛蝗メイズ・ホツパーや迷宮蝗が繁殖してる、です。たまに兵蟷螂ソルジヤー・マンテイスも出るけど、めったに見かけない、です」

　人族の少年が敬語に苦労しながら、地図を片手に教えてくれる。

　さっきのイナゴ以外にも昆虫系の魔物が色々いるらしい。

「草地の向こうには、カマキリ系の魔物がいる大空洞があるけど、狩人蟷螂ハンター・マンテイスがいつもうろうろしているから近寄らないようにしてる、です」

「前あえに近寄ってれ、バわカみたらいに太ふろくてれデれカい矢を射かけられえたら」

　狩人蟷螂か……聞いた事ない名前の魔物なので、後でサトゥーさんに尋ねておこう。

「士爵様、見間違いかもだけど、ウササが狩人蟷螂より大きな魔物がいたのを見かけたらしい、です。『区画の主エリア・マスター』や眷けん属ぞくかも」

「ああ、それはあるかもね。あの空洞は『区画の主』の間まで繫つながっているし」

　聞いた事のない単語が多い。

「──サトゥーさん、『区画の主』というのは？」

　少年との話が一段落したところで気になった単語を確認する。

「レベル五〇くらいの強い魔物ですよ。中級魔族くらいの強さですけど、かなり大きいので、戦う場合は事前の準備をした方がいいですね」

「「「レベル五〇！」」」

　驚きの声がリリオ達と揃そろってしまった。

「レベルも凄すごいけど、中級魔族並みって……」

　リリオが啞あ然ぜんとした顔で呟く言葉に頷うなずく。

　私の脳裏にレッセウ伯爵領で見た中級魔族の姿が過よぎる。

　たった一体なのに、強大な魔法でレッセウ伯爵領の軍を相手に壊滅的な大打撃を与えていた。

　今思い出しても身体からだが震える。

「絶対に出会いたくないですね」

「まったくだ」

　私の呟つぶやきに、ルウが力強く頷いた。

「それじゃ、オレ達は行くよ。この辺には地面に擬態するスライムも出るから、周囲や天井だけじゃなく、地面にも注意するんだよ」

「「「はい、若様」」」

　元気良く答えるぺんどら達に見送られて、私達は出発する。

　迷宮飛蝗や迷宮蝗がいる草地の広間を回避して、最小限の戦いだけで通路を進んでいく。





◆






「──凄い」

　通路の果ての光源に向けて歩いていくと、岩で囲われた狭い出口の向こうに地下とは思えないほど広大な空間が見えた。

「びゅりほ～？」

「とっても広いのです」

　タマとポチが岩の上に乗って周囲を見渡す。

「リリオさん、左手に進んでください」

「分かった」

　二人と一緒に空洞を見渡していたリリオが、サトゥーさんの指示に従って移動を再開する。

　私もサトゥーさんに手を借りて、通路の出口にあった岩を乗り越える。

　私達が歩いてきた通路は、大空洞の中程の高さにある露出した回廊に繫がっていたようだ。

「索敵魔法に反応はありますが、いずれも崖がけの下あたりのようです」

　さっき、ぺんどら達が言っていた巨大な魔物の姿は見えない。奥の方は霧のようなモノが立ちこめていてよく見えないので、そっちの方にいるのかも。

「危険」

　タマが小声で警告を発した。

　リリオが地面に伏せて耳を当てる。

　私の索敵魔法に反応があるのは崖下あたりを徘はい徊かいする魔物達だけだ。

「重い足音──何か来る！」

「見て、なのです！」

　ポチが霧の向こうを指さす。

　馬の首に抱きついた騎士のような影が霧に映る。

「狩人蟷螂みたいですね」

　サトゥーさんが暢のん気きな声で告げる。

　霧の向こうから黒い何かが飛び出した。

「伏せろ！」

　リリオの叫びと同時に身体を伏せる。

　皆が伏せるのとほぼ同時に、空を切る音と何かが岩に突き刺さるような音が響いた。

　見上げた視線の先で、巨大な矢が岩に刺さっていた。槍やりを何本も束ねたような太さの矢だ。

　あれが当たっていたら即死だった。

　背筋が寒くなり、手足が震える。

「狩人蟷螂に気付かれたようです。リリオさん、前方にある横穴に急いでください」

　サトゥーさんの冷静な指示が、私の震えを抑えてくれる。

「分かった！」と叫んでリリオが駆け出す。

　続いて走り出した視界の片隅に、巨大なカマキリが長弓のようなモノに矢をつがえているのが見えた。

　──まずい。

　このままじゃ間に合わない。

　ズドンと音がして壁に矢が刺さる。

　誰だれかに当たると思った矢が、目測よりもかなり高い位置に刺さっていた。

　まるで、見えない巨人が矢を弾はじいてくれたかのようだ。

「さあ、走って！　次の矢が来る前に！」

　サトゥーさんの声に追われるように、私達は壁面に空いた洞どう窟くつ状の通路へと飛び込んだ。

「全員いますね？　少し休憩したら狩り場に移動しましょう」

　死にかけた直後なのに、サトゥーさんは平常運転だ。

　それはリザだけでなく、タマとポチも同じだった。

　これが迷宮探索者の日常らしい……。

　せめて、サトゥーさん達の足手まといにならないように頑張ろう。





◆






「凄いよ、ゼナっち！　この水場、凄く水が綺き麗れい。このまま飲めそうだよ」

　水場を調べていたリリオが振り返って報告する。

　サトゥーさんの案内で着いた第一九区画には、少し手を入れるだけで長期探索の拠点にできそうな安全地帯があった。三〇人から五〇人くらいが野営できるくらいの広さだ。

「この実は食べられそうなのです」

「美う味まい？」

「分かんないのです。ご主人様が『食べていいよ』って言ってくれたの以外は食べちゃダメなのですよ？」

　水場の近くに生えていた植物を調べていたポチが、リリオとそんな会話を交わす。

「向こうにはトイレやゴミ捨て場にできそうな場所もあった」

「古びた感じや蔦つたの張り具合からすると、かなりの期間放置されていたようですけれど、どれも信じられないほど傷んでいませんね」

　タマを連れて調査に行っていたルウとイオナさんが戻ってきた。

「向こうの狩り場にできそうな広場に、幾つか狩りの陣地構築に便利そうな場所がありました。魔物の種類も事前に入手していた情報と変わらないようです」

　サトゥーさんが地図を片手に戻ってくる。

　一緒に行っていたリザが、何か大きな獣を担いでいた。

「あの、それは？」

「夕飯用に狩って参りました。『鰐家守アリゲータ・ゲツコー』は手足の吸盤で壁や天井に張り付いて移動するので、狩りの際は索敵範囲にご注意ください」

　リザが私の問い以上の答えをくれる。

「ゼナさん、魔物の分布はこんな感じでした。手元の地図に反映させておいてください」

「はい、ありがとうございます」

　サトゥーさんの貸してくれた地図に目を走らせる。

　繊細で綺麗な字が並ぶ。書き込まれた情報は魔物の分布や罠わなの場所、それに緊急時の避難場所などだ。

　私は横から覗のぞき込むリリオのために読み上げながら書き写す。

　開拓予定の場所にはレベル六から八くらいの迷宮蝗や迷宮飛蝗といった魔物が広く分布しているので、レベル一二から一五の私達に丁度良い相手だと思う。

　でも──。

「サ、サトゥーさん、これなんですけれど──」

　私は魔物の分布表を見せながら問いかける。

「何か問題でも？」

「この配置だと、兵蟷螂や鰐家守を避けて迷宮蝗や迷宮飛蝗を狩るのが難しいのではないでしょうか？」

　兵蟷螂や鰐家守はレベル一五前後だと書いてあるので、迂う闊かつに戦うのは危険だ。

　カリナ様達の実力はよく分からないけれど、私達四人だと怪け我が人を出しながらギリギリ勝てるくらい。領民を守るために戦うならともかく、わざわざ戦いを仕掛ける相手としては強すぎると思う。

「──避ける？」

　サトゥーさんが不思議そうに首を傾かしげた。

「特に避けなくて構いませんよ。徐々に慣れていって、最終的には兵蟷螂や鰐家守を主体に狩っていただく予定です」

「げっ、マジで？」

　魔物の縄張りに侵入して、敵を釣り出してくる役目のリリオが悲鳴交じりに叫んだ。

　その声を聞きつけて、イオナさん達やカリナ様達が集まってくる。

「レベル一五前後？」

「鰐家守ってのは知らないけど、兵蟷螂はけっこう強い魔物だったぞ」

「相手が一匹だったとしても、同格以上の敵と戦うのは危険ではないでしょうか？」

　イオナさんやルウも私達と同じ反応だ。

　でも、カリナ様は少し違った。

「同格の敵と戦わないと修行になりませんわ！　ね、ポチ、タマ」

「いえす～」

「そうなのです！　強い敵とニクワキチーオドル戦いが重要なのです！」

　カリナ様達はずっとそんな風に戦ってきたらしい。

　……それくらい無茶をしないと、眉まゆ唾つばのように噂うわさされていたレベルアップ酔いになるほど急激にレベルが上がったりしないのだろう。

「……やりましょう」

「ゼ、ゼナっち？」

　私の決意に、リリオ達が私の正気を疑うような視線を向けてきた。

　自分でも、無茶は分かっている。

　でも、それでも、私は──。

「大丈夫ですよ」

　サトゥーさんが優しく私の肩を叩たたく。

「最初の内は苦戦するでしょうから、迷宮蝗や迷宮飛蝗あたりを倒してレベルを上げつつ、兵蟷螂に慣れていく感じでいこうと思っています」

　サトゥーさんが補足してくれたが、リリオ達は同格の敵と戦う事に抵抗があるようだ。

「それに危なそうなら私達が加勢します。兵蟷螂や鰐家守程度なら、何十匹来ようと私達で始末できますから」

　そうサトゥーさんが請け合ってくれたお陰で、リリオ達も了解してくれた。




「背の高い雑草が一杯ですね」

　安全地帯に遠征の大荷物を置き、私達は身軽な状態で狩り場予定地へと移動する。

　お城にある訓練場と同じくらいの広さで、天井から弱い光が降り注ぐ。下向きの光源があるせいで、天井付近の暗くら闇やみはより一層深く、不気味さを増している。

　その一角にある拠点にしやすい場所を選んで陣地を築く。

　陣地と言っても、土魔法使いがいない状況では戦闘の邪魔になりそうな岩などを外に投げ捨てたり、陣地の外側の雑草を刈って視界を確保したりするくらいだけだ。

「ゼナ、敵は？」

「広間全体にたくさんいます。強そうな魔物は三匹ほど、迷宮蝗や迷宮飛蝗らしき小型の魔物は四〇匹以上いるようです。陣地の傍そばにはいません」

　私は索敵魔法から伝わる情報を仕分けながら、ルウの質問に答える。

　天井にある闇の中にも一匹大きな魔物がいる。たぶん、鰐家守だ。

　迷宮蝗や迷宮飛蝗より小さな迷宮羽虫メイズ・ウイングや針翅虫ニードル・ウイングが雑草より少し高い場所をふらふらと飛んでいる。

「少年、何やってるの？」

「レベル上げの対象にならないザコが寄ってこないように、魔物避よけの粉を撒まいているんですよ」

　陣地の周囲に白い粉を撒いていたサトゥーさんが、リリオにそう答えるのが聞こえた。

　虫除よけにもなるんですよ、と笑顔で答えている。

「……ゼナさん？」

「す、すみません、少しぼうっとしてました」

「そうですか──」

　サトゥーさんの笑顔に見とれていたなんて言ったら、リリオ達に三日くらいからかわれてしまうので誤ご魔ま化かした。

　もっとも、イオナさんが意味ありげにサトゥーさんをチラッと見てから話を続けたので、誤魔化すのに成功した自信はない。

　イオナさんやルウと戦闘時の魔法優先順位を再確認する。

「ゼナさん、頭を低く──」

　イオナさんの視線の先に、雑草の海から飛び出た兵蟷螂の頭部が見えた。

　いずれはアレと戦うのだ。

「未経験だと不安でしょうから、一度、兵蟷螂と戦ってみましょう」

「──え？」

　戸惑う私達にそう告げて、サトゥーさんがタマに兵蟷螂を釣り出してくるように命じた。

「大丈夫ですわ！　わたくし一人でも倒した事がありますもの！」

「カリナ、油断大敵なのです」

　そんな会話を交わす二人と違い、私達は急変する事態について行けない。

「兵蟷螂はセリビーラの迷宮に出現するカマキリ系の魔物の中では一番格下ですし、無理そうなら私達が倒しますから安心して力を試してください」

　私達の様子に気付いたサトゥーさんが、そう言ってくれなかったら、私達は実力の半分も発揮できなかったかもしれない。

　しばらくして、タマが一匹の兵蟷螂を釣り出してくる。

　大きい。

　ルウの二倍近い背丈だ。

　これだけ強そうな魔物なのに、セリビーラの迷宮に出現するカマキリ系の魔物の中では一番格下なのだと、サトゥーさんは言っていた。

　ならば、この程度の相手を恐れるわけにはいかない。

　私はなけなしの気力を振り絞って、迫り来る兵蟷螂を睨にらみ付けた。

「こっちだ！　バケモノ野郎！」

　ルウが挑発スキルを乗せた叫びを兵蟷螂にぶつける。

　──ＫＷＷＷＡＡＡＡＭＵＷＡ。

　足を止めた兵蟷螂が翅はねや四本ある前肢を広げて威嚇の咆ほう哮こうを上げた。

「……■■■　風縛エア・ホールド」

　動きを止めてくれたお陰で、楽に阻害系の魔法を使う事ができた。

　風が兵蟷螂の手足に纏まとわり付き、その動きを鈍らせる。

　──ＫＷＷＷＡＡＡＡＭＵＷＡ。

「うるぅあああああ！」

　兵蟷螂が怒りの咆哮を上げ、ルウがそれに対抗するように叫びを上げる。

　ルウの挑発に引かれた兵蟷螂が、上段から勢いよく先端が剣のようになった前肢──剣腕を振り下ろす。

　鉄板でも穿うがちそうな勢いだ。

「──ぐおっ」

　だが、ルウの大盾が兵蟷螂の攻撃を受け止めてみせた。

「行けそうだ。カマキリ野郎の攻撃はあたしに任せて、攻撃を頼む」

「リリオ」

「分かった！」

　イオナさんが大剣で兵蟷螂の前脚を攻撃し、リリオがクロスボウで兵蟷螂の頭を狙ねらう。

　リリオの短矢は頭部の甲殻で弾はじかれたが、イオナさんの大剣は前脚の甲殻をひび割れさせ、流血させていた。

「わたくし達も行きますわよ！」

「カリナ様は大剣で味方を攻撃しないように側面後方から攻撃してください」

　大剣を肩に担いだカリナ様が、サトゥーさんの指示通り兵蟷螂の側面に走っていく。

「エリーナと新人ちゃんは、ルウさんの邪魔にならない範囲で、彼女の後ろから短たん槍そうで攻撃してくれ」

「分かったっす！」

「は、はい！　頑張ります」

　カリナ様の護衛二人が、移動中は持っていなかったはずの短槍で、戦闘に参加する。

　……カリナ様の護衛なのに、彼女を守らなくて良いのでしょうか？

「でやぁああああですわ！」

　カリナ様が大剣を怒ど濤とうの勢いで兵蟷螂に叩き付ける。

　一撃ごとに兵蟷螂の体勢が崩れるほどの威力だ。

「凄すごい……カリナ様もサトゥーさん達みたいに高レベルなんでしょうか？」

「いいえ、カリナ様はゼナさんよりも一レベル高いだけですよ」

　──本当に？

「ただ、カリナ様にはムーノ男爵家の家宝である『知性ある魔法道具インテリジエンス・アイテム』のラカがいますから」

　重そうな大剣を小枝のように振り回すカリナ様の怪力は、そのラカによる付与効果だと教えてくれた。

「にゅ～」

「カリナ～、ちゃんと刃筋を立てないと倒せないのですよ！」

「あのように力任せに叩き付けるなら、ラカ殿の言う通り棍こん棒ぼうの方が良いと思うのですが……」

　カリナ様を見守っていたリザ達が嘆息する。

　あんな凄い攻撃も、リザ達にとっては及第点に達していないようだ。

「あたしのクロスボウじゃ、目を狙ってもダメだわ」

「それで構いませんよ。ルウさんへの攻撃をおろそかにさせるのを目的に、兵蟷螂を牽けん制せいしてください」

「ふーん、そういうもんか……。でも、あのカマキリって見た目の割りに攻撃力がないっぽいし、ルウの援護なんているかな？」

　リリオの疑問に、サトゥーさんが「そうでもないですよ」と答えて、兵蟷螂の方にてくてくと歩み寄る。

　いつの間にか手にしていた頑丈そうな盾を両手で支えて、兵蟷螂の剣腕を受け止めた。

「──げっ」

　その結果を見たリリオが絶句する。

　兵蟷螂の剣腕がサトゥーさんの持つ盾を貫通していた。

　実験は終わりとばかりに、サトゥーさんが戻ってきて盾をリリオや私に見せてくれる。

　ルウが領軍で使っている盾よりも分厚い鋼板が張られた盾が貫かれていた。

「やばい～？」

「カリナ、へーとを稼ぎすぎちゃダメなのです！」

　タマとポチが騒ぎ出す。

　二人の視線を追うと、カリナ様の方に振り向こうとしている兵蟷螂の姿があった。

「どうやら、頑張りすぎてカリナ様に魔物のターゲットが移ったみたいですね」

　サトゥーさんが暢のん気きな声で教えてくれる。

　ルウが慌てて挑発スキルを篭こめて叫ぶが反応はない。

　兵蟷螂の注意を引くのに失敗したようだ。

「挑発スキルは連続で使用しても効果が薄いんですよ」

　親切に解説してくれるのは嬉うれしいが、そんな場合じゃないと思う。

　私の懸念はすぐに実現してしまった。カリナ様に兵蟷螂の剣腕の一撃がもろに命中して、凄い勢いで壁際に吹き飛ばされてしまったのだ。

　私は急いで魔法を詠唱する。

「■　■■■　擦過風スクラツチ・ウインド」

　暴徒鎮圧用の下級攻撃魔法を、カリナ様に追撃しようとしていた兵蟷螂の頭部に使う。

　この魔法は擦過傷を負わせる程度の弱い魔法だけれど、さっきサトゥーさんが言っていた「気を散らす」のにうってつけの魔法だ。

　目もく論ろ見み通り、カリナ様への追撃は阻止できた。

　その隙すきにルウが兵蟷螂の注意を自分に引き戻す事に成功する。

「う～っぷす」

「やられてしまうとは情けない、なのです」

　カリナ様の傍で、タマとポチがやれやれと首を横に振るのが見えた。

　あまりにも薄情な反応に私は言葉をなくす。二人はカリナ様と仲が良いと思っていたけれど、もしかしたら違ったのだろうか？

「ま、魔法薬を──」

　ポーチから魔法薬を取り出しながら走り出す私を、サトゥーさんが引き留めた。

「大丈夫ですよ」

　サトゥーさんが指さす先では、カリナ様が「しくじりましたわ」と言いながら平然と立ち上がるところだった。

「ラカの守りがありますから、兵蟷螂の攻撃を数回喰くらう程度なら無傷で済むんですよ」

　凄い……セーリュー伯爵領最強のキゴーリ様が使う「金剛身」と同じような力を付与する魔法道具なんて……。

　タマとポチが薄情に見えたのは誤解だったらしい。内心で二人に謝る。

「──ルウ！」

「かすり傷だ。気にするな」

　ルウの剣を持っている方の腕に血が滲にじんでいる。

　兵蟷螂の注意を自分に向けようと無理をした時に、攻撃を受けてしまったようだ。

「……■　癒やしの風ヒーリング・ブリーズ」

　止血程度の効果しかないけれど、今はこれが精一杯。

　念のため、カリナ様が怪け我がをしていないか確認する。

「剣がありませんわ？」

「カマキリの下～？」

「剣がなくたって、ハガネの肉体があれば大丈夫なのです！」

「分かりましたわ！」

　──え？

　助走したカリナ様が、兵蟷螂の胴体に跳とび蹴げりをする。

　予想を超えた攻撃を受けて、兵蟷螂がたたらを踏んだ。

　気のせいか、兵蟷螂の複眼に動揺が浮かんでいる気がする。

「どっせぇええええい！」

　そこにルウの盾攻撃シールド・バツシユが決まり、兵蟷螂が横倒しに倒れた。

「顎あごの下を！」

　サトゥーさんの助言通りに、イオナさんの大剣やカリナ様の護衛達の短槍が、次々と兵蟷螂の顎に突き刺さり、なんとか倒す事に成功した。

「疲れた……」

「なんとか勝てましたわね」

　ルウとイオナさんが地面に座り込む。

「すぐに治療します。怪我をしている人はルウの近くに集まってください」

「待ってください。ゼナさんは魔力の回復を」

　私が詠唱を始めようとするのをサトゥーさんが止めた。

「で、でも──」

　アリサちゃん達からも、魔法を使う時以外はなるべく魔力の回復に努めろと言われているけれど、傷を塞ふさぐのは重要だ。

　迷宮のような瘴しよう気きの濃い場所で怪我を放置したら、そこから呪のろわれて死に至る事さえあるのだから。

「怪我の治療はなるべく魔法薬を使ってください。下級、中級の二種類があるので、怪我の程度で使いわけるといいでしょう。戦闘中に怪我をした場合は、前衛が魔法薬を使う余裕がなさそうなら、ゼナさんの回復魔法で癒いやしてあげてください」

「で、でも……」

　大怪我でもないのに、高価な魔法薬を使うのは抵抗がある。

「魔法薬類は消耗したらいくらでも補充しますから、気にせず消費してください」

「気にせずと言われましても……」

　イオナさんも抵抗があるようだ。

「魔物を数匹倒すごとに一本使うくらいのペースで丁度いい感じですね。スタミナ回復用の薬もあるので、集中力が切れ始めたら使うようにしてください」

「サ、サトゥーさん、それはさすがに使いすぎでは？」

「大丈夫ですよ。このくらいなら魔法薬の過剰摂取になりませんし」

「いえ、そうではなく」

　サトゥーさんは何が問題か分からない、と言いたげな顔をしている。

「まあ、いいじゃないの。一度くらい贅ぜい沢たくな戦い方って奴やつを経験するのもさ」

「そうだな！」

　リリオの言葉にルウが賛同する。

「でもまあ、痛いのは嫌だから、なるべく防御を頑張るけどな！」

　ルウが最後にオチを付け、この話はそれで終わりになった。

「それほど無理な相手ではなかったでしょう？」

「ええ、でも、それはたぶん、この装備のお陰です」

「そうだな、鉄の盾を貫通するような攻撃も、この大盾が受け止めてくれた。盾越しの攻撃を何度か喰らったけど、それも鎧よろいが防いでくれた。鎧のない場所を掠かすめた攻撃がなければ、こんなかすり傷すら負わなかったって言えるぜ」

「剣もです。前は家宝の鋼鉄剣で弱い関節部分を傷付けるのがやっとだったのに、士爵様からお借りしているこの剣だと、兵蟷螂の頑丈な装甲を切り裂いてダメージを与えていました」

　そう言われてみれば、私の阻害魔法も以前戦った兵蟷螂よりレジストされにくかった気がする。

　訓練で借りた時にも感じていたが、サトゥーさんが用意してくれたのは、私達が考えるよりも高性能で高価な装備なのかもしれない。

「それじゃ、狩りを始めましょう」

　リリオがタマと一緒に次の魔物を探しに行く。次からは弱めの迷宮蝗や迷宮飛蝗が中心だ。

　迷宮蝗や迷宮飛蝗は兵蟷螂とは比べものにならないくらい弱い。たまにリリオが釣り損なって数匹まとめて連れてきた時に苦戦するくらいだ。

　サトゥーさんやリザの助言を聞きながら戦う内に、その苦戦もなくなり、二匹目の兵蟷螂と戦った時も一匹目よりは楽に戦えた。

　三匹目の兵蟷螂を倒した時は無傷で済んだほどだ。

　湯水のように魔法薬を使いながら広間の魔物を掃討し終わった私達は、そのままここを拠点に周辺の広間からリリオが連れてくる敵を倒していった。

　連戦に次ぐ連戦。

　一匹倒した頃ころには、次の一匹が順番待ちをしているのだ。

　倒した数は一〇〇匹を超えた時に数えるのは止やめた。

　途中からは広間から広間を移動しながら狩りをし、サトゥーさんがイナゴやバッタは効率が悪いと言って、カマキリ系の魔物に加え「迷宮蝸牛メイズ・スネイル」や「赤色蝸牛被レツド・キヤラバス」というカタツムリや赤い甲殻をしたマイマイカブリという魔物を狩りの対象に変えていた。

　きっと、私達はレベルが上がっているだろう。

　そして、ついに──。

「リリオ？」

「大丈夫、ちょっと目め眩まいがしただけ」

「レベルアップ酔いの兆候がありますね。一度安全地帯に戻って休息を取りましょう」

　──急激なレベルアップをした時に発生すると言われているレベルアップ酔いを体験する事になった。
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「疲れたぁ……」

「ふう、もう動けねぇ」

「たくさん戦いましたから」

　安全地帯に到着するなり、リリオとルウが地面に崩れ落ちた。イオナさんやカリナ様の護衛達も辛つらそうだ。

　まあ、同格に近い相手と連戦、連戦、また連戦だったから仕方ない。

　そういう私も、魔法の使いすぎで目を開けているのも辛い。

「サトゥー、お腹なかが空すきましたわ」

　元気なのはカリナ様くらいだ。

「ご飯、捕ってくる～」

「ポチも行くのです！」

　タマとポチが安全地帯の外に飛び出していった。

「ちょ──」

「心配しなくても大丈夫ですよ。この辺りに、二人を傷付けられるような敵はいませんから」

　呼び止めようとした私に、リザが大丈夫だと胸を叩たたいてみせた。

　サトゥーさんも頷うなずいているので、私の心配は杞き憂ゆうだったようだ。

　水筒の水を飲み干して周辺警戒に行こうとしたリリオをサトゥーさんが止める。

「ここの警戒は私とリザに任せて、リリオさんも休んでください」

「ありがと、じゃ、ちょっと休ませてもらうわ」

「ゼナさんも索敵魔法を解除して休憩してください。三時間ほどしたら起こしますから、それまではゆっくりと眠っていてください」

　サトゥーさんがくれた柔らかい敷物の上で横になると、瞬く間に眠りに落ちてしまった。




「──いい匂におい」

　目覚めた私達を待っていたのは、迷宮にいるとは思えないようなご馳ち走そうだった。

　テーブルの上に並ぶのは、柔らかそうな白パンが盛られた篭かごや大きな深皿に盛られた新鮮な野菜や果物、そして、ほど良く焼かれた分厚い肉が積み上げられた大皿、湯気が上がる大おお鍋なべには琥こ珀はく色いろのシチューが満たされている。

　そちらから流れてくる香辛料とソースの焼けた香りが、お腹の虫を刺激する。

　サトゥーさんの前で、みっともなく鳴らないようにお腹に力を入れてみたが、そんな抵抗もむなしく、くるくるとはしたない音を立てた。

「よく眠れましたか？　もう半刻ほどしたら狩りを再開するので、食べられそうなものだけでも軽くお腹にいれておいてください」

「は、はい」

　私のお腹の音を聞かなかった事にしてくれたサトゥーさんの気遣いに感謝しつつ、先に起きていたリリオやルウの横に並んで食事を取る。

「ゼナっち、おはよ。ありえないくらい美お味いしいよ」

「まったくだ。もうこのまま迷宮に住みたいくらいだぜ」

　大げさな二人の言葉に笑みを返し、私も琥珀色のシチューから口に運ぶ。

　──大げさじゃなかった。

　今まで食べたどんな物よりも美味しい。

　前にサトゥーさん達のお祭りで食べたルルさんの白身フライも美味しかったけれど、ここにある料理はそれを超えている。

　夢中で食べた。

　この後に戦闘が待っている事も忘れて……。

　狩りの再開前に、サトゥーさんから胃薬を貰もらわなかったのはリザ達だけだった。




　そして、狩りと仮眠を繰り返し、帰還予定日になる頃には、迷宮に入った時と比べて明らかに強くなっていた。

「ごめん、カマキリ二匹、ちょっと遅れて鰐家守も来るかも」

　リリオが兵蟷螂を引き連れて走ってくる。

　二匹と言っているが、もう一匹は見えない。

　今戦っている広間は、初日に狩人蟷螂と出会った広大な空洞に隣接していて、崩れた壁から差し込む空洞の光で、それなりに明るい。それゆえにかえって、暗い通路の奥が見通せないのだ。

「天井付近を移動する魔物はいません。カマキリ二匹だけです。二匹目の反応は少し大きめ。もしかしたら兵蟷螂ではなく、戦蟷螂ウオー・マンテイスかもしれません」

　戦蟷螂は兵蟷螂より一回り大きく、攻撃力も防御力も五割増しで強くなっている強敵だ。

　今の私達なら問題なく倒せるけれど、兵蟷螂と同時に相手をするのは難しい。

「分かりました。先に兵蟷螂を全力で叩きます」

「うるぅあああああああ！」

　私の報告に、イオナさんが宣言し、ルウが挑発スキルを篭こめた叫びで、兵蟷螂を引き付ける。

「行くっすよ、新人ちゃん！」

「はい、エリーナさん──双刺突ツイン・ピアシング！」

　カリナ様の護衛二人が、短槍系の必殺技を使う。

　双刺突を受けた兵蟷螂が、前脚左右の膝しつ関かん節せつを破壊されて前のめりにルウの大盾へと倒れ込む。

「──盾攻撃」

　そこへルウの盾がカウンターで叩き付けられ、兵蟷螂の巨体が勢いよく後退した。

「イオナ！」

　リリオが声をかけるまでもなく、イオナさんの準備は終わっていた。

　無防備に喉のどを晒さらした兵蟷螂に向かって、イオナさんが大剣系必殺技の「昇牙レイジング・ストラトス」を放つ。

　自分より背が高い相手にしか使えない対魔物用の技だが、その貫通力は素晴らしい。

「カリナ様、とどめっす！」

「行きますわよ！」

　大気を引き裂き、遠心力を乗せた大ぶりの斬ざん撃げきが、兵蟷螂の首の付け根へと振り下ろされる。

　その動きは大剣系必殺技の「旋回斬ウインドミル・ブレード」に似ていたが、サトゥーさんの見立てではまだスキルとして定着していないそうだ。

「──あっ、なのです」

「にゅ」

　大剣が轟ごう音おんを上げて叩き付けられ、地面を大きく砕いた。

「うわっ」

「きゃっ」

　カリナ様が砕いた地面から破片の雨が飛んでくる。

　リリオと私は素早く展開した「盾」で、破片の雨を防いでみせた。

　小さな砂利までは防ぎきれないが、そちらは篭こ手ての「物理防御付与」が受け止めてくれる。

　土ぼこりの向こうで、兵蟷螂が血まみれの首をイオナさんの大剣から引き抜き、ゆらりと立ち上がった。

　カリナ様の攻撃は完全に外れてはいなかったようで、兵蟷螂の首の根元から血がだくだくと流れ出ている。

「ゼナさん、火ひ杖づえで──」

　イオナさんの言葉に私は首を横に振り、次の戦いに備えて支援魔法の詠唱を始める。

「こんな事もあろうかと、ってね」

　兵蟷螂の背後に回り込んでいたリリオが、兵蟷螂の背を駆け上り、イオナさんの昇牙でできた穴に小剣をねじ込んでそのまま横に切り裂いた。

　振り返ろうとした兵蟷螂の首が力を失い、本体ごと倒れ伏した。

　リリオが使ったのは本来は短剣で行うという必殺技──「首狩りネツク・チヨツパー」。

　いずれも、休憩時間の間にサトゥーさんが手ほどきしてくれた。

　サトゥーさんは身軽なだけじゃなく、私が考える以上に色々な知識や技術があるみたい。




「にゅ？」

「音が違うのです」

　兵蟷螂の死し骸がいを戦闘場所の外に運び出していたタマとポチが訝いぶかしげな声を上げた。

「──ちょっとまずいね」

　迷宮に入って、初めてサトゥーさんが深刻な声で呟つぶやいた。

　その真剣な眼まな差ざしは、リリオが走ってきた方を見据えている。
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　広間の入り口から、戦蟷螂が姿を現した。

　兵蟷螂より一回り大きな魔物で、剣腕の他ほかに盾状の前肢を持つ。

　攻撃一辺倒の兵蟷螂と違って、防御も上う手まい強敵だ。

「なんだ、普通の戦蟷螂じゃないか──」

「今のあたし達なら、問題なく倒せるんじゃない？」

「ええ、戦蟷螂だけなら確かにそうです」

　サトゥーさんが、入り口で足を止めた戦蟷螂を見ながら答えた。

　戦蟷螂はこちらに背を向け周囲を警戒している。

　私の索敵魔法に、戦蟷螂の脅威になるような魔物は映っていない。

「湧わき穴あな～？」

「別の魔物が来るのですよ」

　タマとポチが通路の方を指さして教えてくれた。

　普通なら赤く光って魔物の登場を教えてくれる標識碑が、戦蟷螂に反応して赤くなっていたので、気付くのが遅れてしまった。

「げっ、あれは！」

　ルウが叫ぶ。

　湧穴から出てきたのもカマキリだった。

　でも、兵蟷螂や戦蟷螂じゃない。

　それより何倍も大きな、六本腕の先が剣や斧おのになっているカマキリ──剣斧蟷螂ソードアクス・マンテイスだ。

「──ぁ」

　悲鳴が漏れそうになった口を手で押さえて堪こらえる。

　次の瞬間、剣斧蟷螂が風のような速さで獲物に飛びかかった。

　私達じゃない。

　剣斧蟷螂の眼前にいた戦蟷螂にだ。

　ぶおんと剣斧蟷螂が斧腕を振ると、イオナさんの大剣系必殺技すら防ぐ戦蟷螂の盾腕を一撃で割ってみせた。

　反撃する戦蟷螂の剣腕は、剣斧蟷螂の表面でカチカチ音がするだけ。明らかに格が違う。

　絶望に震える私の手を、サトゥーさんが優しく包んでくれた。

　繊細で細いけれど、少しごつごつした男の人の手だ。

「ゼナさん達が相手をするには、ちょっと早そうですね」

　気負いのない声で告げ、すっ、と剣斧蟷螂の方に一歩踏み出す。

　その横に自然な感じでリザが並び、タマとポチも当たり前のように付いていく。

　頼もしいその姿に、私は置いて行かれたような寂しさを覚えた。

　今は届かない、その場所にいつか並び立ちたい。




「あ！　あの傷は──あいつ！　あの時の剣斧蟷螂だ」

　リリオが剣斧蟷螂を指さして呟いた。

　──あの時？

「本当か？」

「うん、騎士ヘンスが付けた傷があるから間違いない」

　──分かった！　あの時だ！

　選抜隊で迷宮に入った時の事が脳裏を過よぎる。

　飛び散る鮮血と絶望に染まる視界……あの時、私は死を覚悟した。
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　あの剣斧蟷螂が、私に大おお怪け我がを負わせた魔物らしい。

「でも、今なら──」

　いつの間にか下を向いていた顔を前に向ける。

　そこには、いつの間にか足を止め、優しい瞳ひとみで私を見るサトゥーさんの姿があった。

「戦ってみますか？」

　サトゥーさんの問いに「はい！」と即答しようとして、私一人ではない事を思い出し、リリオ達を見回す。

「やろう、ゼナっち！」

「前は一撃で伸のされちまったが、今度はそうはいかねぇ」

「ゼナさんを傷付けた恨みを晴らす良い機会です」

　皆が私を見て頷うなずいてくれた。

「サトゥーさん、私、戦います」

　私がそう答えると、サトゥーさんが優しい顔で頷いてくれた。

「もちろん、わたくしも戦いますわ！」

　さっきまで護衛に止められていたカリナ様が、私とサトゥーさんの間に飛び出してきて宣言した。

　サトゥーさんがカリナ様に「仕方ありませんね」と呟くのを見て、胸の奥にもやもやが生まれる。

　でも、これまでの戦いでかすり傷一つ負った事のないカリナ様が参加してくれるのは、凄すごく心強い。

「では、あれの始末は皆さんにお任せします。その前に──」

　サトゥーさんが剣斧蟷螂の様子を確認してから、私達を集める。

　剣斧蟷螂は私達を脅威とは感じておらず、悠々と倒した戦蟷螂の死骸をバリバリ音を立てて食べている。

「少しだけ、ズルをします」

「ズルですか？」

「ええ、武器をこちらに換えてください」

　サトゥーさんはそう言って、流麗な赤い剣や禍まが々まがしくも強そうな大剣を「魔法の鞄マジツク・バツグ」から取り出して私達に渡してくれる。

　私は勇者の従者クロ様からお借りしている小剣と長ちよう杖じようがあるので、サトゥーさんの申し出は遠慮した。

「もしかして魔剣ですか？」

「ええ、さすがに差し上げられないので、お貸しするだけです」

　大剣も魔剣のようだが、赤い剣の方はセーリュー伯爵領にも一〇振りもないような、真正の魔剣に見える。

「この赤い剣は魔力を流すと刀身から炎を出すので、牽けん制せいに向いています。大剣は切れ味重視で面白みのない魔剣ですが、魔力の消費が激しいので魔力の篭めすぎに注意してください。リリオさんはこちらの火杖銃を。使い勝手はクロスボウとかわりません」

　皆が武器を手に取る。

　サトゥーさんが武器に魔力を流すコツを教えてくれた。

「もう一つ、ルウさん、こちらに──」

　サトゥーさんがルウの両肩に手を置いて何かすると、ルウの鎧よろいが一回り大きくなった。

「その鎧は鎧井守ハード・ニユートという魔物の素材なので、こうやって魔力を充塡すると防御力が向上します。盾も同様に魔力を満たすと──」

「すげぇ、盾が赤い光を帯びてる……これも魔法の品だったのか」

　驚くルウにサトゥーさんが首肯する。

　私は戦闘用の支援魔法をルウ達にかけていく。

「わーにんぐ～？」

「食いしん坊カマキリがこっちを向いたのです」

　タマとポチが報告してくれた。

　大丈夫、もう支援魔法は最後の一つだけだ。

「……■　風鎧ウインド・アーマー」

　緑色の輝きがルウを包み、防御支援魔法の発動を教えてくれる。

　私は魔力回復薬を飲み干し、瞑めい想そうスキルも併用して三割ほど失った魔力の回復に努める。

「剣腕や斧腕が危険なのは言うまでもありませんが、小さめの鎌かまに捕まると麻ま痺ひ毒付きの嚙かみつき攻撃が来ます。ルウさん以外はなるべく足を止めずに戦ってください」

　サトゥーさんが冷静な声で注意事項を教えてくれるのを心の中にメモしていく。

　いずれは私がこういった魔物の知識を学んで、仲間達に伝える役目をするのだから。

「──なっ？」

　リリオの驚きに、瞑想していた目を開けると白い光が私達を包んでいた。

「術理魔法による防御付与です。巻物のモノなので本職には劣りますが、ないよりはマシですよ」

　巻物を手に持ったサトゥーさんが何でもない事のように説明してくれる。

　魔法の巻物スペル・スクロールは魔法薬以上に高価な、使い捨ての魔法道具だったはず。

　サトゥーさんには返しきれない恩がどんどん溜まっていく。

「ご主人様、来ます」

　リザの警告を聞いてルウが飛び出した。

「こっちだ、カマキリ野郎！」

　挑発スキルを篭こめた叫びが、剣斧蟷螂の敵意をルウに向けさせる。

　サトゥーさんが私に「気鎚エア・ハンマーの詠唱を」と促してくれた。

「先手必勝ですわ！」

　カリナ様が赤く光を曳ひく大剣を振り回しながら剣斧蟷螂の前脚へと襲いかかる。

　──あっ。

　地面の出っ張りにカリナ様が足を引っかけた。

「どっせーい、ですわ!!」

　転びそうになりながらも、カリナ様が強引に体勢を立て直し、大ぶりの一撃を剣斧蟷螂に叩たたき付けた。

　それは紛れもなく、大剣系必殺技の「旋回斬」だった。

　大剣は剣斧蟷螂の前脚を一撃で切断せしめ、勢い余った大剣が大地を砕いて突き刺さる。

「カリナ、ないす～」

「ないすりばりか～なのです！」

　タマとポチがセンスという道具を手に、カリナ様の戦果を祝う。

　そのカリナ様は勢いが付きすぎて、大剣を地面に残したまま地面を転がっていってしまった。

　相変わらず、豪快な方だ。普通の人なら怪我を心配するところだけれど、ラカに守られたカリナ様なら大丈夫のはずだ。

「あれで勢いが落ちねぇのかよ」

　砂煙を上げて迫る剣斧蟷螂に、ルウが焦った声を出す。

　八脚の内の一本を失っても走行に支障はないようだ。

　でも大丈夫──。

「今です、ゼナさん！」

　サトゥーさんの合図で、最後の発動句を保留していた「気鎚」を剣斧蟷螂に叩き付ける。

　大したダメージは与えられていないようだが、剣斧蟷螂の勢いは減じる事ができた。

「うるぅああああああああ！」

　剣斧蟷螂の視線が私に向いたのを察知したルウが、再び挑発スキルを篭めた叫びを上げ、大盾を剣斧蟷螂の胴へと叩き付けた。

　──ＫＷＷＷＡＡＡＡＭＵＷＡ。

　剣斧蟷螂が振り下ろす斧腕を、上に掲げた大盾で防ぐ。

　無防備なルウの胴体に、剣斧蟷螂の前脚が伸びた。

「危ない！」

　その前脚をイオナさんの大剣が叩き伏せる。

　カリナ様の旋回斬と違って、一撃で斬きり飛ばす事はできなかったが、半ばまで刺さった大剣が前脚の関節を粉砕した。

　──ＫＷＷＷＡＡＡＡＭＵＷＡ。

　イオナさんとルウに向けて、剣斧蟷螂が赤く光る剣腕を側面から斬り付ける。

　ルウの大盾は剣斧蟷螂が連打する斧腕を防いでいて動かせない。

「とー、ですわ！」

　助走を付けたカリナ様の跳とび蹴げりが、剣斧蟷螂の後頭部に炸さく裂れつし、狙ねらいがずれた左右の剣腕がルウの前方の地面に突き刺さる。

「カリナ～技名～？」

「キックは技名を叫ぶのが『オヤクソク』なのですよ！」

　着地したカリナ様にタマとポチの助言？　が飛ぶ。

　ハッとしたカリナ様が「華麗なる跳び蹴り……、いえ、ここは黄金の渦巻き──」などとぶつぶつ呟つぶやき出す。

「カリナ様、危険です！」

「──ゼナ？」

　私の方をきょとんと見たカリナ様が、剣斧蟷螂の後脚に蹴けられて地面の向こうに転がっていく。

「新人ちゃん、カリナ様のドジをあたしらが挽ばん回かいするっすよ」

「はい、エリーナさん！」

　カリナ様の護衛二人の短槍が、剣斧蟷螂の中脚に刺さる。

　二人の攻撃で、体勢を整えようとしていた剣斧蟷螂が再び地面に突っ伏す。

「……■■■　風縛エア・ホールド」

　私は剣斧蟷螂の動きを鈍らせる阻害魔法を使う。

　これでしばらくは立ち上がれないはず。

「ルウ、右の剣腕の関節を！」

「応！」

　イオナさんが左の剣腕の関節を大剣で砕き、ルウの赤い剣が炎を上げて右の剣腕の関節を傷付けた。

　斧腕を大盾で防ぎながらのせいで、ルウは腰の入った攻撃をできなかったようだ。

「──今だ」

　リリオが火杖銃でルウが傷付けた関節を攻撃する。

　火杖銃から出た炎の弾丸が関節に命中し、「風縛」による乱気流に乗って、剣斧蟷螂の表皮を焼く。

　──ＧＷＷＡＡＢＡＢＢＵＷＷＡ。

　剣斧蟷螂が初めて苦しそうな咆ほう哮こうを上げた。

「イオナ、リリオ！　あたしのフォローはいいから、今の内に叩き込めるだけ攻撃を叩き込め！　護衛の嬢ちゃん達もだ！」

　ルウの号令に皆が返事をし、怒ど濤とうの攻撃を始めた。

　私も「気鎚」や「重旋鎚ヘビイ・ハリケーン・ハンマー」で攻撃に参加する事を考えたが、結局「風鎧」や「風縛」でルウを支援する事を選んだ。

　紙一重の攻防が続き、そして──。

「やばい、飛びやがった！」

　空に上がられると、こちらの攻撃手段が少ない。

　なんとしてでも、地上に落とさないと。

「……■　乱気流タービユランス」

　乱気流を作る風魔法で、剣斧蟷螂の飛行を妨害する。

　リリオの放った火杖銃の火弾が、風を纏まとった剣斧蟷螂の翅はねを焼く。

　それでもなお、剣斧蟷螂は飛行を止やめない。

　──ならばっ。

「……■■■　■■■　落気槌フオールン・ハンマー」

　続けて放った下方向の大気のハンマーで、剣斧蟷螂を地面に叩き落とす。

　駆け寄る私達より早く、剣斧蟷螂が再び翅を広げ空に舞い上がろうとする。

　でも──。

「カリナ、キィイイイイイイイイック！」

　青と黄金の光を曳きながら放たれたカリナ様の跳び蹴りで、剣斧蟷螂の逃亡は阻止された。

　私は次の呪じゆ文もん詠唱を始める。

「行くっすよ、新人ちゃん！」

「はい、エリーナさん──双刺突！」

　カリナ様に遅れて到着した彼女の護衛二人が、短槍系の必殺技を使う。

　──ＫＷＷＷＡＡＡＡＭＵＷＡ。

　剣斧蟷螂の口元に暗緑色の靄もやが見える。

「毒攻撃です！　下がって！」

「大人しくしてろ！」

　リリオの火杖銃が頭部に命中し、暗緑色の靄が一気に燃え上がる。

　──ＧＷＷＡＡＢＡＢＢＵＷＷＡ。

「うおりゃあああああ！　──盾攻撃」

　駆け寄ったルウの盾が、剣斧蟷螂の長い首に叩き付けられ、巨体を仰のけ反らせる。

　イオナさんが大剣系必殺技の「昇牙」で剣斧蟷螂の顎あごを貫く。

　そのまま大剣が進めば、剣斧蟷螂の命はそこで終わっていただろう。

　でも、剣斧蟷螂が細い鎌腕でイオナさんの肩を押さえ、それ以上のダメージを防いでいた。

「ゼナさん──」

　サトゥーさんの言葉にこくりと頷うなずく。

　それを見たサトゥーさんが総員退避の合図である笛を吹いた。

　不思議な抑揚の笛が鳴ると、皆が急いで後方へと下がる。

　鎌腕に捕まっていたイオナさんは、ポチとタマが鎌腕を蹴け飛とばして救出してくれた。

　──これで大丈夫。全力で行きます。

　私は練り上げた全すべての魔力を、魔法の補助具である長ちよう杖じようへと流し込む。

「……■　重旋鎚ヘビイ・ハリケーン・ハンマー」

　サトゥーさんの魔法書で覚えた中級の風魔法を放つ。

　空を裂き凶暴な風音で周囲を威圧する。

　そして、巻き込んだ砂が激しい渦を浮かび上がらせた。

　渦巻く風のハンマーは剣斧蟷螂の長い胴体に命中し、赤黒く光る剣斧蟷螂の魔力障壁を軽々と蹴散らし、背甲を開いた状態の無防備な体を粉砕してみせた。

　消費魔力は気鎚の三倍だが、威力は遥はるかに大きい。

「ゼナさん！　まだ倒しきれていません！」

　サトゥーさんが叫ぶのが聞こえた。

「■■■　■■■■■■■　下降爆流ダウン・バースト」

　重旋鎚と同じく覚えたばかりの下降爆流が、辛うじて生きていた剣斧蟷螂を完膚なきまでに叩きのめした。
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「さすがです、ゼナ様」

「おめでと～？」

「ぐれいとなのです！」

　リザ達が勝利を称たたえてくれる。

　私も仲間達を称え、手伝ってくれたリザ達にお礼の言葉を伝えた。

　サトゥーさんに頼ってばかりの日々だったけれど、この訓練で私達も少しは戦えるようになったと思う。

　ふと、サトゥーさんの声がしないのに気付いて周囲を見回すと、大空洞と繫つながった壁を真剣な顔で見つめるサトゥーさんの姿があった。

「皆さん、魔法薬を飲んで壁際に避難してください」

　サトゥーさんに言われるまま、私達は行動する。

　私は剣斧蟷螂との戦闘の間に切れていた索敵魔法の詠唱を行う。

　タマ、ポチ、リリオの三人は地面に耳を当てて遠くの音を探っているようだ。

「くる～」

「やってくるのです」

　タマとポチの声に少し遅れて、悲鳴や木々が倒される音が聞こえてきた。

　私の索敵魔法にも反応があった。

　猿人、鼠人、鼬イタチ人の三人が壁の穴から飛び込んでくる。

　それと同時に、穴の近くの壁が爆発し、岩の破片が飛んできた。

「うわっ」

　リリオと私が篭こ手ての「盾」を出して皆を守る。

　盾は幾つかの破片を受けたところで割れてしまったけれど、そのすぐ後には大盾を構えたルウが私達を守ってくれていた。

　壁には新しい穴ができており、穴から天井には槍やりを幾本もまとめた太さの矢が刺さっていた。

「あれって、まさか……」

「ええ、彼らが従魔による獲物の釣り出しに失敗して、狩人蟷螂を連れてきてしまったようですね」

　──狩人蟷螂?!

　私の脳裏に、霧の中から巨大な矢を射た魔物の姿が思い浮かぶ。

　……ダメだ。

　勝てるわけがない。

　あれは個人で戦えるような相手じゃない。

　用意周到に陣地と武装を整え、大軍をもって撃退するような相手だ。

　サトゥーさん達といえど、準備もなしに人の身であれほどの化け物を倒せるわけがない。

　なのに──。

「皆さんはここにいてください」

　サトゥーさんは笑顔でそう言って、穴の方へと歩き出した。

　広間の奥にある岩陰で身を潜める獣人達を一いち瞥べつしただけで、狩人蟷螂を引き連れてきた事を責めるような様子もない。

「おとも～？」

「とーぜん、なのです」

「ええ、私達でご主人様の露払いをしましょう」

　先ほどの剣斧蟷螂との遭遇時のようにリザ達がサトゥーさんに続く。

　彼女達も、サトゥーさんと同じく気負った様子はない。

「わ、わたくしも！」

「ダ、ダメっす！」

「そうですよ！　自重してください、カリナ様！」

　カリナ様がそれに続こうとして護衛の二人に全力で阻止されていた。

　剣斧蟷螂が子供に見えるような巨大な狩人蟷螂が、のそりと壁の大穴から姿を現す。

　──恐怖。

　その姿を見ているだけで手の先が冷たくなり、顔から血の気が引いていく。

　──ＨＷＵＮＴＺＷＥＥＥＲＲＲ。

　私達を嘲あざ笑わらうかのように、狩人蟷螂が咆哮を上げた。

　それは死刑を宣告する滅びの鐘のよう。

　絶対的な死をもたらす存在の前で、脆ぜい弱じやくな者達は震えるしかない。

　──ダメだ。

　恐れていては戦えない。

　震える手を握りしめ、大きく息を吸い込む。

　暗く狭まっていた視界が少し広くなった。

　パンッと両手で頰ほおを張り気合いを入れ直す。

　──大丈夫。

　震えは残っているけれど、支援魔法はちゃんと使える。

「……■　風鎧ウインド・アーマー」

「ありがとうございます、ゼナさん」

　サトゥーさん達に風の守りを付与できた。

「さて、支援魔法も貰もらったし、サクサク倒すよ」

　サトゥーさんが綺き麗れいな剣を抜き、リザ達に気軽な口調で告げて駆け出した。

　大穴近くの巨岩を駆け上がり、サトゥーさんが身軽な動きで狩人蟷螂の眼前に迫る。

　狩人蟷螂が巨大な弓腕を横に避よけ、内側の短剣のような細い前肢でサトゥーさんを斬きり付けようとする。

「空中で更に跳んだ？」

　空中で加速したサトゥーさんが、狩人蟷螂の頭部下をすり抜ける。

「ねっくすらっしゅ～？」

　サトゥーさんに影のように付き従っていたタマが、サトゥーさんと反対側の頭部下をすり抜けた。

　タマに遅れて、狩人蟷螂の頭部下から血が噴き出す。

「あきれすはんたーポチなのです！」

　ポチが六脚ある狩人蟷螂の全ての足首を切り裂いて回る。

「魔槍竜退ドラグ・バス──」

　正面から駆け寄ったリザが、一番硬いはずの胴体前部甲殻を魔槍で軽々と貫いてみせた。

「──いいえ、この程度の敵に必要ありませんね」

　赤い光を帯びていたリザの身体から、光が引いていく。

　槍を抜き、大空洞へと繫がる穴の方に歩み寄るリザの後ろに、切断された狩人蟷螂の首が落ちてくる。

　あの強大な魔物が、あの一瞬で倒されてしまった。

　あまりに常識と隔絶した光景に思考が停止する。

「──こっちに気付いたか？」

　茫ぼう然ぜんとする私の耳に、サトゥーさんの呟つぶやきが届いた。

　視線を巡らせると、サトゥーさん達が倒した蟷螂でなく別のところを見ている。

　壁に空いた穴の向こう──大空洞の方だ。

「眷けん属ぞくぅ～？」

「あれはたぶん『区画の主』の方なのです」

　サトゥーさんと一緒に大空洞の外を眺めていたタマとポチが、恐ろしい言葉を口にした。

　確か、「区画の主」というのは中級魔族にも匹敵する強大な魔物だったはず。

　私には強さの上限が分からないサトゥーさん達でも、メンバーが揃そろわず、装備もままならない今の状況では「区画の主」に敵かなわないはず。

　私は安全地帯への退避を提案しようと、恐怖と疲労に震える足に鞭むち打うって立ち上がる。

「倒して参りましょうか？」

　──え？

「いや、いいよ。オレ達が倒すまでもない」

　サトゥーさんの言葉のすぐ後に、紅ぐ蓮れんの業火が大空洞を染めた。

　──吹き荒れる熱風が来る！

　私は「気壁エア・クツシヨン」の魔法を唱えながらサトゥーさんの傍そばに駆け寄る。

　目の前で黄金の風が吹き荒れ、業火をその腕の中に押さえ込んだ。

　金色の巨大な鳥が空に浮かんでいる。

　──あれは何？

「がる～だ～？」

「ミーアの精霊さんなのです！」

　タマとポチが金色の生き物を指さした。

　業火の中から黒焦げのカマキリがよろよろと姿を見せた。

　距離があって分からないが、先ほどの狩人蟷螂とさえ比較にならないような巨大さだ。

「た～まや～」

「カギや～なのです」

　キラキラとした輝きが巨大カマキリを打ち砕いていき、最後に金色の生き物がカマキリの首を落としてしまった。

　……中級魔族並みの強大な魔物が瞬殺？

「サトゥーさん、今のは……」

「アリサ達ですよ。最終日に差し入れを持って遊びに来るって言っていましたから」

　私の問いにサトゥーさんがなんでもない事のように答えてくれた。
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　いえ、そうではなく……。

　私はそれ以上問いを重ねる事なく口を閉ざした。

　サトゥーさん達との隔絶した実力差に、劣等感が刺激されそうになったが、両頰を叩たたいてそんな甘えた心を打ち払う。

　私が言うべき事は他ほかにある。

「サトゥーさん、ありがとうございます」

　今はまだまだ全然届かないけれど、いつかきっとサトゥーさんに恩返しできるくらい強くなってみせよう。

　騒動を持ち込んだ獣人達は、ルウ達によって拘束され、差し入れを持ってきたアリサちゃん達が探索者ギルドへ連行していってくれた。

　こうして、ちょっとした──いいえ、ちょっと忘れられないような大騒動があったものの、私達は誰一人欠ける事なく狩り場開拓と特訓を完了した。

　その日の夕方、迷宮から戻った私達は、宿舎のベッドに潜るなり心と身体からだの疲労を実感する事になり、そのまま翌日の日没まで目覚める事はなかったのだ。








もちもちパーティー







〝サトゥーです。便利な世の中になったせいか、町内会や学校のイベント以外で杵きねと臼うすを見なくなった気がします。手作りは面倒だけど、手間がかかった分だけ美お味いしく感じるんですよね。〟






「アリサのほっぺは餅もちみたいに伸びるな」

　薄いほっぺなのに、どうしてこんなにモチモチしてるんだろう。

「いふぁい、反省はんふえーしてるからひふえるふあら──」

　ゼナさん達のレベル上げを兼ねた迷宮開拓の最終日、閉鎖空間で超広範囲に影響のある戦術級上級火系攻撃魔法「火炎地獄インフエルノ」を使った事に対するお仕置き中だ。

　ミーアが機転を利かせて、風の疑似精霊であるガルーダに熱の拡散を阻止させてくれたから良かったのものの、下手をしたら熱風による二次災害で皆が大おお火傷やけどを負うところだった。

「モチって何なのです？」

「のびる～？」

　ポチとタマが餅という言葉に耳みみ聡ざとく反応して寄ってきた。

「餅って言うのはね──」

　二人に餅の説明をしていると、ルルが控えめにとりなしてきた。

「あの、ご主人様、アリサへのお仕置きはその辺で……」

　視線を下げるとアリサが涙目で見上げていた。

　──ごめん、忘れてた。




　さすがに迷宮の中で餅つきはできないので、地上に帰ってからやろうという事になった。

　もっとも、餅米は一晩ほど水に浸しておかないといけないので、ゼナさん達が仮眠している間に、下準備を進めてある。

　餅の中に入れる小豆や黒豆も餅米同様、一晩ほど水に浸しておく。粒つぶ餡あんやこし餡を作る他にも、豆大福を作るのにも使うので多めだ。

　それにしても、熟成を促進する魔法があるのに、餅米や豆を一晩浸ける手間を省略するような魔法がないのは、魔法使い達の怠慢だと思う。

　たぶん、水系だと思うので、準備作業の合間に何通りか試作してみよう。

　ミーアは暗記が嫌いだから渋りそうだけど、美味しいお餅を作るための魔法だと説得すれば、進んで覚えてくれるに違いない。

　下準備や新魔法作製のついでに、「万能工具マルチプル・ツール」の魔法を使って杵と臼を何組か作っておく。

　ゼナさん達の安眠の邪魔になりそうだったので、迷宮別荘に「帰還転移リターン」してから工作した。

　まだまだ時間が余ったので、思いつくままに具材の下準備を進める。

　そうだ、この際だから色々と変なのも用意してみるかな？

　定番の和菓子系だけじゃなく、チーズとかイチゴとかも用意してみよう。

　どんな具材が受けるか分からないからね。





◆






「それじゃ、始めようか──」

　迷宮から帰還した翌朝、屋敷の中庭で餅つき大会をスタートした。

　ゼナさん達も誘いたかったのだが、疲労困こん憊ぱい気味だったので起床後にでもつきたての餅を届けようと思う。

　カリナ嬢も爆睡していたが、タマとポチに連れられて朝食の席に来ていた流れで、餅つき大会にも参加している。

「ぺったん～」

「ペッタンなのです！」

　オレが餅つきを始めるとポチとタマもやりたがったので、今は二人が杵を振っている。

　臼の傍で餅をひっくり返す役はナナが担当だ。

「わたしも！　ひっくり返すのやりたい！」

「いいよ、これを着けてから交代しろよ」

　アリサとミーアも興味津々だったので、薄い手袋を渡してやる。

「ん？　なんで手袋？」

「ポチやタマの振る杵が当たったら手首が折れるぞ？　この手袋はルルが迷宮で使ってる装備と同じだから、強い衝撃が加わると硬化して手に加わる衝撃を吸収してくれるんだよ」

　ポチやタマがパワー抑制の魔法道具マジツク・アイテムを装備していても、勢いよく叩き付けられる杵はそれなりに威力がある。

　物理防御付与エンチヤント・フイジカル・プロテクシヨンの魔法でもいいんだけど、ポチやタマの振る杵を何度くらい受け止められるか分からないので、回数制限のない手袋にした。

　大おお怪け我がしても治癒魔法や魔法薬を使えば一瞬で治るんだけど、痛いのは嫌だろうし、それに血の混ざったピンク色の餅なんて食べたくないからね。

「よっしゃー、行くわよ。ちゃんと手加減しなさいよ」

「あいあいさ～」

「任せて、なのです！　ポチは手加減のプロなのですよ」

「やる」

　おっかなびっくりお餅を返すアリサやミーアを眺めながら、ルルと一緒にお餅を丸める。丸める時に、先に作っておいた具材を入れていこう。

　ポチ達の横ではリザ、ナナ、カリナ嬢が、予備の臼と杵で餅つきを始めた。

　初めは杵を振りたがったカリナ嬢だが、臼の外に何度も杵を逸そらしたために、今では餅のひっくり返し役専門になっていた。
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　ラカの守りがあるから、怪我の心配もないし適任だ。

　屋敷付きの幼女メイド達やカリナ嬢の従者達も、餅を丸めるのを手伝ってくれている。

「あちちっ、よくルル様も旦だん那な様も平気ですね」

　まあ熱いけど、火炎炉で溶けた金属を鋳造するのと比べたら大した事はない。

「うふふ、冷たい水に手を浸してからやればいいのよ」

「うう、手がベタベタする」

「こっちの粉を手にまぶしてからすればくっ付かないわよ」

　ルルが幼女メイド達をサポートしてくれているので、それを微ほほ笑えましく眺めながら作業を続けた。

　あんまり熱がるようなら、アリサに耐熱系の火魔法を使ってもらうかと思ったが大丈夫そうだ。

「ぽちー！」

「たまぁ～」

　騒がしい悲鳴に振り向くと、餅をつく時に変なアクションを入れようとしたポチが何か失敗したようだ。

　どうやら、杵に付いていた餅が身体に巻き付いてしまったようで、餅まみれになってしまったらしい。

　ポチが「なのです」を忘れるほど慌てている。

「あちち、餅が餅があああああ」

「アリサ」

　その横では、伸びた餅を頭からかぶったアリサが、酷ひどい事になっている。

　慌てすぎて耐熱系魔法を使うのも忘れているようだ。

　オレが手を出す前に、ルルが「あらあら、まあまあ」と主婦っぽい言葉を呟きながら事態を収拾してくれた。

　軽い火傷は魔法薬で癒いやされ、汚れはルルの生活魔法で綺き麗れいになったが、食べ物を扱っている時に迂う闊かつな事をしたポチと、それを唆したアリサの二人が正座してリザに説教されていた。

「ふう、酷い目に遭ったわ」

「ごめんなさい、なのです」

「わたしも悪かったんだし、そんなに謝らなくていいわ。いつまでもしょげてないで、お餅を味わいましょう」

　失敗してうつむき加減のポチをアリサが励ましている。

　その横で、オレは大量の餅をプレーン、甘味、主食、色モノの四種に分類しながら並べる。

「ちょっと作りすぎたかな？」

「いいじゃない。養護院や探索者学校の子達にお裾すそ分わけしたらいいのよ。あと、ほら、地下の人達にも、ブローチのお礼にさ」

「そうだね」

　アリサが胸元の「魂殻花環」を見ながら告げる。

　これは迷宮下層に隠いん棲せいする「骸の王キングマミー」ムクロから譲ってもらった品で、転生者がユニークスキルの使いすぎで魔王化しないよう「魂の器」を保護してくれる秘宝アーテイフアクトだ。

　ムクロ達、迷宮下層のゆかいな仲間達は元日本人の転生者なので、お餅を懐かしがってくれるだろう。

「それより、冷める前に食べましょう！　つきたてのお餅なんて、めったに食べられないんだからね」

　そんなアリサの宣言で、もちもちパーティーが始まった。

「んまい。やっぱ、つきたてのお餅ってサイコーね」

「のびるる～？」

「も、餅の人は手て強ごわいのです。口の上にくっ付くのですよ」

　タマが必死に手を伸ばし、ポチは口の上にくっ付いた餅を取ろうと、顔を上に上げてあぐあぐと悪戦苦闘している。

「食べにくいですけど、とっても美味しいですわ！」

「おいし」

　年少組やカリナ嬢はつきたてのプレーンなお餅を堪たん能のうしている。

「そうだ！　やっぱ、餅は焼かないと！」

「今、リザが道具を取りに行ってくれてるよ」

　餅を片手に力説するアリサをなだめる。

「マスター、ひよこ餅がないと告げます」

「ひよこ餅はないですけど、こっちのお餅は可愛かわいい具が入ってますよ」

　ルルが作り終わったばかりの具入り餅をナナに勧める。

　ナナは少し餅を見つめた後、ぱくりと食べる。

「中に入っていた星形の黄色いのが可愛くて美味だと告げます」

　気に入ったのか、ひょいぱくひょいぱくと両手で口に運ぶ。

　そんなナナの様子に興味を引かれたのか、年少組も具入り餅が並ぶ机へと手を伸ばした。

「こっちはこし餡が入っているのです！」

「きな粉餅もおいし～？」

「ん、蜂はち蜜みつ餅、美味し」

「ああ、焼き網が来る前に満腹になっちゃう──はちみつっ?!」

　何か気になったのか、アリサが餅を食いながら目を剝むいている。

　蜂蜜餅は餅を嚙かみしめると中からトロリと蜂蜜が出てくる。そのまま咀そ嚼しやくすると餅に蜂蜜が絡んで意外と合うんだよね。ちょっと甘すぎるから、オレは一個で十分って感想だ。

「こっちのは角煮が入っているのです！」

「こっちは、てりやきチキン～？」

「ん、カスタード」

「チーズ入りのも美味しいですわ！」

　おおむね好評のようだ。

　おや？　アリサが英小文字のorzみたいな格好で地面に突っ伏している。

「どうした？　胸焼けでもしたのか？」

「に、日本の文化が魔改造されていく」

　──大げさな。

　食は進化していくモノなんだよ。

「保守的なアリサ向きなのが来たぞ」

　リザが運んできてくれた、七輪もどきの魔法道具と金網を指さす。

　さっそく復活したアリサが、金網の上に餅もちを並べて焼き始めた。

「膨らまないわね？」

「つきたてのお餅だしね」

　切り餅みたいにぷくりと膨らまないので、表面を魔法で乾燥させたり、その表面に切れ込みを付けたりして、色々試行錯誤してみた。

「餅が生きているのです！」

「不思議ですわ」

「ぷくぷく～？」

「スライム？」

　年少組とカリナ嬢の目が金網の上で膨らむ餅に釘くぎ付づけだ。うん、苦労した甲か斐いがあった。

　平静を装っているが、リザもさっきから餅の動きを目で追っている。

　そろそろ頃ころ合あいかな？

　砂糖醬じよう油ゆを入れた皿をアリサに渡してやる。

「くぅ～。やっぱ、お餅はこの食べ方よね～」

　でも、保守的な砂糖醬油を付けた焼き餅や、磯いそ辺べ焼きを楽しんでいるのは、オレとアリサだけのようで、他ほかの面々にはネタで用意した奇抜な餅の方が受けているようだ。

「ちーずのせ～、中身がみーとそーす～？」

「こっちのお餅は、ハンバーグ先生が隠れていたのです！」

「キャラメル味」

　オレもきな粉餅を口に運びながら楽しそうな面々を愛めでる。

「こちらのテリヤキマヨ味は素晴らしいです。嚙む事によって餅にテリヤキの味が移り、違った食感の肉を食べているかのような──」

　リザが長文で食レポしているのを、ポチとタマがふんふんと神妙な顔をして聞いているのが面白い。

　──そうだ。

　今度はナナ用の黄色いひよこ餅を作るついでに、草餅やずんだ餅なんかにもチャレンジしてみよう。

　春には桜餅やかしわ餅なんかも良さそうだ。

「おぜんざいの用意ができましたよ」

　ぜんざいの入った鍋なべを抱えたルルが厨ちゆう房ぼうから出てきた。

　その後ろには食器を持った屋敷のメイド隊が続いている。

「ああ、甘辛い餅からぜんざいへのコンボは危険だわ！　これで渋いお茶があったら無限コンボしちゃいそう！　幸せすぎて怖い！」

「餅こわい～？」

「ぜんざいだって怖いのです！」

　どこかの漫画か落語のような事を言いながら舌鼓を打つ年少組を見守り、今度はルルやメイド隊用の餅を新たについてやる。

　ぜんざいを食べながら、しきりに遠慮するミテルナさんにも勧めたり、ルルが勧める甘味餅を口にした幼女メイド達が目を丸くするのを眺めたりしながら、楽しい時を過ごした。

「ふい～、美お味いしかった～」

　アリサが餅のように丸まりながら満足げに感想を口にした。

「お正月には餅だけじゃなく、おせちも食べたいわ～」

「さすがに、おせち料理はレシピが分からないよ」

　見た目を似せるのはできると思うけど、一度も作った事がないので、味までは再現不能だ。

　おせちを作る母や祖母の傍そばで味見をするのは得意だったんだけどね。

「マスター、行ってくるぞと勇ましく告げます」

「お手伝い～？」

「今日のポチは幸せ宅配便なのです」

　パーティー終了後に、ナナ達は餅がたくさん入ったケースを抱えて、養護院に慰問に行ってしまった。きっと、今頃、餅と幼生体にまみれているのだろう。

　探索者学校へはミテルナさん達が差し入れに行ってくれている。

　オレはケースの一つを持ってゼナさん達の宿舎にお裾分けに向かう。




　ちょっとした偶然から、この餅パーティーの事を知った迷宮都市の知人達にも、餅を配る事になってしまった。

　迷宮都市での餅米の値段を知った幼女メイド達や養護院の教師達が、顔を青くして卒倒しそうな一幕なんかも──。

　公都での仕入れ値が安かったから気にしていなかったよ。








迷宮下層、再来訪







〝サトゥーです。衝撃の事実というのは、テレビのニュース番組や雑誌記事などのマスメディアからもたらされるモノとは限りません。何気ない会話から知らされる事もままあるのです。〟






「バン、約束していた土産を持ってきたよ」

　もちもちパーティーをした日の深夜、オレは一人で迷宮下層の常夜城へと来ていた。

　明日あしたは王都に出発なので、忘れない内にゼナさんの手紙と約束の品を届けに来たのだ。

　彼らの大区画の近くに刻印板を設置してあるので、空間魔法の「帰還転移リターン」を使えばすぐに訪ねられる。

　他の子達も連れてきたかったけど、瘴しよう気き耐性のない仲間達に悪影響があったら嫌なので、瘴気マスクや瘴気ガードなんかの魔法道具マジツク・アイテムや魔法を開発するまでは控える事にしたのだ。

　瘴気を浄化する系統の魔法は色々あるのに、瘴気に耐える魔法は手持ちの魔法書に載っていないんだよね。

「クロか。思ったより早かったのである」

「それと、手紙を預かってきた」

　オレは出迎えてくれた常夜城の主あるじ、転生者にして吸血鬼ヴアンパイアの真しん祖そバンに、ゼナさんからの手紙を手渡す。

「手紙？　──ああ、この間助けてやった娘か。律儀な娘であるな」

　封を開けて中を読んだ真祖がそう呟つぶやく。

「それにしても、迷宮下層まで助けに来た上に、わざわざ郵便配達人の真ま似ねごとまでするとは、あの娘はクロの恋人であるか？」

「いや、ゼナさんは大切な友人だけど、恋人じゃないよ」

　恋する相手はアーゼさんだけだ。

「そうであるか。嫁達の良い話題になるかと思ったのだが、残念なのである」

　真祖がそう言いながら、手紙を畳んでアイテムボックスの中に収納する。

「それと、こっちのワインは彼女からの礼だ」

　ゼナさんから預かった赤ワイン「レッセウの血潮」の瓶を手渡す。

「これは嬉うれしい礼品なのである」

　真祖はホクホク顔だ。

　よっぽど好きなワインなのだろう。

「『レッセウの血潮』は一本だけであるか？」

「彼女からのお礼はね。オレが頼まれていた分は樽たるで五つほど仕入れたから、後で地下のワイン倉にでも運ぶよ」

　方々を探し回ったのだが、商業ギルド経由で確保できた一本を除いては、王都周辺やお隣のゼッツ伯爵領には入荷していなかったので、レッセウ伯爵領にある蔵元に出向いて買ってきたのだ。

　話には聞いていたけどレッセウ伯爵領の荒廃は酷ひどく、廃はい墟きよと化した領都は魔物で溢あふれ、周辺の村々も廃村になっている所が多かった。

　蔵元のある村も近くに魔物の巣ができて、村を捨てるか否かで議論が起きていたほどだ。

　この村には今後も「レッセウの血潮」を安定生産してもらう必要があるので、クロの姿で問題の魔物の巣を潰つぶした上で、村や葡ぶ萄どう畑の外周に土魔法で分厚く高い土壁を追加し、更に外敵撃退用のレベル三〇級ゴーレム六体を配備しておいた。

　並の魔物や下級魔族くらいなら軽々と撃退してくれるだろう。

「運ぶのはうちの嫁達に任せれば良いのである」

　常夜城の侍女頭が指示してくれたスペースに、アイテムボックスから取り出した樽を並べていく。

「他の土産もここに出して良いかな？」

「構わないのである」

　真祖に許可を貰もらっている間に、侍女達が長机の上に厚手の耐水布を敷いてくれたので、そこに吸血姫達や侍女達へのお土産を並べていく。

「バン様、このミスリルで『ニホン・トウ』を打ってくださいませ」

「うむ、素晴らしいインゴットであるな。これならば良い刀が打てるであろう」

　ミスリルのインゴットを渡した吸血姫が真祖に加工をねだるのを聞いて、土産を取り出す手が止まった。

「そういえば、バンは刀かたな鍛か冶じができるんだっけ」

「うむ、まともな刀が打てるようになるまでに三〇〇年ほどかかったのである──なぜ、クロは我が刀鍛冶ができる事を知っていたのであるか？」

「前に迷宮の宝箱から見つけた刀の作成者名が、バンになっていたのを思い出したんだよ」

　現物はタマに渡したままなので、今現在は手元にない。

「後学のために、一度、刀を打つところを見せてもらえないかな？」

　前に日本刀を打とうとした事があるんだけど、イマイチ上う手まく行かなかったんだよね。

　見た目だけ日本刀っぽい刀はできたんだけど折れやすいし、手持ちの魔剣や妖よう精せい剣と比べても遥はるかに低い攻撃力しかなかった。

　よくラノベや漫画で描かれている「折れず、曲がらず、よく斬きれる」日本刀とは、ほど遠い感じなんだよね。

「良いのである。ただし、鍛冶場の準備があるので今すぐとは行かぬ」

「もちろん、待つさ。それより、そのミスリルは秘薬なんかを入れていない素のインゴットだけど、問題ないかな？」

「うむ、我が刀鍛冶は血流魔法ブラツド・マジツクを用いる特殊なものゆえ、素のインゴットの方が助かるのである」

　なら、いいか。

　オレは棚ぼたで刀鍛冶見学ができる事に少しホクホクとしながら、土産を取り出すのを再開する。

「こちらは侍女の皆さんに」

　侍女達にも彼女達が喜びそうな裁縫道具や王都で仕入れた娯楽本などを配っていく。

「宜よろしいのですか？」

「もちろんだよ」

「あたし、この本がいい」

「私はこっちの珊さん瑚ごの耳飾り！」

「あなた達！　お客様やバン様の御前ですよ！　選ぶのは後になさい！」

「「「はい、ミセス・フェドラルカ！」」」

　姦かしましく土産の争奪戦を繰り広げる年若い侍女さん達を、真祖の信頼厚い年とし嵩かさの侍女頭が叱しかる。

　真祖は幾度となく侍女頭を吸血鬼ヴアンパイアにならないかと誘ったそうだが、彼女は頑として人間を止やめる事を選ばなかったそうだ。

　そんな彼女達を見守っていると、城の奥から清せい楚そな少女がやってきた。ユイカだ。

　ユイカの白い額には小鬼人ゴブリン族の特徴である小さな角が二つ生えている。彼女も真祖と同じく転生者で、オレが知る限り最大数のユニークスキルを所持している。

「クロさん、こんにちは」

「やあ、ユイカ」

　ユイカは避暑地のお嬢さんみたいな衣装がよく似合う。

「今日はお土産につきたてのお餅もちと調味料類を──」

「お餅ですか！　めったに餅米が手に入らないから久しぶりです」

　よほど嬉しかったのか、大人しい彼女にしては珍しいほど満面の笑みを浮かべる。

「他ほかにも寿す司しや刺身なんかの料理を持ってきたよ」

「寿司か、久々である。迷宮大魚メイズ・バスか？　それとも王都あたりの桜さくら鮭じやけか？」

「いや、マグロを──」

「「マグロ！」」

　真祖とユイカが喰くい気味に叫ぶ。

　ユイカの表情がユイカ三号のモノに変わっていた。きっと食欲に負けたのだろう。

　彼女はユニークスキルによって幾つもの過去人格を保持しているので、このように時折人格が交代する。

　先ほどまでの大人しいユイカがユイカ一号、今表面に出てきたのがユイカ三号こと、初代ユイカで、「漆黒の美び姫き」フォイルニス・ラ・ベル・フィーユという中二病ネームを持つ。

「実に懐かしいのである。八〇〇年ほど前に南洋に出向いて、マグロを探し回ったのを思い出す」

「あの時は幽霊船の難儀な骸がい骨こつやクラーケンに邪魔されて、カツオやサメしか獲とれなかったんだ」

　ユイカ三号の言う「幽霊船の難儀な骸骨」という存在には覚えがある。

　たぶん、『神の浮き島』ララキエを復活させようとしていた「骸がい骨こつ王おう」の事じゃないかと思う。

「フォイルニスのユニークスキルでも見つけられなかったのか？」

　ユイカ三号は「ユイカ」と呼ばれるのを嫌うので、オレは彼女の中二病ネームの方で呼びかける。

「ユニークスキルだって万能じゃないぞ。いくらなんでも海は広すぎて無理だ」

　なるほど、オレのマップはユイカのユニークスキルと比較してなお、規格外のようだ。

「マグロとあらば、ムクロやヨロイを呼ばねばならないのである」

「呼ばなかったら絶対にヘソを曲げるからな」

　真祖が吸血姫達に二人を呼びに行かせる。

　はやるユイカ三号の催促に負けて出した餅と寿司で小腹を満たした後、刀希望の吸血姫が準備した鍛冶場で刀鍛冶を見せてもらった。




「道具は普通の鍛冶とあまり変わらないんだね」

「『普通』という言い方には抗議したいところではあるが、道具はそれほど変わらん。火力を上げるために、粉末にした火ひ石いしや火晶珠を使うくらいか？」

　真祖が鍛冶道具の傍そばに置かれた赤色や紅色の粉を手で触りながら、炉の温度を目視で確認している。

　粉を一摑つかみ火の中に投じると、火勢が大きく増した。

「このくらいであるな」

　炉の温度に納得いったのか、吸血姫が手渡したミスリルのインゴットを血流魔法で作った刃やいばで三つに分け、その一つをトングで挟んで炉の中にくべる。

「この辺りまでは普通の鍛冶と同じである」

　真祖がそう言いながら、鋭い爪つめで手首を傷付けた。
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　傷口から流れ出た血が、生き物のように蠢うごめいて赤熱するミスリルへと流れ込んで、朱色の蒸気を上げる。

　蒸気が収まると、ミスリルの表面に不思議な文様が浮かんでいた。

「この呪じゆ印いんが刀を強くするのだ」

　真祖が鎚つちを振るう。

　赤い火花が出るのは一般的な鍛冶と同じだが、火花と一緒に怪しげな黒い靄もやが出るのが少し違う。

　初めは吸血姫が相鎚を振っていたのだが、途中からオレが代わってもらった。

　加熱、呪印、鍛錬の流れを繰り返すようだ。

「この折り返し鍛錬は本来の刀鍛冶にも存在するのである。本来の刀鍛冶が不純物を除去し、炭素量を平均化するために行うのに対し、我が鍛冶は呪印による呪刻回路と言うべき魔力回路を形成するために行う」

　鎚を振るう合間に、真祖が作業の意味を教えてくれた。

　同時に普通の鍛冶との違いも教えてくれるので、非常に勉強になる。

「これは芯しん鉄がねにする」

　黒く変色したミスリルを傍らに置き、残り二つにも着手した。

　一つは硬度に特化した皮かわ鉄がね、もう一つは強度と粘りのバランスを調整した刃鉄というモノにするらしい。

　本来の鋼なら炭素量でバランスを調整するそうだが、真祖流の鍛冶の場合は呪印の種類によってその辺りを調整するらしい。

「最後は刃鉄で芯鉄と刃鉄をサンドして、造り込みをしていくのである」

　今扱っているのは鉄じゃないけど、真祖は特に気にしていないようなので、オレもスルーしておく。

　黒いミスリルの塊が、どんどんオレの知る刀の形になっていく。

「素延べはこのくらいで良いのである。ここからは我一人で行うゆえ、クロは見物しているといい」

　真祖は血流魔法で呪印を重ねつつ、黒いミスリルの刀を鎚で打って刃を作っていく。

　刃の辺りに波紋のような縞しま模も様ようができ始めている。

　切っ先を作り終わると、刀鍛冶モノでよくある焼き入れ作業になるのだが、このステップでも空中に出した血の渦に刀を通して焼き入れするというファンタジー感というかヴァンパイア感溢れる工程を経て日本刀──というか妖刀が完成した。





◆






「あー、こんな所にいやがったぜ」

「マグロはどこだ？　まさかお前らで全部食ったわけじゃあるまいな？」

　刀に命名を終えたタイミングで、ムクロとヨロイが鍛冶場にやってきた。

「ちぇー、バン様のカターナ鍛冶が終わってる。ニホン・トウを打つ真剣なバン様がいいのに……」

　セメリーも一緒だ。

「なんでぇ、小僧に刀を打ってやっていたのか？」

「違います。これは私のです」

　吸血姫の一人が打ち上がったばかりの妖刀を胸に抱く。

　瘴しよう気き視しにすると、黒いオーラが吸血姫の身体からだを愛あい撫ぶするように蠢いていてなかなかエロい。

「妖刀『黒霧丸』と名付けたのである。大切にせよ」

「はい、バン様！」

　吸血姫は真祖に礼を言うと、拵こしらえを作るのだと言ってスキップして去っていく。

　その背中を見ながら、セメリーが「いいな～」と呟つぶやきながら指をくわえて羨うらやましがっていた。

「バンの刀鍛冶なんか見て参考になるのか？」

「なんか、とは失礼である」

　ヨロイの言葉に真祖が抗議する。

「血流魔法は使えませんけど、刀鍛冶について教えていただきました」

　漫画くらいの知識しかなかったので色々と誤解している事が多くて参考になった。

　真祖が使う時に少し触れたけど、血流魔法スキルは手に入らなかった。真祖によると闇やみ魔法や水魔法の複合魔法との事だ。

「地上に戻ったら、実践してみます」

「うむ、打ち上がったら見せにくるといいのである」

　上手く作れるようになったら、タマの忍者刀を作るのもいいかもね。




「そんな事より、マグロの刺身と寿司だ」

　そう急せかすムクロに背中を押されて、オレ達は鍛冶場を離れ、テラスに用意された宴会スペースで出張寿司職人をする事になった。

　一人だと大変なので、常夜城の料理人が手伝ってくれている。

「ウヒョヒョヒョ、大トロが口の中で蕩とろけやがるぜ」

「ああ、絶品だ。いい山葵わさびを使ってやがる」

「ヒラメや鯛たいの刺身も美味であるな」

「クロ、さび抜きにしてくれ」

　舌鼓を打つヨロイ、ムクロ、真祖に微ほほ笑えみ返し、ユイカ三号のリクエストに応こたえる。

　そんな感じで転生組には好評だったが──。

「バン様の趣味とは言え、これをご相伴するのは辞退させていただきたく……」

「これは、ちょっと」

「……」

　──吸血姫達には敬遠されてしまった。

「生で食べるなんて、獣みたいで気持ち悪い」

「セメリー？」

「それはバン様が獣みたいと言いたいのかしら？」

「……八つ裂き、決定」

　セメリーが真祖を非難する言葉を漏らした途端、他の吸血姫達の逆げき鱗りんに触れてしまったらしく、複数の「血流鞭ブラツド・ウイツプ」に搦からめ捕られてテラスの外に連行されていった。

　たぶん、セメリーをダシにして酢飯の臭においが漂う場所から離脱したのだろう。

　白姫なんて、ずっと顔にハンカチを当ててたからね。

「こっちのはマグロの大和煮か？」

「いや、それはクジラの大和煮だよ」

「そうかクジラか、懐かしい味──」

　ユイカ三号用のさび抜きのトロを握りながら、ムクロの質問に答える。

「──クジラ、だと？」

「そうだよ。たくさんあるから、いるなら分けようか？」

　あれだけがっつり食べているのに、まだまだ一匹目が食べ終わる気配がないんだよね。

　さすがは三〇〇メートル級の超巨大クジラだけはあるよ。

「『そうだよ』、じゃねぇよ。クジラってのは大怪魚トヴケゼェーラの事じゃねぇのか？」

　ムクロが「そうだよ」の部分でオレの口まねをしながら言う。

「それで合ってるけど、魔物の肉は嫌だったか？」

「ムクロ、今更だぜ？　こいつは狗く頭とうを倒しちまった規格外野郎なのを忘れたのかよ」

「そうだったな……」

　微妙に失礼な反応だ。

「クジラ肉はくれ、対価は借り一つでいいぞ。神関係で頼りたくなったら来い」

「ああ、その時は遠慮なく頼らせてもらうよ」

　余り物のクジラ肉で、破格の対価だね。

　真祖は血珠や血玉を始めとした常夜城の希少素材、ヨロイは拠点にあるマッチョ彫刻を譲渡、ユイカは品物ではなく、オレの迷宮別荘と迷宮温泉に常夜城のような結界を張ってくれる事になった。

　うん、悪いけどヨロイのはいらないね。

「ところで、巻き寿司はないのであるか？」

「キュウリ巻きくらいならできるよ」

「ワシは鉄火巻きが食いたい」

「我は普通の巻き寿司が食べたい」

　ユイカ三号の言う普通の巻き寿司とは、かんぴょう入りの太巻きの事らしい。

「それは高野豆腐やかんぴょうがないから無理だよ」

「高野豆腐ならバンの城にあるぞ」

　──ほう？

　普通の豆腐なら公都で入手済みだけど、高野豆腐は見当たらなかったんだよね。

　手伝いをしてくれている常夜城の料理人が、高野豆腐のレシピを教えてくれるとの事なので、地上に戻ったらさっそく作ってアリサに出してやろうと思う。

「それに──」

　そこに真祖の爆弾発言が飛び出した。

「かんぴょうならトマト探索の折に見つけているのである」

　──なんだと?!

　オレは縮地で真祖に詰め寄り、その所在を尋ねた。

　もちろん、紳士的にだ。

「吐け！　どこで見つけた！」

「クロ、よさぬか！　我には衆道の趣味はない」

　発見するのが大変だったのか、真祖がなかなか口を割らない。

　紳士的に尋ねている相手の顔を手で押し戻すとは失礼な。

「待て、地図はないが見つけるのは簡単だ」

「それでどこで見つけたんだ？」

　ある程度場所が絞り込めれば、マップの検索機能で見つけられるはずだ。

　昼飯によく食べた巻き寿司が再び食べられる！

「シガ王国の東にある大河は知っておろう？」

「もちろんだ」

　シガ王国で公都の傍そばを流れる大河を知らない者はいないだろう。

「あの河の上流を源流の辺りまで上り詰め」

　グルリアン市の更に北か。

「その先の山々を越え北北西に抜けると──」

　──ん？　北北西？

「森巨人フオレスト・ジヤイアントの棲すむ大森林がある。その巨人達の領域に自生しておるよ」

　それって──ムーノ男爵領の「山樹の里」じゃないか！

　まさか、オレが既に旅した「山樹の里」にかんぴょうがあったとは。

「巨人どもは気むずかしい。探索に使っていた眷けん属ぞくの血炎狼ブレイズ・ウルフやグールが何匹も踏みつぶされてしまったものだ」

　そう言った後、真祖が侵入するなら協力してもいいと申し出てくれた。

「それは当てがあるから大丈夫だ」

　森巨人の里には伝つ手てもあるし、里長の「石いし鎚づち」が知らなかったとしても、小巨人リトル・ジヤイアント達の長である「セイタカ」さんあたりに頼んで、里の人達に尋ねてもらえば分かるだろう。

　今すぐ行きたいところだが、明日あしたから王都に出発する予定だし、王都観光や生活が落ち着いてからにしよう。

「次に来る時は必ず用意してくるよ」

「うん、期待してる」

　オレはユイカに最高の巻き寿司を約束した。





◆






「へー、セリビーラの迷宮はそんなに昔からあるのか」

「それだけに狗頭を始め、魔王が力を蓄えに来る事が多い」

　手土産に持ってきた餅もちを食後のデザートに食べながら、ムクロ達からセリビーラの迷宮が大陸最古の迷宮だという話を教えてもらった。

「たいていの魔王は一代限りだが、狗頭を始めとして、蠍さそり王、蟲むし王、砕さい嵐らん王なんかの有名どころは何度か蘇よみがえってやがるな」

　復活魔王は精神体としてこの世界に再出現し、濃密な瘴気の淀よどみで受肉するそうだ。

「お陰で、ここ千年ほどは代替わりのたびに勇者が調査に来る」

「ここまで来る奴やつは少ないがな」

「我々の事を魔王だと勘違いして襲ってくるのは余興になるから良いのであるが、庭先を土足で汚すデリカシーのなさは直してほしいのである」

　そういえば、迷宮都市でも探索者ギルド相談役のセベルケーア嬢が「骸の王キングマミー」「深しん淵えん血王」「鋼の王」「小鬼姫」を魔王だと勘違いしていたっけ。

　たぶん、それぞれムクロ、真祖、ヨロイ、ユイカの事だと思う。

「バン達の事は物語としても残ってるくらいだしね」

「──物語？　ホラー物か伝奇物であるか？」

「王祖ヤマトを題材にした『セリビーラの深遠』っていうお話だよ」

「ああ、あの与太話か」

「まったく、我やムクロを調伏するなど、あの暢のん気き者にできるものか……」

　王祖ヤマトは暢気者だったらしい。

「それじゃ『鬼族の王』と戦ったっていうのも創作なのか？」

「私は戦ってないぞ？　味み噌そや醬しよう油ゆの作り方を教えてやったくらいだ」

　──衝撃の事実だ。

　シガ王国に味噌や醬油を伝えたのはユイカだったらしい。

「そうだ、クロ。バンからエリクサーは貰もらったのか？」

　我関せず、と色々な種類の餅をぱくつきながらシガ酒を飲んでいたヨロイが、そんな話題を振ってきた。

「クロはエリクサーが必要であるか？　地下の保管庫に何本かあるから、必要なだけ持っていくのである」

「いえ、そんなに貴重な品を貰もらえないよ」

　三ヶ月もしたら量産できるし、当面必要なアリサの分は確保できているしね。

「構わないのである。定期的に下層の『階層の主フロア・マスター』を狩っているゆえ、数年に一度は新しいエリクサーが手に入るのである」

「定期的に狩っているのか？」

「毎年狩っておかねば、ムクロが心配するのである」

「心配？」

　目の前に出現したレアモンスターを狩らないと損した気分になるような感じかな？

「ムクロは嫁御が大切なのである」

「やかましい！」

　真祖の言葉にムクロが怒る。

　今ひとつ、ムクロがお嫁さんが大切なのと「階層の主」を定期的に狩るという話の繫つながりが分からない。

「どんな方なのですか？」

　やっぱり、ムクロのお嫁さんだからミイラの王妃様なのかな？

「嫁？　ムクロの嫁さんならダンマスだぜ？」

　ヨロイから意外な答えが返ってきた。

「ダンマス？　『迷宮の主ダンジヨン・マスター』の事ですか？」

「ああ、そうだ。お前めぇなら『階層の主』くらい倒した事があるだろ？　あの召喚句の『いずれ三つの証あかしを携えて、汝なんじのもとに至ろう！』ってのにある『汝』ってのがダンマスなんだよ。だからワシらは誰だれかが三つの証を揃そろえてダンマスが危なくならないように、下層の『階層の主』を狩ってるんだ」

　へー、嫁が『迷宮の主』っていうのも凄すごいな。

　どんな馴なれ初そめがあったのか、ちょっと気になる。

　そうだ──。

「なら、『詠唱の宝珠』を手に入れられないでしょうか？」

　それさえあれば魔法の自由度がかなり上がるんだよね。

「──む」

「あ、バカ」

「止やめろ、おい」

　真祖、ムクロ、ヨロイが口々に呟つぶやく。

「何かまずかったですか？」

「馬ば鹿か野郎、うちの嫁さんはひねくれ者なんだ。そんな事を口にしたら……」

「ヒョヒョヒョ、確実に出なくなるなぁあ」

　何それ、酷ひどい。

「物欲センサーって奴だな」

　いや、それは違う。

「バンの宝物庫アイテムボツクスに宝珠の一つや二つ残ってねぇのか？」

「宝珠の類たぐいは希望する嫁達や侍女に与えるゆえ、一つも残っていないのである」

　ヨロイの言葉に一瞬だけ期待したのだが、すぐさま否定されてしまった。

　そうだ──。

「直接お会いして頼めないでしょうか？　もちろん、必要な対価を用意します」

「対価か……」

　オレの問いにムクロが渋い顔になる。

「ムクロの嫁なら、対価に『神を一柱狩ってこい』くらいは言いかねないのである」

「ああ、あの神嫌いなら言いそうだ」

「ウヒョヒョヒョ、その光景が目に浮かぶぜ」

　マジか……。

　オレが神に勝てるかどうかは別にして、さすがに恨みもない相手を自分の欲望のために殺すのはちょっとできない。

「そんなに落ち込むな、っての」

　ヨロイがばんばんとオレの背中を叩たたいて励ます。

　金属の手だから普通に痛い。

「ユイカ、そもそもバンの城はあいつから見えるのか？」

　ムクロの言葉に、思わず顔を上げる。

　オレの空間魔法を遮断するくらいだし、『迷宮の主』からの視線も遮断してくれているかもしれない。

　ちょっとだけ期待しつつユイカを見る。

　声をかけられたユイカが、きょとんとした顔を向けた。

　どうやら、いつの間にか大人しいユイカ一号に戻っていたらしい。

「私じゃ、ちょっと……初代様に代わりますね」

　ユイカ一号が初代様ことユイカ三号に人格交代する。

「あいつが覗のぞけないようになっているのはムクロの秘密基地だけだぞ？　のけ者にしたら、かわいそうじゃないか」

　ユイカ三号が腰に手を当てて「イジメはダメ、絶対」と標語のような事を言う。

　ともあれ、この迷宮で「詠唱の宝珠」を手に入れるのは絶望的らしい。

「なに、一〇年も修行すればすぐに使えるようになる」

「うむ、その通りである」

「そうですとも。ここの侍女達も途中で諦あきらめて修行を止めた者以外は、五年から遅くとも八年くらいで覚えております」

　バンに目め配くばせをされた侍女頭のフェドラルカ女史も、そう言って慰めてくれた。

「ええ、詠唱の修行はこれからも続けます」

　養護院の子供達と一緒に詠唱の練習をしているんだし、「詠唱の宝珠」を手に入れて楽をするのは大人として、ちょっとかっこ悪いかもしれない。

　オレは励ましてくれる迷宮下層のゆかいな仲間達に別れを告げ、地上へと帰還した。








旅立ち







〝サトゥーです。勝負に勝ったら付き合うというネタはフィクションの世界ではありふれていますが、リアルな世界でそんな場面を見た事がありません。まあ、賭かけを挑んだ時点で告白しているのも同然ですしね。〟






「髪の乱れなし、服の皺しわもなし──こんなものかな？」

　迷宮下層から屋敷の執務室に帰還したオレは、王都行き飛空艇乗船のために貴族用の礼服に着替える。

　廊下に出ると、何やらエントランスホールの方が騒がしい。

　そちらに向かうと、オレに気付いたメイド幼女の一人が、こちらにパタパタと駆け寄ってくる。

「旦だん那な様！　『ひくーてい』ですよ！　『ひくーてい』！　飛んでるんですよ！」

「飛空艇だからね」

「そうですよね！　凄いですよね！」

　飛ばなかったら飛空艇じゃないと思う。

　オレはメイド幼女に手を引かれて、飛空艇が見える窓に向かった。

　迷宮方面軍の駐屯地の真上に大型の飛空艇が浮かんでいる。前にナナシとして国に納品した飛空艇一号だ。

　オレ達や中層の「階層の主フロア・マスター」を討伐した「赤竜の咆ほう哮こう」のジェリル氏達を始めとする面々も、あの飛空艇に同乗して王都に行く事になっている。

「おっきー、ですよね。旦那様はあの飛空艇に乗るんですよね？　凄いですよね！」

　迷宮都市には毎月一回王都からの定期便が来るのに、どうしてこんなにテンションが高いのかと思ったら、自分の顔見知りが飛空艇に乗る事に興奮していたようだ。

「そうだね──」

　メイド幼女の頭を撫なでながら一緒に飛空艇を見上げる。

　飛空艇の側面装甲にはシガ王国の国旗が描かれ、船首にせり出した艦橋上には搭乗者を表す小さな紋章旗が揚がっている。授爵した時にムーノ男爵領の文官のユユリナから叩き込まれた紋章学のお陰で、その旗が「ビスタール公爵」のモノだと分かった。

　確か、迷宮方面軍のエルタール将軍の甥おいが、その公爵だったはずだ。

　ビスタール公爵はオーユゴック公爵と仲が悪いという話だから、移動中の無ぶ聊りようを紛らわせるために、オーユゴック公爵寄りのムーノ男爵の家来であるオレに絡んでこないといいんだけど……。

　まあ、公爵ほどの高位の貴族が、わざわざ最下級の名誉士爵に絡んでくるほど酔狂でもないだろう。




「あなた達、朝のお勤めが終わっていませんよ。早く仕事に戻りなさい！」

　いつの間にかエントランスホールに来ていたメイド長のミテルナさんに一喝されて、メイド幼女達が蜘く蛛もの子を散らすように仕事に戻っていった。

「おはようございます、旦那様」

「ああ、おはよう」

　それよりも、仲間達の着替えは終わっているのかな？

「皆みんなの準備は？」

「はい、既に皆様の着付けは完了いたしております」

　ミテルナさんの言葉を待っていたわけではないと思うが、吹き抜けの階段から見える扉を開けて、アリサを先頭に皆が顔を覗かせた。

　今日の皆は晴れ着姿だ。

「じゃじゃ～ん、どう素敵でしょ？」

　アリサがくるりとその場でターンする。

　カクテルドレスの裾すそが綺き麗れいに広がって、アリサのポーズと共にふわりと落ち着く。

　その胸元で「魂殻花環」のブローチがキラリと陽光を反射する。

「うん、素敵な衣装だね」

「もう！　褒めるならアリサちゃん本体を褒めてよ！」

　ぷんすか怒るアリサに「もちろん、本人も可愛かわいいよ」とフォローしておく。

「次はポチなのです！」

「タマも～？」

　とたとたと階段を下りてきたタマとポチが、シュピッのポーズでオレの感想を待つ。

「二人とも可愛いよ」

「わ～い」

「なのです！」

　タマとポチはピンクとレモンイエローのドレス姿だ。

　可愛いけど、戦隊もののようなシュピッのポーズはこの衣装とあまり合わない気がする。

「サトゥー」

　ミーアは若草色のレースをふんだんに使ったドレスを着ている。

　昨晩はエルフっぽい民族衣装かアーゼさんが着ていたみたいな巫み女こっぽい服にするのか迷っていたけど、結局他ほかの子達に合わせてドレスを選んだらしい。

「ミーアもお姫様みたいだよ」

「ん」

　ミーアの返事は短いが、頰ほおを赤く染めて嬉うれしそうだ。

「マスター、起床の挨あい拶さつをすると宣言します」

「ああ、おはよう」

　ナナは胸元が隠れた大人しい青色のドレスを着ている。

　オレが最初に作った時は、グラビア誌の表紙が飾れるほど攻撃力の高いヤツだったのに、ミーアの物言いとアリサの監修で今のようなデザインになってしまった。

「マスターの称賛を待ち構えていると囁ささやきます」

「今日はいつもより美人さんだよ」

　ナナはあまり表情が変わらないので分かりづらいが、あの顔は得意げと言うか、わくわくしている時の顔だ。

　たぶん、王都に出発するのが楽しみなのだろう。

「お待たせしました、ご主人様」

　ルルは白を基調にした大人しいドレスを着ている。

　昨日、メイド服を選ぼうとしていたのだが、せっかくの船旅なのでお洒落しやれを勧めておいたのだ。

「ご主人様、おはようございます」

　最後に出てきたリザは戦闘服だ。騎士みたいな鎧よろい姿をしている。

　何度かドレスを勧めたのだが、ミスリルの探索者として赴くのだから戦闘服で行きたいと言っていた。

　珍しくリザが自分から主張していたので、好きにさせる事にしたのだ。




「アリサ、荷造りは万端かい？」

「あったりきよ！」

　アリサが昭和っぽい返事をする。

　目立つ荷物はダミー用のスーツケース風の大型旅りよ行こう鞄かばんが三つと鎧袋が二つあるだけだ。

　本当の荷物は各自の妖よう精せい鞄やアリサの「宝物庫アイテムボツクス」、それからアリサの空間魔法「格納庫ガレージ」で作り出した収納スペースに入っている。

「それじゃ行こうか──」

　メイド幼女達が開けてくれた扉を潜くぐって外に出る。

　正門前に回してある二台の馬車の前に、メイド幼女達や養護院の子供達や探索者学校の生徒達が花道を作ってくれていた。カジロ氏とアヤゥメ嬢の二人もいる。

　二台の馬車の内、一台はデュケリ准男爵家から借りてきた物だ。

　デュケリ准男爵がうちの馬車を気に入っている様子だったので、ある程度仲良くなった頃ころに同型の馬車を一台譲ったヤツだったりする。

　二台だと全員は乗れないので、カリナ嬢達は先に飛空艇の停泊所に送迎済みだ。

「「「いってらっしゃいませ、士爵様」」」

　子供達が一斉に声を出す。

　オレはそれに応こたえながら馬車に向かって歩を進める。

　花道の中程まで来たあたりで、短たん杖じようを持った養護院の男の子達が前に出てきた。朝晩の詠唱修行を一緒にしている子供達だ。

　三人が声を揃そろえて詠唱する。

「■　微風ブリーズ」

　驚いた事に、その内の一人が魔法の詠唱を成功させてみせた。

　彼の魔法で生まれた風が、メイド幼女達やアリサ達のスカートを捲まくる。

　オレは反射的にルルとナナの腿ももを抱き締めてスカートを固定する。他人から見たらセクハラ野郎に見えたかもしれない。

　だが、オレがガードしなかった子達のスカートは盛大に捲れてしまった。暑い迷宮都市では通気性の良い軽い生地の短いスカートが多かったのも原因だろう。

　黄色い悲鳴の後、オレがガードしなかったミーアやアリサから盛大に抗議の声が上がる。

　ポチとタマは捲れるスカートが面白かったのか、「ひらひら～」「なのです！」と喜んでいた。

「えへへ～、やったね」

「若様に内緒で詠唱を特訓した甲か斐いがあったぜ」

　イタズラ小僧達が勝利を喜び合っている。

　養護院に引き取った子達の中に「詠唱」スキルや「魔法」スキルを持つ者はいなかった。

　まさかこんなに短期間で詠唱をモノにするとは思わなかったよ。

　使い道はともかく、その努力と才能に敬意を表したい。

　正直、羨うらやましい……。

　いや、子供に嫉しつ妬とするのは止やめよう。

　なお、イタズラ小僧達の処遇だが──。

「このバカちんがぁあああ！」

　アリサに拳げん骨こつを落とされて悲鳴を上げていた。

　そんな可愛いハプニングの後に、オレ達を乗せた馬車は飛空艇の停泊所に向かう。




「おっき～？」

「すごく凄すごいのです！」

　左右の窓から身を乗り出したタマとポチが、空に浮かぶ巨体を見上げてはしゃいでいる。

　ぶんぶん揺れるポチの尻しつ尾ぽが顔に当たって痛い。

「むぅ」

　両方の窓を占拠されてしまったミーアが、不服そうに御者台との会話用の小窓を開けて外の景色を覗のぞいている。

　アリサ、ルル、ナナの三人は席取りじゃんけんで負けて前の馬車だ。

　リザはなぜか魔ま槍そうドウマを持って御者台に座っている。黒竜の背中では怖がっていたのに、意外に高い所が好きなんだよね。

　窓外では見送りと見物客でごった返しているのが見える。

　オレ達の馬車に気が付いた人達から、パレードを思い出させる歓声が次々と上がった。

　御者台に座っているせいか、リザにかかる声援が多いようだ。




「止めてくれ──」

　飛空艇前に見送りに来てくれたゼナさん達が見えたので、御者のメイドに言って停車させ、馬車を降りる。

「サトゥーさん、これ飛空艇で食べてください」

「ありがとうございます、ゼナさん」

　ゼナさんに手渡された包みを受け取る。

　ほかほかとした温ぬくもりが手に伝わってきた。

「これはゼナさんが作ってくださったんですか？」

「……えっと、それはその……」

　違ったらしい。

　ゼナさんを困らせるのは本意ではない。早く話を逸そらさなければ──。

「残念ながら、作ったのは宿舎のまかないのおばちゃんと、あたしだよ」

「ちょっ、リリオ！　内緒だって言ったじゃないですか！　それに私だって、ちゃんと盛り付けをしました！」

　オレのフォローの言葉より早く、リリオが真相を暴露してしまった。

　後でゼナさんの苦労の成果を見せてもらう事にしよう。

「食は見た目も大事ですから、彩り良く盛り付けるのは重要ですよ」

「は、はい……そうですよね……じゅーよーです」

　ゼナさんが視線を逸らして、ぽそぽそと呟つぶやく。

　しまった、これはフォローじゃなく、スルーしてあげた方が良かったか？

　失敗、失敗。ギャルゲーだったら好感度ダウンの効果音が鳴るところだ。

「そうだ、少年。地図ありがとね。次は領軍の皆でカマキリ──は危ないからなるべく避けて、『迷宮蝸牛メイズ・スネイル』や『赤色蝸牛被レツド・キヤラバス』を中心に狩ってくるわ」

　リリオが手をぴらぴら振りながら礼を言う。

「はい、頑張ってください。皆さんが強くなればそれだけゼナさんも安全になりますから」

　あの辺りは「区画の主エリア・マスター」が徘はい徊かいする大広間や移動中の「騎士殺し」にさえ油断しなければ大丈夫のはずだ。

　彼女達があの辺りを開拓していってくれたら、探索者学校の生徒達や卒業生達も安全に狩れるだろうし、まさにＷＩＮ‐ＷＩＮの関係だね。

「──士爵様！」

　ゼナさんが「愛されてるね、ゼナっち」とリリオにからかわれているところに、イオナ嬢がやってきた。彼女の後ろには見覚えのある騎士や文官がいる。

「士爵様、先日の件で、隊長の騎士ヘンスやトリル文官がお礼を──」

「ペンドラゴン卿きよう！　太守様への口利きの件、感謝する！」

　イオナ嬢の言葉を遮って、彼女達の上司である騎士ヘンスが割り込んできた。

　この間の探索者学校見学時に口利きを頼まれたので、紹介の手紙を書いてあげたのだ。

　早くも明日あしたから衛兵達に交ざって、探索者達を相手にした治安維持について学ぶらしい。

　装備品の修理待ちの騎士や兵士達の中から優先的に研修させるのだと、聞いてもいないのに騎士ヘンスが教えてくれた。彼らが治安維持について学んでくれれば、将来的にはセーリュー市に住む門前宿の人達やなんでも屋の店長やナディさん達のためにもなりそうなので、ぜひ頑張ってほしい。

「ペンドラゴン卿、先日は探索者学校の見学を許可してくださりとても感謝しております。それに短期間で魔法兵ゼナ達を鍛え上げた卓越した手腕！　ほとほと感服する他ありません」

　文官が大げさに持ち上げる。

　こういう時はたいてい後に頼み事がくるので、オレは気を引き締める。

「そこで、できれば我がセーリュー伯爵領軍から何名か、探索者学校の教師見習いとして使っていただけないでしょうか？　もちろん、無償でこき使っていただいて構いません」

　領軍で教官をしていたベテランを回してくれるとの事なので快諾しておく。

　無償なのは悪いので、教師見習いとしての給料は払うつもりだ。

「ペンドラゴン卿は探索者ギルドとも懇意になさっているんですよね？」

　首肯すると職員に応募する口添えをしてもらえないかと続いたが、そちらは特に権限がないので紹介状を書くという約束だけで済ませた。これから王都へ出発だしね。

　最後にゼナ分隊の者達以外のメンバーも鍛えてもらえないかと打診されたが、それはキッパリと断った。セーリュー伯爵から勲章や褒美が出ると言われたが、特に心は動かない。

「皆さんに協力したのは、私の友人であり仲間達の恩人であるゼナさんのためです。過剰な依頼をされるようであれば、皆さんとの関係も見直さなければいけませんね」

　こういうのはグダグダになる前に、適当なところで釘くぎを刺しておかないとね。

　オレの勘気に触れた事を察した文官が、掌てのひらを返したように平謝りモードになったので、そのくらいで矛を収めておく。ゼナさんまで一緒になって文官の失礼を詫わびていたしね。





◆






「……サトゥーはゼナの事が好きなんですの？」

「唐突ですね、カリナ様」

　オレは後ろから声をかけてきたカリナ嬢の方を振り向いて、脱力してしまった。

　……どうしてドレスじゃなくて鎧姿なのかと問い正したい。

　朝食時は確かドレス姿だったはずなのに。

「その衣装はどういう事ですか？　今日は公爵閣下と面会するかもしれないから、お渡ししたドレスで準備しておいてくださいと、お願いしたはずですよね？」

　オレは笑顔でカリナ嬢に詰め寄る。

　せっかく有力貴族と同席するんだから、縁談が来やすくなるような攻撃力のある素敵なドレスを用意させたのに。

「……だって、ドレスを着たら殿方の視線が怖いんですもの」

「そんな風に可愛かわいく言ってもダメです」

「サトゥーが意地悪ですわ！　ゼナにはあんなに優しいのに……」

　そりゃ、ゼナさんは友人だし、色々と恩があるからね。

　拗すねた様子のカリナ嬢はいいとして、ゼナさんやアリサがこっちをガン見してくるのはナゼだ？

　リリオ達のニヤニヤした顔を見て事態を理解した。

　──さっきのカリナ嬢のセリフか。

「私にとってゼナさんは──」

「しょっ！　勝負ですわ！」

　オレが「尊敬できる大切な友人」と言おうとしたセリフを、若干焦った様子のカリナ嬢が被かぶせるように大声で遮った。

　元々、彼女がした質問に答えようとしただけなのに。

「わたくしと勝負しなさい！　あなたが勝てばあの恥ずかしい服を着てあげますわ」

　ちょっ、ちょっと、人聞きの悪い事を言わないでください。

　オレが用意したのは王都で流行している最新のドレスを真ま似ねたモノだ。

　彼女の言う「恥ずかしい服」というのも、やや胸元がゆったりとしているだけのドレスで、それほど露出が激しいわけではない。

　カリナ嬢が故郷で着ていたドレスはオーユゴック公爵領で作った物も含めて、少し古臭い保守的なデザインだった。そのせいで、破廉恥に感じたのだろう。

　まあ、勝負に勝っただけで素直に着てくれるなら、さっさと決着を付けよう。

「仕方ありませんね。決着はポチやタマ相手のルールでいいですか？」

「もちろん、望むところですわ！」

　ポチやタマとカリナ嬢が対戦する場合、一本勝負で場外に押し出されるか、背中を地面に付けた方が負けになっているそうだ。

「わたくしが勝ったら──」

　そういえばカリナ嬢が勝った時の要求を聞いていなかった。

　カリナ嬢が赤い顔で、こちらを見つめてきた。

　むしろ睨にらまれていそうな印象を受ける。

　テンパった顔で、カリナ嬢が衝撃の要求を突きつけてきた。

「──わ、わたくしと、こ、こん──結婚していただきましゅわ！」

　は？　結婚？

　周りでアリサが「ギルティ」と連呼している。

　ミーアがポチとタマを連れて買い食いに行っていて良かった。

　ちなみにルルはリザやナナと一緒に、飛空艇に搬入するためのコンテナに荷物を積み込みに行っている。

　ギャラリーから歓声とも罵ば声せいとも取れる声援が、カリナ嬢やオレに投げかけられる。

「ち、ちが──」

　目をグルグルさせたカリナ嬢が慌てているが、誰だれも彼女の言い訳を聞いていない。
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　たぶん、王都での婚活をしなくて済むように「婚約者のフリをしろ」とか言おうとして、テンパって言葉が出てこずに「結婚」と言ってしまったんだろう。

　彼女がオレに好意を持っているのは間違いないと思うが、異性としてオレに惚ほれているだろうかと問われれば首を傾かしげざるを得ない。

　むしろ、ポチやタマのオマケくらいに思っているんじゃないかと思う。

　それよりも、ゼナさんが「結婚」と壊れたレコードのように同じ言葉を繰り返しているのが気になる。

　後で、ちゃんと誤解を解いておかないとね。

「若様！　舞台の用意ができましたよ！」

　ゼナさんにフォローの言葉をかける前に、余計な気が回るギャラリーが勝負の準備を完了してしまった。

　見知った顔だと思ったら、下町で顔役の一人をやっている「泥どろ蠍さそり」のスコピだった。

　飛空艇の到着前に余興用に設しつらえられていた仮設闘技スペースへと向かう。

　今日は貴族達やミスリルの探索者達が多く集まるので、探索者や武人達が自分の強さをアピールするために、仮設闘技スペースを用意していたらしい。

　仮設闘技スペースまで来ると、スコピの手下が事前に告知したらしく、大勢のギャラリーが集まっていた。

「若様が戦うって？　誰とだ？　黒くろ槍やりのリザか？」

「あのすっげぇ美人さんとだと」

「でっかいな！　牛人よりもすげぇぞ」

「ええい、我が女神に破廉恥な事を言うな！」

「あー、あの美女なら知ってるぜ。豆まめ鎧よろいの二人が連れ回していた娘だ」

「──って事は、ペンドラゴン秘蔵の新人って事か？」

「そいつあ、目が離せないぜ」

　ギャラリーが言いたい放題だが、カリナ嬢はオレとの決闘を前に緊張しているのか、聞こえてくる声に反応する事はなかった。




　カリナ嬢と相対する。

　今日の彼女の装備は迷宮で使っていた防具とラカだ。

　迷宮で彼女がぶんぶん振り回していた大剣はその手にない。徒と手しゆ空くう拳けんだ。

　オレもそれに合わせて、腰に下げていた妖よう精せい剣をアリサに預ける。

　カリナ嬢の防具は防御力を維持しつつ胸の揺れを妨げない会心の作だったのに、先日の迷宮開拓から帰った後、アリサによる魔改造が施されて揺れないように固定されてしまっていた。

　そのせいかちょっと胸元が窮屈そうだ。

「ちょ、ちょっと、ご主人様。わざと負けようとか思ってないわよね？」

「思ってないよ」

　アリサが小声でバカな事を尋ねてきたので、即答で否定する。

「おっぱいに釣られちゃダメよ？　わたしのなら後で好きなだけ触らせてあげるから」

「いや、それはいい」

　そもそも、幼女の胸を触ってどうする。

「だったら──そうだ！　後でルルの胸を触らせてくれるように頼んであげるから！」

　成長著しいルルの胸に触っていいという許可は少し魅力的だが、本人以外の許可なんて空手形にもほどがある。

「アリサ、落ち着け。負ける気はないから」

「そ、そう？　そうよね。だって、わたし達がいるもんね」

　不安そうなアリサの頭をくしゃりと撫なでて、オレはカリナ嬢の待つ仮設闘技スペースの中央に足を踏み出した。

　サクッと勝負に勝ってしまいたいところだが、そういうわけにはいかない。

　苦もなく一瞬で勝ったらカリナ嬢に恥をかかせる事になるし、周りに分かるレベルで手を抜けば結婚したいのかと疑われてしまう。

　しばらく互角の勝負を続けて、僅きん差さで勝利というパターンが最良だ。

　なかなか、やっかいだけど頑張ろう。

「今までのわたくしだと思って油断していたら、一瞬で負けますわよ？」

「それは怖いですね。お手柔らかにお願いします」

「フン、ですわ。迷宮で急成長したわたくしの前で、いつまでそんな澄ました顔をしていられるかしら？」

　最近はポチとタマに釣られて精神年齢の低下が激しかったカリナ嬢だったが、決闘を前にして久々に年相応の大人びた雰囲気に戻っていた。

　カリナ嬢がオレの注意を引いている間に、こっそりとラカが「超強化付与」でカリナ嬢を強化している。一瞬だけど鱗うろこ状の魔力障壁が発生するからすぐに分かるんだよね。

　ラカの「超強化付与」は「身体強化」に加え「意気高揚」「加速」「魔力障壁」などの支援効果を発揮する。

　オレはラカが強化魔法を使い終わるまで待ってから構えを取った。

　審判の合図と共に地を這はうように接近したカリナ嬢が、目前で転ぶ──いや、転んだように見えただけだ。

　直前で空転して踵かかと落としを仕掛けてきたのだ。

　エンターテインメント性が重要な映像作品なら、ここで腕をクロスさせて十字受けをすると見栄えが良いのだが、そんな配慮は無用だろう。

　オレは身体からだを半身にズラして、カリナ嬢の踵を避よける。

　──おおっ。

　避けたはずの踵が、突然横方向のベクトルを得て斜めに襲ってくる。

　恐らくラカが空中に魔力障壁を使った足場を作って、彼女の姿勢変更を可能にしたに違いない。

　それを別にしても、あの一瞬でそんな事ができるカリナ嬢の反射神経は大したものだと思う。

　こういう機動はタマが得意だから、あの子に教えてもらったのかもね。

　ショートレンジからの掌打をカリナ嬢の足に放つ。

　ラカの作る小盾の何枚かを掌打で破壊しつつ、カリナ嬢の初撃をいなした。

　ギャラリーから歓声が上がる。

「おお！　あの一撃を避けたぞ！」

「それより、あの美人さんの着ている鎧は魔法の品だったのか？」

「あれって、『ペンドラゴン』の人達と同じ装備だろ？」

「さすが『傷知らず』の装備だけあるぜ！」

　解説を聞いている暇はない。

　カリナ嬢が地に着いた足を軸に、反対側の足で回し蹴げりを放ってきた。

　それをバックステップで避け、場外にならないように注意を払う。

　大技ばかりでは当てられないと判断したのか、カリナ嬢は無駄の少ない小技のコンビネーションに変えてきた。

　ジャブの連打で意識を上に集めての足払いとか、ムーノ市にいた頃ころのカリナ嬢とは明らかに違う巧みな攻撃をしてくる。

　迷宮都市に着いてから獣娘達相手に積んだ修行の成果が出ているようだ。

　……というか、迷宮で大剣を使っていた時よりも明らかに強い。

　カリナ嬢は剣士よりも格闘家の方が向いてそうだ。

　そんな事を考えている間も、オレとカリナ嬢は一進一退の攻防を繰り返す。縦横無尽に繰り広げるそれは、まるでダンスのようだ。

　カリナ嬢の空中三段蹴りを、手で捌さばいて反撃の回し蹴りを放つ。

　もちろん、十分に手を抜いた蹴けりだが、カリナ嬢の速度と遜そん色しよくない速さなので誰も不審に思わない。

　カリナ嬢がラカの作った力場を足がかりにして空中で軌道を変え、オレの蹴しゆう撃げきを避ける。

　十分、達人の動きだ。

「おい、なんであの蹴りが避けれるんだよ！」

「やかましい、女神の戦いに集中させろ！」

「ああ、惜しい！　カリナ様！　頑張れー！」

「あー、もうっ。危ない戦い方してないで、サクッと決めちゃってよ！」

「むぅ」

　ギャラリー達の勝手な解説や声援を背景にして、ついにカリナ嬢の奥の手が発動した。

「おい！　アレ！」

「魔刃か？」

「でも、白いぞ？」

　カリナ嬢が空中から斬きり下ろしてくる白い光の刃を、危機感知に従って飛び退のいて避ける。

　彼女の手首から生えているように見えるのは、ラカの守り──鱗状の小盾と同じ質感をした三〇センチほどの光の刃やいばだ。

　予想外の攻撃だったが、もう少し光の刃が長かったら肝を冷やされただろう。

　だが、この間合いなら当たりようがない。

「もらったぁ！」

　あ、カリナ嬢、そのセリフはダメだよ。

　オレの不意を突く予定の二段階目の奥の手も、勝利を確信したカリナ嬢の一言が台無しにしてしまった。

　カリナ嬢の手首から離れて飛んでくる光の刃を、上半身の捻ひねりで避ける。

　斜め上からの攻撃だから、その射線の先には誰もいない。

　光の刃がオレの横を通り抜ける時に破裂しないか警戒したが、それは杞き憂ゆうだった。

　そのまま地面に突き立って光の刃は霧散してしまう。

「まだまだぁああ！」

　それでも諦あきらめずにカリナ嬢が猛攻を続けようと襲ってくるが、その表情には疲れと焦りが浮かんでいる。

　先ほどのが乾けん坤こん一いつ擲てきの攻撃だったらしく、ラカの本体から漏れる青い光が明らかに弱くなっている。カリナ嬢の魔力も尽きかけだ。

　まったく胸元の揺れないカリナ嬢と戦っていてもあまり楽しくないので、この辺で戦いを切り上げる事に決めた。

　ギャラリーも接戦を堪たん能のうしてくれただろうし、カリナ嬢も奥の手を含めた全力を発揮できたみたいだし、ここで負けても悔いはないはずだ。

　誰だれから見てもオレの猛攻をギリギリで捌ききれずに惜敗したように見せるために、「先読み：対人戦」スキルの助けを借りて、十手ほどで決着するパターンを考える。

　──油断するなとアリサに怒られそうだ。

　そんな余計な事を考えつつ、カリナ嬢の体勢を崩すために、彼女の左肩に掌打を放つ。

　掌打は薄くなったラカの守りを砕き、そのままカリナ嬢の肩を押す──はずだったのだが、疲れが足にきたカリナ嬢が姿勢を崩して、偶然にもその掌打を避けた。

　僅わずかにオレの爪つめが彼女の鎧を掠かすったが、このくらいで傷が付くほど柔やわな作りにはしていない。

　ずれた攻撃の組み合わせを修正し、カリナ嬢を追い詰めていく。

　戦いの場は、場外ラインギリギリまで移動させてある。

　しだいに不利になっていくカリナ嬢を、ギャラリー達は固かた唾ずを吞のんで見守る。

　ガードした腕を連撃で強めに弾はじかれて、カリナ嬢が身体を仰のけ反らせた。

　──あと三手。オレの攻撃をカリナ嬢が捌いて反撃してきたところを、カウンターで倒す予定だ。

　次の瞬間、ギャラリーが沸いた。

　魔が躍る。

「おおおおお！」

「──神よ！」

「な、なんだアレは！」

「き、奇跡はあったんだ……」

　アリサの施した拘束帯が弾け飛び、元のフリーダムさを取り戻した魔乳が、カリナ嬢の動きに合わせてアクロバティックに動く。

　もちろん、鎧そのモノは無事だが、魔乳の魅力に抗あらがう術すべはない。

　おっぱい乱舞に視線が釘くぎ付づけになる。

「いっけぇぇーー！」

「カリナ様あぁぁぁぁ！」

　カリナ嬢のメイド隊の声援が聞こえた。

　風切り音が蹴りが向かってくるのを教えてくれる。

　本能に負けて、死角から迫り来るカリナ嬢の蹴りに反応できない。

「だめぇえええええ！」

「サトゥー!!」

　ギャラリーの歓声に交ざってアリサやミーアの悲鳴が上がる。

　運命の一撃が決まり、場外の判定をもって決着が付いた。





◆






「だから、油断するなっていつも口をすっぱくして言ってるじゃない」

「むぅ、油断はダメなの。いけないのよ？　余裕はいいけど油断はダメなの。絶対よ？」

　決着後、アリサとミーアに詰め寄られてしまった。

　というか、ミーア。いつ戻ってきたんだ。

　二人に「心配させてごめんね」と詫わびて、地面に座り込んで動かないカリナ嬢に声をかける。

「大丈夫ですか、カリナ様？」

『気持ちの整理が付くまで、そっとしてやってくれ』

「そうか？　なら、慰め役はラカやピナ達に任せるよ」

　言うまでもないが、対戦はオレの勝利だった。

　カリナ嬢の蹴りが頭に当たる寸前に、視線は固定したまま彼女の美脚分だけ頭の位置を下げて避けたのだ。

　その後、魔乳が彼女の身体に隠されたのを契機に、空中にある彼女の腰をほんの少し押して場外に飛び出させた。

　運命の一撃というには軽い一打かもしれないが、カリナ嬢の反応を見る限り大げさとは言えないだろう。

　恐らくギャラリーには彼女が勢い余って場外に出たように見えたはずだ。

「かりな～？」

「痛いのです？」

　タマとポチもカリナ嬢を慰めに来たので、その場を任せて離れようと腰を上げる。

　ローブの袖そでが引っ張られる感触がして視線を落とすと、オレの服の裾すそを摑つかむ白い指とカリナ嬢の悔し涙に濡ぬれた顔があった。

「次は……、次こそは絶対に勝ってみせますわ」

　こういう不屈なところは好感が持てる。

　対象がオレじゃなかったら、いくらでも応援したいところだ。

「お手柔らかにお願いします」

　涙声のカリナ嬢に再戦を承諾し、ポチやタマと交代する。

「カリナはよくやったのです」

「一緒に、もっと、もっと修行しよ～？」

「もちろんですわ！」

　熱く燃える三人を後にして、出発の準備をリザに確認する。ルルとナナは先に乗船させてあるので、ここにはいない。

　カリナ嬢との戦いが長かったので、出発時刻まで間がないはずだ。

　カリナ嬢には飛空艇の船室でドレスに着替えてもらうとして、見送りに来てくれた人達に挨あい拶さつして回らなければ。




「ペンドラゴン卿きよう！」

　最初に挨拶したのは、デュケリ准男爵が引率してきた貴族子弟達だ。

　探索者学校に入ってから、まだ一〇日も経たっていないのに身体からだが引き締まってきている。

「士爵様、先ほどの勝負は凄すごかったです」

「まったくじゃ！　サトゥー殿ほどの武人なら、王都でシガ八剣に推挙されるやもしれぬぞ！」

　デュケリ男爵に馬車の礼を告げた後、メリーアン嬢やミーティア王女と挨拶を交わす。

　シガ八剣に推挙なんて話は何度来ても即答で断る予定なので、変なフラグを立てるのは止やめてほしい。二人に続いて、ミーティア王女の護衛である巌いわおの騎士や影の薄い従士リュラとも軽く挨拶した。

　続いて、他ほかの貴族子弟達が前に来る。

「ボク──我らもすぐにペンドラゴン卿と肩を並べてみせるぞ」

「なら、私もルラム殿達に追いつかれないように精進いたしましょう」

　一人だけぽっちゃりのままのトケ男爵家のルラム君に、リップサービスをしておく。

「ルラムのくせに生意気だ」

　スパンッとルラム君の頭を叩たたいた太守三男のゲリッツ君が前に出る。

「ボーマンのために尽力してくれたと聞いた」

　……ボーマン？

　今ひとつ思い出せなかったが、メニューの交流欄にあるメモ帳に名前があったので思い出せた。

　ボーマン少年はゲリッツ君の知り合いで、一緒に迷宮に来た仲間達が迷宮で全滅した時に、捜索隊の編制で少し助力した相手だ。

「あいつは嫌いだが、あいつの母君には恩がある。ペンドラゴン卿の助力に感謝する」

　幼おさな馴な染じみの喧けん嘩か友達って感じかな？

　ルラム君やゲリッツ君に続いて他の貴族子弟達と挨拶する。ゲリッツ君の付き添いをする太守の護衛騎士は軽く会釈する程度だ。

「「士爵様！」」

　探索者学校を代表して「麗しの翼」のイルナとジェナも見送りに来てくれていた。

「探索者学校の生徒達の事は私達やカジロ様に任せておいてください」

「士爵様の役に立つように、『ぺんどら』達をどんどん育成してみせますから！」

　その言い方だとオレが自分の家臣にするために生徒達を育成しているみたいに聞こえる。

「安全第一でお願いします」

「はい！」

「もちろんです！」

　イルナとジェナが良い笑顔で頷うなずく。

　この二人は探索者としては芽が出なかったが、教育者としてはなかなか優秀だ。

「若様ー！　これ餞せん別べつっす」

「タコヤキですか？　ありがとうございます。後でタマ達といただきますね」

　エチゴヤ商会セリビーラ支店からはネルが見送りに来てくれていた。

　他にも、中堅探索者のドゾン氏やコシン氏、それにザリゴン達「業火の牙きば」の面々、さらに女性探索者集団の「銀光」の人達もなぜか見送りに来てくれていた。

　あまり多くは話せなかったが、皆の祝福が嬉うれしい。




　最後にもう一度、ゼナさん達と出発前の挨拶を交わす。

「長くても一ヶ月ほどで戻りますから、それまであまり無茶はしないでくださいね」

「はい、先日の迷宮探索で学んだ事を活いかして、安全第一で頑張ります！」

　安全第一と言っているけど、ゼナさんの気負った顔を見る限りあんまり安心できない。

「今朝は『サトゥーさん達の強さに少しでも近付いてみせます！』って意気込んでなかったか？」

「ルウ、それはここで言う事じゃありません」

　ルウさんとイオナ嬢が不穏な言葉を交わす。

　──ゼナさん？

　オレのモノ問いたげな視線に、ゼナさんが気まずそうな顔になる。

「ゼナっちの事は任せておいて、無茶は止められないけど無謀な事はさせないからさ」

　リリオの微妙に安心できない言葉に苦笑いを返して、もう一度、ゼナさんに無茶をしないように釘くぎを刺しておいた。

「そろそろ行きます」

「はい、サトゥーさん」

　よく分からない流れで、ゼナさんと固い握手を交わし、オレ達は飛空艇の乗船タラップを上がる。

　オレ達が最後の客だったらしく、オレが乗り込むとすぐにタラップが引き上げられて、飛空艇の主機関が始動する唸うなりが聞こえてくる。

　王都での予定を思い浮かべながら、オレ達は仲間達が待つ展望室へと向かった。
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「──そうだ、ご主人様。転生の時の事で言い忘れたのを思い出したわ」

　アリサが窓外の景色から顔を戻し、「魂殻花環」のブローチを指で触りながら、オレに耳打ちする。

「転生した時に神様がこう言っていたの『権能、希望、成長』って。だから全然ユニークスキルを使わないのはまずいかもしれないわ」

「そうかもしれないけど、アリサの安全の方が優先だよ」

「危険性のある『全力全開オーバー・ブースト』はともかく、回数制限のある『不撓不屈ネバー・ギブアツプ』の方はいいよね？」

　ふむ、それくらいならいいかな？

「分かった。本当に必要な時だけ、『不撓不屈ネバー・ギブアツプ』の使用を許可する。回数制限は絶対に超えない事」

「はーい、分かりました」

　アリサが子供のような態度で返事をする。

「あ、もう一つあった」

「転生絡みの事か？」

「うん、正確には転生した時じゃないんだけど、赤ん坊の頃ころに神様が夢ゆめ枕まくらに立ってさ、こう言ったのよ。自分以外の神や『神の使徒』に会ったら気を付けろって──」

　アリサが更に声を潜める。

「──自分の力を受け継いだ者を見つけたら絶対に攻撃してくるから、自分以外の神や『神の使徒』に出会ったら全力で逃げるか全力で抗あらがえって」

　アリサの言葉を耳にした時、オレの脳裏にテニオン神殿で洗礼を受けた時の光景が過よぎった。

　あの時、アリサはテニオン神の洗礼を受けられなかったのだ。

　まさかとは思うけど、「次の敵は神様」なんて事はないよね？

　オレとしては神魔の最終決戦なんかじゃなく、ほのぼのとした観光旅行が良いんだ。

　窓の外に見える明るい太陽を見上げながら、オレは天に座す神々に些さ細さいな希望を願った。








王都への旅路







〝サトゥーです。初めて飛行機の翼近くに乗った時、想像以上に翼が風に揺れていて怖かった記憶があります。もっとも、途中からは慣れて、普通に景色を堪たん能のうしていましたけどね。〟






「ビスタール公爵閣下におかれましてはご機嫌麗しゅう存じます」

「うむ、モサッド准男爵も壮健で何よりである」

　飛空艇が迷宮都市を飛び立ってすぐに、貴賓室へと呼ばれたのは「紅の貴公子」ジェリル・モサッド准男爵を筆頭に貴族籍にある者達だけだ。

　オレ達以外のミスリル証を得た面々も王都で叙爵されるはずだが、平民でここに呼ばれた者はいない。

　もっとも、貴族と言っても准男爵位を持つジェリル氏を除けば、名誉士爵と爵位なしの貴族の子弟くらいしかいない。

　オレは他の者達の末席で膝ひざをつきながら、オレ達の後から入室したビスタール公爵の顔を盗み見た。

　ビスタール公爵は叔父のエルタール将軍と同様に、鷲わし鼻ばなの厳いかついご面相の中年男性だ。叔父と甥おいの関係なのに、二人の年齢はそれほど離れていない。

　相手は王族ではないのでシガ王国の慣例だと平伏する必要はないはずなのだが、現国王の従兄弟いとこという高貴な血筋のせいか、それともビスタール公爵の権勢ゆえか、部屋に先に入っていた面々が膝をついて彼の入室を待っていたので、オレも日本人らしく右に倣えで場に合わせてみた。

「見事な手腕だったとラベーレから聞いたぞ」

　ジェリル氏の巧みな指揮と作戦で、強大な迷宮中層の「階層の主フロア・マスター」を討伐した事をビスタール公爵が褒める。

「ゆくゆくは我が領軍の一翼を担う事になるやもしれぬな──いや、その前にシガ八剣の座に就いて箔はくを付けるか？」

「非才の身には過分すぎる願いなれど、シガ王国の武人の道を歩む者として、いつかはその末席に就いてみたいと願っております」

　ビスタール公爵の鷹おう揚ような発言に、ジェリル氏が緊張した面持ちで答える。

　暇だったので、聞き覚えのないラベーレという名前をマップ検索してみたら、ビスタール公爵の配下の一人で、ジェリル氏と一緒に「階層の主」を討伐した土魔法使いだと分かった。

　たぶん、ジェリル氏の「階層の主」討伐を支援するために、寄親のビスタール公爵が派遣したのだろう。わざわざビスタール公爵がこの飛空艇に乗ってきたのは、寄子のジェリル氏を祝福するためだったのかもね。

　やがて、ビスタール公爵とジェリル氏の会話が終わり、公爵が貴族の子弟に「階層の主」討伐を祝福する声を順番にかけていく。

　続いて名誉士爵達に先ほどよりも幾分簡素な祝福の言葉を贈り、最後はオレの番になった。

　視線からして、オレに含むところがありそうな感じだ。

「先ほどの曲芸は楽しませてもらったぞ。卿けいは探索者よりも大道芸人の方が向いているのではないか？」

　曲芸なんて聞いたらカリナ嬢が逆上しそうだ。

　でも、ミーアが演奏してアリサが歌い、ポチやタマと踊りながら大道芸をして諸国漫遊なんて、実に楽しそうだ。

　そんな風に思ってしまったせいか──

「それは楽しそうですね。探索者を廃業したら、公爵閣下の城下町にも巡業させていただきます」

　──つい、そんな感じで口にしてしまい、公爵に渋面を作らせてしまった。





＞称号「無む垢くなる挑発者」を得た。






　変な称号が手に入ったけど、スルーで良いだろう。

　公爵は嫌味で言ったはずだから、オレの素直な感想が意趣返しにでも聞こえたのかもしれない。

　ここは「下げ賤せんな平民出の成り上がりは云うん々ぬん」と盛大に嘲ちよう笑しようして終わるのがお約束なのに……。

「オーユゴック公は卿を引退するトレル卿きようの後あと釜がまに推挙するつもりのようだが、実力もなしに務まるほど、シガ八剣という存在は軽くない」

　トレル卿というのが誰だれか初めは分からなかったが、話の流れからしてシガ八剣を引退する誰かだろう。

　そういえば、ゼナさんの話の中に、トレル卿の名が出ていた気がする。

　確か下級竜に挑んで大おお怪け我がをした人だ。

　それにしても、いくら政敵のコマ相手だからって、ミスリルの探索者に「実力もなし」と決め付けるのは無理があると思う。

「──閣下」

　人物鑑定スキルを持つ側近が公爵に耳打ちする。

　公爵が僅わずかに眉まゆを上げてオレを見、いまいましそうに小さく舌打ちする。

「それにシガ王国を代表する武人となるには武勲だけでは務まらん。人々の規範になるような優雅さや教養がなくてはいかんのだ」

　発言の方向性が急に変わったのは、側近からオレのレベルを教えられたからだろう。

　もちろん、本来のレベル三一一という異常な値ではない。交流欄で設定する公開レベルの値だ。

　狗く頭とうの魔王討伐前の公開レベルが三〇だった頃ならともかく、今はジェリル氏と同等のレベル四五まで上げてあるから、シガ八剣になる資格を武力以外にシフトしたのだろう。

「それらを全すべて兼ね備える者は少ない」

　公爵は視線をジェリル氏に送り、重々しく頷く。

　なるほど、彼はジェリル氏をシガ八剣に推挙してオーユゴック公爵に対抗したいのか。

　勢力争いのコマ扱いされるのは、できれば遠慮したいしね。

　間違ってシガ八剣なんかになったら、観光どころじゃなくなってしまいそうだ。

　それに、迂う闊かつな発言で敵認定されても困る。

　とりあえず、さっきの失言をカバーするべく「公爵閣下のご忠告に感謝いたします」と無難に応こたえておいた。

　もし、火の粉が飛んでくるようなら、適当に新しい偽名を名乗って謎なぞの第三勢力として登場して、シガ八剣の座を横から攫さらうとかしてもいい。

　適当に場が収まったら、謎の剣豪は竜に挑んであえなく戦死した事にすればいいだろう。

　ジェリル氏にはその後釜に座ってもらえば、丸く収まるよね。
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「ビス公ってばご主人様と敵対するなんて、破滅フラグもいいトコよね」

「まったく、愚かな事です」

　アリサの発言にリザが神妙な顔で頷うなずく。ミーアは我関せずな感じだ。

　オレは自分達に割り当てられた船室に戻った後、貴賓室での顚てん末まつをアリサ達に話したのだが、なぜか嫌味を言われたオレではなく、ビスタール公爵に同情するような感じだ。

　どうも危機感が薄いので、変なヤツが接近してきたら、ちゃんと報告するように言い含めておく。

　なお、ルルとナナは厨ちゆう房ぼう見学に、ポチとタマは決闘に負けて落ち込んだカリナ嬢の様子を見に行っているので、ここにはいない。

「本当にシガ八剣になったら？」

「なって、どうする」

「何を言ってるのよ。シガ八剣になれば在籍中は大臣達と同様に伯爵扱いよ？」

「そんな地位に興味はないよ」

　そもそもオレには上級貴族になるメリットがない。

　もし、爵位が欲しいならナナシから国王にお願いすれば、侯爵あたりは無理でも伯爵の位なら簡単にくれそうだけどさ。

「かぁ～～っ。もう！　どうして、そう欲がないのよ！　男なら異世界来てチートを手に入れたら立身出世したいと思わないの？　伯爵とかになったら貴族の令嬢とか嫁に貰もらい放題よ？」

「落ち着け、アリサ」

　よく分からない主張をしながらアリサが詰め寄ってくる。

　アリサは「お約束」が絡むと暴走しがちだ。普段はオレの事を好きだと発言しているのに、他ほかに嫁が増えても良いのだろうか？

　そんなアリサの発言に目くじらを立てたのはミーアだった。

「浮うわ気きはダメなの。絶対よ？　それに嫁はもう十分いるの。一杯なのよ？」

「ミーアごめん！　わ、悪かったってば、反省してるからぁ～」

　ミーアの剣幕にアリサもたじたじだ。

　オレ的にはアーゼさん一択だが、薮やぶ蛇へびになりそうなので嫁が誰を指すのかは、ミーアに確認しなかった。

　リザは特に意見を言わなかったが、仕草や表情を見る限りでは、アリサと同様にオレがシガ八剣になればいいと思っているようだ。

　もっとも、オレよりもリザの方がシガ八剣に向いていると思う。

　少なくとも今のリザなら、シガ八剣だった第三王子よりは強いはずだ。

　ポチやタマも既に第三王子よりは強いと思うが、この二人はまだ子供なので、そういった役職に就くのは少し早いかな。





◆






「たらりま～？」

「ただいま、なのれす」

　ポチとタマが疲れた顔で帰ってきた。

　いつも元気いっぱいの二人にしては珍しい表情だ。

「カリナ様はどうだった？」

「ひきもこもこ～」

「部屋から出てこないのです！」

　ぐでー、とソファに伸びるポチとタマにお疲れ様の意味も篭こめて、とっておきのクジラ肉のジャーキーを口に差し込んだ。

　前に作った一〇〇キロ分のジャーキーはこれで終わりなのでまた作らないと。

「こ、これは！」

「くじらじゃ～き～」

「元気百倍なのです！」

　二人は口にジャーキーをくわえたまま飛び起きて、シュピッのポーズを取った。

　お疲れ様な二人の慰労の気持ちを込めて、彼女達の頭をぐりぐりと撫なでる。

　二人はくすぐったそうにしながらも、目を細めて嬉うれしそうな声を上げた。

「さて、それじゃ──」

「おっぱいさんトコに行くの？」

　──いや、そのつもりはないけど？

　オレはそう口にしそうになったが、賢明にも言葉にはしなかった。

　確かに、この状況で落ち込むカリナ嬢を放置するのは酷ひどいか。

　せっかくだから、皆みんなを連れて他のミスリルの探索者達との交流に行こうかと思っていたんだが、そちらは後回しにしよう。

「そうだね。もう少し時間を置いてから、様子を見に行ってみるよ」

　来客を告げるノックの音に、リザが腰を上げる。

　やってきたのはカリナ嬢の護衛兼メイドのエリーナと新人ちゃんだ。厨房に行ったはずのルルとナナもいる。

　侍女のピナはカリナ嬢に割り当てられた船室に残っているらしい。

「士爵様助けてくださいっす～」

「お願いします！」

　二人が頭を下げて、引きこもったままのカリナ嬢をなんとかしてほしいと頼んできた。そこまで心配しなくていい気がするが、彼女達の経験では異常らしい。

「だって、厨房でルルさんに作ってもらった唐揚げのお皿を部屋の前に置いても出てこないんすよ？」

　エリーナ、それで出てくるのは君だけだ。

　ポチとタマに加えて、リザまでうんうんと頷いている気配を感じたが黙殺する。

「ニナ執政官に叱しかられたって、ゾトル隊長にコテンパンにされたって、ゲルト料理長の作った唐揚げの匂においで、元気になってたんですから！　それなのに～」

　エリーナが必死な様子でオレに迫ってくる。

　カリナ嬢が心配なのは分かるが、さっきからオレの腕を薄い胸で抱き込むのは止やめてほしい。新人ちゃんまで真ま似ねをしているじゃないか。

「ぎるてぃ」

「ちょっと、そんなにくっ付く必要はないでしょ」

　アリサとミーアが二人をオレの腕から引き剝はがす。

　元々カリナ嬢に会いに行く予定だったし、オレ達は二人に乞こわれるままにカリナ嬢の部屋に向かう事になった。




「カリナ様、臥ふせっていると伺いましたが、お加減はいかがですか？」

　カリナ嬢の引きこもる寝室のドアをノックする。

　もちろん、返答はない。

「カリナ様って、こんなに落ち込むくらい士爵様の事が好きだったんですね……気が付きませんでした」

「士爵様に振られたら、王都で強制婚活っすからね」

「男爵様はともかく、ニナ執政官にかかったら、絶対に有力貴族との縁談をまとめられちゃいそうですもんね」

「年齢的にも崖がけっぷちっすし、間違いないっす。王都で婚活するよりは士爵様の奥さんに収まった方が楽しそうっすからね。そうなれば、これからもポチやタマと一緒に、迷宮でガンガン戦えるっすから」

　後ろの方で新人ちゃんとエリーナが、そんな内緒話をしているのを聞き耳スキルが拾ってきた。

　二人ともカリナ嬢と行動を共にしていただけあって、彼女の事をよく見ている。

　さて、そんな事より、次はどうしようかな？

「ここは天岩戸作戦よ！」

「アマノィワートですか？」

「そうよ！　勇者様の世界の神話で、神域に引きこもって出てこなくなった女神様がいたの！　その女神様を誘い出した作戦を実行するのよ！」

　アリサが鼻息荒くテーブルの上で仁王立ちになって主張する。

「アリサ、行儀が悪いですよ」

「なははは、ごめんごめん──」

　リザに叱られて床に降りたアリサが、もう一度、自信満々に天岩戸作戦の実行を宣言し、皆を引き連れて宴会の準備をするために厨房へと向かった。

　しかし、本気で落ち込んだ人間の部屋の前で宴会なんてしたら、余計に意固地になって引きこもりそうだ。

　カリナ嬢の寝室へと続く扉の前で、オレは思案する。

　ナナが天鈿女命あまのうずめのみこと役なら見てみたいが、いつものパターンだとアリサか年少組の誰かだろう。

　オレは後ろ髪引かれる事なく立ち上がり、カリナ嬢との間に立ちふさがる扉の前に歩み寄る。

　空間魔法の「遠見クレアボヤンス」で室内の様子を確認する。

　正直言って、年とし頃ごろの娘さんの部屋を覗のぞくのは完全にアウトな行為だが、今回だけは自分の倫理観に目をつぶろう。

　残念な──もとい、幸いな事にカリナ嬢は先ほどの服装のままベッドにうつ伏せになって不ふ貞て寝ねしている。

　いや、マップで確認したところ「睡眠」状態にはなっていないので眠ってはいないようだ。

　オレはそれを確認してから、風魔法「密談空間シークレツト・フイールド」で音を遮断し、「理力の手マジツク・ハンド」の魔法を使って寝室の内側から鍵かぎを開ける。

　このコンボを犯罪に使われたら怖いが、「風魔法」「空間魔法」「術理魔法」の三つが使えるなら、そもそも犯罪者にならなくても大成できる。

　そんな埒らちもない事を考えながら寝室に入った。

　テーブルの上でラカが青く明滅している。

　明滅の具合から、ラカはオレの侵入に気が付いたみたいだが、カリナ嬢に警告する気はないようで、沈黙を守っている。

「カリナ様、具合が悪いとお聞きしましたが、お加減はいかがですか？」

　カリナ嬢の枕まくら元もとで彼女に囁ささやく。

　驚いたカリナ嬢が跳ね起きて、広いベッドの端にあるベッドボードに背中を預ける。

　しまった、鍵を開ける時に音を消したせいか、忍び足で近寄ってしまった……。

　ここはしらばっくれよう。

「驚かせてしまいましたか？」

　カリナ嬢は赤くなった目元が目立たなくなるほど赤い顔をして、口をパクパクさせている。

　……そんなに驚いたのか。

　戦いに負けた悔し涙のせいか、目元が潤んでいて暴力的に色っぽい。

　脳裏にアーゼさんを浮かべて劣情をねじ伏せる。

「じっとしてください」

「……はぃ……」

　カリナ嬢は挙動不審にきょろきょろ周囲を見回した後、意を決したように目を閉じた。

　取り出したハンカチで彼女の目元を拭ふく振りをして、魔法で癒いやす。これで安心だ。

　カリナ嬢は目を閉じていたし、ラカはオレの身体からだが邪魔で魔法の発動が見えていないはずだから大丈夫。

　でも、拭き終わってもカリナ嬢は目を閉じたままだ。

　──隙すきだらけすぎる。

　オレが肉食系の男だったら、そのままキスされて押し倒されてますよ？

「拭けましたよ。もう目を開けても大丈夫です」

　カリナ嬢がパチパチと瞬まばたきした後、呆ほうけた顔でこちらを見る。

　オレと目が合うと何が気に入らないのか、ぷくりと頰ほおを膨らませた。

「サトゥーは意地悪ですわ！」

　カリナ嬢の投げた枕がオレの顔に飛んできた。

　枕を受け止めた視界の隅に、称号獲得ログが映る。





＞称号「魔法盗賊」を得た。

＞称号「静寂の侵入者」を得た。

＞称号「恋泥棒」を得た。






　……最後の称号は返上したいかな。





◆






「料理の到着なのです！」

「唐揚げ山脈～？」

　ポチとタマが、そんな事を叫びながら部屋に飛び込んできた。

　ぷんぷんと怒りながらも甘い空気を振りまくカリナ嬢の扱いに困っていたところだったので、正直助かった。

「カリナ～？」

「カリナが扉を開けてくれたのです！　アマーノ作戦は凄すごいのですよ！」

　いやいや、天岩戸作戦はまだ発動していないから。

　タマとポチがカリナ嬢に抱きついて喜ぶ。

　二人に謝るカリナ嬢を横目で見ながら、二人が運んできた大皿の上の料理に目をやる。

「うん、いい匂いだね」

「つまみ食いはダメなのです！」

　料理のできを確認しようとしたところ、ポチに叱られてしまった。

「味見だよ、味見」

「味見なら仕方ないのです」

「タマも味見～？」

「ポチも味見をするのにヤブカサではないのです」

　ポチ、それは「吝やぶさか」だ。

　タマの皿の天てつ辺ぺんから摘つまんだ唐揚げを、タマとポチの口に放ほうり込んでやる。

　続けて自分の口にも一つ。

　ルルも腕を上げたもんだ。もう、調理スキル最大のオレよりも上う手まいんじゃないだろうか？

　カリナ嬢がオレの横でポチとタマを羨うらやましそうに見つめていたので、小さく開けていた彼女の口にも一つプレゼントする。

　不意に口に唐揚げを入れられたせいか、もがもがとカリナ嬢が抗議してきた。

　手を上げてこないところを見ると、口に放り込まれた唐揚げには罪はないという事なのだろう。

　そこに、ミーアと少し遅れてアリサが戻ってきた。

　二人とも全身を覆うマントを着ている。その下の衣装を問うのが怖い。

「ぎるてぃ」

　カリナ嬢の放つ雰囲気に反応したミーアがあらぬ罪を問うてくるが、むしろギルティ判定されるのは君らだ。

「あら、もう、おっぱ──カリナサマを部屋から誘おびき出したの？」

　少し言葉が悪いが、アリサの問いに首肯する。

　ぶつぶつと「せっかくの悩殺衣装が無駄になっちゃった」「夜」「そ、そうね！」と小声で交わされたアリサとミーアの不穏な会話は全力でスルーする。

　さて、せっかくだから宴会でも始めようかな？





◆






「ふむ、さすが迷宮都市きっての料理人の作だ」

「美う味まい。まさか飛空艇で幻の料理人が腕を振るってくれるとは思わなかったぞ」

　ルルの作ったパーティー料理を口にしたミスリルの探索者達が、感嘆の声を上げる。

　料理の品数が多かったので、飛空艇の大食堂に他ほかの探索者達を招待してパーティーを開いてみた。

　予想よりも参加人数が多かったので、不足する料理は飛空艇の厨ちゆう房ぼうの人達に協力してもらって追加してある。なお、大部分の食材はオレの持ち込みだ。

　飛空艇に乗っているミスリルの探索者達は、ほとんど男性だが、女性探索者も七、八人交ざっている。

　同じ女性の探索者ならカリナ嬢にも友達が作れるかと思ったのだが、オレの思惑はハズレてしまった。

　テーブルの一角でエリーナや新人ちゃんを防壁にして、料理を突つついている。

　さっきまではカリナ嬢の魔乳と美び貌ぼうに惹ひき寄せられた男性探索者達が群がっていたが、多数に近寄られるとカリナ嬢が怖がるので、一度に二人以上が近寄らないようにオレがマネージャーみたいに仕切る羽目になった。

　ある程度一巡したところで、カリナ嬢にその気がない事を悟ったのか、男性探索者達は給仕の女性にターゲットを変えていた。

　ナナも男性陣に纏まとわり付かれていたが、いつも通りのマイペースさであしらっている。彼らがナナの鉄壁の防御を突破するには幼さが足りないようだ。

　いなくなった男性陣の代わりに、パーティーで仲良くなった女性探索者達をカリナ嬢に紹介したのだが、どうも馬が合わないのか会話がぶつ切りで上手くいかなかった。

　せっかく相手が好意的な感じなのに、どうしてそうトゲのある対応をするのか問い詰めたい。

　女性探索者達が苦笑する程度で、あまり気分を害していなかったのが救いだ。

「ちょっと、ご主人様にあんまりくっ付かないでよ！」

「ん、ベタベタ禁止」

　アリサとミーアがスキンシップ多めな女性探索者達との間に割り込んできた。

　ふむ、そんなにくっ付いていただろうか？

　気のせいか、カリナ嬢がアリサやミーアを見て機嫌良さそうにしている。

　もしかしたら、オレと彼女達の距離が近すぎたから、塩対応だったのかもしれない。

　今度、カリナ嬢に友達候補を紹介する時は、距離感に注意しよう。




　それなりに広い食堂の一角でミーアが音楽を奏で始める。

　探索者の誰だれかに乞こわれたのか、シガ王国の社交ダンスに使われる有名な曲だ。

　探索者の男女が曲に合わせて踊り始める。

　あまり練習していないのか、どちらも慣れない感じだ。

「笑わないでやっておくれよ。あたしらは若様やジェリル達と違って平民なんだから。みんな王都に着く前に練習しておきたいのさ」

「笑ったりなんてしませんよ。最初はみんな初心者ですから」

　アラサーくらいの女性探索者がダンスの下手な探索者達のフォローをする。

　王都に着いたら、彼らは様々な貴族達が主催するパーティーに招かれるはずだ。その場で恥をかかないためにも、社交ダンスができるように練習しているのだろう。

　──丁度良い。

　せっかくだから、カリナ嬢にも練習してもらおうか。

　公都にいた時に何度か一緒に踊る機会があったんだけど、お世辞にも上手いとは言いがたかった。

　シガ王国の婚活にダンスは必ひつ須すなので、カリナ嬢には頑張ってもらいたい。

「さあ、カリナ様。私と踊っていただきます」

「お、踊りません」

「ダメですよ。それに、ここでは私の足を踏んだって、叱しかる人も、笑う人も、失望する人もいません」

「でも……」

　尻しり込ごみするカリナ嬢の手を取る。

「私が練習相手ではお嫌ですか？」

　顔を寄せて、真剣な感じで訴えてみる。

「い、嫌じゃ──嫌じゃありませんわ」

　カリナ嬢が弾はじけるように否定する途中で真っ赤になり、消え入るようなか細い声で練習を承諾してくれた。

　なんとなく、予想した反応と違ったが、ダンスの練習をする気になってくれたならそれでいい。

　アリサやミーアから抗議の声が上がったが、カリナ嬢のダンスの練習が終わったら交代するという事で納得してもらった。

　カリナ嬢の次は、今日のパーティーの準備を頑張ったルルの予定だ。

「カリナ様、もう少し身体を寄せて」

「は、はい……ううっ、恥ずかしいですわ」

　恥じらうカリナ嬢は少しそそるが、ここはダンスを教える事に集中しよう。

　集中だサトゥー。

　決して、自分の胸板に触れる二つの奇跡に集中シテハイケナイ。いけない、のだ。

　ミーアの鋭い視線をかわしつつ、カリナ嬢にダンスを教える。

「そうです。上手いですよ」

「……そ、そんな事」

　少しでも上手くいった時には、間髪容いれずに褒めて、ダンスに対する苦手意識を取り払っていく。

「見えない足元に気を取られないで」

　カリナ嬢は偉大すぎる胸のせいで、ダンス中に足元のステップが確認できない。そのため、不安感が増していたようだ。

　カリナ嬢の不安を解消するには──そうだ！

「戦闘中の足捌さばきを思い出してください」

「こ、こうですの？」

「そう、そんな感じです」

　格闘や足捌きに絡めて教える事で、少しずつ物にできてきた。

　優雅とはお世辞にも言えないが、スピーディーな切れのあるダンスだ。

　あとは場慣れしていけば良いだろう。

　カリナ嬢と踊った後は、ルルから順番にうちの子達と踊り、そのままの流れでピナ達や女性探索者達とも踊る事になった。

　なぜか、最後に、男性探索者達のダンスを指導する仕事が待っていた。

　少しばかり大変だったが、こんな事ぐらいで男性探索者達が恩に着てくれるなら安いものだ。

　ただ、オレが男性探索者達のステップの練習相手をする時に、見学するアリサの鼻息が荒くなるのが、ちょっと閉口ものだったけどさ。





◆






「若様！　展望室が開放されたってさ。今から行くけど、若様達も一緒にどうだい？」

　ダンスが一段落して、解散しようとしていたところで、女性探索者の一人がそんな提案をしてくれた。

「いいですね、行きましょう」

　せっかくなので、皆みんなで艦首展望室へと向かう。

　オレ達が利用した食堂は艦尾にあったのでなかなか遠い。

　潜水艦を思わせる狭い通路を進んでいくと、視界の隅に常時表示しているレーダーに赤い光点が映った。地上にいる魔物や盗賊だ。

　とりあえず、メニューのレーダー設定ウィンドウを開いて任意条件を変更し、飛空艇の脅威になりそうな一〇レベル以上で飛行系の魔物だけを赤い光点として表示するようにした。

　オレに殺意を持つ者が赤い光点として表示される設定はそのままにしておこう。

　──ん？

　赤い光点が近くにある。

　確認すると、赤い光点の正体は飛空艇の護衛として飛んでいる三騎の飛竜騎士ワイバーン・ライダーの騎獣であるワイバーン達だった。

　設定を変更する時に従魔を除外する設定を解除してしまっていたらしい。

　オレはちょっとした失敗に苦笑を浮かべつつ、設定を操作して従魔を除外しておく。

　展望室への移動中に飛行型の魔物が飛空艇に向かって飛んできていたが、飛空艇に近寄る前に飛竜騎士達が追い払ってくれていた。




「広い～？」

「ガラスバリバリなのです」

「とっても綺き麗れいですわ！」

　二階建ての艦首展望室はガラス張りだ。

　バードストライクが怖いので、普通のガラスではなく鋼線で作った網を水晶で覆って作った。

　飛空艇本体に術理魔法の「防御壁シエルター」系の魔力障壁発生装置を搭載してあるけど、魔力消費が多いので戦闘中以外は作動していないからだ。

　そんなわけで、水晶の加工に便利な土魔法の「石製構造物ストーン・オブジエクト」の魔法がなかったら、この展望室はなかったかもしれない。

　二階建てといっても、基本的に吹き抜けになっているので、二階部分は一階の六分の一ほどの面積しかなく、空中庭園風のテラスになっている。

「なんだか、レイ達の故郷を思い出すわね」

　アリサが南洋のララキエ事件で知り合ったレイアーネ達の事を話題に出した。

「王都の用事が終わったら、また遊びに行ってみよう」

　毎晩、アーゼさんに空間魔法の「遠話テレフオン」でお休みコールするついでに、レイ達姉妹とも互いの近況を話しているけど、前にアリサ達の「階層の主」討伐の件でボルエナンの森に行く途中で寄ったきり一度も遊びに行っていないからね。

「マスター、二階テラスは進入禁止だと警告されました」

　ナナがしょんぼりした雰囲気を纏わせながら報告してくる。

　彼女の歩いてきた方に視線を向けると、二階テラスへの階段前にビスタール公爵領の騎士達が歩ほ哨しように立っていた。

　二階テラスはビスタール公爵の夫人達や令嬢達を中心に、公爵に同行している高官達が占拠しているようだ。夫人達に招かれたのかジェリル氏も同席している。

　ＡＲ表示で「夫人」と表示される人が多かったので、なんとなく検索してみたら一一人もいた。

　三人ほどは公爵と同じ年代の女性だが、年齢の幅は広く、ここから見える位置にいる一番若い女性はナナくらいの若い顔立ちをしている。マップで確認した年齢は一七歳だった。

　飛空艇に乗っている一番年上の公爵令嬢よりも年若い。

　同行している公爵令嬢は七人ほどで、過半数がルルと同じ成人直前の一四歳だ。

　絶倫な公爵の家庭事情を詮せん索さくするのはこの辺で十分だろう。

「そのうち飽きるだろうから、後で見に行こう」

「イエス・マスター」

　ナナがこくりと頷うなずいて、アリサと一緒に仲間達が外を眺めている場所に向かって歩き出した。

「お母様、飛空艇の展望室というのは皆、このように素敵な眺めなのですか？」

「そうですわね。シガ王国の飛空艇には全すべて乗った事がありますけど、これほど光と緑と空が調和したテラスがある飛空艇はこれが初めてね」

「陛下が新しい芸術家をお抱えになったのかしら？」

「お城の離宮にも、こんなテラスが欲しいですわ」

　令嬢と夫人達がテラスの眺めを褒めてくれるのを、聞き耳スキルが拾ってきた。

　ここの設計は色々と試行錯誤したので、こんな風に手放しで褒められると、ちょっと誇らしい気分だ。




「びゅりほ～？」

「とってもスカリハイケーンなのです！」

　展望室のガラスに張り付いたタマとポチが嬉うれしそうに外の景色を眺めている。

　今ひとつポチが何を言い間違えたのかよく分からない。

　カリナ嬢やその従者達も、キラキラした目でガラスに張り付いている。

「サトゥー」

「ご主人様、あちらの扉から甲板に出られるようです」

　ミーアとリザが報告する。

「外に出て大丈夫でしょうか？」

「マスター、外は強風だと告げます」

　ルルとナナの二人が、甲板前方に立てられたポールで風にはためく信号旗を見ながら指摘する。

「大丈夫じゃない？　ほら、バルコニーを歩いている人の髪が揺れてないじゃない」

　アリサの指摘ももっともなので、この間手に入れたばかりの「風読み」スキルを使って風の流れを見てみる。

　どうやら、バルコニー周辺は風魔法によって気流を制御しているようで、強風から守られていた。

「大丈夫そうだし、行ってみよう」

　オレはそう言って皆を先導して、二重扉になっている展望室の扉を抜け、甲板が見下ろせるバルコニーに出た。ほんの二メートルほど下が甲板だ。

「マスター！　こちらの眺めが凄すごいと告げます」

　ナナが舷げん側そくの外側に張り出したバルコニーの端からオレを呼ぶ。

　そこからは地上が一望できるのだ。

　背の低いタマとポチが手すりによじ登って、眺望を眺める列に交じる。

　怖い物知らずのカリナ嬢も手すりに登ろうとして、侍女のピナに叱られていた。

「ぐれいと～？」

「とってもとっても、ハイハイなのです！」

　もしかしたら、ポチはスカイハイと言いたいのかもしれない。

　リザが「危ないですよ」と注意して、タマとポチの腰帯を摑つかんだ。

「……■　伝書鳩召喚サモン・ピジヨン」

　聞き耳スキルが拾ってきた詠唱の声に振り返ると、ビスタール公爵領の高官の一人が魔法で呼び出した鳩はとを飛ばす姿が見えた。

　ＡＲ表示によると、彼は召喚魔法スキルを持っているらしい。

　なんとなく見ていると「王都屋敷への定時連絡です」と聞いてもいないのに教えてくれた後、足早に展望室の方へと戻っていってしまった。

　そんな微妙に怪しげな男と入れ替わりに、高そうなドレスを着た幼女がバルコニーに飛び出してきた。

「わあー、テラスも凄かったけれど、こっちもとっても凄いわ！　そう思わない、婆ばあや？」

「お姫ひい様、こんな場所で走っては危のうございますよ」

「大丈夫でありますよ。いざという時は私がお助けするのであります」

　彼女の後ろには初老の乳母さんと女騎士が付き従っている。

　ＡＲ表示によると、ビスタール公爵の末娘だと分かった。

　興味津々の幼女令嬢の瞳ひとみがオレを捉とらえた。いや、オレの後ろを見ている。

「耳族！」

　そう叫んでオレの横を駆け抜け、タマとポチの傍そばでぶしつけな視線でジロジロと眺める。

「本物ですの？」

「本物～？」

「本物の耳族ですの？」

「もちろん、本物に決まっているのです！　ポチは犬耳族なのですよ」

「タマは猫耳族～？」

　初めは怯おびえた様子のタマとポチだったが、幼女令嬢に悪意がないと分かったのか普通に受け答えする。

「お姫ひい様、亜人に馴なれ馴れしく近寄ってはいけませんよ」

　乳母さんは亜人に差別意識があるのか、タマとポチの耳を触る幼女令嬢を二人から離れさせようとする。

「トーリエルお兄様が、種族の違いで人族以外を下に見るのは間違っていると仰おつしやっていましたわ」

「また、そんな事を……お父上様に叱しかられても知りませんよ？」

「大丈夫よ！　お父様は私の事を叱ったりしないわ」

　幼女令嬢が自信ありげに言い切る。

「ソミエーナったら、こんな所にいたのね」

「艦内を見学できるのですって。あなた見たいって言っていたわよね？」

「まあ、素敵！」

　幼女令嬢の姉二人が彼女を艦内見学に誘いに来た。

　姉二人はアリサより少し年上な感じだ。

「そうだわ！　ポチとタマも一緒に行きましょう！」

「にゅ？」

「いいのです？」

　タマとポチがオレを見上げて尋ねてきた。

　できれば子供達同士で遊びに行かせてあげたいけど、知り合ったばかりの上級貴族──それもオレに隔意がありそうなビスタール公爵の娘達と二人だけで行かせるのは少しトラブルを予感させる。

「ソミエーナ様にご無礼があってはいけません。申し訳ございませんが──」

「あなたお名前は？」

「私はムーノ男爵家臣、サトゥー・ペンドラゴン名誉士爵と申します」

　幼女令嬢がオレの言葉を遮って尋ねてきたので素直に答える。

「そう、サトゥーというのね。あなたも一緒に来なさい。それなら心配ないでしょう？　いいわよね、お姉様方？」

　幼女のくせに機転が利く。

　断る理由がなくなってしまったので、姉二人が苦笑と共に許可をくれたのを機に同行する事になってしまった。

　他ほかの仲間達の同行は案内の係員から人数オーバーという事で断られた。

　幼女令嬢達の艦内見学が終わった後に、他の仲間達も案内してくれるとの事だ。

「ご主人様、心配いらないと思うけど浮うわ気きはダメよ」

「ん、厳禁」

　アリサとミーアが胸元がストレートな女騎士を見ながら釘くぎを刺した。

　オレは二人に心配無用と告げて、タマやポチと一緒に艦内見学へと出発する。

　幼女令嬢の登場で忘れていたけど、さっき鳩を召喚していた高官の事をちょっと検索してみた。

　高官はレベル七しかないわりに、召喚魔法スキル以外にも事務系スキルをたくさん持っている。アリサの話だと魔法系スキルは必要なスキルポイントが多いらしいから、あまり警戒しすぎる必要はなさそうだ。

　でもまあ一応、王都に到着するまではマーカーを付けておくとしよう。





◆






「ここが飛空艇の操船を司つかさどる艦橋でございます」

　艦首にある艦橋から案内された。

　バルコニーからだと甲板が邪魔で見えなかったが、ここは先ほどの展望室のすぐ近くだ。

「足元もガラスになっているのね」

「まあ、なんだか怖いわ」

　有視界航行ができるように、艦橋構造物はガラス筒の中に突き出すような構造になっている。

　魔物との戦闘時は装甲板が閉じて、観測員が小さな窓で確認した情報で航行するのだ。

「この最新鋭の飛空艇は従来の飛空艇と異なり──」

　案内係が紹介してくれた艦長さんが飛空艇の事を話してくれる。

　この飛空艇は艦橋から集中的に艦の制御ができる先進的な仕組みが導入されているのだ、と艦長が熱く語ってくれたのだが、幼女令嬢達の興味を引くはずもなく肩を落とす事になる。

　だが、だからといって幼女令嬢達の興味を引いたレーダー担当者や操そう舵だ手しゆに嫉しつ妬との視線を向けるのは止やめてあげてほしい。

「で、では操船のお邪魔をしてはいけません。次に参りましょう」

　空気の読める案内係が幼女令嬢達を次の場所へと案内する。

　艦橋から出た通路を進むと──。

「トーリエル様の廃嫡をお考え直しください。長子が継承してこそ公爵領の治世も安定するというもの──」

「くどい！　蛮人どもを盲信し、領境の村々を危険に晒さらさせるような愚か者に次代を任せられるものか！」

　なんだか言い争う声が曲がり角の先から微かすかに聞こえてきた。

　声の片方は聞き覚えがある。ビスタール公爵だ。

　聞き耳スキルのない他の子達には内容まで聞き取れていないようだが、言い争っているのは語調で分かるので少し不安そうな感じだ。護衛の女騎士が幼女令嬢達の前に出る。

「あれは蛮──猿人族の戦士ではなく、部族を追われた盗賊だと──」

「そのようなお粗末な言い訳は、親や子を殺された村人どもの前で言ってくるがいい！　鍬くわや鋤すきで耕されれば、そのお花畑のような頭もモノを考えられるようになろう！」

　怒り心頭の公爵が幾人ものお供を引き連れ、曲がり角から姿を見せた。

　飛空艇の騒音があるとはいえ、この距離で声が聞こえにくいのはおかしい。

「防ぼう諜ちよう装置を止めよ──」

　公爵がそう言うと、普通に声が聞こえるようになった。

「──ソミエーナ、艦内見学かな？」

　先ほどまでの般はん若にや顔からは想像もできないような、でれでれした猫なで声になって幼女令嬢に声をかける。

「え、ええ。お姉様達に誘われましたの」

「そうか、楽しんでくるのだぞ」

「はい、お父様」

　公爵はそう言って幼女令嬢の頭を撫なでた後、騎士や従者を連れて艦橋へと向かった。

　姉二人にも声をかけていたが、幼女令嬢ほど甘々な感じではなかった。末娘の幼女令嬢はビスタール公爵のお気に入りなのだろう。

　そんなお気に入りの幼女令嬢の近くにいたせいか、それとも最初から嫌われていたからか、横を通り抜ける時にギロリと睨にらまれてしまった。

「では参りましょう」

　壁に張り付いて存在感を消していた案内係が、そう言って案内を再開する。

　角を曲がったところで、先ほど公爵の勘気に触れた高官が同僚に何か言われている横を通り過ぎる。

　レーダーに映るマーカーで気付いたが、この高官はさっきバルコニーで鳩を飛ばしていた召喚魔法使いだった。

　同僚が去った後も彼はそこに留とどまり、「もう、他に道はないのか……」と怪しげな事を呟つぶやくのが聞こえてきた。

　まったく、お家騒動は地元でお願いしたいね。




「ここの警備はなかなか厳重であります」

「ええ、ここには飛空艇の魔力障壁の発生装置がありますから。万が一にも賊に入り込まれないようにしてあるのです」

　女騎士の感想に、案内係が理由を話す。

「ずいぶん大きな装置であります。砦とりでにある魔力障壁より大きいかもしれないであります」

「そうですね。飛空艇は重くなると航行に必要な燃料が増えますから、厚い頑丈な装甲よりも状況に応じて防御力を増せる魔力障壁の方が向いているのです」

　案内係の説明に女騎士が興味深そうにふんふんと頷うなずく。

　軍人だけあって、女騎士はこういう設備に興味があるようだ。

「あの太い管のようなものは、なんでありますか？」

「あれですか？　あれはなんでしょうね。すみません、後ほど詳しい者に聞いておきます」

　案内係が答えられなかったのは、緊急用の姿勢制御ブースターへと繫つながる魔力伝達ケーブルだ。

　このブースターは使い捨てだが、舵かじで対応しきれないような攻撃を回避するためにある。加速はなかなかだが、噴射時間が短いので展望室や格納庫のような広い場所にいる人達以外は怪け我がをするほどではない。通常はブースター使用前に艦内放送で警告が入るはずだ。

「こちらが新型飛空艇の目玉、最新式の二重反転式の空力機関でございます。このように交互に回転する事で──」

　続いて、機関部へと移動し、魔力炉や二重反転式の空力機関、それから推進器を順番に見学していく。

　空力機関の所で、機関長が艦長と同じ轍てつを踏んでいた。語りたくなる気持ちはよく分かる。王都に到着した後にでも彼を飲みに誘って色々と飛空艇にまつわる話を教えてもらおう。

「ぱたぱた～？」

「ビリビリと揺れているのです」

「ああ、あれは飛空艇の舵ですね。推進器が吐き出す空気の流れを、あの大きな舵で受けて、その力で飛空艇の進路を変えるのですよ」

　案内係の人が通路の小窓に張り付くタマとポチに、舵──垂直尾翼の仕組みを教えてあげている。

　舵は魔法攻撃で狙ねらわれやすいから、魔法抵抗の強い素材で作ってある。中級以上の攻撃魔法でも数発は耐えられるし、オレの「理力の手」でも干渉できないほどだ。

　安定翼に付けられた高揚力装置のフラップや旋回補助翼のエルロンも、同様の素材で作ってある。

「非常時には舵の上にある制御室で、直接ワイヤーを巻き上げて操そう舵だする事ができます」

　もちろん、このワイヤーも舵本体と同じ材質でできている。

　オレがこの飛空艇を作ったのは秘密なので、誰だれにも自慢できないのが残念だ。

　なお、推進器には黒竜山脈の風穴で見つけた巨大な風かぜ石いしを贅ぜい沢たくに使ってみた。

「あら？　小さな船みたいなのがあるわ。あれは何？」

「あれは非常時に高貴な方々を安全な場所に避難させるための脱出艇でございます」

　後部甲板傍の格納庫には一六人乗りの脱出艇が二機ある。

　空力機関の規格に落ちたフィンを流用した落下速度軽減の魔法装置が搭載されており、かなりの高度からでも安全に降下できる。

　船舶の脱出艇と違い、複数の空力機関を搭載した飛空艇が不時着する間もなく墜落するような状況の場合、脱出不能な事が多いため、飛空艇の脱出艇は最小限しか搭載されないそうだ。

　そこで案内は最後だったらしく、後部甲板前の通路をぐるりと回ってから展望室へと戻る事になった。

　──ん？

　レーダーを見ると、後部甲板にマーカーの光点がある。

　先ほどビスタール公爵の勘気に触れていた高官だ。

　何か良からぬ事をしているのかと思って通路の小窓から後部甲板を覗のぞくと、高官は一人の女性と一緒だった。

　マップ情報によると女性はレダという名前でビスタール公爵の夫人の一人らしい。

　廃嫡予定のトーリエル第一公子の実母かと思ったが違った。もっと若い夫人だ。

「──げっ」

　高官が夫人に何かをプレゼントした後、感極まったような夫人にヒシッと抱きつかれて熱い口づけを始めてしまった。どうやら不倫現場だったらしい。

「サトゥー、何か面白いモノでも見えるの？」

「いえ、もう見えなくなりました」

　興味を引かれた子供達を誤ご魔ま化かし、展望室へと戻る。





◆






『ただいまより、征翼峠の領域に入ります。風魔法使い達による魔物避よけの儀式魔法を実行いたしますので、耳障りな方は艦内の防音室もしくは貴賓区画にお戻りください』

　艦内アナウンスが三回繰り返された後、甲板に命綱を付けた風魔法使い達が出てきた。

　テラスに陣取っていた夫人達が貴賓区画へと引き上げていくのを、レーダーに映った光点が教えてくれる。

　バルコニーの手すりにもたれかかり、長々とした儀式魔法を耳コピしながら発動を待つ。

　──ＰＹＷＥＥＥＥ。

　魔法の発動と同時に、鳥系の魔物の咆ほう哮こうのようなものが聞こえた。

　たぶん、あの音が魔物達を遠ざけるのだろう。

　マップに映る魔物を示す光点が遠ざかったり動きを止めたりしている。

　それなりに効果があるようだ。特に飛行型の魔物に襲われる事もなく、オレ達を乗せた飛空艇は王都前の最後の難所たる山々を越える事ができた。

　征翼峠の砦上空を通り過ぎると、遠くに青い平原が見えてくる。

「きれ～、花いっぱい～？」

「あの青いの花なの？　なんの花かしら──」

　アリサが無詠唱で空間魔法を使う感じがした。「遠見」の魔法でも使ったのだろう。

「色が紫じゃなくて水色だけど、花の形はレンゲっぽいわね」

　マップの詳細情報だと「青蓮れん華げ」という名前だと分かったので、アリサに「レンゲで正解だ」と教えてやる。

「あら？　ご主人様、あの電柱みたいなのが並んでるのって何か分かる？」

　アリサがレンゲ畑の手前にある円柱を指さした。

「あれは結界柱だよ。あの結界柱は王都を中心にぐるりと輪を描いているんだ。王都周辺は何百年もかけて輪を広げ、少しずつ安全な耕作地を増やしていったんだってさ」

　この辺りの話は王都のエチゴヤ商会の面々から聞いた。

　もっとも、結界柱による魔物避けの効果を突破する魔物や、結界で覆われた領域内に取り残されていた魔物なんかもいるみたいだから、完全に危険のない領域というわけではない。

　現に、御用牧場が魔物に襲われているところに遭遇した事だってある。

　それでも、これだけ広大な耕作地は豊かなオーユゴック公爵領でも見た事がない。

　河川や水路を見る限りでは水田ではなく、麦畑などが中心のようだが、これだけの耕作面積があれば王都の人口も余裕で支えられそうだ。

「マスター、高度が下がったと報告します」

　征翼峠を越えるまで高空を飛行していた飛空艇が、高度二〇〇メートルくらいまで下げた。

「本当だね。王都周辺は魔物も少ないし、高度を上げておく必要がないのかもね」
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　この高さなら、飛空艇を狙おうと不ふ埒らちな事を考える者がいても弓矢や魔法の有効射程圏外になる。

　さすがに軍用の魔力砲なら届くかもしれないけれど、大型の魔力炉が必要な魔力砲を王国軍に気付かれずに、この辺りまで持ち込むのは難しいだろう。

「この高さだと地上がよく見えますね」

「そうですね。森の中に丸々と太った猪いのししが見えます」

　キラリと瞳ひとみを輝かせるリザに、話を振ったルルが困り顔で苦笑する。

　王都周辺の平野部とはいえ、王都までの間には幾つもの山や谷があるので、ここからだと王都はまだ見えないが、王都へと延びる街道には多くの馬車や旅人が往来している。

「平和ね～」

「まったり～」

「のんびりなのです」

　バルコニーにあるベンチに腰を下ろした仲間達が、柔らかな日差しを浴びながら平和な景色を眺める。

　さて、何事もなければ、もうすぐ王都だ。








反逆の空







〝『領主に仕え、領民を守る事こそ武人の誉れ』だと自らを律して生きてきた。その私が領地の未来のためとは言え、仕えるべき領主に刃やいばを向ける事になろうとは……。〟






「閣下……これから私達はあなたに反逆いたします」

　会議室の壁から外されるビスタール公爵の肖像画を見上げながら、一人の男が呟いた。

　ここは征翼峠と王都の中間地点にあるビスタール公爵の狩猟館で、公爵が王都での滞在期間中に、招待した貴族達と共に魔物を狩って楽しむための拠点とする砦のような屋敷だ。

　常ならば、年末年始の王国会議の時期は狩猟準備のために使用人達が大わらわなのだが、今日は使用人達の姿はなく、代わりにビスタール公爵領所属の軍服を着た大勢の男達が険しい顔で往来していた。

「隊長、肖像画の交換が完了いたしました」

「ご苦労」

　従卒の少年兵の報告に隊長が頷く。

　少年兵が交換を終えたビスタール公爵の肖像画を抱えて退出する。

　先ほどまで公爵の肖像画がかかっていた場所には、トーリエル第一公子の肖像画が飾られていた。

　それは主君を変えるという、彼らの意思表示だったのだろう。

「隊長！　飛空艇のモーサン殿から鳩はとが届きました」

　鳩を抱えた副官が会議室に飛び込んできた。

　副官が運んできた鳩を受け取る。召喚魔法で呼び出された鳩だ。

　足に付けられた通信筒から小さく折りたたまれた手紙を取り出して目を通す。

「『迷宮都市を定刻より四半刻遅れて出立。狩猟館上空までの遅れは未定』か……。まあ、いい。この程度の遅れなら作戦に支障はない」

　隊長が厳しい顔で呟つぶやく。

「ですが、本当に良いのでしょうか……失敗すれば私達の命はもとより、国くに許もとの家族達まで反逆の罪で……」

　不安そうな声で副官が隊長に問いかける。

「言うな。『やがて大乱の世が始まる。王祖様やサガ帝国の初代勇者が国を興した時のような、波乱万丈の時代が始まるのだ』──逆賊の汚名を被かぶろうとも、公爵閣下を討たねば未来はない。先見の明のあるトーリエル様が公爵位に就かねばならぬのだ」

「シャロリック殿下の御お言葉ですね……本当に『大乱の世』などが来るのでしょうか？」

　副官はシャロリック第三王子の酷薄な顔を思い出しながら重ねて問う。

「来る。無学な私には理解が及ばぬが、トーリエル様はシャロリック殿下が仰おつしやっていた『大乱の世』が来る根拠を確信しておられた」

　副官の質問に、隊長は力強く答えた。

「なればこそ、トーリエル様は亜人どもを尊重するような態度を取ってまで、鼬イタチ帝国の者どもをご自身が太守を務める都市にまで引き入れられたのだ」

「ですが、この『ネジ』を得た代償に、公爵閣下の不興を買う事になってしまいました」

　隊長と副官の視線がテーブルの上に置かれた「ネジ」に向かう。

　この「ネジ」は人の腕ほどもあり、魔物の頭部に捻ねじり込む事で、凶暴な魔物さえ従魔にできる恐るべき魔法道具マジツク・アイテムだ。

　事実、鼬帝国はこの「ネジ」と人が乗り込む有人ゴーレムの部隊によって、僅わずか二〇年ほどで小国から大陸東部の亜人国家を統合する一大帝国を築き上げるまでになった。

　あの屈強な獅し子し人や鱗うろこ族の国家を次々と併合し、数年前には虎人族の国まで滅ぼしてしまったほどだ。

「亜人嫌いの公爵閣下とはいえ、『ネジ』の有用性を理解できぬはずもありません。今からでも『ネジ』を見せて説得すれば──」

「無駄だ」

　隊長は副官の言葉を否定の言葉で遮った。

　そして少し思案してから言葉を続ける。

「トーリエル様が『ネジ』や有人ゴーレムの件を公爵閣下にお伝えしていないわけがあるまい。閣下はそれらを踏まえた上で、鼬人族と手を組むに値しないと決断されたのだ」

「そ、そうだったのですか……」

　隊長はトーリエル第一公子に近しい一部の側近しか知らない事を副官に伝える。

　ビスタール公爵がトーリエル第一公子の廃嫡の口実にしている「猿人族の襲撃で辺境の村々が幾つも甚大な被害を受けた」件は、鼬人族の技術者による新兵器の実験で被害を受けた猿人族の報復によるものだ。

「我らはトーリエル様の王道を舗装するための礎になるのだ。迷いが消えたなら、部隊長達を集める前に、従魔達の様子を確認してきてくれ。『ネジ』があれば大丈夫だとは思うが念のためだ」

「分かりました。地下のアレも確認した方が宜よろしいですか？」

　そう確認する副官の顔は、いつものように戦意溢あふれる彼本来のモノに戻っていた。

　これならば安心して補佐を任せられる。

「ああ、頼む。迷宮都市で雇った調教師テイマーどもが面倒を見ているはずだが、奴やつらは自分達の調教技術に誇りを持ちすぎる。迂う闊かつに『ネジ』を抜こうとしないか監視を厳にしておけ」

「承知いたしました。七本もの『ネジ』を使って捕らえたアレが我らに牙きばを剝むく事など、考えるだけでもぞっとします」

「まったくだ」

　副官が敬礼して足早に従魔達を収めた巨大な格納庫へと向かう。

「よもや、これだけの兵力を用意した上で、アレに頼る事などないとは思うが……あの飛空艇には噂うわさに名高い『紅の貴公子』ジェリル准男爵や海千山千なミスリルの探索者達が乗っている。万が一の備えは多い方がいい……」

　そう独りごち、隊長は飛空艇が来る方角を見つめた。
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「諸君、ビスタール公爵領の未来のために集結してくれた事を感謝する」

　隊長がそう言って、彼の前に整列した小隊長達を見回す。

「大恩ある主家の当主であるビスタール公爵を誅ちゆうする事に抵抗ある者も多いだろう。だが、それも領地の安寧のために必要な事なのだ」

　ほとんどの小隊長達は平然とした顔で聞いていたが、幾人かの小隊長達は苦渋に満ちた顔になっていた。

　それも無理はない。領地に住む者にとって、領主への反逆は死よりも重い罪なのだから。

　通常の死罪と異なり、反逆の罪を刻まれた者は一族郎党全すべてが例外なく死罪となる。

「ビスタール公爵領の未来のため、諸君の忠義を私──いや、トーリエル様に預けてくれ」

　隊長は周囲を見回して、小隊長の中から異議が出ない事を確認し、「ありがとう」と一つ呟いた。

「では、作戦の概要を再度皆に伝える」

　会議室の中央にある机の上には、狩猟館を中心とした地図が描かれていた。

　位置的には征翼峠と王都の中間地点にあり、足の速い飛竜騎士ワイバーン・ライダーを派遣したとしても、四半時は時間を稼げる位置にある。

「作戦の第一目標は、ビスタール公爵閣下の暗殺だ」

　隊長がそう言って小隊長を見る。

「領内では決して叶かなわぬが、領地から離れたここなら『領主の力』も及ばぬ。飛空艇を撃墜し、公爵閣下を弑しいし奉る」

　都市核シテイ・コアによる守護の力がある領地内で、領主を殺すのが至難の業だという事は、ここにいる誰だれもが知っていた。恐るべき魔族が公爵城を襲った際に、公爵は「領主の力」を使って、魔族を城の外に追い払ったのだから。

「第二目標はソミエーナ様とご母堂を奪還する事だ。これは飛空艇の脱出艇を使って行う」

　本当の目的は末の公女ソミエーナ──が「宝物庫アイテムボツクス」内に保管する「小聖杯」だ。

　トーリエル第一公子の実母や同母妹のソミエーナ様自身も重要だが、公子にとっては「小聖杯」の方が重要度が高い。

　隊長の知る限り、「小聖杯」は領地内の瘴しよう気きを集め浄化するだけの魔法道具で、代替が利く程度の品でしかないと思えたが、彼に作戦を伝えたトーリエル第一公子は、「小聖杯」の確保を優先するように厳命していた。

「第三目標は公爵夫人達や令嬢達だ。飛空艇内に潜入している同志の救出に関しては考慮しなくて良い」

「見捨てるのですか？」

「突撃槍甲虫騎兵ランス・ビートル・ライダーを何騎かまわせば──」

「いや、彼らにはトーリエル様から脱出用の秘蔵の魔法道具が与えられている。心配無用だ」

　非難を篭こめた小隊長の言葉を、隊長が否定する。

「秘蔵の魔法道具ですか？」

「うむ、魔導爆弾の爆発から身を守り、地上に生還できる素晴らしい品だ」

　小隊長達が「そのような品が……」「さすがはトーリエル様」と感心した声を漏らす。

　秘蔵の魔法道具──遥はるか昔、ビスタール公爵領にあった迷宮が枯れる前に発掘された「魔人心臓デーモン・ハート」と呼ばれる魔人薬の末期状態に近い能力を装備者に与える禁断の品だ。

　一度装備すれば、二度と外せない呪のろわれた品でなければ、突撃槍甲虫騎兵達にも装備させてやりたかったのだが、と隊長が心の内で呟いた。

　作戦目標を伝えた隊長が、続けて作戦の実行手順を話し出す。

「まず、ソミエーナ様とご母堂が乗った脱出艇が発進する予定だ。脱出艇は長時間飛べぬ。副官達は作戦開始と同時に、迎えの馬車と共に出立せよ」

　隊長は飛空艇の大雑把な図面と周辺の地図を指さしながら、説明を続ける。

「脱出艇の発進を確認すると同時に、地上から従魔による砲撃を行って飛空艇の魔力障壁を破壊する。むろん、そのまま撃墜しても構わん」

　最後の一言に、砲撃部隊の小隊長がニヤリと笑みを浮かべる。

　もっとも、高空を飛ぶ飛空艇を撃墜するのは難しいと、作戦を立てた参謀達は考えていた。

　征翼峠を越えた後は飛空艇の巡航高度が下がるとはいっても、有効射程ギリギリの高さだからだ。

「砲撃開始に合わせて、突撃槍甲虫騎兵達は離陸し、護衛の飛竜騎士達を飛空艇から遠ざけろ。飛竜騎士達を撃墜するのは十分に遠ざけてからだ」

　突撃槍甲虫騎兵隊の小隊長が頷うなずく。

「飛竜騎士達が離れると同時に、『噴進樹ロケツト・ツリー』を全て発射。確実に飛空艇を破壊する」

　生き真ま面じ目めな噴進樹隊の隊長が「承知いたしました！」と大声で答えた。

　他ほかの部隊と異なり、発射後の噴進樹には誰も騎乗せず、巨大な飛行物体に突撃するという噴進樹自身の本能任せになる。

「また、我らの攻撃に呼応して、飛空艇内に潜入している同志達が、公爵の暗殺および飛空艇の艦橋、機関部、燃料庫、操そう舵だ設備、砲塔の破壊工作を行う事になっている」

　公爵の暗殺は専門の工作員によって行われ、破壊工作は魔導爆弾と呼ばれる鼬帝国製の使い捨て魔法道具を用いる事になっている。

　後者の威力は火ひ杖づえによる火弾数発分程度のため、内部からの破壊活動にしか使えない。

「隊長さん、地下のアレは使わないのか？」

　会議室の隅で座っていた魔物調教師が、ぶしつけに尋ねてきた。

「アレは最後の手段だ。制御が不安定なモノを使うわけにはいかん」

　隊長は無視するか迷ってから、そう答えて「確認したい事はあるか」と部下達に呼びかけた。

「隊長、俺はいつ上がればいい？」

　砲撃観測手の問いに、「砲撃開始と同時に上がれ」と答える。

　本来は砲撃前に飛び立つべきであるが、あまり早く上がって飛空艇を護衛する飛竜騎士達の注意を引いては困るからだ。

「王都へ緊急事態を通知されたら、王都や征翼峠の飛竜騎士達が来ます。ただの飛竜騎士達が相手なら二倍の数が相手でも立ち回ってみせますが、シガ八剣のトレル卿きようが来たら、突撃槍甲虫騎兵が今の十倍いても勝ち目はありません。そちらの対策は何かあるのでしょうか？」

「心配無用だ。脱出艇が発進する直前に、飛空艇内に潜入している工作員が緊急報知機を破壊する手はずになっている」

　突撃槍甲虫騎兵が静かに頷く。

「隊長、飛空艇から脱出艇が発進しない場合はどのようにいたしますか？」

「飛空艇がこの狩猟館上空を通過してもなお、脱出艇が発進しない場合は作戦を強行する」

　あくまで第一目標が優先だ、と隊長が苦渋の顔で告げる。

　第一公子の実母が隊長の姉だと知っている者達が気遣わしげな視線を隊長に向けた。

　それ以後も細々とした質問がなされ、小隊長達が自分達の部下に伝えに解散していった。
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「そろそろか……」

　ビスタール公爵領の高官にして召喚魔法使いのモーサンが風に吹かれながら呟いた。

「ついに終わりの鐘を鳴らす時が来たようだ」

　王都へと向かう大型飛空艇のバルコニーで、下げ賤せんな探索者達に交じって風景を眺めていたモーサンが、森の向こうに見覚えのある塔を見つけた。

　合図にキラリと鏡で光を反射させると、向こうでもキラリと光が反射する。

　予定に変更はないようだ。

「……私も準備をせねば」

　バルコニーに陣取っていたモーサンが踵きびすを返す。

　急がなければ、艦橋に向かう途中で狩猟館の上空に到着してしまう。

　展望室へ戻る途中で、展望室の二階テラスに立つ愛いとしいレダ夫人の姿が目に入った。彼女は彼が預けた魔笛を胸に抱いて、静かに彼を見つめている。

　──彼女には酷な事を頼んでしまった。

　そう後悔しつつも作戦を優先し、涙を吞のんで視線を振り払う。

　もっとも、そんな風に感慨に耽ふけっていたせいか、モーサンは艇内への扉を潜くぐるところで、黒髪の娘とぶつかりそうになった。

「ごめんなさい──あ、あの。具合が悪そうですけれど、大丈夫ですか？」

　心配する心優しい娘にモーサンは大丈夫だと答え、その場をやり過ごす。

「我ながら酷ひどい顔色だ……」

　磨かれた金属扉に映る顔を見て、モーサンは自じ嘲ちようする。

『もうすぐ、この船は沈む──』

　言葉には出さず、自分達の都合で巻き込む事になる者達を振り返る。

　バルコニーの端で猫耳族の子供がきょろきょろと周囲を見回し、横にいた黒髪の少年に話しかけるのが見えた。

　一瞬だけ、厭いやな予感が脳裏を過よぎったが、神ならぬ人の身でここから狩猟館に潜む同志達の事を察知できるはずもない。

「だが……」

　汚らわしい亜人とはいえ、あのような幼子まで巻き添えにせねばならぬとは……。

「赦ゆるせ、などと言うつもりはない。冥めい府ふに落ちた後、復ふく讐しゆうに来るがいい」

　高官は誰にも聞こえていない言葉を呟つぶやき、首を横に振って迷いを振り払う。

　万が一の場合に備えて、我々も行動を開始せねば──。

　最後の言葉は口の端に上る事なく、彼は展望室の向こうに消えた。
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「……飛空艇はまだか」

　狩猟館のバルコニーに立つ隊長が、森の彼方かなたを睨にらみながら呟く。

「隊長！　飛空艇が見えたと斥候が報しらせてきました。あと四半刻もしない内に本拠点の上空を通過いたします」

「いよいよか──」

　副官の報告に、隊長は昏くらい表情を意志の力でねじ伏せ、意図的に獰どう猛もうな笑みを浮かべる。

　踵を返し、吹き抜けのエントランスホールが一望できる回廊へと足を運ぶ。眼下には部下達が整列していた。

「傾注！　いよいよ作戦決行の時間だ！　我らがビスタール公爵領の未来は本作戦の成否にかかっている。諸君の奮闘を期待する」

「「「応！」」」

　隊長の訓示に、部下達が力強く答える。

　狩猟館の敷地内にある倉庫の扉が開き、ネジを埋め込まれて従魔となった凶悪な魔物達が次々と姿を現した。

　今回の襲撃の主力である突撃槍甲虫騎兵達が先頭だ。

　火か燕えん杖じよう持ちの騎手を背に乗せた一〇騎もの突撃槍甲虫騎兵なら、シガ王国の精鋭たる飛竜騎士といえど、たった三騎で飛空艇を守り切る事などできない。

　作戦の成功率を上げるために、魔法使い達が突撃槍甲虫ランス・ビートルや騎手達に支援魔法を幾重にもかけていく。

　その一〇騎に続いて、のそりと巨きよ軀くを揺すって次の魔物が現れた。

　カタパルト以上の威力を誇る「砲撃蛙キヤノン・トード」、馬車よりも大きな「岩射筒ロツク・シユーター」。いずれも大した装甲を持たない飛空艇には過分な砲撃力を持つ。

　トーリエル第一公子様の計らいで、魔力障壁を破るために秘蔵の「障壁破り」を三発も用意できた。

「こうしてみると、大きさが際立っていますね」

　副官の視線の先では、中庭に生えていた五本の大樹──「噴進樹」が、ざわざわと葉を揺らして動き出すところだった。

　高空を飛ぶワイバーンを撃墜し、死し骸がいに種を植え付ける凶悪な樹木型の魔物だ。

　五本も用意したが動きの遅い飛空艇を撃墜するだけなら、二本もあれば十分だったかもしれない。

　他にも風魔法を使う砲撃観測手を乗せた「古老鴉エルダー・クロウ」が出撃準備を進めている。

「敵に同情したくなる戦力です」

　副官が熱に浮かされたような顔で言う。

　敵か……隊長はほんのつかの間だけ、飛空艇に乗る元同僚達に思いをはせたが、それを口にする事なく頷いた。

「では、作戦を開始する。砲撃蛙と岩射筒を所定の射撃位置へと移動させよ。突撃槍甲虫騎兵は初期加速がしやすい斜面へ」

　隊長の指示で各々が行動を開始する。

「隊長、ご武運を──」

「卿けいもな」

　敬礼した副官が一〇騎の騎馬と二台の四頭立て馬車を率いて街道へと向かう。

　飛空艇から脱出した夫人達や「小聖杯」を持つ末の公女ソミエーナ様を保護するために。

「報告！　飛空艇が来ました！」

「よし、脱出艇の発進を確認あるいは、狩猟館直上に到達しだい、攻撃を開始する」

　物見の兵からの報告に、隊長は攻撃開始のタイミングを再度周知する。

　持ち場へと散っていた砲撃蛙と岩射筒が砲身を空に向け、騎手を乗せた突撃槍甲虫が翅はねを広げて離陸準備を整える。

　更には、調教師の指示を受けた噴進樹が、根元を広げていつでも発射できるように魔力を溜ためていく。

　彼らの視線は、脱出艇が出てくるであろう飛空艇の後部甲板に据えられていた。
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「ん？　ビスタール公爵の──」

　艦橋に入った高官に声をかけたのは艦長だった。

　高官の名前を覚えていなかった艦長に、彼の副官が「召喚魔法使いで文官のモーサン殿です」と付け加えている。

「そのモーサン殿が何用ですかな？　公爵閣下なら既に貴賓室にお戻りですよ」

「ええ、存じております。少し見学させていただきたいのですが、宜よろしいですか？」

　作戦の成否を確認し、いざとなったらこの場を破壊するために訪れた事などおくびにも出さずに告げる。

　顔色の悪いモーサンを見た副官が「公爵閣下の不興を」と口にすると、艦長は同情した顔で見学の許可を出してくれた。

　索敵盤という魔法装置を覗のぞく観測手の後ろから外の景色を眺める。

　同志が潜む狩猟館が目前だ。

「艦長、後部甲板から報告です。お貴族様が勝手に脱出艇に乗り込んで遊んでいるそうです」

「構わん、好きにさせておけ。後部甲板員に間違って脱出艇が発進しないようにとだけ伝えておけよ」

「はい、伝えておきます」

　その会話にモーサンは口角を上げた。

　ソミエーナ様とご母堂は無事に脱出艇に乗り込んだようだ。

「うん？　なんのエラーだ、これ？」

　観測手が飛空艇の異常を示すランプを見て首を傾かしげる。

　それと同時にガゴンッと重い金属音が伝わってきた。

「なんの音だ？」

「確認します──後部甲板から脱出艇が発進したそうです」

「なんだと?!　脱出艇の誤発進防止ロックはどうした？」

「それが、いつの間にか解除されていたそうです」

　艦長が副官に確認を取る声が聞こえた。

『どうやら、ソミエーナ様達の乗る脱出艇は無事に発進できたようだ。これで後顧の憂いなく、作戦を実行できる』

　モーサンは内心で呟き、艦橋を破壊する魔導爆弾を取り出すために、胸元に隠した「魔法の鞄マジツク・バツグ」へと手を伸ばす。

　だが、その手は魔導爆弾を取り出す途中で止まった。

　ここで艦橋を破壊するのが、同志達への最良の援護だと頭では分かっている。

　なのに、その手が進まない。

　ここで魔導爆弾を使えば、その破片は空へと弾はじき飛ばされ、後方に位置する展望室のガラス壁を破って、愛しのレダ夫人を傷付けるのではないかという予想が、モーサンの手を止めさせた。

『我ながら女々しい事だ……』

　一つ嘆息したモーサンが、よろめいた振りをして観測手に倒れ込んだ。

「すまない。少し目め眩まいが──」

　身体からだに力が入らない振りをして観測手の腕を摑つかむ。

　索敵盤に映っているだろう、地上の同志達を報告させないためだ。

　そんなモーサンの努力を嘲あざ笑わらうかのように──。

『敵襲！　前方下方に反応あり』

　飛空艇の伝声装置から若い少年の声が聞こえた。

　観測手がモーサンを撥はね除のけ、索敵盤の前に戻る。

「面おも舵かじ一杯！」

「面舵一杯！」

　艦長の指令に操そう舵だ手しゆが復唱する。

　飛空艇がゆっくりと進路を変えるが、恐らく無駄な努力に終わるだろう。

　なぜなら、眼下から飛んでくるごま粒大の砲弾が、みるみる内に大きくなってくるのだから。

　計画通りなら、障壁破りが交ざった砲弾の雨だ。

「緊急機動だ！」

『総員に伝達、緊急機動を行います──』

　艦長の叫びと同時に、副官が伝声装置の端末で警告の放送を始める。

『──死にたくなかったら、最寄りの手すりにしがみつけ！』

　艦長が副官の声を遮り、怒声を被かぶせた。

　言い終えると同時に、艦長が操舵手に指示を出す。

　操舵手が手を操作盤に叩たたき付けると、横向きの加速が飛空艇を襲った。

　艦長達は安全帯で座席に固定されていたが、床に座り込んでいたモーサンはなすすべなく艦橋から投げ出され、艦橋を包むガラス壁の上に転落する。

　──な、なんだ?!　この凄すさまじい加速は！

　動く事すらままならない加速に、モーサンはガラス壁にへばりつきながら驚きよう愕がくする。

　正面にあったはずの砲弾が、飛空艇の横を通り過ぎていく。

　──あれを避よけたのか?!

　あまりの速度に声を出す事すらままならないまま、モーサンは想像を超える飛空艇の性能に戦せん慄りつする。

　これだけの加速もさることながら、その加速に晒さらされても無事な船体もまた驚きの対象だった。

「魔力炉、戦闘出力！　最優先で下部魔力障壁、出力全開！　魔力炉の余裕ができしだい推進器増速！」

　艦長の指令に、乗組員達が復唱して実行する。

「被害を報告しろ！」

「機関部、問題なし。貴賓室、苦情は多いですが重傷者はありません。展望室も被害はありません」

　その言葉にモーサンは、密ひそかに胸をなで下ろした。

　彼の愛いとしいレダ夫人は無事のようだ。

「バルコニーから空中に投げ出された者もいないようです」

「奇跡だな」

　──バカな。

　飛空艇内にいたレダ夫人はともかく、警告直後の高加速を受けながら、バルコニーにいた者達まで一人の犠牲もなかったなどありえない。

　神の加護か悪魔の気まぐれか……。

　モーサンは痛む身体に鞭むち打うって、地表の狩猟館の方に身体を向ける。

　ガラス壁から見下ろすモーサンの視界に、飛空艇下方に構築されている魔力障壁が分厚くなっていくのが見える。

　更にその向こう、地上から噴進樹が噴煙を上げて向かってくる。

「艦長！　新手の魔物です！」

　艦橋の人間もモーサンと同じモノを見つけたらしい。

「右う舷げんの緊急機動だ！　取とり舵かじ一杯！」

『総員に伝達、最寄りの手すりにしがみつけ！』

　モーサンは摑まれる場所を探して周囲を見回す。

　手て頃ごろなフレームに腕を絡め、ほっとした視界に、ガラス床に転がる魔導爆弾が見えた。

　さっきの緊急軌道で、摑んでいた魔導爆弾を落としてしまったのだろう。

　モーサンは魔導爆弾に向けて精一杯腕を伸ばす。

「行きます！」

　操舵手の宣言と同時に、先ほどとは逆側に船体が急加速した。

　フレームにしがみつく視界の隅で、噴進樹や砲弾の雨が飛空艇の横を通り過ぎるのが見えた。

「艦長、緊急用の姿勢制御ブースターは今ので最後です」

「そんな事は分かっている！」

　ガラス壁から見上げるモーサンの視界に、天空で反転する噴進樹が見えた。

「艦長！　先ほどの魔物がこちらに戻ってきます！」

「優先順位変更！　推進器増速よりも砲塔を優先する。砲塔は魔力砲の充じゆう塡てんが完了しだい、魔物を撃墜しろ！」

　艦長が叫ぶのを聞きながら、モーサンは周囲を見回したが、魔導爆弾が見当たらない。

　先ほどの加速でどこかに入り込んでしまったようだ。

　そんな場所など、どこにも見当たらないが、何者かが取り上げたわけでもあるまいし、きっとどこかにあるはずだ。

「下方に無数の反応あり！　別の魔物です！」

　森の中から突撃槍甲虫騎兵達が舞い上がるのが見えた。それと同時に、地上から黒い点のようなモノがこちらに向かって飛んでくる。砲弾の雨の第三陣だ。

「ちっ、どうなってやがる──」

　艦長のぼやきの途中で、砲弾の第三陣が飛空艇の魔力障壁に激突する。

「被害を報告しろ！」

「被害──」

　震動が少ない。

　今回は「障壁破り」で魔力障壁を破っただけで終わりのようだ。

「──ありません」

　その報告にモーサンは目を剝むく。

　ありえない。

「魔力障壁も減衰しましたが、問題ありません」

　ありえない、ありえない。

　ビスタール公爵領秘蔵の「障壁破り」が命中して破れない魔力障壁など、理論的にありえない。

　王国は公爵達にも秘密で新しい魔力障壁を開発していたというのか……。

「下方の魔物と接敵します！」

　飛空艇の横を通り過ぎた突撃槍甲虫達の背に乗った騎手が火燕杖から高威力の火弾を放つのが見えた。

　火弾は飛空艇の魔力障壁を赤く染めて散る。

　やはり、魔力障壁がある状況では火燕杖の火弾も効果が薄い。

「王都へ緊急信号を出せ！」

「ダメです。緊急信号が出ません」

　同志は上う手まくやったようだ。

　モーサンは魔導爆弾を探す手を止めて、心の中で喝かつ采さいを上げる。

「艦長、前！」

　遅れて上がってきた突撃槍甲虫騎兵の一騎が正面から艦橋に突っ込んでくる。

　新型の魔力障壁といえど、高速で飛行する突撃槍甲虫の突撃まで中和しきれるほど万能ではない。

　今度こそ、終わりだ──。

「緊急回避だ！」

「緊急加速筒はさっきのが最後です！」

「間に合いません！」

　副官と操舵手が悲鳴混じりの叫びで答える。

「全員、衝撃に備えろ！」

　余裕のない艦長の叫びを聞きながら、自分の終わりをもたらす突撃槍甲虫の姿が大きくなるのを、モーサンはただ見つめていた。
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「これで終わりだ」

　古老鴉に乗った砲撃観測手が、艦橋に迫る突撃槍甲虫を見つめ口角を上げた。

　噴進樹を狙ねらっていた飛空艇の砲塔が、慌てて旋回する姿が視界の隅に見えたが、もう遅い。

　飛空艇は間もなく艦橋を砕かれ、突撃槍甲虫に蹂じゆう躙りんされるだろう。

　その運命を変える事など、もはや誰だれにも──。

「──なっ」

　キラキラ光る弾丸が突撃槍甲虫を撃ち抜いた。

　前部甲板に飛び出した黒髪の少年と少女が、長い棒状の杖つえから撃ち出したものだ。

　火杖の火弾攻撃などものともしないはずの突撃槍甲虫が、僅わずか数発で内側から炎を噴き出して外骨格を爆散させた。

　幸運にも、突撃槍甲虫の騎手は騎虫を滅ぼした炎の勢いに押されて、不自然な軌道で前部甲板にへばりつく事ができた。

　だが、幸運はそこまでで、黒髪の少年達に報復する事もできずに、尻しつ尾ぽを持つ朱色の髪の亜人娘に取り押さえられていた。

　バルコニーから甲板に転がり落ちた幼女達と金髪巻き毛の娘が、脅威が去った安あん堵どにへたり込むのが見えた。

　神ならぬ砲撃観測手には、彼女達が「出番なし～？」「しおしおなのです」「活躍し損ねましたわ」と悔しがっていたなどとは想像もできない。

「ま、まだだ──」

　飛空艇の砲塔から放たれる魔力砲弾は、空を舞う噴進樹の速度に対応しきれず、空中に炎の花を無為に咲かせている。

　そして砲塔は二門、噴進樹は五本もいる。

　飛竜騎士達が突撃槍甲虫騎兵の迎撃に移動した今、噴進樹を阻むものはない。

　先ほど、突撃槍甲虫騎兵を撃墜した射手は侮れないが、突撃槍甲虫と噴進樹では速度も魔力障壁の厚さも違う。

　少々強力であろうとも、個人用の火杖で落とせるような魔物ではない。

「無駄な事を……」

　飛空艇のバルコニーで、幾人もの魔法使い達が詠唱を始めるのが見えた。

　大出力の魔力砲を持つ砲塔ですら追い切れない噴進樹を、魔法使いが使う射程の短い魔法で落とせるものか。

　砲撃観測手は愚かな魔法使い達を嗤わらう。

　散発的に放たれる魔法は、彼の予想通りいずれも噴進樹から遠く離れた所で散っていた。

「なんだ？　……緑色の人？」

　甲板に立つ幼女の近くに、小巨人リトル・ジヤイアント並みの身長をした緑色の女性が現れていた。

「召喚魔法使いの召喚獣か？」

　首を捻ひねる砲撃観測手だったが、五本の内三本の噴進樹が飛空艇に突き刺さりそうな現状に注意を移した。

「落ちろ、鈍どん亀がめ──何ぃいいいいいいいい！」

　空に舞い上がった緑色の女性が、二本の噴進樹の軌道を逸そらし、一本の突撃を空中で受け止めていた。
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　反対側の手の周りで緑色の輝きを帯びた光が渦巻き、術者らしき幼女が腕を一振りするのに呼応して、その渦巻きを噴進樹に叩たたき付けた。

　枯れ枝を裂くように噴進樹の幹が引き裂かれ、爆炎と鉄板をも貫く種の雨を周囲に撒まき散ちらした。

　あわよくばその爆発に飛空艇が巻き込まれないかと期待した砲撃観測手だったが、緑色の女性の翳かざした手より先に爆発や種の雨は届かず、飛空艇に傷一つ付ける事なく空に散った。

「ちっ、よりによってエルフか！」

　砲撃観測手は観測用の遠とお見み筒づつで、緑の女性を呼び出した淡い青緑色の髪をした幼女の正体を知った。

「なら、さっきのは王祖様の伝説にあるエルフが使役する精霊かっ！　なんで、よりによってこの飛空艇に乗ってやがる！」

　怨えん嗟さに満ちた声が、エルフの幼女に届く事はない。

　精霊が空に舞い上がり、先ほど軌道を逸らした二本を追跡し、飛空艇から離れた上空で撃墜してみせた。

　残り二本の噴進樹も、一本が砲塔の魔力砲弾に撃墜され、最後の一本は黒髪の少年少女の輝く弾丸に貫かれて噴射速度を落としたところを、魔法使い達の攻撃魔法で誘爆させられて散った。

　だが、まだまだ我らの優位は動かない。

　突撃槍甲虫騎兵九騎と飛竜騎士三騎の戦いは、最初の交こう叉さで双方に一騎の犠牲を出し、今は飛空艇から離れた場所で八対二の空中戦を繰り広げている。

「そろそろ魔力障壁も限界か？」

　地上から繰り返される砲撃蛙と岩射筒の砲弾の雨に、飛空艇の魔力障壁が軋きしみ始めた。

「『障壁破り』が三度とも不発だった時は焦ったがなんとかなりそうだ」

　不発……本当にそうだろうか？

　バルコニーから放たれた「理槍ジヤベリン」が、三度とも一つの砲弾を撃墜していた。

　よりによって「障壁破り」だけを狙って撃ち落とすような神業ができる者などいるはずがない。

　砲撃観測手は首を横に振って、ありえない妄想を脳裏から振り払う。

『いっけぇえええええええ！』

　幼い娘の微かすかな叫びが、風切る耳元に届いた。

　甲板から幾条も上がった朱金の輝きが、地上に向かって降り注ぐ。

「ま、まさか──」

　輝きが森の中に吸い込まれ、一拍して炎の柱が上がった。

　その数は奇くしくも砲撃蛙と岩射筒の数に等しい。

「思い違いであってくれ……」

　砲撃観測手の願いもむなしく、それを境に地上からの砲撃はパタリと止まった。

　彼の知るところではなかったが、朱金の輝きが砲撃蛙や岩射筒に命中する寸前、対人制圧用の「誘導気絶弾リモート・スタン」が従魔達に騎乗していた砲撃手達を吹き飛ばし、偶然にもその命を救っていた。

「まだだ、まだ終わっていない。まだ、突撃槍甲虫騎兵達がいる」

　砲撃観測手が一いち縷るの望みをかけて、有利に戦いを進める突撃槍甲虫騎兵達を見上げた。

　数の有利を活いかし、更に一騎の飛竜騎士を落とすのが見えた。

　残り一騎の傷付いた飛竜騎士の相手に二騎の突撃槍甲虫騎兵達を残し、残りの六騎が飛空艇の下部後方から艦橋の方へと急接近する。

　恐らく、前部甲板付近にいる目障りな魔法使い達を奇襲するためだろう。

　幸いな事に、エルフの娘が使役する強力無比な風の精霊は送還されて消えてしまった。

　いくら潤沢な魔力を持つエルフといえど、噴進樹を落とすほどの上位精霊を、いつまでも使役し続けられるはずもない。

「さあ、踊ってくれよ……」

　火燕杖の炎に焼かれる魔法使い達を幻視し、砲撃観測手はほくそ笑む。

　飛空艇の船底沿いを飛行した突撃槍甲虫騎兵達が、満を持して前部甲板へと舞い上がる。

　火燕杖から放たれた六条の炎が魔法使い達に殺到する。

　砲撃観測手は見た。

　三発もの炎を大盾使いの金髪娘が防いだ事を。

　二発の炎を小さな子供達が赤い光を帯びた魔剣で、一つずつ切り裂いて散らした事を。

　最後の一発を白い輝きを帯びた金髪巻き毛の娘が自らを犠牲に、火達磨だるまになって防いだ事を。

「おいおい、なんなんだよ、あいつらは」

　砲撃観測手の視線が、火達磨になりながらもけろりと立ち上がった金髪巻き毛の娘に向いていたのは致し方ないだろう。
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「馬ば鹿かな、馬鹿なバカなばかな……」

　狩猟館の物見塔に立つ隊長は愕がく然ぜんとした顔で、上空を通り過ぎた飛空艇を見上げていた。

　最初の躓つまずきは必殺の間合いから打ち上げられた五本もの噴進樹が全すべて回避された事。

　二つ目の躓きは「障壁破り」が三発とも不発だった事。

　だが、それでも致命的な失敗だとは言えなかった。

　一度くらい噴進樹を回避しても、噴射が終わるまでヤツらは目標を追いかけ続ける。

　障壁破りが不発に終わろうと、飛空艇が射程を外れるまでに砲撃蛙や岩射筒の砲弾が障壁を打ち砕く。

　艦橋に特攻をかけた無謀な突撃槍甲虫騎兵は、三つ目の躓きに上げるには及ばない。

　突撃槍甲虫騎兵達は予定通り飛竜騎士を排除できたのだから。

「ありえない、ありえなイありエないアリエナイ」

　ふらふらと地下への階段を下る隊長の脳裏に、致命的な光景が思い浮かぶ。

　緑色の何かに噴進樹が撃墜され、地上から砲撃を続ける砲撃蛙や岩射筒を見た事もない上級火魔法で、ただ一つの討ち漏らしもなく焼き払ってみせた。

　砲撃蛙も岩射筒も弱い魔物ではない。いずれも、犠牲を覚悟の上、軍隊で挑まねば勝てないほどの危険な魔物だ。

　風魔法使いの観測手が「緑色の何か」をエルフの使役する風精霊だと報告してきたが、そんな事はありえない。精霊魔法を使える一騎当千のエルフが世界樹を離れ下界へ下るなど、世界の危機が訪れた時だけのはずだ。

　頼みの綱の突撃槍甲虫騎兵も、後一騎を残すのみ。

　飛空艇に乗り込んでいる同志達の破壊工作も、緊急報知機を破壊し、ソミエーナ様達を脱出させた後は音おと沙さ汰たがない。恐らくは飛空艇内で取り押さえられてしまったのだろう。

「旦だん那な？　まさか、コイツを使う気か？」

「そうダ！　叩き起こして拘束を解け！」

　渋る調教師を魔剣の一振りで斬きり伏せ、地下に縛り付けられた魔物──多翅長虫ウイングス・セントビートの前に歩み寄る。

　七本もの「ネジ」を打ち込んでなお、自由に制御する事は叶かなわないような凶暴な魔物だ。冬眠中のコイツを見つけていなければ、「ネジ」があろうとも使役する事は叶わなかっただろう。

　睡眠を解く魔法薬を巨大な頭部に投げつけ、多翅長虫の眠りを解く。

　憎悪に満ちた瞳ひとみで睨にらみ付けてくる多翅長虫に、厭いやな予感が脳裏を過よぎったが、今更取りやめる事はできない。彼にはこれしか道は残っていないのだから。

　隊長が意を決して、魔剣で多翅長虫の拘束を砕いた。

　──ＡＮＷＯＯＭＷＡＬＯＯＯＯＷＮ。

　ムカデのような顔をした多翅長虫が、一声吠ほえて隊長をその牙きばで引き裂いた。

　それで溜りゆう飲いんが下がったのか、隊長にとどめを刺す事なく、無数の翅はねを動かして空を泳ぎ始める。

「さあ、行け……お前の倒すべき敵はあそこだ」

　大おお怪け我がを負い、血を吐きながらも、空を遊ゆう弋よくする多翅長虫に向かって叫ぶ。

　暗くなる視界に最後に映ったのは勝利だったのかもしれない。
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「一体どこに紛れ込んだのだ」

　モーサンは飛空艇の艦橋で必死に魔導爆弾を捜したが、一向に見つかる気配がない。

　不思議な事に、他ほかの場所を制圧に向かったはずの同志達も、魔導爆弾を使った破壊工作を成功させていないようだ。

「こんな事なら、レダ様に魔笛を預けずに自分で持ってくるべきだったか……」

　魔導爆弾での破壊活動で、最後の切り札である魔笛が壊れる事を懸念してレダ様に預けたのが、裏目に出てしまった。

　モーサンは独りごちながら、シャツの下、己の胸元で蠢うごめく怪しげな魔法装置──「魔人心臓」に手を当てる。

　たとえ「魔人心臓」による身体強化を使ったところで、武人ならぬ彼の力で艦橋を制圧する事はできない。

　魔笛があれば「魔人心臓」の制限を解除し、暴走させられる。

　装着者の生命を保証する事ができなくなるが、その力は絶大で、魔導爆弾以上の破壊を成す事ができるのだ。

「艦長！　後方の狩猟館方向から、巨大な魔物が出現しました！」

「またか！　今度は何だ！　ヒュドラか？　ナーガか？」

　モーサンは艦橋の混乱に耳を澄ませながら、狩猟館の方に顔を向ける。

「あれを解き放ったのか……」

　飛空艇を追い越して前方に回り込んだ巨大な魔物──多翅長虫を見て、モーサンが呟つぶやいた。

「砲塔より報告！　魔力砲の砲身が焼き付いたそうです！　再使用まで四半刻──」

「魔法使い達の攻撃魔法があいつの変な翅に反射されています」

　多翅長虫は魔物調教師にも制御しきれない危険な魔物だが、その戦闘力は四つ首ヒュドラや中級魔族──いや、下級竜にさえ匹敵すると言われている。

　護衛の飛竜騎士もなく、魔力砲も焼け付き、強力な精霊魔法を使える魔法使いも魔力切れのはず。

　これまでは少々計算違いが続いたが、これは多少の計算違いなど関係ない圧倒的な暴力を持つバケモノだ。

　勇者のような規格外の存在が乗り合わせていない限り、飛空艇に轟ごう沈ちん以外の道は残されていない。

「いや──この飛空艇には『紅の貴公子』ジェリル卿きようやミスリルの探索者達もいる。念には念をいれるべきか……」

　モーサンは胸元に手を当て、「魔人心臓」を稼働状態にもっていく。

「これで万が一にも失敗はない。いつでも君の魔笛を受け入れられるよ……レダ」

　最後に愛いとしい人の名を呟いて、モーサンは目を閉じた。








波乱の空路







〝サトゥーです。物語だとトラブルを切り抜けてほっとした時に、次のトラブルが襲ってくる事はよくある事です。わりと好きな展開なのですが、現実でそのパターンは来てほしくないですよね。〟






「ご主人様！　下からデカいのが上がってきたわよ！」

　飛空艇の後方を覗うかがっていたアリサが、振り返って叫んだ。

　オレのレーダーにも映っている。レベル四五もある多翅長虫ウイングス・セントビートという魔物だ。魔法反射や魔晶障壁というやっかいそうな種族固有能力を持つ。

　睡眠状態のまま出撃してくる様子がなかったので放置していたのだが、最後の最後で出してきたようだ。

　ビスタール公爵領の内紛に巻き込まれたみたいだけど、その戦力もあと少しだけだ。

　あの多翅長虫と突撃槍甲虫ランス・ビートルの最後の一匹だけ、少し離れた場所で観戦していた古老鴉エルダー・クロウ乗りは既に逃亡を始めている。

　逃げた古老鴉乗りにはマーカーを付けてあるのでいつでも追跡可能だ。

　少し前に早とちりした脱出艇が飛空艇から発進していたけど、空間魔法の「遠見クレアボヤンス」で確認した感じだと誘拐の類たぐいには見えなかったので、放置しておいた。

「アノマロカリスみたいな奴やつね。あれも従魔なのかしら？」

　オレもアリサの横から覗のぞき込む。

　森の中にある狩猟館を砕いてこちらに上がってくるのは、ちょっと胴体が長すぎて翅が虫っぽいけど、古生物図鑑で見たアノマロカリスにそっくりだ。

「やっちゃう？」

「いや、魔法反射があるみたいだから──」

　──物理で倒そう。

　そう言う前に、詠唱を始めていたミスリルの探索者達が、飛空艇の横を通過しようとしていたアノマロカリスもどき──多翅長虫に、様々な種類の攻撃魔法を放った。

　多翅長虫の外皮に弾はじかれた魔法の一部が前甲板やバルコニーに飛び散り、ミスリルの探索者達が右往左往して回避する。

「撃った相手に反射するわけじゃないのね」

「ああ、そのようだ」

　オレ達の方に飛んできたのはナナが受け流してくれたので、暢のん気きに会話をする余裕がある。

　多翅長虫の本体は反射というよりは弾いて散らしたという感じで、丸みを帯びた昆虫のような翅は魔力を中和して一部を吸収したような感じだった。

　もちろん、あらゆる魔法攻撃を無制限に反射や中和できるわけではないようで、幾ばくかのダメージを与えていた事を、ＡＲ表示されている多翅長虫の体Ｈ力Ｐゲージが教えてくれた。

　多翅長虫が不快そうな咆ほう哮こうを上げ、飛空艇の前方で体を捻ねじりながらこちらに向きを変えた。

「上級の攻撃魔法なら突破できそうだけど、どうする？」

「そうね──止やめておくわ」

　アリサがそう言ってミーアの方を見る。

　ミーアの詠唱が進むのに合わせて、膨大な魔力が彼女の周りに充満し始めた。

「もう、ミーアの詠唱が終わりそうだし」

　アリサがそう言った少し後に、ミーアの魔法が完成する。

「……■■■　風霊王創造クリエート・ガルーダ」

　現れたのは半透明の黄金色に輝く王冠を載せた鳥型の疑似精霊。

　かつてアーゼさんが召喚したベヒモスと同格の存在だ。

「黄金の獣？」

「いや、黄金の鳥か？」

「違う……神話の時代に、ハイエルフ達が使役した神獣に違いない」

　ガルーダを見たミスリルの探索者達がざわめく。

「サトゥー、魔力」

　ミーアの短いおねだりに応こたえ、「魔力譲渡マナ・トランスフアー」を使って消耗しきったミーアの魔力を回復させてやる。

「やって」

　ミーアの言葉に応えて、ガルーダが空力を無視したように黄金の翼を広げて静止し、翼の先端の羽をＣＧのモーフィングのように変形させて、多翅長虫の方へと伸ばす。

　目にも留まらない速さで数十条の黄金の羽が細長く伸びて、多翅長虫を包み込むように刺し貫き、または切り裂いていく。

　多翅長虫は節の多い体を捻ひねって逃げだそうともがくが、その無駄な抵抗も長くは持たず、瞬く間に細切れにされてしまった。

　ガルーダの黄金の羽は、多翅長虫の魔法を反射する本体も、中和する翅も、お構いなしに切り裂いてしまったのだ。

「凄すさまじい……」

「アレが『階層の主フロア・マスター』を倒した召喚魔法か」

　バルコニーで共に戦っていたミスリルの探索者達が畏い怖ふに震える呟きを漏らす。

「お疲れ、ミーア」

「むぅ」

　ミーアが少し不満げだ。

　ガルーダの必殺技である「天嵐テンペスト」を使うために、オレから魔力補給を受けていたのに、それを使う前に敵が倒れてしまったからに違いない。

　まあ、「天嵐」は威力が高すぎる上に派手なので控えさせただろうけどさ。

「送還？」

　逃げだそうとしていた突撃槍甲虫を倒した後、乗り手を捕まえて戻ってきたガルーダを見上げてミーアが問う。

「ああ、もう必要ないよ」

　ミーアに首肯する。

　レーダーには赤い光点も従魔も映っていない。

　手が回らなかったので、自爆テロをしようとしていた連中は危ない魔導爆弾を取り上げただけで放置してあるから、今のうちに拘束してしまおう。

　もちろん、後部甲板にいたアイテムボックス持ちや機関部に乱入しようとしていたレベル高めの騎士は既に拘束済みだ。

「にゅ？」

「笛の音がするのです」

　耳をピンッと立てたタマとポチがそんな事を言い出した。

　オレの聞き耳スキルは笛の音なんて拾ってこない。

「どこから聞こえるの？」

　同じ事を思ったのか、アリサが二人に尋ねる。

　だが、それに二人が答えるより前に、ドンッという音とガラスの割れる音が前方から聞こえた。

　ほぼ同時に前部甲板の向こうで鈍にび色いろの線状のモノが波打ちながら生え、少し遅れてガラス片がこちらに向かって飛んでくる。

　あそこにいたのは召喚魔法スキル持ちの高官だったはず。

　オレは甲板の上を駆け、艦橋の上へと向かう。

　あの高官は召喚魔法のスキルレベルが低いと思っていたから、あんなヤバそうなのを召喚できたのは予想外だった。

　艦橋のガラス天井に開いた穴から飛び込む。

　蠢うごめく無数の触手を切り払いながら艦橋に着地するまでの間に、艦橋の状況を把握する。

　艦橋の設備がほぼ破壊され、艦長以下ほとんどの船員が血の海に沈んでいる事をＡＲ表示が教えてくれた。

　更に、艦橋を包むガラス壁はフレームを残して無残な状態のため、艦橋は進行方向から流れ込む強い風が吹き荒れている。

　血溜だまりの中で、船員達が苦痛のうめきを上げるのが聞こえた。まだ間に合いそうだ。

　オレが着地するのに少し遅れて、追いかけてきた獣娘達が着地する。

「おっとっと、なのです」

　着地でふらついたポチをタマが支える。

　複数ある空力機関や推進器を制御する艦橋が破壊されたためか、さっきから少しずつ飛空艇の飛行が安定を失い始めているようだ。

「カリナ、キィイイイイイイイイック！」

　どうやら、カリナ嬢も一緒に来てしまったらしい。

「きゃああああ」

　触手の中央に突っ込んだカリナ嬢が、触手に捕まって逆さ吊づりになってしまった。

　スカートごと拘束されているので下着が晒さらされる羽目には陥っていないが、触手に搦からめ捕られた姿が非常にエロい。

「リザ、触手を除去しろ。タマとポチはカリナ様を頼む」

　獣娘達にそう命じながら、オレは艦橋全体に回復魔法を使う。

　瀕ひん死しの者もいたが、なんとか一命は取り留めた。出血が多かったせいか、まだ意識は戻っていない。

　カリナ嬢の視線がない内に、オレは「理力の手マジツク・ハンド」で艦橋要員達を吹きさらしの艦橋から通路の向こうへとまとめて運搬する。

「うんしょ～」

「どっこいしょ、なのです」

　カリナ嬢は触手の山に埋もれてしまっていたので、タマとポチが頑張って掘り出していた。

「ご主人様！　こちらをご覧ください」

　リザの声に顔を向けると、あれだけ蠢いていた触手は全すべて切断されており、床に山積みになった触手の間に、異様に変形した人の身体が埋もれていた。

　面影はほとんどないが、ＡＲ表示によると召喚魔法使いの高官のようだ。

　召喚した魔物に取り込まれたのかと思ったが、彼の胸元に埋め込まれた禍まが々まがしい魔法装置を見て違うと分かった。

　真ん中から割れて中身を失った魔法装置の表面と、触手の色や質感が同じだったからだ。

　魔法装置は「魔人心臓デーモン・ハート」という名前らしい。状態が「暴走」「故障」となっており、暴走の結果がさっきの触手乱舞の原因みたいだ。

「怪け我が治す～？」

「このままだと死んじゃいそうなのです」

　おっと忘れていた。

　オレは治癒魔法を使って高官の傷を塞ふさぐ。

　一命は取り留めたが、瞳ひとみに知性の光は残っておらず、虚空を見つめて痙けい攣れんするばかりだった。

　まあ、自業自得だし、後は医療機関の人に丸投げでいいか。

「酷ひどい目に遭いましたわ」

　粘液で汚れたカリナ嬢が、ポチから貰もらったタオルで顔を拭ふいている。

　ラカの守りは汚れまでは防げないのだろうか？

　そんな事を思いながら、ストレージから取り出した巻物をダミーにして、生活魔法でカリナ嬢を洗浄してあげる。

『ご主人様！　そっちに援軍はいる？』

　アリサが空間魔法の「戦術輪話タクテイカル・トーク」で皆を繫つないでくれた。

『いや、大丈夫──』

　言葉の途中で飛空艇が揺れた。

『ご主人様！　こっちにも触手が出た！』

　緊迫した声でアリサが叫んだ。

『ナナ、防げ！　触手の中心に人間がいる。注意しろ！』

『イエス・マスター』

　オレはそう叫びつつ、「魔人心臓」で検索する。

　自爆テロ要員のいた機関部、貴賓室、後部甲板の三ヶ所だけでなく、アリサのいる展望室、さらに燃料庫、安定翼の根本付近にも存在していた。

　展望室の「魔人心臓」は「暴走」や「故障」の状態になっていたが、他ほかは特に変な状態にはなっていない。故障して暴走すると触手が生えるのは間違いなさそうだ。

　ここから魔法や物理で全ての「魔人心臓」を始末するには、間に人や飛空艇の航行に必要なパイプ類が多すぎる。

　外側から誘導矢リモート・アローや自在剣フレキシブル・ソードで狙ねらえるのは展望室くらいだ。安定翼や後部甲板付近にいるヤツらは艇内にいるので、迂う闊かつに攻撃すると飛空艇まで破壊してしまう。

　それに「魔人心臓」は身体に埋め込まれているので、遠距離攻撃で除去しようとしたら、相手を殺してしまう可能性が高い。

　殺傷力が低い対人制圧用の「誘導気絶弾リモート・スタン」なら──。

　──ＺＨＷＯＺＨＷＯＺＨＷＯＯＯＧＺ。

　咳せき込むような気持ち悪い咆哮が背後から聞こえる。アリサ達のいる展望室の方向だ。

　その咆哮に少し遅れて、次々と嫌な震動が床を伝わってきた。

　マップ情報を見るまでもない。展望室以外の五ヶ所にいる「魔人心臓」持ちから触手が生えて暴れているのだろう。

　後手に回ってしまった。

　今から対人制圧用の「誘導気絶弾」を使っても恐らく無力化できない。

『ご主人様、翼の傍そばからも触手が現れました』

『マスター、飛空艇後方にも触手が見えたと報告します』

　ルルとナナの声が聞こえた。

「ご主人様、ご指示を」

　リザが真剣な顔でオレを見る。

　タマとポチもリザの左右に陣取って見上げてきた。




　オレは素早く優先順位を考える。

　アリサ達は大丈夫。「魔人心臓」の触手はレベル三〇程度だ。

　ジェリル氏がいる貴賓室も大丈夫だろう。

「リザ、機関部を任す！　ポチとタマはリザのサポートだ！　機関部を制圧したら、燃料庫へ向かえ」

　獣娘達が返事と共に駆け出す。なぜか、カリナ嬢も一緒だ。まあ、ラカが一緒なら大丈夫だろう。

　本来ならオレが行くべき案件だが、今は壊れた艦橋の代わりに船の制御を回復する方が優先だ。

　このまま王都の空港までたどり着ければ最良。最悪でも飛空艇を安全に着地させなければいけない。

　オレは壊れて役に立たなくなったコンソールを引き剝はがし、中からケーブルを引き出した。

　飛空艇建造時に使っていた開発用端末を、ストレージから取り出してケーブルを繫ぐ。

　デバッグ用のコマンド入力しかできないが、頑張れば代用できるかもしれない。

　ＰＩＮＧ信号が機関部や操そう舵だ関係の回路に届くかを調べる。

　──行ける。

　機関部も、操舵関係も、ちゃんと繫がりそうだ。

『機関部の扉～？』

『触手がうにゅうにゅなのです』

『ご主人様、これより排除を開始します』

　リザ達が早くも機関部に到着したらしい。

『ご主人様、こっちは倒したわ。触手を生やしていたのは侍女みたい。展望室にいた斥候のおっちゃんの話だと、一緒にいたはずの夫人がどこにも──どわわっ』

　アリサの報告の途中で、飛空艇が大きく揺れた。

　戦術輪話から、アリサ以外の子達の悲鳴や驚く声も届く。

　開発用端末に表示される情報によると、六基ある推進器のうちの右側三基が過剰に流入する魔力で暴走し、一基が魔力の供給を絶たれて機能を停止していた。

　飛空艇は大きく左に弧を描きながら、急加速を開始している。

　このままだと左側にある岩山に激突してしまう。

　暴走する推進器を緊急停止しようとするが、反応が返ってこない。

　正攻法が無理なら裏技で──。

　空間魔法の「遠見」と術理魔法の「理力の手」で推進器本体に付けた緊急停止装置キル・スイツチを作動させよう。

　開発用端末の操作を並列思考スキルの助けを借りて続けつつ「遠見」を発動させると、オレの視界に無残な状態の機関部が映った。

　四基ある大型空力機関の内、二基は二重反転式のホイールが歪ゆがんだようで、こすれて火花を散らしていた。残り二基も火花こそ出していないが、回転に偏りがある。

　魔力炉も少なくない被害を受けており、魔力由来の妙な赤い光が炉の表面で明滅している。

　そんな中でも、獣娘達は横Ｇにも負けず、触手のほとんどを始末し終えてくれていた。

『ご主人様、前見て！　前！』

　アリサが必死の声で、前方に迫る岩山の事を叫ぶ。

　──分かってる。

　オレは目的の緊急停止装置を探す。

「げっ、抉えぐれてる？」

　狙い澄ましたように、暴走した推進器の緊急停止装置部分が抉れてなくなっていた。

　むしろ、ここが抉られたから暴走した可能性が高い。

　魔力伝達ケーブルを切断するのはダメだ。

　反動で魔力炉や他の部分が壊れる可能性が高い。

　一度魔力炉を止めてからケーブルを切断すれば──ダメだ。魔力炉を止めたら再始動までの間に、空力機関も止まる。それに一度止まったら、壊れかけの空力機関が再始動してくれる保証もない。

　本来なら、空力機関が一つでも無事なら不時着できる設計だが、万が一四つとも止まったら落ちるしかない。

　──ならば。

　オレは開発用端末にコマンドを入力していく。

　飛空艇が更に加速した。

『ご主人様、ヤバイ！　前！　ヤバイ！』

　岩山が迫り、逃げ惑う動物達の姿が克明に見える。

　あと、少し。

『リザ！　右の二番推進器を蹴け飛とばせ！』

『承知！』

　右の二番推進器が一瞬だけ咳き込み、僅わずかに推力を下げた。

　すぐに戻るだろうし、もっと悪い状態になるかもしれないが、今はこれでいい。

『うぎゃああああああ』

　アリサの耳に痛い悲鳴に押されるように、岩山が目の前で流れていく。

　ごりごりと飛空艇の側面が、岩山の表面から突き出た枯れ木や岩に削られている音や震動が届く。

　気のせいか空気の密度差や風向きが見える気がする。

　その感覚を信じ、飛空艇を風に上う手まく乗せて、高度を取る事ができた。

『死ぬかと、思った～』

　目の前には青空が広がっている。

　岩山激突の危機は、左さ舷げん側の推進器を暴走させる事で回避した。

　そのせいで、この飛空艇は現在も高加速中だ。

　魔力供給が推進器に取られすぎているせいか、空力機関が壊れかけているからか、さっきからエア・スポットに入った飛行機のように、瞬間的に浮力を失ったり復活したりして上下方向に船が安定しない。

　並列思考スキルの助けがあるから、戦術輪話でアリサ達と会話する余裕があるけど、さすがに魔法行使をするとリソースが足りなくなる。発動済みの「理力の手」と「遠見」くらいなら、なんとか制御できそうだ。

『ご主人様、高度を取るか速度を落とした方がいいんじゃない？』

『ああ、鋭意努力中だ』

　できればとっくにやっている。

『もしかして暴走中？　けっこうヤバイ？』

『ああ、このままだとヤバイ』

　さっきも考察したように、推進器の推力を落とすには魔力炉を停止する必要があり、魔力炉を停止すると空力機関が止まって浮力を失った飛空艇が墜落する。

　今は飛空艇の安定翼にある高揚力装置のフラップで、高度を上げようと努力中だ。

　航空機と違って翼面積が狭く短いので、それほど過度な期待はできない。

『ご主人様、ユニークスキルを使えば、全員を地上へ転移させられるわよ』

『ダメだ』

　そんな無茶をしたら「魂殻花環」を身に着けていても、アリサの「魂の器」が無事に済む保証はない。

『でも、そうでもしないと他の人達が──』

『ダメだ。他の人間よりもアリサの方が大事だ』

『うへ？　で、でへへへ～。マジトーンで言われると、照れますな～』

　動揺した震える声でアリサが茶化す。

　相変わらず、アリサは攻められるのが苦手なようだ。

『お前のチートなご主人様を信じろ』

『うん、信じる』

　少しふざけたオレの言葉に、アリサが安あん堵どしたような声で答えた。

『むぅ』

　戦術輪話から、ミーアのちょっと不満そうな声が流れてきた。フォローのつもりで「ミーアも大切だよ」と告げたら、「も」と怒り気味な言葉が返ってきた。幼女は難しい。後でフォローしなおそう。

「さてと、実際のところ、状況は良くない」

　オレは開発端末とＡＲ表示されるマップ情報に目を走らせながら、独り言を呟つぶやく。

　八はつ方ぽう塞ふさがりに見える現状だが、実のところオレが持てる全すべての力を開示して良いならば、すぐにでも全員を助ける事はできる。

　飛空艇をストレージに収納し、落下するまでの間に「理力の手」で地上に降ろせばいい。ちょっと人数が多いから、三分の一くらいは途中にある湖に落とす必要がありそうだけどさ。

　この飛空艇を「理力の手」で持ち上げて着地する事も考えたが、さすがに無理だろう。

　かなり便利に使える「理力の手」だが、その総力は一般男性六〇人分程度の力しか発揮できない。

　上級魔法の「理力の腕マジツク・アーム」が使えればともかく、飛空艇の大質量を支える事は不可能だ。

　アリサにゲート系の空間魔法を使わせて脱出する事も考えたが、これだけ不規則な運動をする壊れかけの飛空艇から定点にゲートを開き続けるのは難易度が高すぎる。

　短時間ならできそうだが、絶えず変化する始点位置を補正し続けるのは、いくらアリサでも無理だろう。

　オレが二人いれば、操船を片方に任せて、もう片方が機関部の修理に向かえるんだけど……。

「──いや。たられば、を考えても仕方ない」

　やはり、飛空艇を不時着させるのが、一番、全員を助けられる可能性が高そうだ。

　そのためには幾つか条件を満たす必要がある。

　それは──。

　・不時着可能な速度まで減速する事。

　・不時着に十分な滑走路的なスペースがある事。

　・不時着しても地上に人的被害が出ない場所である事。

　・不確定要素である魔人心臓持ちの残り四人を無力化する事。

　──といった感じだ。

　最初の二つは絶対に必要だろう。

　三つ目はオレ的には必ひつ須すだが、必ずしも絶対条件ではない。

　最後の一つはどちらでもいいが、できるなら不確定要素は潰つぶしておきたいところだ。

　オレは必要な手順と、飛空艇の進路を脳内で計画する。

　もちろん、不安定な飛空艇を制御しながらだ。

　それは簡単なモノではなかったが、自画自賛できる程度には短時間で仕上げる事ができた。

　でも、さすがに、計画の全てを一人でやるのは無理だ。

『皆、悪いけど協力してくれ』

『水くさいわね！　いくらでも言って！』

　アリサを筆頭に、皆の肯定の言葉が「戦術輪話」から届く。
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『さっきの触手が四体いる。リザ達はさっき言った通り、燃料庫の奴やつを排除して──』

『排除した～？』

『今、倒したところなのです！』

『燃料庫は制圧済みです。宿主も必要最低限の治療を終えて拘束してあります』

　獣娘達はこの震動と急加速にも負けず、最初の指令通りに行動してくれていたらしい。

『よくやった！　次は後部甲板に向かってくれ』

『承知いたしました』

　リザを先頭に獣娘達が後部甲板に向かう。

『ナナ、ミーアを抱えて艦橋へ！　ミーアはガルーダの再召喚を頼む！』

『イエス・マスター』

『分かった』

　ミーアのガルーダには安定翼の上に這はい出した触手を排除してもらう予定だ。

　──あれ？

　安定翼の上にいた触手がいない。

『ご主人様、翼の上にいた奴はルルと一緒に吹き飛ばしたわ』

　さすがだ。

『落ちた触手は大きなカラスみたいなのが拾っていったけど、撃ち落とす？』

　逃げたと思ったけど、古老鴉乗りが戻ってきていたみたいだ。

『いや、それは放置でいいよ』

　マーカーも付けてあるしね。

『翼に触手の破片が残ってるから、邪魔そうならミーアのガルーダに除去してもらって』

『むぅ』

　強大なガルーダを掃除役扱いされたミーアが不満そうな声を上げる。

　発動したままの「遠見」で残ざん骸がいを確認したところ、ルルが吹き飛ばす前に、アリサが空間魔法で安定翼に絡みつく触手をスッパリと切断していたのが分かった。なかなか良い仕事だ。

『なら、アリサはルルと一緒に貴賓室に行ってくれ』

『貴賓室？』

『ああ、孤軍奮闘中のジェリル氏の援護を頼む』

『おっけー！　行くわよ、ルルお姉様』

　マップ情報だとジェリル氏はビスタール公爵一家を庇かばって負傷しているようだった。

　貴賓室では礼服で帯剣もしていなかったはずだから、苦戦しているのだろう。

『ご主人様、ミスリルの探索者達が一緒に来ちゃったけど、どうする？』

　触手を倒すだけなら、アリサとルルが抜けても大丈夫そうだ。

『分かった。貴賓室は彼らに任せて、アリサとルルは怪け我が人の治療と乗組員や船客を後部の多目的室に誘導してくれ』

　飛空艇に二つある多目的室には、不時着時の衝撃を緩和するための設備がある。

『まーかせて！』

　アリサとルルが行動を開始する。

　とりあえず、触手関係や避難誘導はこれでいいとして、次は着地可能コースへ飛空艇の軌道を変えよう。

　──ん？

　左右の舵かじの利きが悪い。

　後部甲板の触手が悪さをしたようで、垂直尾翼が引っかかるような感じだ。

　安定翼のエルロンもあるが、今は触手の残骸が絡みついていて右側しか使えないので効果が薄い。

　まあ、今のままでもギリギリなんとかなりそうだ。

「マスター、加勢に来たと報告します」

　ナナが無表情のまま元気に飛び込んできた。

　ミーアは艦橋の強風に煽あおられたツインテールの髪が邪魔そうだ。

「ナナ、オレの傍そばで理術の『防御壁シエルター』を張ってくれ」

「イエス・マスター」

　ナナの額に魔法陣が現れ、すぐにオレ達を半球状の透明なドームが覆った。

　ミーアの詠唱が安定したものになった。

　手て持もち無ぶ沙さ汰たなのか、ナナがミーアの髪を整えてやっている。

　ドンッと揺れた時にミーアが舌を嚙かんで涙目になった。

「むぅ、やり直し」

　ミーアが再詠唱を始める。

　──あれ？

　利きが悪かった左右の舵が反応しない。

『ご主人様、後部甲板の触手を排除し、触手の根元にいた者を拘束いたしました』

　リザからタイムリーな報告が来た。

『リザ、近くにある小窓から、舵の様子を確認してくれ』

　発動済みの「遠見」の位置を移動するのは、それなりに面倒なので近くにいたリザに尋ねてみた。

『ぶらぶら～？』

『舵の上の方が壊れてパタパタしているのです』

　リザよりも早くタマとポチが報告してくれた。

　今ひとつよく分からなかったので、結局自分で「遠見」の位置を変更して見る事になった。

　舵本体は無事だが、舵を操作するワイヤーが切れてしまっていた。

『仕方がない「理力の手」で直接──ってそうか、あそこは対魔法素材だったっけ』

　ワイヤーも舵本体も対魔法素材なので、「理力の手」で干渉しにくい。

　完全に無効ってほどじゃないんだけど、空中に垂らされた髪の毛を、よそ見をしながら指で摘つまむような面倒くささがある。

『それなら、ポチ達がやるのです！』

『あいあいさ～』

　獣娘達が後部甲板の整備用梯はし子ごを駆け上がり、後部空中へ張り出した舵を支えるフレームの上を器用にバランスを取って走っていく。

　いざとなったら「理力の手」で支えられるけど、なかなか無茶をする。

『リザ、命綱を使え』

『承知いたしました』

　オレは後部甲板にあるロープの場所をリザに伝え、タマとポチに命綱を装備させた。後はリザが命綱を保持すれば二人も安全だろう。

　周囲を確認したら、従者達に通せんぼされているカリナ嬢がいた。

　何か言い合っているようだが、残念ながら聞こえない。

　そういえば、カリナ嬢の従者達はいつの間に後部甲板まで来たのだろう？

『わたくしも手伝いますわ！』

『ダ、ダメっす！』

『カリナ様、止やめてください』

　一緒に駆け出そうとするカリナ嬢をピナやエリーナがタックルして止める。

『何を言ってるか興味があったから、カリナサマ達の声も中継してみたわ』

　どうやら、獣娘達との会話を戦術輪話で聞いたアリサがオレと同じように後部甲板をチェックして、カリナ嬢達の行動に興味を持ったようだ。

　追加の魔法が使えない状況なので、ちょっと助かった。

『それより、ご主人様。このままだと右の山に突っ込むか、左の谷を削って下にある集落を潰しちゃうんじゃない？』

　飛空艇の高度が下がっている事をアリサから指摘された。

　さっきミーアが舌を嚙んだ震動は、空力機関の一つが吹き飛んだ衝撃だったんだよね。

　そのせいで、低めだった高度がさらに低くなっており、舵が利かなかった事で予定の航路より逸それ、今アリサが言った難所を通る羽目になってしまったのだ。

『ポチ隊員、タマ隊員！　舵を頼むぞ！』

『あい！』

『らじゃなのです！』

　良い返事だ。

　その余韻も終わらないうちに、オレ達の乗る飛空艇は難所の谷へと飛び込んだ。





◆






『ご主人様、右注意！』

　アリサが空間魔法で感知した情報を基にナビしてくれる。

　オレのマップでも分かるのだが、マップを詳細に眺めながらコマンド制御するのが大変だったので、アリサの厚意に甘えている。

『タマは腕一つ半分ワイヤーを巻け』

『くるくる～』

　右に迫った岩肌から少し離れる。

『ご主人様、次、左！』

『ポチ、腕二つ分解け』

『せいやーなのです』

　左の壁から伸びた大木の枝を回避する。

　だが、ちょっと余裕を持って避よけすぎた。

　このままだと右下から突き出た岩に胴体が掠かすりそうだ。

『ポチ、腕半分巻け』

『あわわ、なのです』

『よし、いい感じだ』

　なんとか岩を避ける。

　谷は河川に沿ってできるので、意地悪なくらいぐねぐねと湾曲している。

　それでもタマとポチの決死のワイヤー操作で舵を切り、なんとか谷に激突せずに済んでいた。

『ご主人様、前！』

　歪ゆがんだフレームだけになった艦橋に、大型バイクくらいの巨鳥が飛び込んできた。

『バードストライクは危険と告げます！』

　理術の「自在盾フレキシブル・シールド」を展開し、愛用の大盾を持ったナナが、巨鳥の体当たりからオレやミーアを守り、受け止めた盾で後方へと投げ飛ばした。

　後ろで盛大に何かが壊れる音がしたが、ここにあるモノは大体触手に壊され済みなので問題ない。

『ご主人様、次はちょっちヤバいわ』

　谷に生えた三本の巨木が進路を塞ふさいでいる。

　一応、前後にばらけているが、ここから望遠スキルで見る限り真横に並んでいるのと同じだ。飛空艇の巨体ですり抜けるのは不可能だろう。

『わたしとルルでやってみるわ』

　アリサの言葉の直後に、ルルの輝炎銃から放たれた赤い煌きらめきが連続して飛んでいき、左の木の幹に命中した。

　続いてアリサが長距離狙そ撃げき型の火魔法で中央の木を焼き折る。

　アリサが三本目の右の木を狙ねらって詠唱を始めるが、ルルはまだ一本目の木を倒しきれていない。

　高レベル魔物向けの輝炎銃は貫通力が高いから、幹を突き抜けてしまうようだ。

　それでもなんとか倒したところで、アリサの魔法が発動する。

『げげ、ごめん、外した』

　谷の乱気流に流されて、アリサの火魔法が狙いを外れてしまい、倒しきれなかった。

　ルルが輝炎銃でフォローするが、左の木を倒した時から考えると間に合いそうにない。

　アリサに公衆の面前で無詠唱の火魔法を使わせるわけにはいかないし、ナナの理術は射程が短くて届かない。ミーアの詠唱は迫力ある機動で何度も止まっていて、もうしばらくかかりそうだ。

　なるべく負担の少なそうな「小火弾フアイア・シヨツト」あたりなら、飛空艇の制御もなんとか維持でき──。

『ご主人様、私が』

　迷うオレの前に朱色の髪を翻したリザが着地した。

　こちらの危機を見かねて、船尾から駆けてきたようだ。

「魔マ素ナよ、我が熱き血潮を巡れ──」

　くるりと愛用の魔ま槍そうドウマを構えたリザの手元で、凄すごい勢いで魔槍が赤く輝き始める。

「──我が腕を通り、魔槍の穂先に集え」

　魔槍の穂先に赤く輝く魔刃が生じた。

　飛空艇に巨木が迫る。

　ルルの輝炎銃の弾丸に続いて、ミスリルの探索者達の魔法も巨木に届き始めた。

　だが、まだ足りない。

「出いでよ、魔刃砲！」

　リザが裂れつ帛ぱくの気合いと共に叫ぶと、穂先から巨大な魔力弾が撃ち出され、赤い光を曳ひきながら巨木の幹に命中した。

　最後の一押しを受けた巨木が倒れていく。

　だが、少し遅かった。

『やばっ──』

　このままだと艦橋の下に巨木が刺さる。

『マスターは私が守ると宣言します』

　ナナが大盾を構え直す。

　さすがにナナでも、飛空艇の速度を考えたら、ただの木が相手でも無傷では済まない。

　オレは前方に伸ばした「理力の手」で巨木をストレージに収納し、ほぼ同時に、飛空艇に当たらない位置に巨木を出し直した。

　これなら、飛空艇がブラインドになって、ほとんどの者には気付かれなかったはずだ。

　気付いても、「何かに引っかかって急速に動いた」程度の認識で終わるだろう。

「助かったよ、リザ」

　恐縮するリザに礼を言う。

　なんでも、ポチとタマの命綱係はカリナ嬢と交代したらしい。

『さっきの巨木が最後の難所だったみたいね』

　アリサの言葉の終わる頃ころには谷を抜け、前方に軟着陸予定の広大なレンゲ畑が見えてきた。

「まずいな……」

　レンゲ畑の中に小さな集落が見える。

『ご主人様！』

『分かってる』

　予定の進路からずれたせいだ。

　この高度だと、集落の半分は粉砕してしまう。

　望遠スキルで補強された視力が、集落の人達の恐怖に染まった瞳ひとみを映す。

　一か八か──。

『行っけええええええええええ！』

　欺だまし欺し使っていた魔力炉の出力リミッターを解除して出力を上げる。

　限界以上の魔力を流し込まれた空力機関が、唸うなりを上げて浮力を作り出してくれた。

　逃げ惑う集落の人達の直前で、飛空艇が機首を上げる。

　人々の表情さえ見える距離だったが、なんとか村の物見塔を壊す程度で済んだ。

『ふぃいいい。もうダメかと思った──どわわわっ』

　アリサが安あん堵どの声を漏らす間もなく、船体が大きく揺れた。

　無理をしすぎた空力機関が二つほど吹き飛んでしまったのだ。

　機関室を飛び跳ねる空力機関のホイールが、推進器の一つにとどめを刺した。

『魔力炉を停止する！　総員、耐ショック体勢を取れ！』

　オレは伝声設備に割り込んで、艦内に向かって叫ぶ。

　魔力炉の緊急停止コマンドを送るが止まらない。

　このままだと、レンゲ畑を抉えぐり取った上で、王都の外壁に激突して多くの死傷者を出してしまう。

「まあ、なんとかするけどさ──」

　オレは「理力の手」を魔力炉に伸ばして、中の燃料を全すべてストレージに収納する。

　もちろん、燃料庫からの供給パイプは、元凶のホイールで殴って壊しておく。

　魔力消費の多い推進器がすぐに魔力炉に残留した魔力を使い果たして、機能を停止する。

　空力機関の残り二つはコマンド入力で、なんとか停止できた。




　だが、ほっと一息吐つく間もなく、高度を落とした飛空艇がレンゲ畑に腹を擦こすりつけた。

『きゃぁああああ』

　衝撃と震動にルルが悲鳴を上げた。

　オレはエアブレーキや非常用に搭載してあった後部の減速用パラシュートを開く。

　飛空艇が勢いよく減速する。

　これなら、なんとか外壁の手前で止まれそう──。

　バゴッと後ろで音がして、制動が緩む。

『ぱらしゅーと、ろすと～？』

『カリナ、危ないのです』

　尾翼にしがみついたタマとポチが、減速用パラシュートが千切れ飛んだ事を教えてくれた。

　カリナ嬢はパラシュートが千切れた瞬間に落ちかけたようだが、タマとポチがなんとか腕を摑つかんで転落せずに済んだようだ。まあ、落ちてもラカがいるから大丈夫な気はするけどさ。

『王都が見えてきた。このままじゃ突っ込んじゃうわ！』

　報告してくれるアリサに、答える余裕もない。

　さっきから「理力の手」や土魔法の「草縛ホールド・グラス」、それに風系の魔法で飛空艇を減速させているが、飛空艇の質量が膨大なので焼け石に水だ。

　アリサも「隔絶壁デラシネーター」や「次元杭デイメンジヨン・パイル」といった空間魔法でサポートしてくれた。

　もはや外壁前で止まるのは諦あきらめるとしても、王都の被害を少しでも減らしたい。

　──いや、違う。

　多くの死傷者を出してまで、オレの力を隠すのは本末転倒だ。

　そんな事をしたら、後ろめたくて楽しく王都観光ができなくなる。

　よし、本気を出そう。

　サトゥーのままで行動するのが大変になりそうだけど、新しい生活用の変装マスクを用意して、スズゥキとでも名乗って観光すればいいさ。

　オレは妙にさばさばした気持ちで、メニューを開いた。




「……■■■　風霊王創造」

　オレの耳に届いた発動句に振り返る。

　金色の羽を持つ疑似精霊ガルーダが現れた。

　衝撃や震動に幾度も詠唱をやり直しながらも、めげずに続けていたミーアが最後の最後で間に合ってくれた。

　汗に濡ぬれ額に張り付く髪を払い、ミーアが前を指さす。

「ガルーダ、飛空艇を止めて──」

　ミーアの少し長い命令を聞いたガルーダが金色の羽で飛空艇を包み、先ほどの減速用パラシュートを超える能力で飛空艇を減速させる。

『ナイス、ミーア！』

『ん、頑張った』

「戦術輪話」越しのアリサの褒め言葉に、ミーアがやりきった顔で胸を張る。

　だが、風を操るガルーダの力をもってしても、飛空艇の大質量を止めるのは難しいのか、王都がどんどん迫ってくる。

　ガリゴリと飛空艇が地面を削る音がゆっくりになってきたが、まだ止まらない。

　王都の警鐘が鳴らされ、何騎もの飛竜騎士ワイバーン・ライダーや鳥人の小隊が空に上がるのが見えた。

　マップに映る王都の人達の光点が、迫り来る飛空艇を見て逃げだす様子を伝えてくれる。

『くっそう、止まれ！』

『ガルーダ、がんば』

　外壁がどんどん大きくなる。

　艦橋からは外壁越しに王都の光景が見えてきた。

『もう、ダメっ』

　アリサが悲鳴を上げる。

　このままだとあと一歩及ばずに飛空艇が壁に激突する。




　──それでいいのか？




　自問するまでもない。

「ちょっと行ってくるよ」

「サトゥー」

「マスター」

　オレは艦橋から身を投げ出し、地面を抉りながら進む飛空艇の前へと降りる。

　艦底の先端にできていた亀き裂れつから中に入り、土と岩に削られて剝むき出だしになった飛空艇のメイン・フレーム──竜骨にしがみつく。

「行くぞっ！」

　オレは天駆を発動する。

　両足に今まで感じた事がないような力が加わる。

　天駆の足場が砕けるが、構わず次の足場を作り出していく。

　一点にかかる力が大きすぎるために、竜骨が歪ゆがむ。

　歪んだ竜骨が、嚙かみつくように肩を圧迫して痛い。

　だが──痛いだけだ！

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　オレは似合わない雄お叫たけびを上げ、より一層の力で飛空艇を押し返す。

　意地だけで耐えている内に、飛空艇は震動を止めオレの背中を打っていた土塊や礫つぶても静かになっていた。

　外壁の上から大歓声が降ってくる。

　どうやら、飛空艇は無事に止められたようだ。

　オレは竜骨から肩を抜き、赤くなった肩をさすりながら、艦底に溜たまった剝き出しの土の上に寝そべった。




　ふう、久々に疲れたよ。





＞称号「不運な乗客」を得た。

＞称号「凄すご腕うで操縦士」を得た。

＞称号「力自慢」を得た。

＞称号「剛力無双」を得た。

＞称号「運命をねじ伏せる者」を得た。










エピローグ







〝サトゥーです。その世界の有名人に才能を見いだされ、一躍スターダムにのし上がる立身出世の物語が少なくなった気がします。遠くの栄光より身近な幸せが好まれる時代なのかもしれません。〟






「ふう、こんなモノかな？」

　飛空艇のコクピットの残ざん骸がいを使って、操艦できなくもないような微妙な感じに修復してみた。

　さすがに開発用端末で操作していましたというのは、オレの正体が勇者ナナシだと言っているようなモノだし、ちょっとだけ偽装しておいたのだ。

　同じ理由で、竜骨の歪みも復元してある。

『ご主人様、怪け我が人の治療と搬出が終わったわよ』

『分かった。ロープを垂らして地上に行くよ』

　偽装中に乱入されたら面倒なので、艦橋の扉は絶対開かない感じに歪めてある。

　普通の身体能力だと前甲板から艦橋に降りてくるのは無理だし、着地時に盛り上がった土に押されて艦首が反っているから、前甲板や外壁の上から艦橋を覗のぞくのも角度的に不可能だ。

　まあ、鳥人の兵士が空から覗くかもしれないと思って、光魔法の「幻影イリユージヨン」で完成後の映像を流しておいたけど、出番は一度もなかった。

「おかり～？」

「お疲れ様なのです！」

　足に飛びついてきたタマとポチを受け止める。

「カリナ様もお疲れ様です。タマとポチのサポートをしてくれて助かりました」

「と、当然の事をしたまでですわ！」

　カリナ嬢が侍女のピナに叱しかられて小さくなっていたので、ちょっとだけフォローしておく。

「はい、濡れタオル」

「ありがとう、アリサ」

　オレは濡れタオルで手の汚れを落としながら、周囲を見回して現状を確認する。

　飛空艇から降りた人達は、怪我人、船員、探索者、ビスタール公爵関係者、その他の五つほどのグループに分かれて集まっていた。

　艦橋にいた艦長以下のメンバーは出血が多かったので、怪我の治療が終わった今も寝かされたままだ。

　それはまあ、いいんだけど──。

「あの野次馬はどこから来たんだ？」

「王都の西門よ。わりと近かったみたいね」

　飛空艇の周りに野次馬の人垣ができていた。

　西門から駆けつけた衛兵達のお陰で、こちらに乱入してくる様子はない。

　衛兵の隊長がストレッチャーのようなモノに寝かされた船長達から事情聴取している。

「怪我人の運搬用馬車や貴族様達の迎えはもうすぐ来るってさ」

　船長達の様子を見ていると、アリサがそんな事を教えてくれた。

「ご主人様、お茶をどうぞ」

「ありがとう、ルル。強風で身体からだが冷えたから嬉うれしいよ」

　地面に敷かれた防水布の上に腰掛け、ルルが淹いれてくれた美お味いしい青紅茶をいただく。

「マスター、甘いものは疲れを癒いやすと告げます」

　ナナが自分の妖よう精せい鞄かばんから出したひよこ形のクッキーをくれた。

　オレがお菓子を食べると、タマとポチも横に座って一緒におやつを食べ始める。

　カリナ嬢も一緒に並んで食べ始めた。ポチがカリナ嬢の世話を焼いている。お姉さんぶるのが楽しくて仕方ないようだ。

　クッキーを食べおわったタマがオレの膝ひざの上にするりと潜り込んで腰を落ち着けた。

　視線が合うと、にへりと笑みを返すのが可愛かわいい。

「サトゥー」

　ミーアがぽふんと頭の上に抱きついてきた。

「ご主人様、私達の迎えはもうしばらくかかるとの事です」

　リザとミーアは衛兵達の所へ、迎えのスケジュールを聞きに行っていたそうだ。

「にゅ？」

　ビスタール公爵達の方から怒声が聞こえた。

　防ぼう諜ちよう装置を使っているみたいだけど、大声だと声が漏れるようだ。

　耳を澄ませると、誰だれが裏切ったとか裏切っていないとか不毛な会話をしているのが分かった。

　わざわざ聞き耳スキルを使うまでもなかったね。

「ペンドラゴン卿きよう」

　オレに声をかけてきたのは、ミスリルの探索者「紅の貴公子」ジェリル氏だった。

　飛空艇に乗った時は着ていなかったトレードマークの赤い鎧よろいや騎士外套サー・クロークに着替えている。

　座ったままなのも失礼なので、タマを膝の上から下ろして立ち上がる。

「君の活躍は黒くろ槍やりのリザから聞かせてもらったよ。触手の魔物の攻撃を防御するだけで精一杯だった私とは大違いだ」

「卑下される事はありませんよ。ジェリル様は魔物を退治して武勲を立てる事よりも、公爵閣下達をお守りする事を優先されたのでしょう？」

　事実かどうか知らないが、援軍が到着するまでの間に、貴賓室で怪我を負ったのは騎士や兵士を除けば夫人が一人だけだった。

　その夫人もビスタール公爵関係者から離れた場所に隔離されている状況を見れば、怪我をしても仕方がないような何か良からぬ事をしたのは間違いなさそうだ。

「おい、あの赤い鎧」

「もしかしたら、『階層の主フロア・マスター』を倒した『紅の貴公子』ジェリルじゃないか？」

「いい男だね。あたしが一〇若かったらほっておかないよ」

「がはは、三〇の間違い──」

　遠くから野次馬達の声が聞こえる。

　ジェリル氏は王都でも有名らしい。

「ならさ、隣の黒髪は『ペンドラゴン』の若様じゃないのか？」

　おや？　オレ達の探索者チーム名を知っている者もいるみたいだ。

「あれがか？」

「剣も杖つえも帯びてないし、ジェリルに憧あこがれている貴族の御曹司だろ？」

「筋肉もないしな」

　やはり、オレの外見は探索者に見えないらしい。




「あら？　何かしら？」

　アリサが野次馬の様子が変なのにいち早く気付いた。

　どうも、野次馬の後ろに有名人が来たみたいで、そちらに注目が集まりだしたようだ。

「あ、あれは──」

　ジェリル氏がその有名人を見て言葉を詰まらせた。

　オレも知っている人だ。サトゥーではなく、勇者ナナシとしての知り合いなので、ここでは知らない振りをしておこう。

「武人のようですが、お知り合いですか？」

「知らないのか？　あの方はシガ八剣筆頭、『不倒』のゼフ・ジュレバーグ殿だ」

　王様の護衛としての彼しか知らないから、今ひとつ実力や評判は知らないんだよね。

　少し離れた場所にいる他ほかの探索者達も気が付いたようで、ざわざわと波紋のようにざわめきが広がっていく。

　甲子園に出場するような高校球児の前に、プロ野球のスター選手が現れたような感じなのだろうか？

　ざわめきは無責任な憶測に変わっていく。

　一番多いのはこんなセリフだ──。

「きっと、ジェリルを勧誘しにきたんだぜ」

「それ以外に考えられないな。案外、自分の後継者を探しに来たのかも」

「さっすがジェリル、私達のリーダーだけはある！」

「赤竜の咆ほう哮こう」の仲間達の言葉がジェリル氏の耳にも届いたようで、自信満々の満更でもない顔になった。

　いささかフラグくさいので、オレの横に立つアリサが人の悪い笑顔を浮かべている。

　続いて多いのがオレをスカウトに来たというセリフや、どちらをスカウトに来たかという賭かけの仕切りの言葉だ。

「ご主人様、あれって銃の人じゃない？」

　アリサに言われて気が付いたが、筆頭さんの後ろにシガ八剣の銃使いヘルミーナ嬢や数人の聖騎士達が続いていた。

　ヘルミーナ嬢や白い矛を持った聖騎士が筆頭さんに何か言っている。

　野次馬のざわめきがうるさいので、聞き耳スキルがあっても何を喋しやべっているのかよく聞こえない。読唇術スキルのお陰で、オレやリザの名前が何度か出たのが分かったくらいだ。

　まあ、オレの名前を口にしていたのはヘルミーナ嬢とその護衛聖騎士達だけなので、迷宮都市で知り合ったとかそんな他愛たわいもない話だろう。

「こっちに来るわ」

　オレの腕を抱いたアリサが呟つぶやく。

　無人の野を行くかのごとく、筆頭さんがまっすぐにこちらに向かって歩いてくる。

　モーセが海を割ったように、人々が彼の前に道を作っていく。

　筆頭さんと挨あい拶さつするためか、ジェリル氏が数歩前に歩み出る。

　一瞬だけジェリルの横顔が「フッ」という気き障ざな笑みを浮かべるのが見えた。

　きっと彼の中では何かドラマが再生されていたに違いない。

　──ん？

　なんだか肌がピリピリする。

　急に野次馬達が硬直し、仲間達やジェリル氏が腰を落として剣に手をかける。

　リザに至っては、オレとアリサの前に出て臨戦態勢だ。

　どうも、筆頭さんが手加減なしの威圧スキルを使ったらしい。

　静まった重い空気など気にも止めずに、筆頭さんがまっすぐに歩いてくる。

「なかなか手荒い洗礼ですね」

　冷や汗を搔かきながらもジェリル氏がフレンドリーに筆頭さんに話しかける。

　だが、筆頭さんは路傍の石を見るかのように、冷たい目でジェリル氏を一いち瞥べつしただけで横を通り過ぎた。

「黒槍のリザか──」

　おっ、やはり筆頭さんのお目当てはリザだったらしい。

　さっき筆頭さんに話しかけていた白矛の聖騎士は見覚えがある。

　前に迷宮都市でリザに勝負を挑んで、コテンパンに伸のされたヤツだ。

「ケルンを下した貴様の槍やり捌さばきには興味があるが、今は相手をしてやれん」

　そう言って、手でリザの構える槍を払うと、オレの前へとやってくる。

「若いな……貴公が『傷知らず』のペンドラゴンか」

　筆頭さんが値踏みをする目でオレを見下ろす。

　彼の後ろでヘルミーナ嬢が、暢のん気きな顔で小さく手を振っているのが見えた。

　どうやら、彼女に言われてオレを見に来たらしい。

「はじめまして──」

「我はシガ八剣が第一位、『不倒』のゼフ・ジュレバーグ。ここに『傷知らず』のペンドラゴン卿と手合わせを望むものなり！」

　オレの挨拶を遮って、筆頭さんがとんでもない事を言い出した。




　どうやら、オレの平和な年末は、まだやってこないようだ。








EX：ティファリーザ







〝仕事とは苦行だ。故郷の領都で働いていた頃ころはそう思っていた。でも、エチゴヤ商会ここは違う。やりがいのある仕事に尊敬できる同僚、そしてなにより、ここにはクロ様がいるのだから──。〟






「ティファリーザ、工場で働く人達の面接が終わったわ。この書類はどうすればいい？」

　エチゴヤ商会の執務室で書類を捌さばいていると、幹部のメリナが紙束を持ってやってきた。

「こちらに貸してください。名前順、技能順に並べ直してから、支配人に渡します」

「並べ直すくらいなら私がやるけど？」

「いえ、支配人の負担を減らすためにも、一目で確認できる一覧表を作成して添付するので──」

「へー、ティファリーザってばマメだね。エルが頼りにするはずだわ」

　エルテリーナを愛称で呼んだメリナが、そう言って私の肩をポンッと叩たたいて部屋を出て行った。

　書類に目を通すと、面接時に気付いた事や注意点などが、綺き麗れいな字で書き込まれていた。

　エチゴヤ商会の幹部達は皆、王都の王立学院で教育を受けているので、見た目の華やかな容姿からは想像も付かないほど優秀だ。

「ティファリーザ、宝石職人と彫金師を確保した」

　面接書類を整理していると、石せき狼ろうに跨またがった小柄な幹部、ロゥーナが部屋に入ってきた。

「契約書は任せていい？」

　書写板に挟んだままの紙を私に差し出す。

　さらっと目を通した感じでは、宝石職人や彫金師の希望する条件が全すべて網羅されてある。

　見た目は子供のようだが、彼女は気難しい職人を口説くのが上う手まい。

　無愛想な私には羨せん望ぼうすら覚える才能だ。

「はい、契約書の雛ひな形がたが書き終わったら、そのまま支配人に回して宜よろしいですか？」

「うん、お願い」

　ロゥーナは「お仕事終わり！　おやつの時間だ！」と楽しげに宣言して、石狼に跨がったまま部屋を出て行った。

　私は表情に出さずに小さく微ほほ笑えむ。

　ともすれば休憩も取らずに仕事を続けてしまうので、彼女の切り替えの速さは見習いたい。

「ふう、もう少し──」

　そんな感じで時と共に追加される書類を必死に片付けていると、次第に日が傾き部屋が薄暗くなってくる。

　光ひかり石いしを使った燭しよく台だいに魔力を流すか迷っていると、不意に優しい風が部屋に流れた。

「──目を悪くするぞ」

　その声と共に、部屋が明るくなる。

　──クロ様だ。

　少し突き放した口調なのに、私達を気遣ってくれる優しさが伝わってくる。

　私は書類の山から顔を上げる前に、手鏡で髪の乱れを確認し、素早く整え直す。

「クロ様、お帰りなさいませ」

　私は立ち上がってクロ様を迎える。

　エルテリーナ達のように華やかな笑顔で迎えたいが、無愛想な私にできるはずもない。

　事務的な対応しかできない自分に自己嫌悪を覚えつつ、引き出しから書類を取り出した。

「うむ。ティファリーザ、少し顔色が悪いぞ。休憩はちゃんと取っているか？」

「──はい」

　ごめんなさい。噓うそです。

　クロ様を心配させたくなくて、つい噓で取り繕ってしまった。

　私は後ろめたい気持ちを抑え、先に自分がするべき仕事を進める。

「こちらがクロ様に確認していただきたい書類です」

　クロ様の決済が必要な書類を手渡したところで、私の耳にドタドタと激しい足音が届く。

　駆けてくる足音が扉の前で止まり、少しの間を置いて、澄ました顔のエルテリーナが部屋に入ってきた。

　髪や服は整えられているが、上気した頰ほおが先ほどの足音の内容を物語っている。一階にある応接間から、最上階にあるこの執務室まで階段を駆け上がってきたのだから、短時間で呼吸を整えられただけでも大したものだろう。

　一階にいた彼女が、連絡をする前からクロ様の帰還に気付くのが不思議で、前に尋ねてみたのだが、「愛の力です」と真顔で返されてからは真ま面じ目めに問うのは止やめている。

「お帰りなさいませ、クロ様！」

　エルテリーナが華やかな笑顔でクロ様に挨拶する。

「うむ。支配人も壮健そうでなによりだ。報告事項はあるか？」

「はい、工場の建設に反対する地元住民がいましたが、誠意ある説得で納得していただきました。明日あしたからでも工場の建設が可能です」

「よくやった、支配人」

　クロ様のお褒めの言葉に、エルテリーナの笑顔がさらに深くなる。

　ちょっとだけ、クロ様に褒めていただいたエルテリーナが羨うらやましい。クロ様の手が置かれた彼女の肩に、少し嫉しつ妬と心を刺激される。

「ありがとうございます、クロ様。ですが、私だけの功績ではありません。ここにいるティファリーザや他ほかの幹部達の働きあっての事です」

「うむ、分かっているとも。ティファリーザもよく頑張ったな」

「恐縮です」

　エルテリーナが自分以外の功績もあるのだと主張してくれた。

　つまらない事で嫉妬した自分が恥ずかしい。

「やっぱりクロ様だ！」

「知ってた。エルがはしたなく全力疾走するのはクロ様がいらした時だけだもの」

　石狼に跨がったロゥーナを先頭に、幹部達が執務室に入ってきた。

　皆、楽しそうにクロ様に話しかけている。

「クロ様！　ルーン光珠の加工を任せられる宝石職人と彫金師を確保できました！」

「──ルーン光珠？」

　ロゥーナの発言に、クロ様が訝いぶかしげな顔になった。

「クロ様、ルーン光珠は商品名です」

　私はクロ様がお作りになったルーンを刻んだ光石を見せながら説明する。

「そうだったのか、良い商品名だ」

「えへへ～、ありがとうございます！　私が考えたんですよ、クロ様！」

　クロ様のお褒めの言葉に、石狼に跨がったままロゥーナが自慢げに胸を張る。

　クロ様に頭を撫なでられたロゥーナが、子供のように目を細めて幸せそうに笑う。

「職人が確保できたなら丁度いい。職人達の腕試しがてら、エチゴヤ商会の身分証を作らせろ。身分証の見本と核になる石を置いていく」

　クロ様が宝石が嵌はまった流麗なブローチと、幹部達の人数より少し多い宝石をテーブルの上に置いた。

「きれー」

「──え？」

「宝石の中に薔ば薇らが入ってる？」

「薔薇の中心にエチゴヤ商会の紋章があるわ」

　ロゥーナ以外の者達が、宝石を見て驚きの声を上げた。

　透明な宝石の中に、青い宝石で作られた薔薇が入っていて、その薔薇の中心に、白い宝石でエチゴヤ商会の紋章が形作られている。

　恐らく魔法で加工されたのだとは思うが、宝石を紋章のような形に研磨するような魔法はともかく、ガラスでもない宝石の中に別の宝石を閉じ込めるような魔法は聞いた事もない。驚く様子から察するに、エルテリーナ達も同様だろう。

「ク、クロ様、これは？」

「ルーン光珠を作った職人に作らせた物だ。魔力を流すと光石で作ったエチゴヤ商会の紋章が光って、宝石の表面に紋章が浮き上がる仕組みになっている。これならそう簡単に偽造されまい」

　クロ様が「お前達の身分証に丁度よかろう？」と事もなげに言う。

　確かに偽造される心配はないが、一つ金貨数百枚もしそうな身分証を身に付けるのは心の負担が大きそうだ。

「ティファリーザ、加工する職人を手配するまで預かっていてくれるかしら？」

「いえ、これほど重要な品は支配人が管理するべきです」

　エルテリーナが恐ろしい事を言いながら宝石やブローチの見本を差し出してくる。

　私は取り乱さないように心を律しながら、エルテリーナの手を押し戻した。

「そう？」

「エルテリーナ！　私！　私が預かってあげる！」

　ロゥーナが子供のように「はい！　はい！」と手を上げるのをスルーし、エルテリーナが自分で保管すると宣言して執務室の金庫の中に宝石やブローチを収納した。

　それを見終えたクロ様が、ゆっくりと皆を見回す。

「──皆、聞け。明日の晩、特別任務を与える」

　クロ様の言葉に、エルテリーナ達が一瞬だけザワッとした後、静かになった。

　彼女達はクロ様の言う「特別任務」が何か知っているのだろうか？

「夜一刻から始めて、夜二刻までには終わる予定だが、その後は仕事にならない可能性が高い。その日の仕事は集合前に済ませておけ。予定の合わない者は申し出ろ、その者は別の予定を組む」

　クロ様が夜中の仕事を命じるのは非常に珍しいが、クロ様の奴隷である私に否などあるはずもない。

　周囲を見回して確認したところ、それは奴隷でない幹部達も同様のようだ。

「ク、クロ様。特別任務は私達全員でしょうか？」

「そうだ。幹部で都合の付く者は全員だ」

　幹部が対象という事は私は関係ない──などと考えていたら、クロ様から「お前もだぞ、ティファリーザ」と言われてしまった。

　クロ様は心が読めるのかもしれない。

　こっそりと秋波を送ってみたが、クロ様から反応はなかった。

「わ、分かりました。どのような衣装が宜しいでしょうか？」

　エルテリーナが妙にクロ様に近付きながら問いかける。

　ちょっと、近付きすぎではないでしょうか？

「お前達の好きな衣装で良い」

　クロ様がそう答えながら、エルテリーナから距離を取った。

　さすがです、クロ様。

　少し残念そうなエルテリーナがかわいそうな気もしますが、支配人という規範となるべき立場の人が公私混同をしてはいけません。

　ええ、嫉妬で言っているわけではありませんよ。絶対に。

「すまんが、少し所用ができた」

　私が思考を暴走させていると、クロ様がそう言って転移で執務室を立ち去ってしまった。

　机の上には、いつの間に処理したのか、クロ様の決済が終わった書類が積み上がっていた。

　ちゃんと内容を確認した証拠に、幾つかの書類には付ふ箋せんが貼はられ、再調査あるいは却下の理由が書き添えられている。

　戻された書類を返却しようと顔を上げる私の耳に、弾はじけるような歓声が飛び込んできた。

「ねぇねぇ、今のってアレだよね？」

「うんうん、クロ様も男の人だったんだね」

「エル、どんな衣装でクロ様を悩殺する？」

「わ、私は──全力で行きます」

　──何を言っているのでしょう？

　私が首を傾かしげていると、メリナが「ティファリーザはどんな衣装でクロ様を悩殺するの？」と不思議な事を尋ねてきた。

「悩殺、ですか？」

「もう！　ここには女しかいないんだからカマトトぶらなくていいじゃない！　ティファリーザもクロ様の事が好きなんでしょ？」

「な、何を……」

　言っているんですか！

　思わずそう叫びそうになった口を手で押さえる。

「ティファリーザ、服がないようなら私のを貸してあげましょうか？」

「いえ、大丈夫です」

　私を気遣うエルテリーナの言葉を拒否する。

「でも、初めてのクロ様のお召しだもの。あなたも可愛かわいい下着や夜着が必要でしょう？」

　さすがに、彼女達の言いたい事が分かった。

　彼女達はさっきのクロ様の言葉が、夜よ伽とぎのお誘いだと勘違いしたのだろう。

　でも、クロ様に限ってそれはない。私やネル達が裸で迫った時にも、少し困った顔をして外がい套とうを掛けるような清廉潔白な方だ。

　皆の誤解を解こうと顔を上げた先では、エルテリーナ達の年相応の娘らしい華やいだ声と笑顔が満ちていた。

　私のような仏頂面ではなく、彼女達が相手なら、もしかして……。

「ティファリーザ、どうしたの？」

「少し疲れました。本日の定時は過ぎているので、退勤させていただきます」

　私はエルテリーナにそう告げて、逃げるように執務室を去った。




「……地味な下着しかない」

　私は自室のクローゼットやチェストから取り出した下着や夜着を並べて落胆していた。

「こんな下着じゃ、クロ様に喜んでもらえ──」

　──違います。そんな事考えていません。

　自室に戻って不ふ貞て寝ねしていたはずが、寝付けなくて部屋をうろうろしている内に、いつの間にか下着や夜着を選んでいた。

「私は何をしているんでしょう……」

　自分で自分の事が分からず、私は下着や夜着の上に身を投げ出す。

　──皺しわになる。

　その事に気付いて私は跳ね起きた。

　とりあえず、前にエルテリーナ達の買い物に付き添った時に買った下着が一番マシだったので、それと「蔦つたの館やかた」で貰もらった夜着を残して、他のはクローゼットやチェストに戻す。

　期待はしていないけれど、エルテリーナ達の傍そばでみすぼらしく見えない程度には身み嗜だしなみを整えたい。

「これならクロ様も──」

　その続きを口にするのは、なんとなく恥ずかしかったので私はベッドに潜り込んで目を閉じた。





◆






「ク、クロ様、お待ちしておりまひた」

　破廉恥な格好をしたエルテリーナ達と一緒にクロ様を出迎える。

　……いえ、冷静に考えれば、私の格好も彼女達と大差ありません。

「支配人、今日はずいぶんと開放的な衣装だな」

「は、はい。クロ様のお召しですから、皆で精一杯のおめかしをさせていただきました」

　エルテリーナの答えにクロ様が額を手で押さえた。

「──誤解させたようだな。我はお前達を無理矢理、褥しとねに連れ込むつもりはない。特別任務とは別の事だ。時間をやるから普段の服装に着替えて再集合しろ。靴は歩きやすい物にしておけ」

　クロ様の言葉に、エルテリーナ達が声にならない悲鳴を上げて膝ひざを落とす。

　知ってました。クロ様はそういう清廉潔白な方です。ええ、本当に……。




　着替え終わった私達は、クロ様の転移によって薄暗い洞どう窟くつのような場所へ連れてこられた。

「こ、ここは?!　──迷宮？」

「そうだ。迷宮上層の奥地にある未踏区画だ」

　クロ様の淡々とした言葉に、腰が砕けそうになる。

　超越者であるクロ様ならともかく、殴り合いの喧けん嘩かすらした事がない私にとって、魔物が跋ばつ扈こするという迷宮は恐怖の対象でしかない。

「安心しろ。危険な魔物は排除済みだ」

　クロ様の言葉に、少しだけ恐怖が和らいだ。

　エルテリーナ達も私と同様に安あん堵どの吐息を漏らしている。元探索者の彼女達にも、ここは恐ろしい場所だったらしい。

　私達はクロ様から手渡された魔法の武器で、迷宮の床に作られた魔物が蠢うごめく穴に向かって、順番に攻撃をするというよく分からない作業を行った。

　魔法の武器から放たれる光に照らされた、魔物達の黒くテラテラ光る背中には生理的な嫌悪感を覚えたが、すぐに穴の上から離れられたので吐いたり悲鳴を上げたりせずに済んだ。

「ティファリーザ、大丈夫か？」

　よほど青い顔をしていたのか、クロ様に心配していただいた。

「は、はい、大丈夫、です」

　顔に触れるクロ様の手に意識が向かないように自分を律しながら、なんとか平静を装って答える。

「クロ様、全員終わりました」

「よし、危ないから全員後ろにある避難所まで下がれ」

　エルテリーナの報告に、私の顔からクロ様の手が離れた。

　クロ様の手が離れていく様子を目で追っている自分に気付いて赤くなっていると、穴の手前まで来たクロ様が凄すさまじく強大な魔法を使った。

　冷たい風が吹き荒れ、私達の髪や服の裾すそをはためかせる。

　──やはり、クロ様は勇者の従者様なんだ。

　今更なその気付きに、私はクロ様との距離を実感してしまう。

　なんだか、暗くら闇やみの中で一人取り残されたような気分だ。

「ティファリーザ、大丈夫？」

「──なんだか力が入らないです」

　落ち込んだ気持ちに引きずられたのか、目め眩まいと吐き気がする。

「私も何か気分が……」

「うん、身体からだが重いよ」

　私以外の幹部達も、次々と体調不良を訴える。

　気持ちの問題ではなく、「レベルアップ酔い」という、急激なレベルアップに身体がついていかなくて起こる体調不良だとクロ様に教えられた。

「今日はこれで特別任務は終了だ」

　全員を連れて王都のエチゴヤ商会に帰還したクロ様から、誰だれが何レベルまで上昇し、どんなスキルを覚えたか教えてもらって解散となった。

「運がいいな、ティファリーザ。希少な『宝物庫アイテムボツクス』スキルも覚えたようだぞ」

「ありがとう、ございます」

　吐き気や貧血は治まったが、気を抜くと居眠りしてしまいそうなくらいまぶたが重い。

　クロ様に褒められたのに、素っ気ない答えをしてしまうくらいだ。




「皆、部屋まで戻れそうか？」

「しばらく無理です」

　クロ様の問いにエルテリーナが代表して答える。

「では、私が皆を運ぶとしよう」

　クロ様が幹部達を一人ずつ抱え上げて部屋へと運んでくれる事になった。

　寝落ちしていた数人こそ静かに運ばれたが、途中からは──。

　──顔！　クロ様の胸に顔を埋うずめるのは反則でしょう！

　──ちょっ！　ここぞとばかりに抱きつくのははしたないです！

　──メリナ！　クロ様のお尻しりを触るなんて！　羨うらやま──破廉恥です！

　──エルテリーナ！　眠ったふりでクロ様の匂においを嗅かぐのは、さすがに乙女としてどうかと思います。

　心の中で抗議していると、いつの間にか寝落ちしていたらしく、部屋の中に私以外いなくなった。

「最後はティファリーザか……」

　少し疲れたクロ様の声が耳に届く。

　僅わずかに開いた瞳ひとみに、いつも通りの凜りんとしたクロ様の姿が映った。

　気のせいか、クロ様の衣服が少し乱れている気がする。

　きっと、幹部の中で積極的な子がクロ様を誘惑しようと強引な手を使ったに違いない。

　クロ様が私に顔を近付けると、コロンの香りが私の鼻孔をくすぐった。

　クロ様に抱き上げられる。

　思ったよりも細い身体だけど、しなやかな筋肉の躍動が伝わってくる。

　私を起こさないように優しく歩くクロ様に身を委ゆだねていると、多幸感が身体を満たす。

　でも、そんな至福の時間は長くは続かない。

　ゆっくりと自室のベッドに下ろされる。

「……クロ様」

　クロ様のぬくもりが消える寂しさに思わず呟つぶやきが漏れてしまった。

　狸たぬき寝入りがバレないかと心配したが、クロ様はなにも言う事なく踵きびすを返す。

　私はクロ様を引き留める事も、誘惑する事もできなかった。

　私にできたのは、扉が閉まるまでクロ様の背中を見つめる事だけ。

「──いくじなし」

　他ほかの子達のように積極的に行動できない自分を詰なじる。




「今はまだ。でも、いつかきっと──」




　──まっすぐ想おもいを告げられるほど、自分に自信が持てたら。

　その時こそ、奴隷の身分なんて忘れて、恋という戦場に足を踏み出そう。

　愛すべき同僚達のように！








あとがき






　こんにちは、愛あい七ななひろです。

　この度は「デスマーチからはじまる異世界狂想曲」の第一五巻をお手に取っていただき、誠にありがとうございます！

　無事に巻数を重ねる事ができているのも、読者の皆様の応援のお陰です。

　アニメ版のブルーレイも無事に全巻発売が完了し、イベントも無事に終了しましたが、それで気が抜けてしまわないように、これからも作品を面白く盛り上げて参りますので、今後とも変わらぬご支持をお願いいたします。




　恒例の見所を語る前に、少し私事を。

　ネットのインタビュー記事をご覧になった方は既にご存じの事ですが、一年ほど前からサラリーマンとの兼業を辞め、専業作家として活動を開始しました。

　あとがきで書こう書こうと思っていながら、ずっとご報告を忘れていてすみません。

　執筆時間を大量ゲットだぜ！　とホクホクしていたのですが、蓋ふたを開けてみるとそれほど月間執筆量が増えるわけでもなく、刊行ペースは兼業時代のままだったりします。

　ただ、兼業時は睡眠時間を削るように作業していたので、その辺りは大分改善しました。

　専業化直前の健康状態がよほどヤバイ感じに見えていたのか、家族からは専業化をとても歓迎されたり……。

　自宅で作業する関係上、自家用車が使えないと色々と不便なので、教習所のペーパードライバー研修で再訓練する事に。

　大学時代に免許を取ってから、まったく運転していなかったので不安だったのですが、教習所の先生の教え方が良く、数回の教習でなんとか運転できるようになりました。まあ、慣れるのはもう少し掛かりそうです。

　この辺りの経験はデスマのエピソードに使おうと目もく論ろんでいます。




　さて、それではあとがきを読んでから買うか決める方のために、本巻の見どころに移りましょう。

　本巻は前巻から引き続きゼナさんのターンで物語が始まります。

　前巻の最後で「聞いてください、サトゥーさん」「私、サトゥーさんが──」というラブを予感させる発言をしたシーンの続きからです。

　発売が四ヶ月前の本の内容なんて覚えていないという方は、一四巻をそっと開いて最後の数ページを読んでみてください。その時に、ゼナさんの衣装に注目していただけると、本巻の冒頭の流れに納得していただけるかと。

　異世界での初めての友人という事もあって、ゼナに対してはわりとガードの甘いサトゥーですが、締めるところはきちんと締めて線引きをしているのでご安心を。彼にとって一番なのは仲間達なのですから。

　そしてカリナ嬢！

　前巻でババンッと登場したわりに空気な感じだった魔乳の人ことカリナ嬢の出番や活躍の機会はＷＥＢ版よりも増量しています。どんな活躍や出番なのかは本編をご覧ください。ＷＥＢ版では後の方で登場したあのキックも早々とお披露目されますよ～。

　前巻で登場した迷宮下層の仲間達にも再びスポットが当てられ、ＷＥＢ版では謎のままだった「階層の主フロア・マスター」を召喚する文言の意味やムクロの嫁の正体についても明かされています。

　また、ＷＥＢ版で好評だったエチゴヤ商会勢や養護院の子供達とのエピソードもブラッシュアップしてお届けしています。

　そして、到着した王都ではあの人の矛先がサトゥーに！

　書籍版ではＷＥＢ版と異なり、王都到着以前にシガ八剣ヘルミーナ嬢と知り合い、迷宮都市でのリザとの対戦で本来の実力の一端を公にしてしまったために、バタフライ効果を発現させてしまったのでしょう。

　あまりネタバレを書くと怒られるので、第一五巻の内容についてはこのあたりで締めます。




　では恒例の謝辞を！

　担当編集のＡさんとＩ氏のお二人による的確な指摘や改稿アドバイスで、わかりにくい箇所が解消され、シーンの魅力や臨場感がアップしました。これからも末永くご指導ご鞭べん撻たつの程をよろしくお願いいたします。

　また、毎回素敵なイラストでデスマ世界を色鮮やかに表現してくださるＳｈｒｉさんには感謝してもしきれません。

　そして、カドカワＢＯＯＫＳ編集部の皆様を始めとして、この本の出版や流通、販売、宣伝、メディアミックスに関わった全すべての方にお礼申し上げます。

　最後に、読者の皆様には最大級の感謝を!!

　本作品を最後まで読んでくださって、ありがとうございます！




　では次巻、王都編でお会いしましょう！


愛七ひろ


















　痛いのは嫌なので防御力に極振りしたいと思います。　電子特別お試し版　（著：夕蜜柑　イラスト：狐印）
















　ゲームなどの知識に乏しく、ステータスポイントを全て防御力（ＶＩＴ）に振ってしまったメイプル。動きも遅く、魔法も使えず、挙句の果てには兎にすらどつき回される始末。

　あれ、でも全然痛くない……っていうか、ダメージゼロ？

　極振りの結果、手にしたスキルは【絶対防御】。さらには一撃必殺のカウンタースキルまで取得して──!?

　あらゆる攻撃を無効化し、致死毒スキルで障害を蹂躙していく『移動要塞型』新人、自らの異常さに気づくことなく、出陣！











プロローグ　防御特化とその前に。









「うーん……ゲームなんて殆ほとんどやったことないんだけどなぁ」

　友人である白しろ峯みね理り沙さに押し付けられたゲームのパッケージを見て、本ほん条じよう楓かえでは溜ため息いきを吐く。

「理沙はいっつも私を振り回して……」

　剣や杖つえを持った男女が数人描かれたパッケージには『NewWorld Online』と色鮮やかな文字で書かれているのが見て取れる。

　ここ最近急激に売り上げを伸ばすＶＲＭＭＯというジャンルのゲームで、楓はこれを動かすハードは持っている。もっとも、ほとんど使われていないそれは、薄く埃ほこりを被ってしまっているが。

　そのハードも理沙に誘われて流されて買ってしまったものだった。

「はぁ……何か断れないんだよね……」

　楓の手にはメモ。これは理沙から渡されたもので、このゲームを始めるためにやることが書かれてあった。

「あのキラキラした目を見ると……無理だなんて言えないよ……」

　理沙は楓が始めることを信じて疑っていないのだ。始めないのは可哀想に思えて楓にはどうにも出来なかった。

「仕方ない……！　設定、やりますか」

　楓は埃を払い落とすとハードの電源を入れる。

　別にゲームが大嫌いという訳では無いのだ。

　少し付き合ってあげるくらい、いいだろう。

　そう思って、楓は初期設定を開始した。





◆□◆□◆□◆□◆






　楓は『NewWorld Online』の初期設定を、メモを片手に終えていく。メモのお陰で設定はスイスイと進んでいく。




「ふーっ……これでいいかな」

　そしていよいよ電脳世界へとダイブすることになる。楓にとって久しぶりの感覚。目を閉じて、次に目を開いた時には、そこは既にゲームの世界。と言っても、まだ少し必要な設定が残っているためいきなり町の中へという訳にもいかない。

「まずは……名前かあ。うーん、カエデっていうのも本名そのままでアレだし……どうしようかな……」

　楓はしばらく悩んだ末にメイプルと名前を入れて決定ボタンを押す。空中に浮かぶパネルが映し出す内容を変える。そこには初期装備を決める必要があると表示されていた。

「大剣に……片手剣。メイスに杖に……うーん……動き回るのあんまり得意じゃないからなあ……それに、攻撃とか受けたくないし……じゃあやっぱり杖で魔法使いかなあ」

　そうやっていくつかある装備を見ていた楓だったが、そこにピンとくる装備が現れる。

「大盾と短刀？　攻撃力は低いけど……防御力はナンバーワンか……えっ！　防御力を上げればダメージって無くなるの？」

　説明文を読んだ楓はこれに決めたと大盾と短刀を初期装備に選んだ。

　ちなみに、防御力を上げて攻撃が無効化出来るのはほんの序盤だけで、それなら火力を上げた方がいいと、ゲーム内では評価が下されており、つまるところどちらかというと不人気装備にあたるものである。

　そもそも、わざわざゲーム内で攻撃を受けることを前提とした装備を使いたがる人が少ないのだ。さらに、大盾は無理でも、盾なら片手剣や、メイスでも装備することが出来る。

　取り回しの良さからそれらを選ぶ人の方が圧倒的に多いのだ。




「次はステータスポイントか……これは防御力に全部っと」

　俗に言う極振りである。これをすると大盾ならただでさえ低い攻撃力がさらに悲しいことになる上、素早さの数値にも振っていないため、補正がかからず現実の速度と同じになってしまう。

　はたして突進してくる動物相手に勝てる人間が現実世界にどれだけいるのだろうか。

「あー……身長は弄いじれないのかあ。もっと背を高くしたかったのに……」

　楓の身長は一四五センチあるかないかといったところである。細身で、可愛らしいその容姿と体たい軀くから学校では密かに人気があるのだが、そんなことは楓の知る由もないことである。身長はコンプレックスでもあるが、現実の体と身長、体重を変えると上手くプレイ出来ないらしく、楓は仕方ないと諦あきらめた。




「じゃあ、これでオッケーかな。よし！」

　楓の体が光に包まれる。

　次に目を開けた時、そこは活気あふれる城下町の広場だった。











一章　防御特化と初戦闘。









　楓がメイプルとなってこのゲーム内で初めて見た町並み。広場には噴水があり、ベンチもいくつか設置されている。広場は大通りにつながっており、レンガ造りの建物が両側に並ぶ石畳の道を、多くのプレイヤーが歩いていた。澄み切った青空からの光は噴水の水をキラキラと光らせている。

「ここは……えっと。ステータス！」

　ヴォンと言う音と共にメイプルの前に半透明の青いパネルが浮かび上がる。






メイプル




Ｌｖ１　ＨＰ　40／40　ＭＰ　12／12




【ＳＴＲ　０〈＋９〉】【ＶⅠＴ　１００〈＋28〉】

【ＡＧⅠ　０】　　　　【ＤＥＸ　０】

【ⅠＮＴ　０】










装備




頭　　【空欄】　　　　　体　【空欄】

右手　【初心者の短刀】　左手【初心者の大盾】

足　　【空欄】　　　　　靴　【空欄】

装飾品【空欄】

　　　【空欄】

　　　【空欄】










スキル




なし








「うーん……？　ＶⅠＴは防御力だよね？　確か。あれ……これやっちゃった？」

　あまりゲームをやらないメイプルでもステータスに０が並んでいるのはよくないことだろうと推測出来た。

　今までの人生を振り返ってみても０が良かったことの方が圧倒的に少ない。

　メイプルがステータスを一つずつ確認して気付いたことは、攻撃力は武器に支えられて辛うじてゼロでないものの、賢さはなく、俊敏さもなく、器用さもないということである。

「あはは……やっちゃった？　どうしよう……理沙もいないし」

　うんうん唸うなって数分間考えてみて出た案は、取り敢えず魔物と一回戦ってみるというものだった。それでどうしても駄目そうなら仕方ない。その時は作り直そうとメイプルは考えたのである。

「よし、町から出てみよう……！」




　メイプルは町の外へ向かって歩いていて思ったことが一つあった。

「周り歩く人……速いなあ」

　止まっている時には分からなかった【ＡＧⅠ　０】の影響が身近な所に現れていた。

　しかし、そんなことにはめげずに町の外へとてくてく向かう。

　目指すは初討伐だ。




　町の外にも、町の中程では無いが人がいた。ここで戦えば誰か一人くらいは、メイプルがしていることを見ていることだろう。

「かっこ悪いとこ見られたくないしなぁ……もうちょっと遠くに行こうっと」

　メイプルはそのまま同じようにてくてくと歩いて、人のいなそうな森までやって来た。

「よし、ここなら良いかな……モンスターさんどこからでもかかってきていいよ！」

　そんなメイプルの声に反応したのかは分からないが、尖とがった角を持った白兎が草むらから飛び出してきた。白兎はかなりのスピードで体当たりをしてくる。行動能力に補正のかかっていないメイプルが、兎の突進を躱かわせるかというと答えは否である。

「ちょっ!?　わっ、ごめんなさい！」

　何に対し謝っているのかもよく分からないまま、メイプルは慌てて構えていた大盾を変にずらしてしまい、尖った角を使った突進攻撃をお腹で受けることになった。

「痛っ！　……く、ない？」

　兎はクリティカルヒットした筈はずの攻撃が、ダメージを与えていないのを見て戸惑っていたのか、少し距離をとった。

「おおおおっ！　凄すごい！　痛くない！　流石は【ＶⅠＴ　１２８】！　ふふふ……どうだ兎さん。私の腹筋は？」

　メイプルがお腹にぐっと力を入れる。別に割れているわけでも無い。どころかぷにぷにである。

　無防備にお腹を突き出すその姿勢を兎は挑発ととったのか、それとも単にそう行動が決められているだけなのか、ともかく再度メイプルに突進していった。

　メイプルは大盾を使わずお腹で受け止める。

　何度も何度も突進を繰り返す白兎とそれをふふふと笑いながら受け止めるメイプル。メイプルは兎と戯れるように走り回ったり、撫なでようとしてみたりもした。

　何も知らない人がその光景を見れば、一瞬でどこかのネット掲示板に書き込まれそうな摩ま訶か不ふ思し議ぎな状況である。

　戯れているだけならまだしも、時折、仁王立ちで兎の体当たりを受けているあたりは、不思議な光景に該当すると言えるだろう。

　そんな戦闘と呼べるかどうかも怪しい戦闘は一時間も続いた。楽しそうに笑うメイプルは時間を忘れて楽しんでいたのである。

「ほらほらーもっと気合いを入れてー？」

　白兎を煽あおりまくっていたメイプルだったがそこで頭の中に音声が流れた。





『スキル【絶対防御】を取得しました』






「ん？　何それ？　……ちょっと待ってね兎さん」

　メイプルは兎が突進してきているのもお構いなしにスキルの確認をする。






スキル【絶対防御】




このスキルの所有者のＶⅠＴを二倍にする。【ＳＴＲ】【ＡＧⅠ】【ⅠＮＴ】のステータスを上げるために必要なポイントが通常の三倍になる。




取得条件




一時間の間敵から攻撃を受け続け、かつダメージを受けないこと。また魔法、武器によるダメージを与えないこと。








「んー？　て、ことは【ＶⅠＴ　２５６】？　これ、かなり凄いスキル？　……兎さんと遊んでいただけだったのになあ……」

　メイプルは簡単にこのスキルが取れたと思っているが、ただの大盾使いでは防御力が足りない。かといって極振りは後に詰んでしまうためほとんどしている人がいない。さらに言えば極振りをした人が白兎と一時間戯れるかというとそんなこともなかった。

　つまり、奇跡的に取れたスキルと言っても過言ではない。さらに言えば、このスキルを持っているのは現状メイプルだけだった。

　もっとも、そんなことはメイプル本人が知るはずのないことである。




「よーし兎さんお待たせ……兎さん？」

「きゅ……」

　白兎は突進の度に地面に打ち付けられて体を傷つけていた。そして、その頭上にはＨＰバーらしきものが現れており。

　それはたった今、赤い表示から、ゼロになった。

　パリンという音と共に白兎は光り輝く粒子となって消えていった。ドロップアイテム一つ落とさず、跡形も無く消えてなくなってしまった。




「兎さあああああああああああん！」





『レベルが２に上がりました』






「兎さあああああああああああん！」

　少女の悲鳴が静かな森に木霊こだましていた。





◆□◆□◆□◆□◆






「はぁ……何で死んじゃったの……もう倒す気なんて無かったのに……」

　白兎の死を嘆くメイプルだったが、しばらくすると立ち直ってレベルアップについて確認し始めた。

「あっ！　ステータスに割り振れるポイントが５増えてる！」

　このポイントを振り分ければステータスの０の項目とも無事にお別れ出来る。

「うーん……でも今更防御力以外を上げてもなあ……」

　一度割り振るともう元には戻せないようなのでメイプルは慎重に考える。

「よーし……決めた！　ＶⅠＴに振ろう！」

　メイプルはＶⅠＴに５ポイント全てを注ぎ込むと、またモンスターを見つけるため森の奥へと進んでいった。




　森の奥は町から伸びる道の周りと比べて、モンスターが少し強くなっていたり、数が多かったりするのである。メイプルがモンスターと出会うまでにそう時間はかからなかった。

[image: ]







　この続きは現在配信中の『痛いのは嫌なので防御力に極振りしたいと思います。』にてお楽しみください


(C)Yuumikan, Koin 2017
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